
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
3
年
6
月
20
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

E
S
P
や
P
K
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
!

　
　
　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 
氏

E
S
P
や
P
K
現
象
は
現
代
科
学
で

は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
充
分
に
解
明
さ

れ
な
い
ま
ま
未
科
学
現
象
と
し
て
好
奇

の
対
象
だ
け
で
片
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
常
の
生
活
で
は
E
S
P
や
P 

K
現
象
を
頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
計
測
可
能
な
脳
波
を
介
在
さ

せ
て
現
象
の
解
明
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
電
離
層
に
あ
る
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
に
よ
っ
て

発
生
す
る
4
種
類
の
電
磁
波
（7.8H

z, 
13.6H

z, 19.8H
z, 25.4H

z

）
と
脳
波

に
含
ま
れ
る
周
波
数
と
が
共
鳴
し
た
と

き
に
E
S
P
や
P
K
現
象
の
起
き
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ン
ア

レ
ン
帯
が
情
報
の
ク
ラ
ウ
ド
に
な
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
講
演
で
は
実
際
に
計
測
し

た
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
を
ご
覧
い
た
だ

き
ご
討
議
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の

分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
月
号
の
記
事

◎�

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
創
立
45
周
年
記
念
大
会
発
表
者
募
集

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
五
月
、
六
月

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎�

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
43
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
元
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
五
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
五
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎�

変
性
意
識
状
態
の
研
究
が
必
要
で
あ

る
◎
サ
イ
現
象
を
脳
波
で
解
明
す
る
!

◎
志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1�

9
6
1
年　

電
気
通
信
大
卒 

松
下
電

器
入
社

1�

9
7
6
年　

東
大
工
学
部
計
数
工
学

科
で
α
波
研
究

1�

9
8
3
年　

松
下
電
器
退
社 

脳
力
開

発
研
究
所
設
立 

現
在　

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1 アサノビル201号
佐佐木　康　二

☎ 022（279）0908･FAX  022（274）0097

中　　　部
〒455−0053　名古屋市港区

名四町113
眞　野　博　英

☎  090-9196-2963

北　　　陸
〒920−0031　金沢市広岡2−7−25

プレミスト金沢駅西口Ⅰ　804号
佐　藤　禎　花

☎ 076（234）2034

関　　　西
〒545−0034　大阪市阿倍野区

阿倍野元町1−2
和　田　高　幸

☎ 06（6624）0559･FAX  06（6624）5061

九　　　州
〒851−2122　長崎県西彼杵郡

長与町本川内16−6
森　安　政　仁

☎ 095（883）6048･FAX  095（883）6159

日本サイ科学会　令和 3年 5月 1日発行

本部　〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506 　　郵便振替  00100−2−15344　日本サイ科学会
電話  047−347−3546　　FAX  047−330−4091　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

月 刊

第 号457
3−5･6



● ❷●

医
療
催
眠
学
会
顧
問
。

著
書　

奇
跡
の
『
地
球
共
鳴
波
動

7.8H
z

〉』の
す
べ
て（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

他
多
数

※�

5
月
の
本
部
例
会
は
通
常
の
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
18
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
三
万
七
千
円
也　

森
安　

政
仁　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
一
万
円
也　
　
　

久
保
千
寿
子　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
二
千
円
也　
　
　

村
上　

一
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

千
葉
ゆ
か
り　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飯
見　

勇　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

東
條
多
美
代　

様

金
一
千
円
也　
　
　

佐
藤
ひ
ろ
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

井
上　

智
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

鍬
野　

秀
三　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

創
立
45
周
年
記
念
大
会

発
表
者
募
集

今
年
は
1
9
7
6
年
の
日
本
サ
イ
科

学
会
創
立
か
ら
45
周
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
10
月
23
日
（
土
）
に
北
と
ぴ
あ

第
一
研
修
室
に
て
、「
創
立
45
周
年
記
念

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
半
は
会
員
の
研
究
発
表
の
時
間
を

設
け
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
は
「
サ
イ
と
瞑
想
」）
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
サ
イ
と
瞑
想
」に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も

し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し

て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U

F
O
、
オ
ー
ブ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目

撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ

イ
現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」

に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果

を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
創
立
45
周
年
記
念
大
会
で
の
発
表
は

で
き
な
い
が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

の
資
料
と
し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も

募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
2
0
」
最
終
頁
の

投
稿
審
査
規
定
を
よ
く
読
ん
で
、
応
募

願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
回
正
会
員
・
維
持
会
員
に
、
通
常

総
会
出
欠
用
返
信
ハ
ガ
キ
を
同
封
致
し

ま
し
た
の
で
、
6
月
13
日
（
日
）
ま
で

に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

ま
た
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
員
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト（
以
下
解
説
）に
未
登
録

で
、
登
録
希
望
の
方
は
、「
会
員
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
登
録
希
望
」
と
書
い
て
、

受
信
用
の
個
人
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
て
、

以
下
の
ア
ド
レ
ス
に
送
信
願
い
ま
す
。

office
21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

M
L（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
?

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関
わ

る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
を
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
M
L
に
登

録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と
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全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
M
L
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
日
本
サ
イ
科

学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
返
信
願
い

ま
す
。offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

政
木「
磁
気
治
療
器
」の
現
在（
い

ま
）

～
政
木
和
三（
ま
さ
き
・
か
ず
み
）

先
生
（
元
阪
大
工
学
部
工
作
セ
ン

タ
ー
長
）
と
の
ご
縁
に
始
ま
っ
た

私
の
現
在
～

　
　
　
　

講
師　

北き
た
の野 

幸こ
う
じ治 

氏

日
時　

令
和
3
年
5
月
15
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交
通
・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�
参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

http://ladies.jp/kps/

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
が
ス
タ
ー
ト

し
た
1
9
7
0
年
代
後
半
か
ら
80
年
代

初
頭
の
研
究
集
会
で
は
、
自
動
炊
飯
器

や
湯
沸
し
器
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
な
ど
数

多
く
の
発
明
品
を
世
に
出
し
た
政
木
博

士
が
毎
回
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

発
明
品
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
超

強
力
神
経
波
磁
力
線
発
生
器
」
は
3
万

台
を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
も
の

の
、
宣
伝
文
句
に
効
能
が
謳
わ
れ
た
こ

と
が
法
に
触
れ
お
蔵
入
り
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
復
活
を
望
む
声
が
多
く
、
今

回
の
北
野
講
師
が
当
時
の
製
品
そ
の
ま

ま
に
復
刻
さ
れ
た
の
は
朗
報
で
す
。
初

代
発
売
時
か
ら
政
木
博
士
と
と
も
に
製

造
販
売
に
携
わ
っ
た
北
野
講
師
の
実
父

や
鏑
射
寺
の
中
村
和
尚
の
お
話
な
ど
、

サ
イ
科
学
会
な
ら
で
は
の
内
容
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

『
聲
』の
効
用
に
つ
い
て　

～
発
声
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
健
康
～

　
　
　
　

講
師　

文も
ん
じ
ゅ珠 

敏と
し
お郎 

氏

　
　
（�

医
学
博
士
、
耳
鼻
咽
喉
科
音
声

臨
床
医
）

　
　
　
　

講
師　

森も
り
も
と本 

ま
ど
か 

氏

　
　
（
音
声
訓
練
士
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

日
時　

令
和
3
年
6
月
19
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
Ｆ

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
り
換
え「
松

虫
」下
車
す
ぐ
。

定
員
：
20
名

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
10
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

http://ladies.jp/kps/

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
と
も

い
え
る
「
聲
」（
声
）
は
千
差
万
別
、
個

性
豊
か
で
暮
ら
し
や
職
業
と
密
着
し
て

い
ま
す
。
人
間
は
音
声
を
鳥
の
鳴
き
声

か
ら
学
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、

よ
い
声
、
わ
る
い
声
、
な
ど
発
声
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
専
門
医
か
ら
お
話

を
う
か
が
い
ま
す
。
健
康
を
保
つ
秘
訣

が
「
声
」
に
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
・
・
・
音
声
訓
練
士
に
よ
る
実
技

指
導
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ

「
心
霊
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　
　

講
師　

小
林 
永
周 

氏

日
時　

令
和
3
年
5
月
23
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

＊�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

霊
能
者
と
い
う
と
何
と
な
く
胡
散
臭

く
眉
を
ひ
そ
め
る
人
々
が
い
る
反
面
、

妄
信
し
て
金
品
を
騙
さ
れ
る
者
さ
え
い

ま
す
。

確
か
に
目
に
見
え
な
い
心
霊
的
な
も

の
は
現
代
の
科
学
機
器
で
は
捉
え
る
こ

と
が
出
来
ず
、
客
観
的
に
検
証
す
る
の

は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

古
今
東
西
の
預
言
者
や
教
祖
、
シ
ャ

ー
マ
ン
と
か
、
現
代
に
お
い
て
も
霊
視

や
霊
聴
、
霊
言
な
ど
優
れ
た
心
霊
能
力

を
持
っ
た
人
々
か
ら
怪
し
い
自
称
能
力

者
等
々
、
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
様
々
に

存
在
し
て
い
ま
す
。

私
は
63
年
間
、
こ
れ
ら
の
心
霊
能
力

の
真
偽
つ
い
て
好
奇
心
を
抱
き
、
テ
レ

ビ
局
の
番
組
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
立

場
か
ら
興
味
津
々
、
内
外
の
心
霊
能
力

者
3
3
0
人
の
取
材
を
通
し
て
、
時
に

は
実
験
、
検
証
や
脳
内
で
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
究
明
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
折
の
実
験
、
検
証
の
映
像
を
通

し
て
誰
で
も
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
潜

在
能
力
開
発
法
の
一
端
を
披
露
し
、
さ

ら
に
イ
ン
チ
キ
霊
能
者
に
騙
さ
れ
な
い

た
め
の
心
得
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
43
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
15
回 

Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

テ
ー
マ　

宇
宙
人
革
命

宇
宙
人
の
存
在
は
正
に
革
命
! 

哲

学
思
想
面
で
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命

（
地
球
人
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
説
か
ら
宇
宙

人
て
ん
こ
盛
り
説
へ
）
を
も
た
ら
す
ば

か
り
か
、
メ
ド
ベ
ッ
ト
、
ル
ッ
キ
ン
グ

グ
ラ
ス
、
量
子
金
融
シ
ス
テ
ム
等
の
宇

宙
人
産
業
革
命
、
更
に
文
化
芸
術
面
で

も
開
星
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
呼
び
起
こ
す
。

今
回
は
そ
の「
宇
宙
人
革
命
」
を
テ
ー

マ
に
愉
し
い
饗
宴（
シ
ュ
ン
ポ
ジ
オ
ン
）

を
繰
り
広
げ
る
!

日
時　

令
和
3
年
7
月
22
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般 

二
千
円

　

学
生
／
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
一
千
円

　

宇
宙
人
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

脳
波
と
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
プ

ラ
ズ
マ
振
動
と
の
共
鳴
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

私
は
毎
日
の
習
慣
と
し
て
朝
、
家
の

近
く
の
王
禅
寺
と
い
う
古
い
山
寺
の
辺

り
を
千
歩
を
目
安
に
散
歩
を
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
は
起
伏
が
多
い
の
で
階
段
が

あ
る
の
で
す
が
、
昨
日
の
朝
、
散
歩
の

帰
り
道
で
、
常
々
こ
こ
で
転
ん
だ
ら
や

ば
い
ぞ
、
と
思
い
な
が
ら
注
意
し
て
歩

い
て
い
た
の
で
す
が
、
注
意
が
効
き
す

ぎ
て
躓
い
て
転
ん
で
し
ま
い
、
歳
を
取

っ
て
い
る
の
で
手
出
し
反
射
が
す
ぐ
に

で
き
な
く
て
、
肩
か
ら
落
ち
て
、
鼻
を

打
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鼻
血
が
い
っ

ぱ
い
出
て
、
唇
を
切
っ
て
、
結
構
血
だ

ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

朝
早
い
散
歩
な
の
で
、
あ
ま
り
人
が

通
ら
な
い
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
い
た

散
歩
仲
間
の
お
年
寄
り
が
数
名
来
て
、

騒
ぎ
に
な
り
、
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
か
? 

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
自
分
と

し
て
は
意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
つ

も
り
な
の
で
、
大
丈
夫
で
す
、
と
い
う

こ
と
で
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
身
体
が
老
化
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に
は
立
ち
上
が
れ

な
か
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り

や
っ
と
の
思
い
で
立
ち
上
が
っ
て
、
家

に
戻
り
ま
し
た
。

● ❹●



激
痛
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
長

い
間
、
自
分
の
開
発
し
た
脳
波
計
で
、

い
ろ
い
ろ
な
状
況
で
の
脳
波
を
計
っ
て

脳
の
働
き
を
調
べ
て
き
た
の
で
、
こ
れ

も
与
え
ら
れ
た
す
ご
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
っ
て
、
自
分
の
脳
波
を
計
り
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
周
期
的
に
痛
み
が
強
く

な
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
ふ
っ
と
痛
み

が
緩
く
な
る
と
き
が
あ
っ
て
、
そ
の
と

き
の
脳
波
は
強
い
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
て

い
ま
す
。
激
痛
の
と
き
に
は
い
ろ
い
ろ

な
周
波
数
の
波
が
重
な
っ
て
出
る
の
で

す
が
、
一
言
で
述
べ
れ
ば
ベ
ー
タ
波
と

言
っ
て
も
い
い
の
で
す
が
、
ベ
ー
タ
波

が
ぐ
っ
と
出
た
後
、
ま
た
ア
ル
フ
ァ
波

が
し
ば
ら
く
出
て
き
て
、
痛
み
が
緩
み

ま
す
。

発
見
と
い
う
と
大
げ
さ
で
す
が
、
自

分
の
激
痛
を
通
じ
て
脳
波
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
が
分
か
り
、
な
ぜ
こ
ん
な
に

痛
い
の
か
と
い
う
と
、
大
切
な
シ
グ
ナ

ル
な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
、
こ
ん
な
に
痛

い
と
何
も
で
き
な
い
で
す
か
ら
ね
。
と

い
う
こ
と
で
、
何
を
し
て
も
い
け
な
い

と
い
う
意
味
な
ん
で
し
ょ
う
か
、
脳
は

痛
み
を
出
し
て
活
動
を
抑
制
し
な
が
ら
、

ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
修

復
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
怪

我
し
た
と
こ
ろ
を
治
そ
う
と
し
て
い
る
。

だ
か
ら
痛
い
の
は
つ
ら
い
で
す
け
れ
ど
、

痛
い
の
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

治
り
が
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
、
と

思
い
ま
す
。

私
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
痛
み
を
避

け
る
た
め
に
は
鎮
痛
剤
と
か
、
痛
み
止

め
を
塗
布
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
痛
み
が
緩
和
さ
れ
て

他
の
こ
と
が
で
き
る
、
仕
事
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
仕
事
に
関
し
て
脳
が
結
構
活
動
し
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
、
修
復
が
遅
れ
る
こ

と
に
な
る
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
痛
み
を
受
け
取
っ
て
、
そ
し

て
修
復
し
て
い
く
よ
う
な
期
待
感
、
あ

る
い
は
希
望
を
も
っ
て
い
る
と
、
脳
は

う
ま
く
動
い
て
治
っ
て
い
く
の
か
な
、

と
思
い
ま
す
。
実
は
昨
日
の
段
階
で
は
、

今
日
こ
こ
に
立
て
る
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
く
ら
い
、
唇
が
す
ご
く
腫
れ
て
し

ま
っ
て
人
前
に
出
ら
れ
な
い
く
ら
い
だ

っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
今
朝
起
き
た
ら

腫
れ
が
割
と
引
い
て
い
て
、
ま
だ
少
し

残
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
こ
ん
な
状
況
な

ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
脳
波
を
計
り
な
が
ら
、

人
間
の
様
々
な
現
象
を
少
し
ず
つ
予
想

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
脳
の
働
き
に
も

っ
て
い
こ
う
と
い
う
提
案
が
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

今
日
皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
く
の

も
、
あ
る
意
味
で
は
大
胆
な
仮
説
な
ん

で
す
ね
。
と
ん
で
も
な
い
考
え
方
と
い

え
ば
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
た
だ
全

く
根
拠
の
な
い
仮
説
で
は
な
く
て
、
脳

波
的
な
観
察
と
客
観
的
な
空
間
の
観
察

と
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
き
に
、
こ
う
な

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
だ
ろ
う
か
な
、

と
い
う
思
い
を
こ
こ
に
提
示
し
て
、
ぜ

ひ
ぜ
ひ
皆
様
方
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、

願
わ
く
ば
反
論
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

そ
れ
に
対
し
て
ま
た
理
論
を
構
築
し
て

い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
そ
の
も
の
は
、
シ

ュ
ー
マ
ン
の
仮
説
で
は
あ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
、
プ
ラ
ズ
マ
振
動
し
て
い
る
と

い
う
説
で
し
ょ
う
か
。
で
も
そ
の
ヴ
ァ

ン
ア
レ
ン
帯
に
も
沢
山
の
ロ
ケ
ッ
ト
が

通
過
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
通
過
す
る

中
に
観
察
さ
れ
る
事
実
が
い
ろ
い
ろ
出

て
き
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
、
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
と
い
う
物
理
学
者
が
+
の
層
と

−
の
層
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
観
察

の
上
で
発
見
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
と
い
う
名
前
を

付
け
て
い
る
の
で
す
ね
。
で
も
こ
う
い

う
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
が
あ
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
は
、
も
う
少
し
前
に
シ
ュ
ー

マ
ン
と
い
う
人
が
、
計
算
上
地
球
の
周

辺
に
こ
う
い
う
も
の
が
取
り
囲
ん
で
い

る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
ま
た
仮
説
な
ん
で
す
。
シ
ュ
ー
マ
ン

が
提
示
し
た
説
の
段
階
で
は
、
計
測
す

る
技
術
が
全
く
な
か
っ
た
か
ら
、
本
当

に
そ
う
い
う
層
が
あ
る
か
分
か
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
ね
。
幸
い
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛

ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン

帯
の
存
在
の
事
実
が
分
か
っ
て
、
だ
と

し
た
ら
プ
ラ
ズ
マ
で
す
か
ら
振
動
し
て

い
る
ん
だ
と
、
振
動
の
周
波
数
を
計
り

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん

地
球
周
辺
の
物
理
的
状
況
が
は
っ
き
り

し
て
き
た
ん
で
す
。
そ
の
中
に
我
々
は

住
ん
で
い
ま
す
の
で
、
影
響
を
す
ご
く

受
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●❺ ●



そ
も
そ
も
脳
波
と
は
何
か
? 

と
い
う

お
話
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
、
1
9
2
9

年
に
ド
イ
ツ
の
神
経
科
学
者
、
精
神
科

医
のH

ans Berger

博
士
が
人
間
の
脳

の
中
は
電
気
的
な
情
報
処
理
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

の
事
実
を
発
見
を
し
た
の
で
す
。
電
気

的
な
波
が
観
察
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
波
の
い
く
つ
か
を
分
類
し
な
が

ら
、
今
で
い
う
、
ア
ル
フ
ァ
波
、
ベ
ー

タ
波
と
い
う
表
現
も
、
こ
の
段
階
で
既

に
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だH

ans 
Berger

博
士
は
医
学
の
分
野
に
属
し
て

い
ま
す
の
で
、
人
間
の
脳
の
中
で
電
気

的
な
活
動
を
し
て
い
る
事
実
は
、
医
学

の
方
向
で
活
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
医
学
系
と
工
学
系
で
脳
波

の
見
方
が
本
当
に
違
う
な
と
痛
感
し
ま

す
の
で
、
こ
こ
で
整
理
し
て
お
伝
え
し

た
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

脳
波
の
最
初
の
発
見
はH

ans Berger

博
士
で
す
が
、
脳
の
中
で
電
気
的
な
信

号
が
観
察
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

恐
ら
く
脳
の
活
動
の
不
具
合
と
い
う
か
、

あ
る
い
は
病
的
な
疾
患
が
見
つ
か
る
ん

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
観

点
か
ら
、
盛
ん
に
脳
の
異
常
を
中
心
に

観
察
し
て
き
ま
し
た
。
膨
大
な
デ
ー
タ

と
し
て
異
常
な
脳
波
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
そ
れ
で
大
事
な
事
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
私
自
身
も
医
学
と
は
あ
ま
り

関
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
お
り
ま
す
。

工
学
的
な
目
で
見
た
と
き
に
、
や
は

り
情
報
処
理
す
る
、
ま
さ
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
、
A
I
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
っ

た
も
の
の
発
展
に
参
考
と
な
る
よ
う
な

デ
ー
タ
が
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

脳
の
素
晴
ら
し
い
能
力
発
揮
の
状
態
を

脳
波
と
い
う
切
り
口
か
ら
見
て
い
こ
う

と
い
う
立
場
で
す
。
幸
い
工
学
系
で
す

と
、
I
T
と
い
う
情
報
処
理
の
技
術
が

非
常
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。

医
学
系
は
専
門
家
が
脳
波
の
デ
ー
タ

の
目
視
で
波
形
を
診
断
す
る
の
で
、
相

当
年
期
を
積
ま
な
い
と
脳
波
の
分
析
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
学
系
で
す
と
、
デ
ジ
タ
ル
な
情
報

処
理
そ
の
も
の
が
確
立
さ
れ
た
技
術
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
活
用
し
な
が
ら
、

結
果
を
議
論
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
若
い
科
学
者
達
で
も
十
分
に
脳
波

は
観
察
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
学
系
と
工
学
系
の
立
場
の
違
い
か

ら
く
る
の
で
す
が
、
同
じ
よ
う
な
脳
波

の
解
釈
が
、
ま
る
で
逆
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。
よ
く
皆

様
方
が
目
に
さ
れ
る
、
ア
ル
フ
ァ
波
と

い
う
の
が
、
脳
波
の
一
つ
の
特
徴
的
な

パ
タ
ー
ン
で
す
が
、
こ
れ
を
医
学
系
で

は
「
ア
ル
フ
ァ
波
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
る
状
態
で
あ
る
」、
だ
か
ら
ア
ル
フ

ァ
波
が
一
杯
出
て
い
る
脳
状
態
は
、
脳

が
あ
ま
り
活
動
し
て
い
な
い
の
で
、
惚

け
の
方
向
に
行
く
の
で
危
険
だ
よ
、
と

い
う
サ
イ
ン
ま
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
工
学
系
で
は
、
ア
ル

フ
ァ
波
の
波
形
か
ら
見
て
も
直
感
的
に

分
か
る
の
で
す
が
、 

沢
山
の
ニ
ュ
ー
ラ

ル
ネ
ッ
ト
（
神
経
回
路
）
が
共
鳴
し
合

っ
て
情
報
処
理
し
て
い
る
、
だ
か
ら
共

鳴
振
動
に
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
集
中

し
た
能
力
発
揮
の
状
態
と
い
う
ふ
う
に

解
釈
し
て
い
ま
す
か
ら
、
工
学
系
で
は

ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
ほ
ど
い
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
医
学
系
と
工
学
系
が
お
互

い
に
集
っ
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
よ
う
な
場
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
分
か
れ
た
ま
ま
ず
っ
と
来
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
ね
。

私
自
身
は
工
学
系
の
立
場
を
取
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
脳
の
異
常
な
人
の

脳
波
を
計
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
で
き

な
い
け
れ
ど
、
逆
に
い
っ
た
ら
脳
の
素

晴
ら
し
い
働
き
を
も
っ
て
い
る
人
の
脳

波
を
計
っ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
言

え
ば
、
記
憶
力
が
す
ご
い
人
が
い
る
ん

で
す
よ
。
元
ソ
ニ
ー
に
お
勤
め
の
方
で

す
が
、
私
が
脳
波
を
計
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
30
年
く
ら
い
昔
で
す
が
、

そ
の
段
階
で
は
記
憶
力
世
界
一
の
人
で

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
名
前
が
載
っ
て
お
り

ま
し
た
。
8
年
間
ず
っ
と
世
界
一
を
保

っ
て
お
り
ま
し
て
、
円
周
率
を
小
数
点

以
下
4
万
桁
ま
で
記
憶
し
て
い
て
、
ラ

ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
で
、
途
中
ど
こ
か
ら

で
も
言
え
る
の
で
す
。
私
が
実
験
し
た

段
階
で
は
、
円
周
率
の
数
表
を
手
元
に

置
き
ま
し
て
、「
で
は
小
数
点
以
下
、

1
4
3
2
1
桁
か
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
と
、
そ
こ
か
ら
ず
っ
と
数
を
言
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え
る
の
で
す
。
た
だ
早
く
す
ら
す
ら
言

え
る
と
き
と
、
ゆ
っ
く
り
つ
っ
か
え
な

が
ら
言
う
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
非
常

に
面
白
い
こ
と
に
、
ア
ル
フ
ァ
波
が
強

い
と
、
私
が
数
字
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

が
間
に
合
わ
な
く
な
る
く
ら
い
非
常
に

ス
ム
ー
ス
に
言
え
ま
し
た
し
、
間
延
び

す
る
と
き
は
、
ア
ル
フ
ァ
波
の
振
幅
が

ぐ
っ
と
小
さ
く
な
る
の
で
す
。
そ
し
て

ち
ょ
っ
と
黙
っ
て
し
ま
う
と
、
ア
ル
フ

ァ
波
が
ほ
と
ん
ど
途
絶
え
て
し
ま
う
の

で
す
。
ご
自
身
も
す
ぐ
分
か
る
の
で
深

呼
吸
を
し
て
、
親
指
と
人
差
し
指
を
こ

す
る
の
で
す
。
す
る
と
一
種
の
条
件
反

射
で
、
ま
た
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
て
き
て
、

数
字
が
出
て
く
る
の
で
す
。
そ
う
い
う

の
を
観
察
し
て
い
ま
す
の
で
、
ア
ル
フ

ァ
波
が
惚
け
に
通
じ
る
脳
波
と
は
と
て

も
言
え
な
い
事
実
が
あ
り
ま
す
。
現
在

は
円
周
率
は
、
別
の
日
本
人
の
方
が

10
万
桁
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

だ
か
ら
ア
ル
フ
ァ
波
ベ
ー
ス
で
、
脳

の
神
経
回
路
が
記
憶
す
る
、
聞
く
、
し

ゃ
べ
る
な
ど
、す
べ
て
シ
ン
ク
ロ（
共
振
）

す
れ
ば
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て

答
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
シ
ン
ク
ロ
と
い
う
の
は
、
波
形
的

に
い
う
と
、
調
和
振
動
す
な
わ
ち
ア
ル

フ
ァ
波
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
既
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

将
棋
の
永
世
棋
聖
の
米
長
邦
雄
さ
ん
も

好
奇
心
旺
盛
で
、
私
が
本
を
書
い
た
と

き
に
米
長
さ
ん
に
被
験
者
と
し
て
ご
登

場
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
百
手
詰
め

の
問
題
を
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
な
っ
た
り
深
呼
吸
し
な
が
ら
、
7
～

8
分
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ね
。
最
初

は
ほ
と
ん
ど
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
閃
い
た
の
で

し
ょ
う
か
ね
、
ビ
ュ
ッ
と
ア
ル
フ
ァ
波

が
出
て
、
そ
し
て
ま
た
手
筋
を
考
え
な

が
ら
、
3
回
位
閃
き
が
あ
っ
て
、「
あ
っ
、

詰
ん
だ
よ
、
君
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
と
き
が
非
常
に
強
い
10
ヘ

ル
ツ
の
ア
ル
フ
ァ
波
、
よ
り
厳
密
に
言

う
と
、
9
・
9
ヘ
ル
ツ
の
ア
ル
フ
ァ
波

が
強
く
出
た
と
き
に
閃
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
で
は
、
野
球
選
手
が
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
時
の
状
況
を
思
い
出
し

て
も
ら
う
と
、
強
烈
に
ア
ル
フ
ァ
波
が

出
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
条
件
付
け
が

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
く
ら
い
に
脳
が
う
ま
く
活
動
し

て
い
る
と
き
の
脳
波
的
な
特
徴
パ
タ
ー

ン
は
、
10
ヘ
ル
ツ
を
中
心
と
し
た
ア
ル

フ
ァ
波
が
出
て
い
ま
す
。
個
人
で
若
干

違
い
が
あ
り
ま
し
て
、
9
・
9
ヘ
ル
ツ

の
人
や
、
10
・
1
ヘ
ル
ツ
で
出
る
人
も

い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
細
か
い
周
波
数
を
特
定

す
る
の
は
、
通
常
の
臨
床
用
の
脳
波
計

で
は
と
て
も
測
定
で
き
ま
せ
ん
。
臨
床

用
の
脳
波
計
は
非
常
に
高
価
で
あ
り
、

大
き
く
て
装
置
の
側
へ
行
か
な
い
と
測

定
で
き
な
い
で
す
し
、
ま
た
未
だ
に
ペ

ン
レ
コ
ー
ダ
ー
で
描
か
せ
て
、
そ
れ
を

熟
練
者
が
直
感
的
に
判
断
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

私
の
開
発
し
た
脳
波
計
は
、
小
型
で

フ
ー
リ
エ
解
析
し
な
が
ら
、
周
波
数
を

明
確
に
す
る
よ
う
な
装
置
に
な
っ
て
お

り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
い
ろ

い
ろ
な
方
の
脳
波
を
計
ら
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

宇
宙
の
響
き
で
生
き
る
～
「
ゼ
ロ

磁
場
発
生
装
置
」の
神
秘
～

　
　
　
　

講
師　

上う
え
も
り森 

三さ
ぶ
ろ
う郎 

氏

（�

一
級
建
築
士
、
ネ
オ
ガ
イ
ヤ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
）

日
程　

令
和
3
年
2
月
20
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

講
演
内
容

建
築
の
世
界
で
働
い
て
い
た
私
は
、

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
を
解
決
す
る
の

は
「
水
」
だ
と
気
づ
き
、
水
道
水
に
生

命
力
を
取
り
戻
す
活
水
器
を
開
発
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
ゼ
ロ
磁
場
発
生
装
置

で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
装
置
は
、
私
の

想
像
を
超
え
た
不
思
議
な
力
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
一
つ
は
、
人
間
の
脳
波
を
、
地
球

の
脳
と
も
呼
ば
れ
る
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の

シ
ュ
ー
マ
ン
共
振
波
に
導
く
作
用
で
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
い
ろ
い
ろ
な

実
験
や
、ご
愛
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

の
証
言
な
ど
「
ゼ
ロ
磁
場
発
生
装
置
」
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の
開
発
か
ら
最
新
情
報
ま
で
を
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
本

日
の
会
場
と
な
っ
た
阿
倍
王
子
神
社
・

安
倍
晴
明
神
社
は
空
海
の
導
き
も
あ
っ

た
の
か
、
古
代
史
解
明
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
申
し
添
え

ま
す
。

◎
上
森
三
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年
熊
本
県
芦
北
郡
芦
北
町

に
生
ま
れ
、
一
級
建
築
士
と
し
て
30
年

間
建
築
業
に
従
事
。
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症

候
群
の
研
究
か
ら
水
の
活
性
化
こ
そ
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
流
体

を
活
性
化
す
る
ゼ
ロ
磁
場
発
生
装
置

「
ネ
オ
ガ
イ
ア
」「
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
」
を

開
発
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
で
特
許
取
得
。

そ
の
他
に
も
多
数
の
特
許
を
取
得
す
る

発
明
家
。
現
在
は
ゼ
ロ
磁
場
発
生
装
置

の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
神
社
仏

閣
・
城
・
磐
座
等
の
探
索
に
よ
り
隠
さ

れ
た
古
代
史
を
解
明
し
、
兵
庫
県
中
央

部
の
埴
岡
の
里
の
重
要
性
を
世
界
に
発

信
す
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

著
書
に『「
新
装
版
」「
世
界
文
明
の

起
源
」は
日
本
だ
っ
た
』、『
イ
ス
ラ
エ
ル

の「
元
つ
国
日
本
」に
ユ
ダ
ヤ
人
が
戻
っ

て
く
る
』、『
秘
密
N
I
P
P
O
N
の《
超

建
国
》裏
返
史
』、『
空
海
様
と
七
福
神
が

隠
し
て
伝
え
た「
世
界
文
明
の
起
源
」』

（
以
上
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）、『
不
死
鳥
の
あ

し
あ
と
』（
㈱
T
T
C
）、
D
V
D『
こ
の

日
本
に
地
上
絵
大
発
見
!

』な
ど
多
数
。

ネ
オ
ガ
イ
ア
株
式
会
社 
代
表
取
締
役
、

株
式
会
社
T
．
T
．
C 
代
表
取
締
役
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

出
口
王
仁
三
郎
（
で
ぐ
ち
お
に
さ

ぶ
ろ
う
）と
霊
界
物
語

　
　
　
　

講
師　

出で
ぐ
ち口 

孝こ
う
き樹 
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口
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仁
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明
治
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代
の
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教
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あ
り
、
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膨
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。
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《本部月例会・全国大会講演録音の販売》

本部月例会・全国大会のビデオ録画以前のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張
子wma）なので、聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが
必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分1,500円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・パ
ソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文はメールまたはFAXで、下記のメールアドレス（またはFAX番号）に、「201※年
○月○○○○氏講演録音購入希望」と記して、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、
御注文願います。2週間以内に発送致します。

お支払いは、到着後同封の郵便振替用紙で8日以内にお振り込みいただければ、結構です。
　　　E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp　　FAX 047-330-4091

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松 瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出 治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「�未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976 : USL）� ・・・・・・・190 円   （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局	 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

			   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

			   FAX 047-330-4091
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間を超えて宇宙･空間に充満している、と判断
した。また（2）透視や念写の研究を進めると、

「霊」の本質が分かる様になるだろう、と解説し
ている。私たちは、ASCになり、目隠しをして、
非肉眼で、事物を見る（透視）時に、サイ（気）
が体外に放出されて、向こう側（意識体）と、こ
ちら側（意識）との間の情報交換（マクロPK）に
よって、「事物を見る」事が出来る。また念写時
には、「A」を能力者の意識、「B」を念写対象物

（オーブ）とするとき、皮膚（チャクラ、約2個所）
から放出される陰陽のサイ（気）spin対が仲介
物になって（意識体として）念写像（B、オーブ）
形成を進めている。つまりAとBの間のマクロ
PK（情報処理）をサイ（気）が受け持つ事にな
る、と判断している。

4）宇宙人とUFOの存在
万物は誕生・成長・滅亡を繰り返している

という。地球上の生命もこれに含まれるので
あろうか。最近の情報（並木伸一郎、ムー誌、
No.471、PP.156 -157）等によると、中国の月探
査機（2019年1月）が、月の裏側に着陸した。近
距離で撮影した写真には宇宙人の宇宙基地ら
しい人工物が映っており、これを中継して、異
星人が地球にきているという。他方、NASAに
は、アポロ計画がある（1969）。アポロ11号によっ
て人類初の有人月面着陸が成功し、14～15号
によると、長さ1000mを超える巨大構造物など
が発見された。これら米国や中国から報道され
る宇宙人（エイリアン）情報には、周知のグレイ
タイプが多い。目が極端に大きく、頭も大きい。
これは、水分が無く、植物や動物が住めない環
境の、乾いた岩石と土砂の環境に住む宇宙人
に必要なものは、主として、目と頭の機能であ
る事を意味しているのであろうか。これから判
断・推定すると、地球外の天体（月や星）に住
む宇宙人やそこにおけるサイ（気）の研究には、
目によって（視力として）見る事並びに頭で通信
し、情報を交換し、思考（意識）判断する事が、
重要であることを暗示している様に思う。

5）気血の循環とサイ（気）
人間は必ず死を迎えることになる、死なない

人はいない。死によって科学的な物質としての
肉体は自然に帰るが魂はどうなるのか。あの世

に帰るというが、あの世は何処にあり、何をす
るところなのか。未知な上に、不可解な部分が
多い。東洋の伝統的な医学には、気血の循環
という言葉がある。上の2）で述べたが、体内
では気・血・水が循環している。人は、脳波を
下げて7～8Hzの変性意識状態（ASC）付近に
なり、イメージする（意念する）事によってサイ

（気）を体外に放出することができる。サイ（気）
は超常現象の原動力である。良質で豊かな超
常現象を現出するためには、体外に放出される
サイ（気）が良質で豊かでなければならない。日
本では体内の血流等を研究する学会「日本NO
学会」が2000年に設立されている。サイ科学か
ら推察すると、体内を流れる「気、血、水」は
生命維持に欠かせない物質であり、体内を流れ
る「気」は生命エルギーでもある。血は血液が
運ぶ栄養だけではなく、意識や精神をはっきり
させる役目をも持っている。健康は気と血が調
和する事によってたもたれているという。具体
的には血管を拡げて血流を良くする。つまりは、
健康で良い血流が得られる身体からは良質なサ
イ（気）が放出される事になると思う。

6）超常現象の出現
サイ（気）の出現によって超常現象が生起し

てくる。具体的には、
（1）遠隔透視：肉眼を使わないで事物を見る。
（2）�テレキネスス：思考や意思の働きにより、物

体を動かす。
（3）�テレパシー：人から人に、人の考えや気持

ちを伝える。
（4）�ヒーリング：西洋医学的や物理的な方法に

よらずに病気を治すこと。
（5）その他：

諸物には精霊が宿っている。天にも地にも、
万物に精霊が宿っている。サイ（気）は精霊の
一種なのかもしれない。良質で強力なサイ（気）
を得る為には、毎日のたえざる訓練が必要であ
る。心身が健康であることが必要になる。さら
に強力なサイ（気）を得る為には、波長の短い
サイ（気）、つまり陰・陽サイspin対（光子）を
得る為の工夫をする必要がある。

ご指導頂いた品川次郎先生にお礼申し上げ
ます。



1）変性意識状態とは
はじめに、「変性意識状態（ASC）について

概説する。福来友吉先生は世界に先駆けて（人
類史上の最初に）念写の為の「念」を発見した

（1910）。「念」は願いを持ったエネルギーで、変
性意識状態（ASC）になった超能力者から放出
されるものであり、時間や空間を超えて宇宙に
広く充満していると判断していた。現代になり、
私たちは、体外の空間に存在するオーブを変
形して三日月型の念写像を形成する実験をおこ
なった（2018）。

そして、福来先生の「念」と、オーブを形成
させる「サイ（気）」とは、ほぼ同一であろうと判
断した。念写とは、光を遮断した乾板（フイル
ム）上に、念じる事のみによって、念（意識）じ
た事物を乾板上に感光させること。そして、サ
イ（気）とは、変性意識状態（ASC）になった時
の能力者が、非肉眼で物を見る時（透視時）に、
体外に放出されるもの、また、時代は異なるが、
両者の実験内容はほぼ同一であり、「変性意識
状態（ASC）下の意念によって念写が行われて
いる」と判断することにした。ASCは昼間の生
活時と夜の睡眠時との間の特異な意識状態とし
て存在しており、別名をトランスとも言われて
いる。催眠や超常現象の実験時（ASC）に現れ
ており、超常現象の発生に関与していると判断
している。しかし実体は不明であった。

2）精神面からの研究
東洋の伝統的な医学では、「脈診（脈を診

る）」によって「サイ（気）」が感知されてきた。
脈診は、明治時代になって西洋から科学的な
医学が導入されるまでの永い間、診察や治療
の実用面で広く用いられてきた。つまり東洋医
学の主たる目的は、脈診を介して健康と病状
を知る事。脈診によって身心の健康の度合（状
態）が判断され、実用化されてきた。他方、超
能力の分野では、サイ（気）は肉体と精神と魂
を結び付けるエネルギーであり、気・血・水
の循環と言われるように、血液の流れに関連

して生命力が流動するものと判断されてきた。
なお一般には、気功師が手かざしによって治
療をする時に、手の平からサイ（気）が放出さ
れる、と考えられている。

現在の西洋医学が定量的・解析的に生命を
扱うのに対し、脈診は「命、いのち」として総括
的に（全体的に）健康状態を診断する傾向があ
る。つまり非定量的であり、視覚的、暗黙知の
面が強いと言われている。さらに、病気の主原
因は、体内における生命エネルギーのバランス
や気血のバランスの崩れと、気血の滞りである
と考えている様子である。

現代社会は科学万能であり、生命や精神面
までをも科学的・数理的に扱う傾向がある。つ
まり、万物の霊長としての人の心や、優しさを
も（神に代わって）AIとして造ろうとしている。
これは科学の進歩としては、正しいと言えるで
あろう。しかし限界のある話でもある。「人は肉
体と心から出来ている」これは誰もが認めざる
を得ない。すべては科学的に進行する様に見え
るが、未解決な問題として、最後に残されたも
のは精神、心、意識である。例えば、いくら物
質面が豊かであったとしても、心が豊かでない
と、真の幸福は得られない。つまり、人間は心
と肉体からできている。肉体として物の面だけ
では解決されない問題がある。人として大切な
心や魂を物で造る事が出来るだろうか。いまの
当面の問題は念写・透視等の研究であるが、真
の「念」や「サイ（気）」の解明には、人としての
精神面からの検討が必要になると思う。

3）「念」と「サイ（気）」の出現
福来先生は、変性意識状態（ASC）になった

超能力者が、念ずることによって、透視と念写
が可能になる、ことを実験的に確かめた。そし
て（1）念写の「念」は、時間を超える（遙か昔の
弘法大師像の念写が可能）、空間を超える（遠く
の、月の裏側の念写像が可能）、願いを叶える

（数枚重ねの乾板の任意の枚数目に、任意の念
写像を念写する）等から、念写時の「念」は、時

● �●

変性意識状態の研究が必要である変性意識状態の研究が必要である
栗田　慶祐
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睡眠中の脳波
睡眠に関して考えていたらSNSのホリエモン

チャンネルでスタンフォード睡眠研究所所長の
西野精治氏との対談の動画だったので観ていた
らスタンフォードが睡眠に関し世界一の研究所
なのだそうです。それを知らずして睡眠に関し
ては語れないので急遽西野氏の著書を読みまし
た。しかし睡眠研究は1957年以降ほとんど進
展していないようですね。

睡眠はオーソ睡眠とパラ睡眠（逆説睡眠）の
繰り返しで90分周期と言われています。オーソ
睡眠にはⅠ～Ⅳ段階の深さがあるとどの本にも
解説がありますが生理的な指標が示されていな
いので計測して確かめようがありません。

睡眠中は周期的にREM睡眠が現れますがそ
の目的やメカニズムははっきりと分かっていま
せん。寝返りしたりイビキや夢を観るそうです
がしっかりした研究論文は見つかりません。

図5に睡眠中の脳波の一例を示しました。何
人かにご協力いただきましたがその代表例を示
しました。計測の装置はアルファテック7G。小
型軽量でPCとBluetooth接続でベッドの中に持
ち込めますし収録機能を備えていますから寝言
やイビキも録音できて分析に役立ちます。

図5で明らかなようにREM睡眠はほぼ90分
周期で表れますから時間軸を拡大して表示しま
すと図6のようにいくつかの波の合成になって
いる事が分かります。それらを調べますと何と
7.8Hz、13.6Hz、19.8Hzなのです。

周波数が低いので波長を計算すると4万km
にもなります。ほぼ地球一周をおおっています
から洞窟や海中など地球上のどこにいても同じ
ように作用力を受けます。

パラ睡眠（逆説睡眠）は最も深い睡眠状態で、
覚醒には強い刺激が必要ですが、脳波は覚醒
時と同様の振幅を示し速い眼球運動がみられ
ることからREM睡眠（Rapid Eye Moment）と
言われ睡眠中にほぼ90分周期で繰り返し現れ、
夢を見ていることが多いとのことです。

オーソ睡眠は対照的に静かな眠りでN-REM
（Non REM）と最近では表現されています。眼
球の動きが本質ではないように思われるのでど
うもこの命名には疑問があります。

睡眠時間が45分で6年間も元気なショートス
リーパーの堀大輔さんの睡眠中の脳波も測らせ
てもらいました。また殆ど寝ないというインド
ジャイナ教の最高聖者91歳のキルティーグルの
脳波も測りました。

いずれも日中やREM睡眠でヴァンアレン帯
からのエネルギーとリズムを取り込んでいるの
だとの確証が得られました。

睡眠では脳は休んでいないのですよね。

変性意識状態の研究が必要である変性意識状態の研究が必要である

写真2
ジャイナ教最高
聖者キルティー
グルの脳波計測

図5　睡眠中の脳波。寝てはいるが脳は活発に活動している図6　REM睡眠の脳波
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また私たちの体も細胞の変動の集積ですが穏
やかな状態では、例えば呼吸のリズムや心拍も
機械的な一定の周期性ではなく1/f揺らぎであ
ると報告されています。

これらの事実をまとめますと地球上の全ての
変動は機械的な一定ではなく、さりとて無秩序
でもないある種の規則性がありそうです。

その源を探るとどうも電離層のプラズマ振動
ではないかと思われます。シューマン共鳴です。
ロシアの宇宙監視センターからネットで公表さ
れている4種類の電磁波も1/f揺らぎなのです。

そこで試みたのが同じ揺らぎの強いもののア
ンサンブルで実現したのが法音寺でのヴィオラ
即興演奏と読経でした。

お2人にも快諾いただいて打ち合わせもなく
興演奏でしたが最高にうまくいきました。あら
かじめ打ち合わせをすると、どうしても思考が
働き脳波に影響が出てしまうからです。

演奏者の脳波や読経者の脳波、それを聞い
ている人の脳波も見事に7.8Hzでコヒーレント
になりました。その一部を図4に示します。

図4上段がヴィオラ演奏の萩原薫さんの脳波
で下段が読経の佐賀和尚の脳波です。脳梁で
繋がった右脳と左脳とですらコヒーレントには
なかなかならないのに電気的な繋がりの全くな
いお2人の脳波が7.8Hzでコヒーレントになる!

これは明らかに空間に存在するヴァンアレン
帯からの電磁波である7.8Hzが介在した現象と
考えられます。まさに天が2人を繋げたと言っ
てもいいと思います。

図示は省略しましたが、このヴィオラ演奏と
読経のアンサンブルの実験立会人としてお願い

した脳力開発研究所の住友所長の右脳と左脳
との共鳴も調べました。

閉眼安静時では左右脳の脳波の位相が揃っ
ていなかったのに、アンサンブルを聴くに従い
揃いだして最後の閉眼安静状態ではほぼ完全
に揃ったと言えます。

これは音響の心理生理学的な効果とも言えま
すが、7.8Hzで頻繁にコヒーレントになってい
ましたので空間の電磁波との共鳴だと考えた方
が自然だと思います。

このような考え方はまだ科学的に認められて
いませんが、根気よく論文を出せばいずれ認め
られると思います。

お経の意味を見直そう
浄土宗は阿弥陀如来が説いた極楽浄土の世

界で、観無量寿経は岩波文庫で現代語訳付き
で見ることができ、極楽浄土がいかに素晴らし
いかを想像するイメージトレーニングなのです。

脳波研究を始めたとき記憶力世界一の友寄さ
んや将棋の米長永世棋聖のα波が強く、自分の
脳波は殆どα波がないので密かにα波の強化を
試みたことがあります。

早朝座禅に通い自律訓練法の講座を受けヨ
ガや瞑想法を試み、催眠療法も体験しました
が、それなりの効果は認められたものの、印象
深かったのは浄土宗の観無量寿経でした。いろ
いろ試みたのでどれが効果的であったかは分か
りませんが、その時の試行錯誤が今のMWT（メ
ンタルウェルネストレーニング）に活かされてい
ます。

写真1　ヴィオラとお経の即興演奏 図4　即興演奏中の2人の脳波



遠隔治療の脳波
遠隔リーディングやヒーリングはよく聞く話

です。幸い前回紹介した自動書記の利空さん
（http://www.rikuusha.com/）にご協力いただ
き脳波測定しました。いかに強い脳波が観察さ
れても、そのエネルギーが遠隔の人に影響を与
えることはとても考えられませんが実際に情報
を読み取ったり作用力を及ぼしています。

丁度お使いの携帯電話を想像してください。
携帯電話には電磁波を発信する回路とアンテナ
が備えられていますが北海道や沖縄には届きま
せんし、アメリカは無理です。それにも関わら
ず通信可能なのは、契約した通信会社の電磁
波を利用しているからです。

それと同じように図2に示す電離層の電磁波
を介して地球全体を覆っていてヒーラーと遠方
のクライアントとのコミュニケーションが可能に
なっているのです。そのことを実証する実験を
準備中ですが予備実験を図3に示しました。脳
波分析プログラムにインターネット時計か電波
時計を組み込めば可能だと思います。

図3は上段がクライアントの左脳の脳波を、
下段が利空さんの左脳の脳波を示しています。

同一人物の右脳と左脳でもこれほど揃いません
が別人ですから驚きです。

図3の左側に時間軸を10秒に伸ばした波形が
示されています。ヒーリング中はこのように2人
の脳波がそっくりになります。更にスペクトル
を調べると7.8Hzと13.6Hz、25.4Hz、29.8Hz
を示しています。これらはまさにヴァンアレン
帯からの電磁波の周波数なのです。

この事は2人がそばにいますが、脳波が空間
に存在する電磁波を介在して共鳴していること
を示していますから、図2の状態が実現してい
るわけです。

ところで原論文を見ていませんがアメリカの
医学会でも祈りが患者の治癒に有効であること
が統計的に証明されたとのことです。多くの祈
りは願望が強いでしょうから脳波は10㎐中心の
ミッドα波が多くなり空間に存在する電磁波と
は共鳴しませんから遠方への作用力はとても考
えられません。

ところが喜びと感謝の祈りですと、脳波には
7.8Hzのスローα波が強く含まれていますから
空間に存在する電磁波と共鳴して図5に示すよ
うに遠方に届くのだと考えられます。

ヴィオラとお経との即興演奏
以前に萩原薫さんがCDの収録の際ヴィオラ

演奏しているときの脳波を測ると右脳と左脳と
7.8Hzで頻繁にコヒーレント（位相が揃う）に
なり、それが奏でる音に心地のよいビブラー
トがかかる要因ではないかと思っていました。

（https://kaoruhagiwara.jimdofree.com/）
一方浄土宗法音寺の佐賀和尚の読経のとき

にも右脳と左脳と7.8Hzで頻繁にコヒーレント
になり読経の声にも7.8Hzの強いビブラートが
かかっていました。そのビブラートを分析した
ら揺らぎの周波数をfとすると出現頻度は見事
に1/fの規則性になっていたのです。

自然界に存在する心地の良い変化は1/fゆら
ぎであると言われています。小川のせせらぎや
穏やかな日の波の音。そよ風や夜空の星の瞬
き。そよ風に揺れる木の葉も同じです。

●� ●

図3　ヒーリング時の脳波共鳴

図2　遠隔ヒーリングのモデル
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脳波に含まれる情報
2017年「サイジャーナル5、6月号」と2018年

「サイジャーナル1、2月号」に「サイ現象と脳波」
と題しESPやPKなどと超能力者の脳波との関
連を記載させていただきました。

その後も研究を続けておりますので、それら
をまとめて報告いたします。脳波測定システム
は https://nouhasokutei.jp/ をご覧ください。
レンタルもありますので気楽に計測できますか
ら是非計測してみてください。

サイ現象は現代科学でそのメカニズムが解明
できていませんので未科学的なこととして好奇
の対象だけで片づけられています。しかし、日
常の生活で̒ 気がする、気になる、気を入れるʼ
などと科学技術では定義のない̒ 気 と̓いう概念
を活用しています。

その一方で、気功に注目しそのメカニズムを
科学的に解明しようとする動きは以前からもあ
りますが、現象の再現性や客観性にこだわるの
でなかなか成功しないように思われます。

例えば気象現象に見るように流体力学の枠内
ではありますが、ファジーの典型ですから従来
の手法では天の̒ 気 を̓掴むことが出来ずに異
常気象に戸惑います。
　そこで̒ 気 と̓相互作用の強い細胞集団に注
目します。37兆個もある細胞の集団の人間です。

ʻ気づき の̓鋭い人や鈍い人もいますが程度の
差こそあれ細胞は必ず反応しているはずですか
ら、その反応を神経細胞の中枢がコントロール
していて脳波で観ることができます。

何が目的かは分かりませんがロシアトムスク

に宇宙監視センターがあり毎日観測結果を報告
http://sosrff.tsu.ru/?page_id=9

しています。図1はここからのデータです。
表1の空間の電磁波の欄を見てください。

図1に示すヴァンアレン帯からの4つの電磁波
そのもので自然と同化するリズムです。脳波が
母親の胎内で発生するメカニズムが分かってい
ませんがおそらくこの電磁波が起因ではないで
しょうか。

サイ現象を脳波で解明する！サイ現象を脳波で解明する！
					     　脳力開発研究所 相談役　志賀 一雅

図1　ロシア宇宙監視センターでの実測

表1　脳波の周波数と特徴
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東
京
生
ま
れ

1�

9
6
1
年　

電
気
通
信
大
卒 

松
下
電

器
入
社

1�

9
7
6
年　

東
大
工
学
部
計
数
工
学
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�
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�

�
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�
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�
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�
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科
で
α
波
研
究

1�
9
8
3
年　

松
下
電
器
退
社 

脳
力
開

発
研
究
所
設
立 

現
在　

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本

医
療
催
眠
学
会
顧
問
。

著
書　

奇
跡
の
『
地
球
共
鳴
波
動

7.8H
z

〉』の
す
べ
て（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

他
多
数

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
一
千
円
也　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
万
円
也　
　
　

千
里　
　

弘　

様

金
一
千
円
也　
　
　

八
幡　

み
わ　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

創
立
45
周
年
記
念
大
会

発
表
者
募
集

今
年
は
1
9
7
6
年
の
日
本
サ
イ
科

学
会
創
立
か
ら
45
周
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
10
月
23
日
（
土
）
に
北
と
ぴ
あ

第
一
研
修
室
に
て
、「
創
立
45
周
年
記
念

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
半
は
会
員
の
研
究
発
表
の
時
間
を

設
け
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
は
「
サ
イ
と
瞑
想
」）
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
サ
イ
と
瞑
想
」に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も

し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し

て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U

F
O
、
オ
ー
ブ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目

撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ

イ
現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」

に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果

を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
創
立
45
周
年
記
念
大
会
で
の
発
表
は

で
き
な
い
が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

の
資
料
と
し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も

募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
2
0
」
最
終
頁
の

投
稿
審
査
規
定
を
よ
く
読
ん
で
、
応
募

願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

政
木「
磁
気
治
療
器
」の
現
在（
い

ま
）

～
政
木
和
三（
ま
さ
き
・
か
ず
み
）

先
生
（
元
阪
大
工
学
部
工
作
セ
ン

タ
ー
長
）
と
の
ご
縁
に
始
ま
っ
た

私
の
現
在
～

　
　
　
　

講
師　

北き
た
の野 

幸こ
う
じ治 

氏

日
時　

令
和
3
年
7
月
17
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交
通
・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

http://ladies.jp/kps/

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
が
ス
タ
ー
ト

し
た
1
9
7
0
年
代
後
半
か
ら
80
年
代

初
頭
の
研
究
集
会
で
は
、
自
動
炊
飯
器

や
湯
沸
し
器
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
な
ど
数

多
く
の
発
明
品
を
世
に
出
し
た
政
木
博

士
が
毎
回
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

発
明
品
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
超

強
力
神
経
波
磁
力
線
発
生
器
」
は
3
万

台
を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
も
の

の
、
宣
伝
文
句
に
効
能
が
謳
わ
れ
た
こ

と
が
法
に
触
れ
お
蔵
入
り
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
復
活
を
望
む
声
が
多
く
、
今

回
の
北
野
講
師
が
当
時
の
製
品
そ
の
ま

ま
に
復
刻
さ
れ
た
の
は
朗
報
で
す
。
初

代
発
売
時
か
ら
政
木
博
士
と
と
も
に
製

造
販
売
に
携
わ
っ
た
北
野
講
師
の
実
父

や
鏑
射
寺
の
中
村
和
尚
の
お
話
な
ど
、
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サ
イ
科
学
会
な
ら
で
は
の
内
容
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

夏
期
放
談
会

日
時　

令
和
3
年
8
月
14
日（
土
）

　
　
　

14
：
00
～
17
：
00

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
Ｆ

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
り
換
え「
松

虫
」下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
、
非
会
員
3
5
0
0
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

コ
ロ
ナ
禍
の
深
層（
仮
題
）

　
　
　

講
師　

井
上　

正
康
Ｍ
．Ｄ

�

（
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
）

日
時　

令
和
3
年
9
月
18
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交
通
・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�
参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

http://ladies.jp/kps/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

数
字
で
読
み
解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、

ミ
ラ
イ

　
　
　

講
師　

難
波　

双
六 

氏

�

（
言
霊
予
知
術
宗
家
）　

日
時　

令
和
3
年
10
月
16
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交
通
・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

http://ladies.jp/kps/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
43
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
15
回 

Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

テ
ー
マ　

宇
宙
人
革
命

宇
宙
人
の
存
在
は
正
に
革
命
! 

哲

学
思
想
面
で
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命

（
地
球
人
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
説
か
ら
宇
宙

人
て
ん
こ
盛
り
説
へ
）
を
も
た
ら
す
ば

か
り
か
、
メ
ド
ベ
ッ
ト
、
ル
ッ
キ
ン
グ

グ
ラ
ス
、
量
子
金
融
シ
ス
テ
ム
等
の
宇

宙
人
産
業
革
命
、
更
に
文
化
芸
術
面
で

も
開
星
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
呼
び
起
こ
す
。

今
回
は
そ
の「
宇
宙
人
革
命
」
を
テ
ー

マ
に
愉
し
い
饗
宴（
シ
ュ
ン
ポ
ジ
オ
ン
）

を
繰
り
広
げ
る
!

日
時　

令
和
3
年
7
月
22
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般 

二
千
円

　

学
生
／
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
一
千
円

　

宇
宙
人
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
3
年
8
月
29
日（
日
）



　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※�

定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

占
星
学
的
数
霊
学
と
個
人
の
運

勢
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

数
霊
学
あ
る
い
は
数
秘
術
と
呼
ば
れ

る
も
の
は
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
、
プ
ラ
ト
ン

や
カ
バ
ラ
起
源
の
西
洋
か
ら
き
た
も
の
、

あ
る
い
は
風
水
・
気
学
や
断
易
起
源
の

中
国
か
ら
き
た
も
の
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
数

秘
術
起
源
の
イ
ン
ド
か
ら
き
た
も
の
等
、

様
々
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

診
断
の
過
程
、
診
断
法
に
つ
き
ま
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
点
や
お
お
き
な
違

い
も
あ
り
ま
す
。

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
で
開
発
し

ま
し
た「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ

ー
ト
」
も
そ
の
診
断
に
は
、
数
霊
学
的

要
素
が
あ
り
、
各
天
体
に
は
0
～
9
ま

で
の
数
が
対
応
し
、
才
能
・
感
性
診
断

に
つ
き
ま
し
て
も
、
周
波
数
1
～
9
の

チ
ャ
ー
ト
の
も
つ
意
味
、
ま
た
周
波
数

10
以
上
の
チ
ャ
ー
ト
に
関
し
ま
し
て
も
、

特
徴
が
現
れ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」の
診
断
は
、
単
な
る
伝

統
的
に
定
め
ら
れ
た
診
断
解
釈
だ
け
で

な
い
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
理
論
も
融
合
し

た
エ
ビ
デ
ン
ス
と
統
計
学
に
基
づ
い
た

数
霊
学
の
診
断
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
分
科
会
で
は
、
各
参
加
者
の

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

β
」も
使
い
、
講
義
診
断
致
し
ま
す
。

ま
た
、
延
期
に
な
り
ま
し
た
1
月
の

分
科
会
で
配
布
予
定
で
し
た
、
参
加

者
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
2
0
2
1
年

9
月
か
ら
の
月
運
チ
ャ
ー
ト
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
S
」
18
か

月
分
を
お
渡
し
し
て
（
1
人
分
無
料
）、

一
か
月
ご
と
の
詳
細
な
先
天
運
の
波
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
対
処
法
を
ア

ド
バ
イ
ス
致
し
ま
す
。

ま
た
木
星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
2
0
2
1
年
9
月
～

2
0
2
2
年
12
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
星
の
星
座
運
行
に
よ
る
、
環
境
運

の
見
方
と
対
処
法
も
解
説
致
し
ま
す
。

※
昨
年
12
月
21
日
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た

占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通
信
」
は
毎
週
月
曜

日
に
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
は

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
指
針

・�

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

（
占
星
学
的
六
曜
）

・
瀬
尾
泰
範
の
ブ
ロ
グ

・�

西
洋
占
星
学
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン

等
で
す
。
分
科
会
参
加
者
に
は
す
べ
て

配
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
分
科
会

に
参
加
で
き
な
い
方
も
配
信
希
望
を
歓

迎
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp
宛
て
に
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

希
望
」と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提
唱

し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ
せ

て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診
断

法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
、
P
K
・
E
S
P
能
力
の
養

成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
開
発
研
究
所
」、「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
8
月
22
日

（
日
）
ま
で
に
「
8
月
29
日
分
科
会
参
加

希
望
」と
書
い
て

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
F
A
X
願
い
ま
す
。
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★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ（
出
生
天
宮
図
）と「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」＋
月
運
診
断
チ

ャ
ー
ト
を
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に
利

用
致
し
ま
す
の
で
、「
8
月
29
日
分
科
会

参
加
希
望
」
と
以
下
の
出
生
デ
ー
タ
を

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に
、
ま
た
は
公
式
サ
イ
ト
の「
問
い

合
わ
せ
」フ
ォ
ー
ム
か
ら
8
月
22
日（
日
）

ま
で
に
送
信
い
た
だ
く
か
、
F
A
X
送

信
願
い
ま
す
。

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎�

出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町

村
・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ

ス
ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度

を
出
し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

脳
波
と
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
プ

ラ
ズ
マ
振
動
と
の
共
鳴
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
臨
床
用

脳
波
計
は
、
非
常
に
沢
山
の
電
極
を
頭

に
装
着
し
ま
す
。
標
準
的
に
は
32
箇
所

付
け
る
の
で
す
が
、
そ
の
半
分
位
の
電

極
で
測
定
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
沢

山
の
波
形
を
見
な
が
ら
、
判
定
す
る
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
ん
な

に
本
当
に
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
?　

そ
れ
は
目
的
が
違
う
の
で
、
臨
床
用

脳
波
計
の
場
合
は
、
脳
の
ど
こ
の
箇
所

に
不
具
合
が
あ
る
の
か
を
見
つ
け
る
た

め
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
す
の
で
、
沢
山

電
極
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
け
れ
ど
、
私
の
脳
波
計
は
、
脳
全
体

が
ど
う
い
う
ふ
う
に
う
ま
く
動
く
か
と

い
う
こ
と
の
評
価
な
の
で
、
2
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
右
脳
と
左
脳
を
同
時
測
定
し
て
、

そ
の
シ
ン
ク
ロ
を
見
て
い
く
こ
と
で
、

多
少
の
議
論
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
い
ま
す
。

2
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
の
で
、
相
当
コ
ン

パ
ク
ト
に
作
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、
ロ
ー
コ
ス
ト
に
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
そ
こ
で
長
い
期
間
、
2
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
脳
波
に
注
目
し
て
、
多
く

                

の
被
験
者
を
測
定
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
図
（
上
図
）
は
一
人
の
被
験
者

の
上
が
右
脳
の
脳
波
、
下
が
左
脳
の
脳

波
で
す
。
こ
れ
ら
の
脳
波
の
パ
ワ
ー
を

掛
け
算
し
て
、
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
指
標
に
し
ま
す
。
右
脳
と
左

脳
が
う
ま
く
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
れ
ば
、

本
音
と
建
前
が
合
致
し
た
答
え
を
出
す

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
評
価
は
2
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
二
人
の
脳
波
を
同
時
に
測
り
ま
し
ょ

う
（
下
図
）
と
い
う
こ
と
で
、
例
え
ば

学
校
の
先
生
と
生
徒
さ
ん
で
気
が
合
う

か
合
わ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
し
、
ス
ポ
ー
ツ
で
い
え
ば
、

●❺ ●



選
手
と
コ
ー
チ
あ
る
い
は
監
督
の
脳
波

を
同
時
測
定
し
て
、
シ
ン
ク
ロ
し
て
い

れ
ば
、
意
気
投
合
し
て
う
ま
く
指
導
で

き
る
し
、
目
的
を
達
成
で
き
る
だ
ろ
う

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、
評
価
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
う
ま
く
当
た
り
ま

し
た
。

私
は
ア
ス
リ
ー
ト
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
随
分
引
き
受
け
て
き
ま
し

た
が
、
正
直
に
言
う
と
、
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
も
本
格
的
に
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い

の
で
す
。
そ
れ
で
も
マ
ラ
ソ
ン
の
浅
利

純
子
選
手
が
、
脳
波
を
活
用
し
て
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
て
、
2
年

後
に
世
界
陸
上
で
優
勝
し
て
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

始
め
の
頃
は
、
監
督
と
選
手
の
脳
波
が

シ
ン
ク
ロ
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

日
頃
選
手
が
監
督
の
指
導
に
素
直
に
従

う
よ
う
に
な
る
と
、
シ
ン
ク
ロ
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
キ
ー
の
ジ
ャ
ン
プ
の
選
手
の
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
頼
ま
れ
ま
し
て
、

選
手
に
話
を
聞
き
ま
す
と
、
ジ
ャ
ン
プ

を
ス
タ
ー
ト
す
る
準
備
の
段
階
で
、
も

の
す
ご
い
恐
怖
心
が
湧
い
て
、
緊
張
感

で
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
て
し
ま
い
、
う

ま
い
フ
ォ
ー
ム
で
飛
べ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

方
法
を
伝
え
な
が
ら
、
選
手
と
監
督
の

脳
波
を
測
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
最

初
は
二
人
の
脳
波
は
シ
ン
ク
ロ
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
行
く
う
ち
に
、
二

人
の
脳
波
が
シ
ン
ク
ロ
し
て
き
て
、
結

果
と
し
て
国
体
で
優
勝
し
ま
し
た
。

脳
波
の
周
波
数
に
よ
る
分
類
は
国
際

的
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
秒
間
に

15
ヘ
ル
ツ
以
上
の
波
は
ベ
ー
タ
波
、
1

秒
間
に
7
ヘ
ル
ツ
か
ら
14
ヘ
ル
ツ
ま
で

は
ア
ル
フ
ァ
波
と
い
う
こ
と
に
し
よ
う 

と
い
う
約
束
事
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
の

周
波
数
の
区
分
は
あ
ま
り
根
拠
は
な
い

の
で
す
よ
。
便
宜
上
、
そ
の
数
字
で
切

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
私
と
し
ま
し
て
は
、
ア
ル
フ
ァ

波
の
7
～
14
ヘ
ル
ツ
ま
で
は
倍
く
ら
い

の
幅
が
あ
り
ま
す
し
、
い
ろ
い
ろ
み
る

と
質
的
に
も
違
い
が
あ
る
の
で
、
周
波

数
の
低
い
方
か
ら
、「
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ

波
」「
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
」「
フ
ァ
ス

ト
ア
ル
フ
ァ
波
」
の
3
つ
に
分
け
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
30
年
位
前

か
ら
提
案
し
ま
し
た
。

6
ヘ
ル
ツ
よ
り
低
い
周
波
数
は
睡
眠

の
脳
波
だ
と
い
う
こ
と
で
、
日
常
活
動

す
る
と
き
の
脳
波
と
し
て
は
対
象
外
に

な
る
と
思
っ
て
、
ア
ル
フ
ァ
波
を
メ
イ

ン
に
調
べ
て
き
ま
し
た
。

今
日
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

実
は
こ
の
脳
波
の
波
は
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
ね
。
脳
の
中

で
大
元
の
震
源
が
ど
こ
な
の
か
全
く
分

か
ら
な
い
の
で
す
。
ラ
ン
ダ
ム
に
振
動

し
て
い
る
も
の
が
、
だ
ん
だ
ん
揃
っ
て

く
る
と
い
う
考
え
方
が
メ
イ
ン
で
す
け

れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
状
況
の

脳
波
を
測
る
と
、
そ
れ
で
は
受
け
入
れ

難
い
か
な
、
な
ん
か
き
っ
か
け
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
外
部
か
ら
の
き
っ
か
け
と
い

う
こ
と
で
見
ま
す
と
、
空
間
に
存
在
す

る
電
磁
波
が
あ
る
の
で
す
が
、
高
周
波

の
電
磁
波
は
人
間
の
脳
で
は
応
答
で
き

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
地
球
の
1
番
外

側
の
成
層
圏
の
と
こ
ろ
に
ヴ
ァ
ン
ア
レ

ン
帯
と
い
う
電
離
層
が
あ
る
の
で
す
ね
。

そ
こ
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
が
ネ
ッ
ト
で
毎

日
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
4
つ
の

周
波
数
が
あ
り
ま
す
。

　

低
い
の
が
7
・
8
ヘ
ル
ツ（
F
1
）、

高
調
波
と
称
さ
れ
る
13
・
6
ヘ
ル
ツ（
F 

2
）、
19
・
8
ヘ
ル
ツ（
F
3
）、
25
・

4
ヘ
ル
ツ（
F
4
）、
こ
う
い
う
電
磁
波

が
、
電
離
層
か
ら
来
て
い
る
の
で
す
よ
。

よ
く
よ
く
こ
れ
を
対
応
付
け
て
み
ま
す
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と
、
面
白
い
こ
と
に
脳
波
と
対
応
し
て

い
る
の
で
す
ね
。

F
1
の
電
磁
波
は
、
ち
ょ
う
ど
ス
ロ

ー
ア
ル
フ
ァ
波
を
誘
発
す
る
よ
う
な
周

波
数
で
す
し
、
F
2
の
電
磁
波
は
フ
ァ

ー
ス
ト
ア
ル
フ
ァ
波
を
誘
発
す
る
よ
う

な
電
磁
波
で
す
し
、
F
3
、
F
4
は
ベ

ー
タ
波
を
誘
発
す
る
電
磁
波
に
対
応
し

ま
す
。
こ
れ
は
こ
れ
で
そ
う
か
な
と
思

い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
こ
と
に

ス
キ
マ
が
空
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。

ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
の
と
こ
ろ
で
、

ス
キ
マ
が
空
い
て
い
て
、
講
演
冒
頭
で

も
お
話
し
し
ま
し
た
円
周
率
を
驚
異
的

に
暗
記
し
て
い
た
り
、
将
棋
の
米
長
邦

雄
氏
の
詰
め
将
棋
で
の
閃
く
瞬
間
は
、

ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
な
の
で
、
空
間
に

な
い
電
磁
波
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
、

ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
は
人
間
の
脳
固
有

の
活
動
か
な
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
人

間
の
知
恵
と
い
う
か
、
文
化
と
い
う
か
、

自
然
を
克
服
す
る
と
い
う
よ
う
な
発
想

か
ら
出
て
き
た
も
の
か
な
、
と
い
う
よ

う
な
気
も
し
ま
す
。

逆
に
言
う
と
、
こ
の
低
い
周
波
数
の

7
・
8
ヘ
ル
ツ
に
脳
が
共
鳴
す
る
と
い

う
の
は
、
自
然
を
大
事
に
す
る
日
本
の

文
化
と
脳
が
共
鳴
し
て
、
満
足
感
を
得

る
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

西
洋
的
な
考
え
方
だ
と
そ
れ
か
ら
離

れ
て
自
然
を
克
服
し
て
、
人
間
だ
け
の

文
化
を
造
る
と
い
う
、
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ

ァ
波
の
世
界
で
し
ょ
う
か
ね
。
こ
れ
も

も
ち
ろ
ん
知
恵
が
あ
っ
て
い
い
の
で
し

ょ
う
が
、
こ
こ
に
浸
っ
て
い
る
と
、
だ

ん
だ
ん
不
具
合
が
生
じ
て
来
る
、
何
か

や
っ
て
い
る
と
自
然
と
離
れ
て
い
る
振

動
で
す
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て

き
て
、
健
康
を
損
ね
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
と
き
ど
き
こ

の
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
振
動
や
、
13
・
6

ヘ
ル
ツ
の
振
動
を
脳
に
入
れ
込
ん
だ
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
? 

こ
れ
が
古
来
東

洋
で
伝
わ
っ
て
い
る
ひ
と
つ
の
瞑
想
法

で
す
。
こ
う
い
う
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
ひ

と
と
き
を
も
つ
と
、
脳
は
い
い
状
態
に

落
ち
着
く
、
そ
し
て
日
常
は
ミ
ッ
ド
ア

ル
フ
ァ
波
の
脳
波
で
仕
事
を
し
て
い
け

ば
、
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
で
も
や
は
り
瞑
想
の
良
さ

大
切
さ
を
認
め
る
方
向
に
な
っ
て
き
て
、

「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
と
い
う
言
葉

で
瞑
想
の
勧
め
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
具
体
的
に
瞑
想
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
と
、
日
本
の
座
禅
を
見
習
え
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
既
に

文
化
と
し
て
構
築
し
た
7
・
8
ヘ
ル
ツ

の
世
界
に
入
り
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

ず
っ
と
そ
こ
に
浸
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
て
、
あ
る
時
間
だ
け
で
い
い
の
で

す
ね
。
例
え
ば
5
分
間
瞑
想
す
る
と
、

相
当
い
い
状
態
に
な
り
ま
す
よ
、
と
い

う
考
え
方
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
脳
か
ら
離
れ

ま
し
て
、
こ
の
空
間
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
は
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン

と
い
う
人
が
具
体
的
に
見
つ
け
出
し
た

そ
の
功
績
を
讃
え
て
、
そ
の
名
前
が
つ

い
て
お
り
ま
す
。
ア
ポ
ロ
計
画
で
ロ
ケ

ッ
ト
を
飛
ば
す
と
き
に
、
メ
ン
バ
ー
と

し
て
物
理
学
者
が
い
た
の
で
し
ょ
う
け

れ
ど
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
中
に
ガ
イ
ガ
ー
カ

ウ
ン
タ
ー
を
積
載
し
よ
う
と
提
案
し
た

ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
で
き
る
だ
け
い
ろ

い
ろ
な
物
は
積
み
た
く
な
い
中
で
、
ガ

イ
ガ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
何
の
た
め
に
積

む
の
か
と
い
う
の
か
を
説
得
す
る
の
は

相
当
大
変
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

ま
あ
と
も
か
く
積
ん
で
飛
ば
し
た
の
で

す
。そ

し
た
ら
な
る
ほ
ど
、
最
初
に
プ
ラ

ス
の
電
荷
層
、
そ
の
後
マ
イ
ナ
ス
の
電

荷
層
が
分
厚
く
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
の
構
造
と
い
う
の
が
考
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
で
は
こ
れ
だ
け
プ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
対
峙
し
て
い
れ
ば
、

お
互
い
に
共
鳴
す
る
、
こ
れ
は
プ
ラ
ズ

マ
振
動
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
振
動
の

周
波
数
を
測
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
ま
た
ロ
ケ
ッ
ト
に
積
み
込
ん
で
測

っ
て
み
ま
し
た
。

　

1
9
5
2
年
に
シ
ュ
ー
マ
ン
は
、
計

算
し
て
、
1
次（
7
・
8
ヘ
ル
ツ
）、
2

次（
14
・
1
ヘ
ル
ツ
）、
3
次（
20
・
3

ヘ
ル
ツ
）
の
周
波
数
の
電
磁
波
が
存
在

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
と
主
張
し
た
の

で
す
が
、
こ
の
年
代
で
は
確
か
め
よ
う

が
な
か
っ
た
の
で
、
仮
説
の
ま
ま
で
い

た
の
で
す
ね
。

ア
ポ
ロ
計
画
の「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
」

を
飛
ば
し
て
、
測
っ
て
み
た
ら
、
な
ん

●❼ ●



と
ス
ペ
ク
ト
ル
が
観
察
さ
れ
た
の
で
す
。

本
当
に
7
・
8
ヘ
ル
ツ
が
あ
っ
た
ん
で

す
ね
。
そ
し
て
そ
の
後
、
高
調
波
の
第

2
、
第
3
、
第
4
と
上
が
り
ま
す
。

ど
う
い
う
目
的
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
ロ
シ
ア
の
ト
ム
ス
ク
に
宇
宙
監

視
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ

か
ら
ネ
ッ
ト
で
、
毎
日
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン

帯
か
ら
来
る
電
磁
波
の
実
測
の
デ
ー
タ

が
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
よ
く
見
る
と
、
脳
波
の
波
形

と
そ
っ
く
り
さ
ん
な
ん
で
す
ね
。
だ
か

ら
脳
波
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
空
間

の
電
磁
波
の
揺
ら
ぎ
か
ら
生
じ
た
の
で

は
な
い
か
な
と
思
い
た
い
の
で
す
。

（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

『
地
球
外
生
命
体
』
が
人
類
の

祖
先
だ
っ
た
!
?

　
　
　
　

講
師　

上う
わ
べ部　

一か
ず
ま馬 

氏

�

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家
）

日
程　

令
和
3
年
4
月
17
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

講
演
内
容

私
た
ち
は
、
果
た
し
て
い
つ
、
ど
こ

か
ら
来
て
、
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
?　

進
化
論
が
説
く
よ
う
に
類
人
猿

か
ら
進
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
?　

こ
れ

は
人
類
が
始
ま
っ
て
以
来
、
永
遠
の
課

題
だ
が
、
こ
の
謎
を
解
く
大
き
な
発
見

が
あ
る
。
中
国
奥
地
ウ
ル
ム
チ
の
2
億

5
千
万
年
前
の
地
層
か
ら
26
セ
ン
チ
の

靴
跡
の
化
石
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
の

だ
。
し
か
も
こ
の
靴
底
に
は
、
2
ミ
リ

間
隔
に
二
重
に
縫
わ
れ
た
痕
跡
が
し
っ

か
り
残
っ
て
い
た
―
。

　

2
億
5
千
万
年
前
と
言
え
ば
、
恐
竜

が
跋
扈
し
て
い
た
時
代
だ
が
、
さ
あ
、

大
変
だ
。
こ
れ
を
履
い
て
い
た
の
は
誰

だ
ろ
う
か
?　

類
人
猿
が
履
い
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
考
古
学
者
た
ち
は
、
頭

が
真
っ
白
、
た
ち
ま
ち
パ
ニ
ッ
ク
に
陥

っ
た
。

し
か
し
、
米
国
の
ア
リ
ゾ
ナ
州
か
ら

も
同
じ
よ
う
な
2
億
年
か
ら
6
億
年
前

の
地
層
か
ら
も
靴
跡
の
化
石
が
見
つ
か

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
ち
ら

は
、
サ
ン
ダ
ル
の
よ
う
な
履
物
で
、
何

と
三
葉
虫
を
踏
み
つ
ぶ
し
て
い
る
の
だ
。

も
は
や
、
中
生
代
に
何
者
か
が
地
球
上

を
歩
い
て
い
た
の
は
明
白
で
あ
る
。

さ
ら
に
1
9
4
7
年
7
月
、
メ
キ
シ

コ
の
ロ
ズ
ウ
エ
ル
市
郊
外
に
U
F
O
が

墜
落
、
生
き
た
宇
宙
人
が
捕
獲
さ
れ
る

と
い
う「
ロ
ズ
ウ
エ
ル
事
件
」
が
起
き

た
。
こ
の
事
件
は
、
後
に
観
測
気
球
の

破
片
の
落
下
物
と
さ
れ
、
う
や
む
や
に

さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
・
・
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
宇
宙
人
は
米
軍
基

地
内
に
連
れ
ら
れ
、
科
学
者
の
前
で
尋

問
を
受
け
た
。
た
だ
一
人
、マ
チ
ル
ダ
・

オ
ー
ド
ネ
ル
と
い
う
女
性
看
護
師
に
だ

け
心
を
開
き
、
テ
レ
パ
シ
ー
で「
銀
河

系
や
太
陽
系
誕
生
の
謎
、
そ
し
て
、
こ

の
宇
宙
を
支
配
し
て
い
た
地
球
外
知
的

生
命
体
の
存
在
、
そ
し
て
地
球
で
、
人

類
と
共
存
し
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ

時
代
が
あ
っ
た
」
こ
と
な
ど
を
告
げ
た

と
い
う
。

さ
ら
に
は
、「
生
命
の
本
質
は“
I
 S 

－

B
E
”
で
あ
り
、
創
造
主
そ
の
も
の

で
あ
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
『
エ
イ
リ
ア
ン
・
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
』
で
、
最
高
軍
事
機
密
と
し

て
米
軍
は
隠
蔽
し
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
文
書
が
2
0
0
7
年
に
公

開
さ
れ
た
。
日
本
で
も
最
近
、
翻
訳
刊

行
さ
れ
た
が
、
筆
者
は
こ
の
文
書
を
入

手
、
驚
愕
的
な
真
相
を
知
っ
た
の
だ
。

こ
の
“
I
S

－

B
E
”
は
、
超
微
小

知
性
体
『
ソ
マ
チ
ッ
ド
』
と
酷
似
し
て

お
り
、
あ
る
い
は
「
ソ
マ
チ
ッ
ド
」
そ

の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
人
間
が
死
ぬ

と
ど
う
な
る
か
。
ま
た
、
心
臓
を
動
か

し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
か
、
自
律

神
経
は
ど
こ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て

働
い
て
い
る
の
か
。
生
き
て
い
る
と
は

ど
う
い
う
状
態
な
の
か
・
・
回
答
で
き

る
で
し
ょ
う
か
?

研
究
集
会
で
は
、
約
2
億
5
千
万
年

前
す
で
に
革
靴
を
履
い
て
い
た
存
在
、

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
宇
宙
艦
隊
&
銀
河
連
盟
」

の
現
状
な
ど
を
明
か
し
な
が
ら
、
前
出

の
謎
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
3
0
0
点
を
超
え
る
映
像
を

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
、
超
常
現
象

の
数
々
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
想
像
を
超
え
る
写
真
も
多
数
公
開

さ
れ
、
そ
の
迫
力
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
上
部
一
馬
講
師
著
の
写
真

集
「
日
本
を
防
衛
す
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
宇

宙
艦
隊
&
銀
河
連
盟
」
が
ヒ
カ
ル
ラ
ン

ド
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
（
2
千
円

税
別
）。

●
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

上
部
一
馬（
う
わ
べ
・
か
ず
ま
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
作
家
。
1
9
5
4

年
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
生
ま
れ
る
。

● ❽●



1
9
7
7
年
明
治
学
院
大
学
卒
業
。
学

習
研
究
社
代
理
店
勤
務
の
後
、
㈱
健
康

産
業
流
通
新
聞
社
に
入
社
。
2
0
0
0

年
か
ら
フ
リ
ー
に
。
2
0
0
3
年
健
康

情
報
新
聞
編
集
長
兼
任
。
代
替
療
法
に

精
通
。
主
な
著
書
に「
美
肌
革
命
」（
ぷ

ん
ぷ
ん
書
房
）、「
難
病
を
癒
す
ミ
ネ
ラ

ル
療
法
」（
中
央
ア
ー
ト
出
版
社
）、「
や

っ
ぱ
り
、
や
っ
ぱ
り
ガ
ン
は
治
る
」（
コ

ス
モ
21
）、「
ガ
ン
治
療
に
夜
明
け
を
告

げ
る
」（
花
伝
社
）、「
奇
跡
の
生
還
」（
コ

ス
モ
21
）、「
世
界
文
明
の
起
源
は
日
本

だ
っ
た
」（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）他
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「�

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
デ
ジ

タ
ル
化
の
近
未
来
に
つ
い
て
」

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　

和
田　

高
幸

大
阪
府
を
含
む
10
都
府
県
で
は
、
5

月
に
引
き
続
き「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

発
令
さ
れ
た
。
延
期
さ
れ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
目
前
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
だ
に
終
息
し
な

い
。「
給
付
金
」や「
時
短
」、「
マ
ス
ク
」、

「
デ
ジ
タ
ル
化
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」、

「
ワ
ク
チ
ン
」・
・
と
さ
ま
ざ
ま
な
話
題

を
提
供
し
て
く
れ
た
C
O
V
I
D

－

19（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）で
は
あ
る

が
、
行
政
の
対
応
へ
の
不
満
や
い
わ
ゆ

る「
陰
謀
論
」
な
ど
も
頻
出
、
巷
で
は

一
般
論
と
は
異
な
っ
た
意
見
も
聞
か
れ

る
。行

政
の
指
示
に
は
従
順
な
国
民
性
を

も
つ
と
さ
れ
る
日
本
人
に
と
っ
て
、
先

進
国
群
に
お
け
る
「
デ
ジ
タ
ル
対
応
」

へ
の
遅
れ
は
、
も
っ
ぱ
ら
行
政
の
責
任

と
も
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
た
め
か
「
ス
マ
ホ
」
や
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
通
じ
て
の
申
告
や

決
済
が
加
速
さ
れ
、
一
部
で
は
混
乱

を
招
い
て
い
る
。
さ
ら
に
「
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
構
想
」
に
も
と
づ
く
「
5
G
・

6
G
」
網
の
整
備
、
自
動
運
転
、
A
I

や
ロ
ボ
ッ
ト
の
多
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、

な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
目
論
見
が
、
日

本
国
民
の
福
祉
と
幸
福
に
ど
の
程
度
寄

与
す
る
の
か
は
未
知
数
で
あ
る
。

さ
て
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
で
は
、

「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
含
む
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
対
応
要
請
と
そ
の
影
響
を
受
け

「
研
究
集
会
」及
び「
分
科
会
」の
中
止
、

延
期
を
決
定
し
た
事
案
も
あ
る
が
、
参

加
予
定
者
の
欠
場
に
よ
り
開
催
で
き
な

い
場
合
は
と
も
か
く
、
基
本
的
に
は
実

施
す
る
こ
と
を
建
前
と
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
疾
病
や
感
染
症
へ
の
対
応

は
、
個
人
の
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
理

由
で
あ
る
が
、
会
場
に
は
不
特
定
の
入

場
者
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
強
制
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
定
員
の
制
限
、

受
付
で
の
消
毒
や
検
温
な
ど
は
実
施
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
会
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
自

由
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

と
こ
ろ
で
、
今
後
予
測
さ
れ
る
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、

こ
こ
で
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
大
き
な
収

入
源（
あ
る
い
は
支
出
）
と
な
る
T
V

の
放
映
料
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
地

上
波
や
衛
星
メ
デ
ィ
ア
の
視
聴
率
に

貢
献
す
る
受
像
機
の
精
細
化（
4
K
、

8
K
）
と
大
型
化
が
進
ん
で
い
る
の
は

明
ら
か
だ
。

有
史
最
古
の「
シ
ュ
メ
ー
ル
時
代
」

（
そ
れ
以
前
の
歴
史
は
不
明
）の
彫
刻
な

ど
、
そ
の
時
代
の
芸
術
品
が
も
つ「
目

（
眼
）」の
大
き
さ
か
ら
、
人
類（
あ
る
い

は
そ
の
祖
先
）の
歴
史
が「
視
覚
」
主
導

型
、
つ
ま
り
観
察
に
よ
る「
有
視
界
飛

行
」で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
今
後
も
映
像
機
器
、
あ
る
い

は
映
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
映
像
関
連
ソ
フ

ト
が
進
化
す
る
余
地
は
大
き
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
写
真
フ
ィ
ル
ム

や
レ
コ
ー
ド
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど

ア
ナ
ロ
グ
媒
体
の
ほ
と
ん
ど
が
消
滅
し

た
に
等
し
い
が
、「
デ
ジ
タ
ル
」
情
報

は
「
0
」
と
「
1
」
の
組
み
合
わ
せ
、
ど

こ
ま
で
も
2
次
元
（
平
面
）
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
厚
み
」
が
な
く
、
薄
っ

ぺ
ら
い
か
ら
情
報
量
も
少
な
い
。
そ
の

た
め
ア
ナ
ロ
グ
媒
体
は
い
ず
れ
勢
い
を

取
り
戻
す
可
能
性
が
あ
る
（
ア
ナ
ロ
グ

支
持
者
の
方
は
ご
安
心
を
）。

新
聞
や
書
籍
な
ど
の
印
刷
物
（
紙
媒

体
）
も
、
手
ざ
わ
り
の
よ
さ
や
「
斜
め

読
み
」
が
で
き
る
と
い
っ
た
特
性
は
と

も
か
く
、
活
字
に
よ
る
紙
の
凹（
へ
こ
）

み
や
イ
ン
ク
の
乗
り
が
3
次
元
の
媒
体

と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
情

報
量
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
奥
行
き
が

感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
当
然
な
が
ら
、
思

考
、
思
索
能
力
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。
た

だ
配
信
イ
ン
フ
ラ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
停
電
は
も
ち
ろ

ん
事
故
や
災
害
な
ど
に
脆
い
の
で
付
記

し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❾ ●
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976 : USL）� ・・・・・・・190 円   （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局	 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

			   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

			   FAX 047-330-4091
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た陰陽サイspin対（光子対）群である。（2）念写
（物質化）の進行：サイ（気）は空間に充満して
いる。しかし念写実験に際しては、撮影者に関
係した特殊なサイ・気（ユング、統合的無意識）
を集める必要がある。これには個性、カルマ、
家族、民族、地域、人種等も関係している。他
方念写像は、物質（オーブ）と素粒子（陰陽サイ
spin対）の集合体でもある。癖もある。これら
はオーブ出現の状況をみれば分かる。（3）初め
に、撮影場所の選定が必要：サイ（気）が存在
している場所。例えば聖地（神社、佛閣等）、パ
ワースポットなど。さらには密集した住宅地の
街の上空、高速道路の上空、など。多少埃っぽ
い場所が良い。ただし、これらには、濃淡があ
る。（4）、（B）と（A）の間にある［マクロPK］に
よって念写が進行する。（B）は対象になるオー
ブ（物質、実体）でイオンボールとも言われて
いる。（A）は被験者の意識（意念）である。サイ

（気）を集めるためには、（5）湿度：家庭用のキリ
フキで噴霧を造り、キリが消えたあと（1～8秒
後）が良い。（6）温度：気温は14～16℃が望ま
しい。（7）実験者自身の準備：瞑想、呼吸法、
催眠などで、脳波を7～8Hzに下げる事を、練
習する。これらを揃えると、オーブの出現率
は、普通の1/150から1/3にまで上昇する。た
だし、実験中の注意事項として、（8）（B）の念
写像（オーブ）は白色（マンセル色表示）で、各
光の強さ等しい事。さらに（9）オーブ（念写像）
の周りには、ノイズ状の微小オーブ（念球）が
取り巻いていて、しかも白色である事。つまり、
撮影者（A）（能力者）から放出される陰陽サイ
spin対と、（B）の意識体（オーブ）とが共振する

（同調する）事によって念写の形成が進行する。
ただし、この時、オーブ周辺にあるノイズ状オー
ブ（白色、念球）の加入（加算）が必要になる。

以上は、（A）から放出された意識体（サイ・
気）の視力によって、（B）の内部に、焦点（目標）
を定めて、（A）と（B）の同調、共振によって、
念写像が形成・進行されることを、意味してい
る、と思われる。

磁気テープに記録された清田さんのミクロ念
写の変化状況を、30年後に苗徹軍、佐々木茂
美が複雑性科学のカオス解析を行ったところ、
この変化は、低次元決定論的なカオス性がある

ことから、皮膚表面の2～3か所の経絡、また
はチャクラが次元因子（カオスを決める変数）と
なると推定された。また室内光としての電磁気
波ノイズや太陽光が混入する場合には､ 次元
因子がより高くなる（多様性を帯びる）事が解っ
た。また、他方、カオス解析結果の変化傾向曲
線に正方向の変化と負方向の変化の有ることが
確かめられた。これは念球（光子、素粒子）の
微分方程式（シュレディンガー方程式）に虚数
が含まれている為であり、このこと等により、
変化・駆動因子は量子で有ることが推定でき
る。これらの実験結果の要点を纏めると次記に
なる。

2－1）念球の出現状況
・�不安定で脈動的、ランダム・パルス状（時間

的、空間的に）である。パルスの最大値にう
ねりがある。　

・�周波数は0.1～20Hz、速度は0.1～10 .0cm/
secで割合に遅い。生体内の体液のリズム程
度。

・�向こう側からやってきて、向こう側に去って
行く。

2－2）変化挙動
・�意識的に、ある程度は、コントロールが可能。

同期性は（－0.5～+2.0sec）。
・出現は間欠的である（生体内のリズム程度）。
・局部に集中しており、強い指向性を持つ。
・�柔らかい丸みと厚みのある白色雲球状（約

1mm径）、渦巻き状である。
2－3）物理的性質
・�近赤外線領域に潜んでいる（活性化エネル

ギー、1,388eV）。
・�出現は非局所、ランダム的。正と負方向（虚

数）変化等の素粒子類似の性質がある。
2－4）意識的な性質
・�被験者の変性意識状態（ASC）が光念球（ミ

クロ・オーブ）を呼び込んでいる様子。
・�変性意識状態（ASC）によってコントロールで
きる、と判断している。

・�イメージの指示に従って、マクロPKとして
存在し、移動する。

ご指導戴いた品川次郎先生に、お礼申し上げ
ます。



1）サイ（気）の視覚について
予め瞑想法、催眠法、呼吸法などを用いて

脳波を7～8Hzに下げる事を試みる。これに成
功したら、「透視」ということで、両眼に目隠し

（マスク）をして、非肉眼で外部の事物を見る事
を試みる。肉眼以外には視覚はないので見える
筈はない。しかし、心の役割を究明し、また「サ
イ（気）に視覚を与える為に」という事で、幾度
も、幾度も練習を重ねる、―すると、無意識
層からサイ（気）が外部に放出されて、これが
体外の空間にあるオーブ（依り代）に付着して、
意識体を形成して外部の事物を見ることにな
る。―ただし三日月型の念写像の画像の解
析から得られたサイ（気）は陰陽サイspin対（光
子）であった。

一例として、山下裕人さん（高2時代）の透
視の実験結果を述べる。実験によると、体外に
放出された意識体（サイ・気）には、視覚の能
力（ほぼ99%が可視可能）の有る事が分かった。
例えば、（1）見え方：額または脳裏に平状のス
クリーンが出来、その上にサイ（気）の光が向こ
う側からパーンとやってくる。その上に事物が
部分・部分に分かれて写される。或る事物を見
ようとすると、意識が働いて、その事物に焦点
が定まり、見えることになる。（2）心身が疲れて
いる時、調子が悪いと感ずる時は、ターゲット

（事物）はぼんやりしていて見えにくい。しかし
スクリーン（照射面）は、はっきり見える。（3）照
射面が明るいほど、よく見える傾向がある。つ
まり、暗いとよく見えない。この時の閾値は
0.1Lux.である。（4）色による知覚時間の相違：
何色を見るかによっても認識できる時間は異な
る。（5）早いのはオレンジ並びに緑色の時であ
り、遅いのは白色の時である。それらの中間に
うす黄色、黒色等がある。また色紙を置く台紙
の色の影響を調べたが影響はなかった。つまり、
割合に狭い部分に焦点を合わせて見ている（透
視している）。（6）空間（ひろがり）としての透視
可能範囲は、被験者の前方に、ほぼ三角柱状に

存在している。これは割合に短小である。例え
ば、両手を広げれば届く程度である。（7）文字
や絵を（透視したものを）手書きで複写する。し
かし、手書きの途中で（透視した）ターゲットを、
持ち去ったとき（多分、記憶）は、補色が現れる。

（7）両眼で物を視るとき、私たちは、目を動か
さないつもりでも、眼球は意識とは無関係に絶
えず動いている。つまり眼球の無意識的な振動
によって物を視る事が出来ると言われている。
透視の場合には、頭を動かさないで、見る事が
出来るのであろうか? を調べた。目隠しをして、
頭を椅子の背に固定して、机に上にターゲット
を置いて、透視を行う。次に両者をゆっくり動
かして透視を行う。検討の結果、いずれの場
合も、完全な透視（ほぼ99%）が可能であった。

（8）以上から、体外に放出された意識体（サイ・
気）に視覚がうつり、その意識体が事物を見て
いる、と思われる。以上から判断すると、透視
の場合、視覚の媒体になっているのは、単なる
電磁波ではなく、また超音波では無いと思われ
る。今後の、サイ（気）の視覚の本質の究明が
望まれている。

2）念写像（実像）の形成
三日月型の月の動念写の場合には、変性意識

状態（ASC）付近になった能力者（A）から放出
された意識体｛サイ（気）｝が、体外にあるオー
ブ（B）に働きかけて念写像になる。そして、（A）
と（B）との間のマクロPK（念力）つまり同調、
共振によって念写が形成・進行することにな
る。つまり、放出された意識体（サイ・気）が持
つ視力で目標物を見つめながら、実体化を進め
ている、と推定される。

一例として、清田益章さん（少年時代）の場
合をみる。光子群（ミクロ念球、念球）として、
体外に放出される意識体の性質は次記である。

（1）念球の実現：透視の場合と同様に、念球（ミ
クロ念写）を扱う。この時、体外に放出される
意識体（サイ・気）は球状化〈直径約1mm〉し

● �●

サイ（気）による念写像の物質化（その２）サイ（気）による念写像の物質化（その２）
栗田  慶祐
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てもいいのです。言いたいことをいうことで心
が空になり、ストレスを解消する。そして新た
な心で相手に寄り添える。それが重要です。

心に葛藤があると、しかも長い年月ため続け
ればなおさら、心身の不調のもとになります。
誰かから生霊（悪い思念）を受けるだけでなく、
自分で自分を傷つけることになります。

先祖も心配して苦しみ、心身の弱い部分に病
気となって表れます。たとえば相談に多いのが、
誰かの介護をしている人からのものです。介護
しながらストレスをためることで、自分も介護
が必要な体になってしまうケースがよくありま
す。最初は難しいことかもしれませんが、介護
できる幸せをかみしめ、先祖や周囲の人々に感
謝する。そして辛いときや大変なときは、周囲
に協力を求めたり、言いたいことをいったりし
ていい。

家族ががん家系だからと気にする人も多いで
すが、遺伝よりも大きく影響するのが本人の生
き方だと、私は思います。人間関係を大切に、
いつも心を穏やかに過ごす人は、健康で幸せな
人生を送るはずです。

人生は死ぬまで修行。私はそう思っています。
感情の動物として生まれてきた道を、自分の心
に正直に、まっすぐ生きることです。自分らし
く生きていれば、おのずから先祖や周囲への感
謝の心がわいてくるものではないでしょうか。

私は現在80歳。自営業で毎日健康に働かせ
ていただいています。朝に夕に、命をいただい
た先祖様に感謝の祈りを捧げ、家族をはじめ、
人生で出会った人々の幸福を祈っています。そ
れは義務でもなければ、誰かのためでもありま
せん。私自身の心の中から自然に湧いてくる気
持ちを天に伝えているのです。

●人生の本当の心友について

病院に行くと、ストレスが心身の不調の原因
と言われることがあります。私も同感です。お
医者様の見立てでストレスと判断されるよりも
多くの人が、実際にストレスによって心身の健
康を奪われているのではないでしょうか。

肩こりや頭痛といった不調の多くは、人間関
係から発生するストレスの一種ではないでしょ
うか。自分は気づいていなくても、相手のスト

レスを受け、自分にもストレスがかかっている
のです。

ストレスの原因は一人ひとり違います。でも
基本の解決法は共通なのではないかと思いま
す。男女関係なく、本当に心を許して話し合え
る心友をもつことです。互いに秘密を守り、信
頼関係に結ばれた付き合いで、心を空にする時
間が必要なのだと思います。心を空にする大切
さを、私は様々な人生経験の中で痛感してきま
した。

私自身80歳になりますが、おかげさまで健康
で自営業を営んでいます。健康はお金では買え
ません。心穏やかに生活し、調和の心で人間関
係を築いていくこと。心友と語り合う時間を楽
しむこと。感謝と奉仕の心で生きること。そう
していれば、命ある限り健康な毎日を過ごして
いけると思います。

●世のため人のために尽くす

高齢でも健康な人は、よくお墓参りをしてい
ます。ボランティアに熱心な人も多いです。そ
のように感謝の心をもち、人に尽くすことによっ
て、多くの素晴らしい出会いを得ることができ、
より楽しい人生が過ごせると思うのです。

先祖が地域に奉仕し、本人も先祖に感謝し
て社会に尽くすこと。これが人生の基本であり、
道しるべだと思います。自分にできる奉仕をす
ること。恵まれない人を助けることで、自分の
生命力も伸びるように私には感じられます。

この生き方こそを徳としてまっとうしていけ
ば、次の子孫も徳をいただき、大難は小難にな
ると思います。命をいただいた父母に感謝し、
孝行することで、目に見えないご先祖様がいろ
いろな面で助けてくださると信じています。

私は成功を、自分のあり方だと考えていま
す。世のため人のために活動すること。そう
やって徳を積んだ人が人生の成功者なのだと
思います。

健康も幸せもお金では買えません。でも自分
自身の徳を積むことは誰にでもできます。世の
ため人のため、心穏やかに尽くす。そうやって
積んだ徳が、先祖、子孫、周囲の人々、そして
自分自身を健康に幸せにし、真の成功へと導い
てくれるでしょう。

サイ（気）による念写像の物質化（その２）サイ（気）による念写像の物質化（その２）
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名もあげておきます。

・前立腺がん
心から見た場合、女性からの憎しみや怒りが

原因となるケースが多いようです。相手の女性
に対して、毎日「お許しください」と祈り、人生
に気づきを与えてくれたことに感謝することで
快方に向かうでしょう。

・肺がん
女性からの念は左側、男性からの念は右側に

表れます。がんでなくても、長い年月の間に胸
の痛みが表れます。相手が心から穏やかになれ
るよう祈ることが有効です。

・乳がん
左側の場合は、母親、または配偶者と親しい

女性などに自分が憎しみをもっている場合に表
れるケースが多いです。

右側の場合は、父親や浮気をした夫などに怒
りや憎悪を感じているとき。悪いのは相手だと
いう気持ちを捨て、心から詫びと感謝を念じる
ことです。

・すい臓がん
身内間での争いによってもたらされることが

多いです。身内との争いはこじれやすく長引き
やすいものですが、心を入れ替え、詫びて祈る
ことで症状が軽くなっていくはずです。

・胃腸の病気
相手に対して不平不満を心の中に溜め込んで

いることから起きやすいです。胃腸に不調を感
じたら、自分の想念のあやまちに気づき「お許
しください」と祈りましょう。

・肝臓の病気
お酒を飲まないのに肝臓の調子が悪いという

人は、怒りっぽい人が多いようです。怒りを溜
めず、感謝の心で生きることで不調が軽減する
でしょう。お酒を飲む場合、適量を楽しく飲め
ば不調を呼び寄せにくい。ストレス解消など、
マイナスの思考で飲むと心身、特に肝臓に負担
をかけると思います。

・子宮の病気
女性同士が争うことで、両者の子宮に悪影響

が及ぶと考えられます。

・目の病気
誰かが自分に強い怒りや憎しみを発したと

き、目が急に充血したりかすんだりすることが
あります。これも左目が女性から、右目が男性
からの思念です。

この他にも生霊によって引き起こされる様々
な影響があります。同時に、先祖が助けを求め
ている場合、メッセージを伝えてきている場合
もあります。医学で解決できないことがある。
目に見える世界だけで説明できないことは多い。
そして、生霊や先祖の霊が気づきを与えてくれ
ていること。このようなことに気づいて、正し
く交流することで、健康で和やかな人生をまっ
とうできるのだと感じています。

●40年間の心の勉強から

40年間、無料で人生相談にのられていただ
いたことで、たくさんの出会いがあり、魂のふ
れあいがありました。多くのことを学んできま
した。

心身の不調の解消はもちろん、願いを叶える
ためにも、相手に寄り添って詫び、感謝し、相
手の幸せを心から祈ること。どんなときでも、
この基本は変わりません。

ただしこれは、自分の気持ちを押し殺したり、
我慢したりすることではありません。

争いごとはいけないということではないので
す。言いたいことをいい、ときには争うことも
必要です。溜め込んだり、自分をごまかしたり
することのほうがいけません。

アメリカの医学雑誌に興味深い記事がありま
した。他人から見れば喧嘩もせず仲の良い夫婦
でも、どちらか一方が言いたいことを我慢して
喧嘩を避けている場合。表面上は穏やかでも真
に幸せな人生とはいえず、心身に不調をきたし
て短命になることも多いということです。

当然のことだと思います。何度でも繰り返し
ますが、相手に詫びる、感謝するということは、
心からしなければ意味がありません。喧嘩をし



る本人です。悪い想いは悪いことを呼びます。
長く心の中に持ち続け、人に発するようなこと
があると、周囲に負の連鎖を及ぼします。悪い
念にとりこまれた人の先祖は心配し、あの世で
苦しみ、それがまた現世で悪影響を引き起こし
ます。仕事も家庭もうまくいくはずがありませ
ん。努力したとしても、自分自身の悪い念が人
生の方向を決めてしまいます。そこから脱出す
るためには、本人が気づくしかないのです。

悪い念を受ける側にとっては一方的なことで
すが、送る側でも自分のしていることを認識し
ていない場合があります。気づけば、そして、
誰かを妬んだり恨んだり憎んだりすることが、
自分自身を負のオーラに包むことになることが
わかれば、状況を変えることができます。

しかし、悪い思念に入り込んでいる人が、自
分や周りを客観的に見ることは簡単ではありま
せん。無意識であっても争いを続けることは、
悪念を発した人、受けた人、両方の心身を害し、
不幸に向かわせてしまいます。

心身の不調に悩み、大学病院で数々の検査
を受けても原因がわからない人はたくさんいま
す。その多くは人間関係が原因だと考えられ
ます。

40年間、無料人生相談として全国の人々の
話を聞いてきた結果、実に80%程度の人が、
人間関係が原因と思われる痛みやめまい、しび
れなどに悩んでいます。医者はそれをストレス
といいますし、それは正しいでしょう。けれど
ストレスの原因は一人ひとり違います。そして
西洋医学の薬では根本的な解決はできません。
ストレスの原因を解消しないかぎり、悩みから
解放されることはありません。

頭痛や膝、腰の痛みは、誰かからの悪念が
蓄積して表れることが多いです。そのままでは
一生苦労することにもなります。南極や北極の
雪のように、静かに降り積もって、とける間も
なく注がれ続けることで蓄積していく一方です。

受ける側にできるのは、その事実に早く気づ
いて、相手に心から寄り添うことです。食事で
もしながら歓談するのもいいでしょう。自分は
悪くないという時は、そんなふうに攻撃を受け
ていることすらわかりにくいものです。原因不
明の心身の不調が続くときには、意識してみる
といいでしょう。必要なら、見えない世界とつ

ながる人に相談してください。
そして、生霊が影響していると気づいたら、

自分が悪くなくても相手に詫びて、互いの想い
を水に流すことが大切です。相手の幸せを願っ
て「ごめんなさい」と詫び、「ありがとう」と祈り
続けます。「ありがとう」という感謝の想いは、
いついかなるときにもよい影響をもたらしてく
れる最強の幸運ワードです。日々、声に出すと
いいでしょう。

このようにアドバイスをすると「悪くもないの
に謝りたくない」 「生霊を送る人に感謝なんてで
きない」という人が少なくありません。「悪いの
は相手」。そう思っているかぎり、心身の不調
は続きます。相手からの悪念は止まらないうえ、
自分自身も悪念を発してしまうからです。

どちらが悪いではなく、自分が不調から解放
されるために何ができるか。できることを実行
して、1日でも早く心身の健康を取り戻したほう
がよいはずです。

●生霊の影響を見分けるヒント

一般的に高齢になるほど、心身の調子を崩す
ことが増えます。加齢によってどうしても仕方
ないこともありますが、同時に、生霊の影響を
受けやすくなるからだと考えられます。

人は年を重ねると、身体は弱まる一方で思念
の力が強くなります。人間関係のトラブルは、
同年代同士で起こることが多いことを考えると、
高齢になるほど知人からの思念を受けやすい、
つまり生霊と関わるリスクは高まるということ
です。

とはいえ、一般の人は、念を発しても受けて
も最初はなかなか気づけないと思いますので、
見分けるヒントをあげておきます。

ちなみに私自身の経験では、相手の念が強力
なときは、血圧が上がり、薬がまったく効きま
せん。その他、誰かと争った後に肩甲骨が痛ん
だり、違和感があったりするのは生霊の影響で
あることが多いです。女性からの念は左側、男
性からの念は右側に表れます。

仕事の疲れは一晩休めばとれますが、生霊を
受けると身体の疲れやだるい状態がずっと続き
ます。

生霊によってもたらされやすい、具体的な病

●� ●
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●生霊と血圧の関係

心の研究を40年続けてきた結果、今でも日々、
新たに気づくことがあります。

たとえば1年間毎日、朝、夕方、1日3回血圧
を測ってきた変化について、身体の調子だけで
なく、ストレスが大きく関係することを発見しま
した。特に、人から悪い念を受けていると、身
体に大きな変調が表れます。

妬みや恨み、助けてほしいとすがる気持ち、
怒りや憎しみなどは、それを想う人はもちろん、
受ける人にも影響を与えます。人の念にはパ
ワーがあるからです。そういった思念が、いわ
ゆる生霊と呼ばれるものです。

受けた人は胸の苦しさ、頭痛や肩こり、手の
しびれ、腰痛などを感じます。身体全体がきつ
くてだるくて、仕事も手につかない状態になる
ことさえあります。

これは私自身の経験でもあります。生霊を受
けたことで身体と心に様々な変化があり、思い
余って知己であるふたりの霊能者に霊視をお願
いしました。想像通り、ふたりは同じ人物の名
前をあげたので、私はその知人から「孤独から
救ってほしい」という念を送られたことが心身
の不調の原因だとわかりました。

私は念を送ってきた相手に心の中で詫びな
がら祈りを捧げました。私自身が相手に何かし
たわけではありません。そんなことは関係なく、
相手の心に寄り添い、相手を心から想って詫
びて、相手の心が穏やかになるよう祈る。それ
しかないのだということが経験からわかってい
ます。

人の気持ちを無理やり変えることはできませ
ん。その人自身が気づくしかない。自分自身で
変わるしかありません。私にできるのは、詫び
て祈り、相手が自分自身の心と向き合えるよう
気づきをもたらすことだけです。

ここで、生霊が私の血圧に及ぼしたことを記
録しておきます。

相手の念がきてから2～3時間で、血圧が20
～30ほども高くなります。そこで相手に詫びの
祈りを捧げると、約3～4時間ほどで少しずつ
血圧が下がっていきます。この状態が偶然では
なく、平均的に起きることを1年間の観察の中
で学びました。

私は、祈りによる影響で生霊と死霊が見分け
られることに気づきました。身体や肩の痛みな
どを感じた場合、それが死霊の影響であれば、
祈ることによって数分後に消えていきます。

生霊の場合は、祈っていると薄赤いオーラが
見えます。それが消えるまで祈り続けることで、
相手の念が消えていき、心身の不調はそこから
半日から1日くらいで軽くなるようです。

●生霊は送る本人にしか消せない

人間関係とはいかに難しいものか。自分には
そんな気がなくても、相手から悪い思念を送ら
れることがあります。もちろん、送られるのが
いい思念の場合もあります。相手の心次第。だ
から一筋縄ではいかないのです。

悪い念は、送られた側だけに影響するはずが
ありません。念、つまり想いの影響を一番受け

					     九州日本サイ科学会会長　森安  政仁

心と生霊について心と生霊について
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宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
元
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅲ

◎
第
四
五
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
五
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
健
康
で
長
寿
の
生
き
方

◎�

意
識
が
物
質
化
し
て
、
物
質
の
作
用

を
助
け
て
い
る

◎
気
づ
き



❷

た
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
を
ご
覧
い
た
だ

き
ご
討
議
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の

分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1�

9
6
1
年　

電
気
通
信
大
卒 

松
下
電

器
入
社

1�

9
7
6
年　

東
大
工
学
部
計
数
工
学

科
で
α
波
研
究

1�

9
8
3
年　

松
下
電
器
退
社 

脳
力
開

発
研
究
所
設
立 

現
在　

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本

医
療
催
眠
学
会
顧
問
。

著
書　

奇
跡
の
《
地
球
共
鳴
波
動

7.8H
z

》
の
す
べ
て
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

他
多
数

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　
　

名　

様

金
十
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
2
0
2
1
年
9
月
1
日
に
、
九
州
日

本
サ
イ
科
学
会
の
会
長
は
森
安
政
仁
氏

か
ら
、
伽
羅
氏
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

新
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

前
九
州
代
表
森
安
政
仁
様
よ
り
引

き
継
が
せ
て
頂
き
ま
し
た
新
任
の
伽
羅

（
き
ゃ
ら
）
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
、
日
本

サ
イ
科
学
会
を
存
じ
上
げ
て
か
ら
日
が

短
く
右
往
左
往
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
前
代
表
の
森
安
様
や

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
長
を
は
じ

め
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
の
も
と
、

一
歩
一
歩
進
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

い
つ
も
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
楽
し
み

に
拝
見
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
記
録
を
残
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
様
々
な
体
験
を
す
る
で
あ
ろ
う

潜
在
的
な
未
来
の
方
々
に
と
っ
て
の
支

え
と
な
り
希
望
と
な
り
、
大
変
意
味
を

持
つ
行
い
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

サ
イ
そ
の
も
の
を
信
じ
る
信
じ
な
い
、

ま
ず
は
そ
の
入
口
か
ら
人
間
の
思
考
は

自
動
的
な
選
択
が
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ

う
け
れ
ど
、
人
間
で
あ
る
誰
も
が
備
え

て
い
る
霊
性
は
思
考
と
は
全
く
別
の
分

野
で
個
性
を
発
揮
し
た
い
と
い
う
意
志

を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

事
に
目
を
背
け
続
け
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
一
度
実
感
し
た
な
ら
ば
迷
う

こ
と
な
く
そ
の
為
に
人
間
は
動
き
ま
す
。

本
当
の
生
き
方
本
当
の
自
分
、
そ
の

事
を
一
度
も
考
え
た
事
の
な
い
人
が
い

る
で
し
ょ
う
か
。
目
に
は
見
え
な
い
世

界
に
触
れ
る
こ
と
は
、
本
来
の
自
分
と

人
間
社
会
で
築
き
上
げ
た
社
会
的
思
考

と
を
リ
ン
ク
さ
せ
ロ
ー
カ
ル
で
あ
っ
た

視
野
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
更
に
は
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
に
変
え
て
い
く
も
の
と
な

り
ま
す
。

自
身
の
霊
性
が
い
つ
ま
で
も
ロ
ー
カ

ル
な
ま
ま
で
は
満
足
で
き
な
い
事
を
私

た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と
繋

が
る
一
つ
一
つ
の
実
感
が
幸
福
で
あ
る

と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
意
志
を
共
に

持
ち
、
共
に
話
せ
る
仲
間
と
出
会
う
こ

と
は
私
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
喜
び
で

あ
り
幸
福
な
の
で
す
。
皆
さ
ま
と
共
に

日
本
サ
イ
科
学
会
を
盛
り
上
げ
る
者
と

し
て
お
役
に
立
て
ま
し
た
ら
幸
い
に
存

じ
ま
す
。

ま
た
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
私

の
霊
に
対
す
る
経
験
が
サ
イ
科
学
の
さ

ら
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
事
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
簡
単

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
九
州
代
表
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

前
会
長
退
任
の
ご
挨
拶

私
は
こ
の
会
に
入
会
し
て
、
た
く
さ

ん
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

�

（
4
頁
に
続
く
）



❸

★日本サイ科学会　創立45周年記念大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2021年10月23日（土）10 :00～16 :40

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥3,000（含当日入会申込者）　一般　¥4,000　 学生　¥2,000

		  上記会費は、予稿集代 を含みます。

		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）

  9 : 30		  開場

10 :00～10 :10	 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第１部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35	 瀬尾 泰範 「�CD 100万枚以上セール実績のあるシンガーソングライ

ターの出生チャートの統計的解析（２）」

10 :35〜11 :00	 橋谷 誠一 「AMIを用いた外気の客観評価の可能性検討」

11 :00〜11 :25	 竹本 良 「サイと宇宙人革命」

11 :25〜11 :50	 浪平 博人 「来る時代の激震の本質および対応としての教育改革」

11 :50～12 :50	 昼休み（60分）

◎第２部：シンポジウム　テーマ「サイと瞑想」
12 :50〜12 :55	 大会委員長挨拶 小林 泰樹 理事

12 :55〜13 :00	 司会進行　阿久津 淳（演者プロフィールを順次紹介）

13 :00〜13 :20	 小林 泰樹 「光の瞑想法」

13 :20〜13 :40	 石川 允朗 「瞑想と呼吸」

13 :40〜14 :00	 小林 信正 「特異能力者における脳内活動の科学的研究」

14 :00〜14 :20	 伽羅 「初恋と瞑想のサイ」

14 :20〜14 :40	 休憩（20分）

14 :40〜15 :00	 伏見 真光 「月輪観」

15 :00〜15 :20	 石井 数俊 「瞑想は異次元へのアクセス」

15 :20〜16 :30	 パネルディスカッション

16 :30〜16 :35	 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長

16 :35〜16 :40	 閉会の挨拶　久保田 昌治 理事長

17 :30〜19 :30	 懇親会（希望者：当日受付）



❹

ま
ず
は
そ
の
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
、
役
員
の
方
々
の
心
が

ひ
と
つ
に
つ
な
が
る
中
、
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
で
の
経
験
か

ら
、
目
に
見
え
な
い
世
界
に
気
づ
く
こ

と
で
、
誰
も
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
目
に

見
え
な
い
世
界
で
心
と
心
が
つ
な
が
っ

て
い
れ
ば
、
お
互
い
に
自
然
と
助
け
合

っ
て
い
け
る
と
、
改
め
て
信
じ
る
次
第

で
す
。

日
常
生
活
で
も
同
じ
で
す
。

会
社
、
商
店
、
個
人
に
お
い
て
も
、

世
の
中
の
真
理
は
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま

す
。健

康
と
人
と
の
和
は
人
生
の
宝
で
あ

り
、
争
い
は
不
幸
の
始
ま
り
と
な
る
。

こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

命
を
い
た
だ
い
て
い
る
先
祖
、
父

母
、
兄
弟
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
・
・
・

さ
ら
に
は
人
生
で
出
会
う
人
々
が
、
互

い
に
許
し
合
い
、
助
け
合
う
。
そ
ん
な

絆
で
結
ば
れ
た
、
和
や
か
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
毎
日
こ
そ
、
健
康
で
幸
せ
な
、
素

晴
ら
し
い
人
生
な
の
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
支
え
ら
れ
、
心

の
勉
強
を
続
け
て
40
年
。

終
わ
る
こ
と
の
な
い
真
理
の
追
求
に

あ
た
り
、
今
後
も
日
本
サ
イ
科
学
会
の

皆
様
と
共
に
歩
め
る
幸
せ
を
か
み
し
め

る
と
共
に
、
さ
ら
に
心
を
磨
け
る
よ
う

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

コ
ロ
ナ
禍
の
深
層

　
　
　

講
師　

井
上　

正
康
Ｍ
．Ｄ

�

（
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
）

日
時　

令
和
3
年
9
月
18
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交
通
・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

終
了
後
に
講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加

予
約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/

医
学
者
と
し
て
数
多
く
の
実
績
を
も

つ
井
上
正
康
氏
（
医
学
博
士
）
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
」
に
彩
ら
れ
る
現
代
の
世
相
に

向
け
て
率
直
な
発
言
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
国
内
外
に
多
大
な
影
響
力
を
も
つ�

こ
の
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
に
、
わ

た
し
た
ち
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
専
門
的
な

立
場
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
深
層
」
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
ま
た
と
な
い
機

会
で
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

井
上
正
康（
い
の
う
え 

ま
さ
や
す
）氏

　

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
、
医
学
博

士
。
大
阪
市
立
大
学
健
康
科
学
研
究
所

所
長
（
産
業
医
学
）・
現
代
適
塾
塾
長
。

1
9
4
5
年
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。

　

岡
山
大
学
医
学
部
卒
業
。
イ
ン
ド
ペ

ル
シ
ャ
湾
航
路
船
医
を
へ
て
同
大
学
院

修
了（
病
理
学
、
医
博
）。
1
9
8
0
年

A
lbert Einstein 

医
科
大
学
内
科
学

准
教
授
。
1 

9 

8 

2
年T

ufts 

大
学

医
学
部
教
授
（
分
子
生
物
学
）
お
よ
び

熊
本
大
学
医
学
部
教
授
（
生
化
学
）。

1
9
9
2
年
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
教

授
（
分
子
病
態
学
）。
2
0
1
1
年
同

大
学
特
任
教
授
（
脳
科
学
）、
宮
城
大

学
理
事
・
副
学
長
。
2
0
1
3
年
よ
り

健
康
科
学
研
究
所
所
長
（
産
業
医
学
）

お
よ
び
大
人
の
学
校
『
現
代
適
塾
』
塾

長
。
著
書
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
が
本
当
に

こ
わ
く
な
く
な
る
本
」（
共
著
）
ほ
か
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

数
字
で
読
み
解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、

ミ
ラ
イ

　
　
　

講
師　

難
波　

双
六 

氏

�

（
言
霊
予
知
術
宗
家
）　

日
時　

令
和
3
年
10
月
16
日（
土
）



　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交
通
・�
阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加

予
約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/

「
言
霊
予
知
術
」（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ

イ
ン
ト
刊
）
は
通
算
1
万
部
を
超
え
る

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
、『
占
い
師
の
タ
ネ
本
』

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
洋
で
は
、

誕
生
日
や
名
前
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

一
桁
の
数
字
に
還
元
し
て
占
う
「
ニ
ュ

メ
ロ
ロ
ジ
ー
」
が
盛
ん
で
す
が
、
日
本

で
は
「
九
星
術
」
が
こ
れ
に
相
当
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
数
字
占
い
」
を

総
じ
て
「
数
霊
（
か
ず
た
ま
）」
と
言
う

人
も
い
ま
す
。

ま
た
暦
や
風
水
の
占
い
で
は
、「
陰

陽（
い
ん
よ
う
）五
行（
ご
ぎ
ょ
う
）説
」

の
考
え
方
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
人
の
性
格

は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
や
世

界
、
さ
ら
に
未
来
を
、
わ
ず
か
9
種
類

の
数
字
で
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
こ

の
占
い
の
狙
い
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
名
前
や
地
名
を
数

字
に
直
す
方
法
、
数
字
の
読
み
方
、
数

字
の
裏
表
・
・
な
ど
に
つ
い
て
解
説
、

ま
た
日
付
や
地
名
な
ど
か
ら
、
世
界
の

動
向
や
未
来
を
読
み
解
く
テ
ク
ニ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

難
波
双
六（
な
ん
ば 

す
ご
ろ
く
）氏

　

言
霊
（
こ
と
だ
ま
）
予
知
術
宗
家
。

日
本
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
研
究
所

代
表
。
1
9
8
8
年
マ
レ
ー
シ
ア
を

旅
行
中
、
イ
ン
ド
人
の
経
営
す
る
本
屋

で
西
洋
「
ニ
ュ
メ
ロ
ロ
ジ
ー
」
の
ル
ー

ツ
が
日
本
の
天
文
学
（
九
星
術
）
で
あ

る
こ
と
を
知
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト

「
ナ
ン
バ
ー
ス
コ
ー
プ
」
を
開
発
。
実

査
（
占
い
）
に
よ
り
数
千
件
の
デ
ー
タ

を
集
積
し
て
1
9
9
2
年
「
言
霊
予
知

術
」（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
刊
）
を

上
梓
し
た
。
以
後
版
を
重
ね
て
い
わ

ゆ
る
「
占
い
師
の
種
本
」
と
も
な
っ
て

い
る
。「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」
の
分
野
で
は
、

在
米
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ザ
ー
、
故
ビ
ル
・

コ
ッ
ク
ス
氏
と
協
同
で
日
本
初
と
な

る
処
女
水
の
深
井
戸
掘
削
（
1
9
9
5

年
洲
本
市
、
1
9
9
7
年
福
知
山
市

六
十
部
）を
成
功
さ
せ
た
。

著
書
に
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト

の
秘
密
」（
ア
ニ
マ
2
0
0
1
刊
）、「
直

観
と
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」（
ビ
ル
・

コ
ッ
ク
ス
氏
他
と
共
著
、
浪
速
社
刊
）

ほ
か
。
論
文
に
「
言
霊
の
解
明
と
セ
ラ

ピ
ー
へ
の
応
用
」
ほ
か
、
翻
訳
（
論
文
）

に
「
構
造
（
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
）
地
震
の

性
質
に
つ
い
て
」（
ス
コ
ベ
リ
ン
：
ク
ラ

シ
ノ
ヤ
ノ
ス
ク
地
質
学
研
究
所
）な
ど
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ス
の『
気
』エ
ネ
ル
ギ
ー

を
防
御
す
る
に
は

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

　
（�
医
療
法
人
春
鳳
会
は
し
も
と
内
科

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
、
医
師
、

医
学
博
士
）

日
時　

令
和
3
年
11
月
13
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

講
堂

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ
地
下

　

�

2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加

予
約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/

普
通
に
生
き
て
い
た
ら
、
知
ら
ず
と

も
何
ら
か
の
「
マ
イ
ナ
ス
（
有
用
で
な

い
）『
気
』
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
誰
し
も
が
受

け
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

無
い
人
も
い
ま
す
が
、
倦
怠
感
な
ど
を

感
じ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
相
談
に
応
じ
て
い

る
と
き
「
マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
っ
た

質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
に
答

え
る
と
き
は
い
つ
も
戸
惑
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
防
御

❺



❻

す
る
方
法
は
、
こ
れ
さ
え
や
れ
ば
Ｏ
Ｋ

と
い
う
も
の
で
な
い
か
ら
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
の「
気
」エ
ネ
ル
ギ
ー
は
多

種
類
で
す
。
例
え
ば
特
定
の
電
磁
波
や

生
霊（
い
き
り
ょ
う
）
の「
気
」
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
影
響
を

ブ
ロ
ッ
ク
す
る
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
の「
気
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
種
類
に
よ
り
防

御
法
も
異
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

ど
の
程
度
防
御
で
き
て
い
る
の
か
？ 

も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
の「
気
」エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
、
防
御
の
知
識
が
あ
る
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
防
御
グ
ッ
ズ
を
手
首
、
指
輪
、

首
飾
り
な
ど
付
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
れ
で

ど
の
程
度
、
防
御
出
来
て
い
る
の
か
？ 

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
無

い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
3
割
、

4
割
程
度
の
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
を
分

か
ら
ず
に
人
か
ら
聞
い
た
知
識
だ
け
で

選
ん
だ
グ
ッ
ズ
は
、
ま
っ
た
く
効
果
が

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
グ
ッ
ズ

が
マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
を
吸
い
込
ん
で

い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ
ス
の「
気
」

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

の
グ
ッ
ズ
が
1
0
0
％
の
防
御
力
が

あ
る
か
？ 

は
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
防
御

グ
ッ
ズ
が
1
0
0
％
の
防
御
力
あ
る

物
だ
と
判
定
さ
れ
て
も
、
大
抵
は
部
分

的
な
防
御
し
か
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

多
く
、
全
身
の
防
御
が
で
き
て
い
な
い

の
で
す
。
例
え
ば
、
上
半
身
だ
け
、
あ

る
い
は
左
側
だ
け
と
か
で
全
身
の
防
御

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
講
座
で
は
防
御
グ
ッ
ズ
を
ど

の
よ
う
に
選
べ
ば
よ
い
の
か
？ 

ま
た

ど
の
よ
う
に
使
え
ば
全
身
防
御
で
き
る

の
か
？ 

ま
た
、
日
常
よ
く
出
く
わ
す

マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
考
え
方
、
防
御
グ
ッ
ズ
の
使
い

方
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
た
私
が

実
際
に
使
っ
て
い
る
防
御
グ
ッ
ズ
に
つ

い
て
も
紹
介
、
さ
ら
に
受
講
者
が
持
っ

て
お
ら
れ
る
防
御
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
も

チ
ェ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。

防
御
グ
ッ
ズ
を
既
に
使
っ
て
お
ら
れ

る
方
や
こ
れ
か
ら
防
御
グ
ッ
ズ
を
求
め

よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
（
相
談
者
）
か
ら
マ
イ
ナ

ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
や
す

い
タ
イ
プ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
さ
ん
に
は
特
に
受
講
を
お
勧
め

し
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

橋
本
和
哉（
は
し
も
と 

か
ず
や
）氏

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大

学
院
修
了
。
医
学
博
士
。
医
療
法
人
春

鳳
会
は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長
。
内
科
、
神
経
内
科
、
漢
方
な

ど
を
専
門
と
し
、
臨
床
に
医
療
ヨ
ガ
や

気
功
を
取
り
入
れ
、
独
自
に
開
発
し
た

気
当
て
診
断
、
天
賜
気
功
で
原
因
不
明

の
疾
患
に
対
処
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

診
療
も
し
て
い
る
。

神
経
学
会
専
門
医
、
東
洋
医
学
会
専

門
医
、
内
科
学
会
認
定
医
、
温
泉
療
法

医
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長
、
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学
研

究
会
理
事
。
著
書
に
「
医
師
が
語
る
霊

障
」（
創
芸
社
）
ほ
か
、
医
療
ヨ
ガ
に
関

す
る
書
籍
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
44
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
9
回 

異
能
科
学
会
議 

テ
ー
マ　

ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

賛
否
両
論
鳴
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ム

ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
計
画
」　

Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
視
点

か
ら
眺
め
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

未
来
科
学
、PSIENC

E

か
ら
の
提
言
！

日
時　

令
和
3
年
12
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般 

二
千
円

　

学
生
／
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
一
千
円

　

宇
宙
人
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津  

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

脳
波
と
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
プ

ラ
ズ
マ
振
動
と
の
共
鳴
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

志
賀  

一
雅 

氏



❼

図
の
右
上
の
波
形
は
、
実
際
の
脳
波

で
あ
っ
て
、
横
軸
が
時
間
軸
で
縦
軸
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
強
さ
と
な
っ
て
お
り
、

左
下
の
電
磁
波
の
波
形
は
横
軸
は
時
間

軸
で
す
が
、
縦
軸
は
周
波
数
と
な
り
ま

す
。
周
波
数
の
変
動
を
見
ま
す
と
、
f

分
の
1
揺
ら
ぎ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
然
界
の
変
動
は
f
分
の
1
揺
ら
ぎ

が
通
常
で
、
そ
れ
に
合
っ
た
よ
う
な
変

化
だ
と
我
々
人
間
も
自
然
界
の
一
員
で

す
か
ら
、
心
地
良
く
受
け
入
れ
や
す
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
球
を
取
り
巻
く
空
間
で
電
磁
波
が

来
ま
す
か
ら
、
そ
の
電
磁
波
を
受
け
て

脳
波
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
私
達
が
知
る
限
り
で
は
、
脳

波
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、「
脳
死
」

と
い
う
よ
う
に
死
を
意
味
し
ま
す
の

で
、
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
お
互
い

に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
脳
波

が
ま
っ
た
く
止
ま
ら
な
い
で
続
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
止
ま
ら
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
と

い
う
と
、
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
世
の
中
に
は
ま
っ
た

く
食
べ
な
い
人
も
い
ま
す
の
で
、
空
間

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

取
り
込
む
と
き
に
電
磁
波
と
脳
波
の

周
波
数
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
て
取
り
込
め
ま
す
の
で
、
そ

れ
で
我
々
は
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い

の
か
な
、
と
い
う
感
じ
も
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
大
胆
な
仮
説
な
の
で
す

が
、
地
球
は
非
常
に
恵
ま
れ
た
状
況
、

す
な
わ
ち
大
き
さ
と
い
い
、
太
陽
か
ら

の
距
離
と
い
い
、
あ
る
い
は
地
盤
の
強

さ
と
い
い
、
そ
う
い
っ
た
も
の
全
部
に

関
わ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
電
離
層
が
出

来
た
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
電
離
層
は
月
に
も
無
い

し
、
お
そ
ら
く
火
星
に
も
無
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
か
ら
い
う
と
、
ひ
ょ
っ
と

し
て
月
と
か
火
星
に
は
ど
ん
な
に
調
べ

て
も
、
そ
の
土
地
か
ら
地
球
の
よ
う
に

鉱
物
で
い
え
ば
結
晶
と
な
る
水
晶
と

か
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
か
、
そ
う
い
っ

た
も
の
は
発
見
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
の
が
想
像
さ
れ
る
の
で

す
。
地
球
上
に
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
鉱

物
、
宝
石
が
あ
る
、
あ
る
い
は
植
物
と

か
動
物
が
発
生
し
た
と
い
う
の
は
、
ヴ

ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
振
動
か
ら
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
す
ね
。

幸
い
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
「
は
や

ぶ
さ
2
」
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ
の
岩
石

を
採
取
し
て
来
年
（
2
0
2
0
年
）
12

月
に
還
っ
て
き
ま
す
ね
。
そ
の
取
り
込

ん
だ
岩
石
の
中
に
地
球
と
そ
っ
く
り
さ

ん
の
結
晶
が
あ
れ
ば
、
私
の
考
え
は
は

な
か
ら
捨
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
多
分
無
い
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

上
図
の
右
下
の
脳
波
の
周
波
数
分
類

で
「
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
」
の
周
波
数

と
同
様
の
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
周
波
数

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
と
こ
ろ
の
隙
を
突
い

て
脳
が
活
動
す
る
の
が
、
人
間
の
知
恵

の
脳
波
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
間
は
素
晴
ら
し
い
文
明
を
築
い
た

の
で
す
が
、
行
き
詰
ま
っ
て
き
た
の

は
、
自
然
の
知
恵
を
ま
っ
た
く
取
り
込

ん
で
い
な
い
環
境
を
造
り
出
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
。
ま
だ
間
に
合
う
の

で
、
気
付
い
て
と
き
ど
き
瞑
想
し
ま
し

ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

取
り
あ
え
ず
、
私
の
期
待
は
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
か
ら
来
る
電
磁
波
の
周
波
数

が
4
つ
だ
け
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
振
動
に
基
づ
く
地
球
上

の
鉱
物
で
い
え
ば
結
晶
が
で
き
る
と

か
、
植
物
が
な
ぜ
発
生
し
た
か
と
い
う

の
も
、
多
分
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
揺
さ
ぶ
り
に
よ
り
構
成
が

起
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
動
物

の
発
生
も
ま
た
揺
さ
ぶ
り
か
ら
来
た
の

か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
、
想
像
が
で
き

ま
す
け
れ
ど
も
、
検
証
は
で
き
ま
せ

ん
。逆

に
今
現
在
我
々
が
生
き
て
い
る
状

態
で
、
脳
波
が
測
れ
ま
す
し
、
後
で
紹

介
致
し
ま
す
け
れ
ど
、
生
後
2
ヶ
月
の



❽

赤
ち
ゃ
ん
の
脳
波
も
測
れ
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
の
脳
波
と
大
人
の
脳
波
が
ど
う
違

う
の
か
、
老
人
の
脳
波
と
ど
う
違
う
の

か
を
見
て
い
っ
た
と
き
に
、
生
命
が
発

生
し
た
段
階
で
ど
う
い
う
振
動
が
予
想

で
き
る
か
、
と
い
う
の
は
議
論
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
こ
れ
も
実
際
に
測
定
し
て
こ

う
だ
と
証
明
し
た
い
の
で
す
が
、
ま
だ

想
像
の
段
階
で
す
。
私
た
ち
が
実
は
寝

て
い
る
と
き
の
脳
波
を
随
分
測
り
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
、
よ
く
言
わ
れ
て
い

る
レ
ム
（
R
E
M
）
睡
眠
と
い
う
の
が
、

周
期
的
に
起
き
る
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
か

分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
目
玉
が
早
く

動
く
（Rapid Eye M

ovem
ent

）
こ

と
か
ら
命
名
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

レ
ム
睡
眠
の
と
き
の
脳
波
を
ず
っ
と

見
ま
す
と
、
上
図
の
右
上
4
つ
の
波
形

の
重
な
り
と
な
り
ま
す
。
だ
い
た
い
90

分
周
期
で
レ
ム
睡
眠
は
現
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
私
自
身
の
睡
眠
の
脳
波
を
何

回
も
測
っ
て
お
り
ま
す
。
レ
ム
睡
眠
は

5
分
か
ら
10
分
位
の
間
で
、
上
図
の
よ

う
な
脳
波
に
な
る
の
で
す
ね
。
と
い
う

こ
と
は
レ
ム
睡
眠
の
と
き
に
空
間
と
共

鳴
し
て
、
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
し
て
取
り
込
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
約
90
分
後
の
次
の
レ
ム
睡
眠
ま
で

脳
が
分
配
し
て
い
る
、
と
勝
手
な
想
像

を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
次
の

レ
ム
睡
眠
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込

ん
で
い
る
、
だ
か
ら
睡
眠
は
大
事
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

私
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
日

中
は
7
・
8
ヘ
ル
ツ
、
あ
る
い
は
13
・

6
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ

ん
。
で
は
何
が
出
る
か
と
申
し
ま
す

と
、
10
ヘ
ル
ツ
中
心
の
人
間
文
化
の
情

報
処
理
の
脳
波
状
態
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
中
に
「
え
っ
」
と
い
う

人
が
い
る
ん
で
す
。「
え
っ
」
と
い
う

人
の
脳
波
を
測
る
と
、
7
・
8
ヘ
ル
ツ

が
す
ご
く
出
て
い
る
の
で
す
。

「
え
っ
」
と
い
う
人
は
例
え
ば
、
こ

ち
ら
で
も
講
演
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、

不
食
の
弁
護
士
の
秋
山
佳
胤
氏
で
す
。

約
3
年
前
に
私
が
お
会
い
し
た
と
き
は
、

ま
っ
た
く
食
べ
ま
せ
ん
し
、
水
も
飲
ま

な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
弁
護
士
の
仕
事

を
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
趣
味
と
し
て

は
マ
ラ
ソ
ン
だ
そ
う
で
す
ね
。
走
る
ん

で
す
よ
!　

最
近
は
人
気
で
す
か
ら
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
呼
ば
れ
て
講
演
さ
れ
ま

す
。
私
も
何
回
か
聴
き
に
い
き
ま
し

た
。
や
あ
、
も
う
す
ご
い
熱
弁
を
奮
っ

て
、
会
場
は
皆
笑
う
ん
で
す
け
ど
、
ご

本
人
は
汗
を
一
杯
か
い
て
お
り
ま
す
。

で
も
水
は
飲
ま
な
い
、
も
の
は
食
べ

な
い
と
い
う
の
で
、
会
場
か
ら
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
問
「
お
し
っ
こ
は
し
ま

す
か
?
」、
答「
し
ま
す
よ
!
」、
問「
う

ん
ち
は
?
」、
答
「
し
ま
す
よ
!
」
食

べ
な
い
、
飲
ま
な
い
で
ど
う
し
て
出
る

の
か
?　

秋
山
さ
ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
プ
ラ
ー
ナ
か
ら
と
っ
て
い
る
と
言
う

の
で
す
が
、
そ
う
言
わ
れ
る
と
参
っ
ち

ゃ
い
ま
す
ね
。
水
に
つ
い
て
は
、
空
気

中
に
水
分
は
一
杯
あ
り
ま
す
か
ら
、
皮

膚
の
細
胞
か
ら
吸
収
し
て
、
血
液
に
水

を
送
れ
ば
補
え
る
の
で
、
水
は
飲
ま
な

く
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
他
の
事
例
で
は
、
睡
眠
時
間
が

最
近
1
日
30
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人

が
い
ま
す
。
私
が
会
っ
た
と
き
に
は
45

分
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
っ
た

く
眠
く
も
な
く
て
日
中
元
気
で
活
動
し

て
い
て
、
そ
の
睡
眠
時
間
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

そ
の
方
（
堀
大
輔
氏
）
も
先
の
秋
山

さ
ん
も
8
年
間
そ
の
生
活
が
続
い
て
い

る
そ
う
で
す
。
1
、
2
ヶ
月
の
修
行
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
の
方

た
ち
の
脳
波
も
測
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
7
・
8
ヘ
ル
ツ
が
強
い
の
で
す

ね
。
つ
ま
り
、
空
間
か
ら
一
杯
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
す
ね
。

私
が
思
う
に
は
、
せ
っ
か
く
秋
山
さ
ん

や
堀
さ
ん
が
い
る
の
で
す
か
ら
、
本
当

に
生
理
学
上
の
研
究
の
知
見
の
あ
る
人

た
ち
が
、
二
人
を
被
験
者
に
し
て
研
究

し
た
ら
、
今
の
栄
養
学
と
か
生
命
維
持

の
常
識
は
、（
我
々
は
そ
れ
の
基
に
生

き
て
い
る
の
で
）
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い

の
で
す
が
、
も
う
少
し
枠
を
拡
げ
て
、

こ
う
い
う
人
た
ち
も
存
在
し
う
る
の
だ

と
い
う
こ
と
も
研
究
す
れ
ば
、
飢
餓
状

態
が
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
今
盛
ん
に
、
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め

に
水
を
飲
み
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
秋
山
さ
ん
は
熱
中
症
に
な
っ

て
い
な
い
の
で
す
ね
。
我
々
の
知
識
は



間
違
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
変
に
偏

り
す
ぎ
て
い
ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
幅

を
広
く
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

そ
う
い
う
変
わ
っ
た
方
々
の
脳
波
を

測
定
し
ま
す
と
、
日
中
は
7
・
8
ヘ
ル

ツ
の
脳
波
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
盛
ん
に
取

り
込
ん
で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
も
の
を

食
べ
な
く
て
も
仕
事
は
出
来
ま
す
し
、

マ
ラ
ソ
ン
も
出
来
る
、
ひ
ょ
っ
と
し
て

地
面
か
ら
も
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
れ
に
追
加
し
て
他
に
ど
う
い
う
人

が
い
る
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
昨

年
（
2
0
1
8
年
）
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ

ナ
教
の
占
星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
来
日
し

た
と
き
に
、
私
が
お
会
い
し
て
脳
波
の

研
究
を
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
ま
し
た

ら
、
に
わ
か
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
最
高
聖
者

に
会
わ
せ
る
の
で
、
イ
ン
ド
に
来
い
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
10
月
に
ジ
ャ
イ
ナ

教
の
最
高
聖
者
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
（
91

歳
）
に
お
会
い
で
き
ま
し
た
。
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
方
は
相
当

昔
か
ら
ま
っ
た
く
食
べ
ま
せ
ん
し
、
寝

ま
せ
ん
し
、
盲
目
だ
そ
う
で
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
元
に
大
勢
の
信

者
が
集
ま
っ
て
来
て
、
祝
福
を
受
け
る

の
で
す
が
、
私
も
祝
福
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
と

私
の
脳
波
を
測
定
し
た
の
で
す
が
、
私

は
普
段
結
構
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
ほ
う

な
の
に
、
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
の

測
定
レ
ベ
ル
で
表
示
し
ま
す
と
、
断
然

低
く
表
示
さ
れ
ま
す
。
た
だ
中
味
は
キ

ル
テ
ィ
ー
グ
ル
か
ら
の
7
・
8
ヘ
ル
ツ

の
脳
波
に
共
鳴
し
て
、
私
の
脳
波
も

7
・
8
ヘ
ル
ツ
が
か
な
り
出
て
お
り
ま

す
。
初
め
て
お
会
い
し
た
の
に
7
・
8

ヘ
ル
ツ
が
出
て
い
る
の
は
、
共
鳴
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
こ
の
場
に
存
在
す
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
に
は

い
ろ
い
ろ
な
周
波
数
の
脳
波
が
混
じ
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
の
7
・
8
ヘ
ル
ツ
、
13
・
6

ヘ
ル
ツ
、
19
・
8
ヘ
ル
ツ
、
25
・
4
ヘ

ル
ツ
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら

食
べ
な
い
、
寝
な
い
の
で
す
。

私
は
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
が
す
ご

く
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
う
れ
し

く
な
っ
て
「
超
人
に
な
れ
る
か
な
」
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て

測
り
ま
す
と
、
ま
っ
た
く
出
な
い
の
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル

の
い
る
場
で
出
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
2
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
心
理

的
な
影
響
、
す
な
わ
ち
に
わ
か
信
者
で

畏
れ
多
い
で
す
か
ら
、
や
は
り
丁
重
に

扱
う
と
い
う
心
が
出
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
、
ま
た
は
実
際
に
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
し
た

秋
山
佳
胤
氏
と
私
の
脳
波
（
下
図
）
で

す
が
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
間
中
、
ノ
イ

ズ
が
一
杯
出
ま
す
が
、
そ
の
中
に
隠
れ

て
7
・
8
ヘ
ル
ツ
が
一
杯
出
て
、
共
鳴

し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
秋
山
さ
ん

と
一
緒
に
過
ご
す
だ
け
で
も
、
結
構

7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
が
誘
発
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

次
の
図
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
リ
ー
パ
ー

堀
大
輔
氏
の
45
分
の
睡
眠
中
脳
波
で

す
。
真
ん
中
辺
り
、
11
分
間
も
の
す
ご

く
凝
縮
さ
れ
た
レ
ム
睡
眠
が
出
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
6
時
間
か
ら
8
時
間
か

け
て
取
っ
て
い
る
レ
ム
睡
眠
を
11
分
間

で
ま
と
め
て
取
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。

だ
か
ら
こ
れ
以
上
寝
な
く
て
い
い
ん
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
見
て
私
が

堀
さ
ん
に
、
45
分
睡
眠
で
な
く
て
、
30

分
睡
眠
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、

と
伝
え
ま
し
た
ら
、
今
は
30
分
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

❾
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こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
脳
波
は
、
ヴ
ァ

ン
ア
レ
ン
帯
の
4
つ
の
周
波
数
帯
に
属

し
て
い
ま
す
。

ま
た
生
後
2
ヶ
月
の
女
の
赤
ち
ゃ
ん

の
脳
波
を
測
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
当

に
感
激
し
た
の
で
す
が
、
右
脳
と
左
脳

の
脳
波
が
ず
っ
と
完
全
に
重
な
り
ま

す
。
そ
し
て
7
・
8
ヘ
ル
ツ
、
13
・
6

ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
で
強
く
共
鳴
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

『
聲
』の
効
用
に
つ
い
て

〜
発
声
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
健
康
〜

　
　
　

講
師　

文
珠　

敏
郎 

氏

�（
医
学
博
士
、
耳
鼻
咽
喉
科
音
声
臨
床
医
）

　
　
　

講
師　

森
本　

ま
ど
か 

氏

�

（
音
声
訓
練
士
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

日
時
：
令
和
3
年
6
月
19
日

会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
Ｆ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
と
も

い
え
る
「
聲
」（
声
）
は
千
差
万
別
、
個

性
豊
か
で
暮
ら
し
や
職
業
と
密
着
し
て

い
ま
す
。
人
間
は
音
声
を
鳥
の
鳴
き
声

か
ら
学
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す

が
、
よ
い
声
、
わ
る
い
声
、
な
ど
発
声

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
専
門
医
か
ら

お
話
し
を
う
か
が
い
ま
す
。
健
康
を
保

つ
秘
訣
が
「
声
」
に
あ
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

後
半
で
は
音
声
訓
練
士
・
森
本
ま
ど

か
氏
ら
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
り

正
し
い
姿
勢
と
呼
吸
法
に
つ
い
て
の
実

技
指
導
、
ま
た
声
の
悩
み
に
も
お
こ
た

え
致
し
ま
し
た
。

進
行
は
和
田
高
幸
（
Ｋ
Ｐ
Ｓ
会
長
）

が
担
当
。

役
者
や
声
楽
家
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な

ど
「
声
」
を
使
う
職
業
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
多
彩
な
表
現
力
を
担
う「
声
」

は
、
身
近
で
あ
り
ふ
れ
た
存
在
と
は
い

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
疎
か
に
は
で
き

な
い
の
は
当
然
で
す
が
、
実
は
わ
た
し

た
ち
の「
健
康
」と
も
大
き
く
か
か
わ
っ

て
い
る
の
で
す
。
き
ょ
う
は
専
門
医
の

講
演
を
と
お
し
て
、「
声
」、
あ
る
い
は

「
発
声
器
官
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
見
識

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

旧
字
で
書
く
と
、『
聲
（
こ
え
）』
に

は
「
耳
」
と
い
う
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。

声
と
耳
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
ね
。
耳
は
常
時
ひ
ら
い
て
い
て
、
目

の
よ
う
に
閉
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
音
声
を
聞
き
分
け
る
能
力
に
は
長

け
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
調
や
変

化
で
も
読
み
取
っ
て
し
ま
う
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
発
す
る
声
も
的

確
に
聴
き
分
け
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。

発
声
と
い
う
行
為
は
、
口
や
喉
は
も

ち
ろ
ん
と
し
て
、
耳
や
呼
吸
器
官
、
循

環
や
神
経
・
内
分
泌
系
な
ど
、
ほ
ぼ
全

身
と
関
連
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
正
し
い
発
声
に
よ
り
、
体
調
が
改

善
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
加
齢
に
と
も
な
い
声
帯
や
ノ
ド

の
機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
が
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
難
聴
や
誤
嚥
性
肺
炎
な

ど
、
病
気
の
予
防
が
で
き
そ
う
で
す
。

き
ょ
う
は
、
医
学
に
お
け
る
「
声
」

の
専
門
家
と
音
楽
に
お
け
る
「
声
」
の

専
門
家
と
い
っ
た
二
つ
の
立
場
か
ら
存

分
に
語
っ
て
い
た
だ
き
、
声
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
さ
わ
り
だ
け
で
も

ご
指
導
い
た
だ
け
る
よ
う
画
策
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

文
珠
敏
郎（
も
ん
じ
ゅ 

と
し
お
）氏

医
学
博
士
。
耳
鼻
咽
喉
科
音
声
臨
床

医
。
昭
和
11
年
、
大
阪
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
37
年
大
阪
医
科
大
学
卒
業
、
京
都

大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
教
室
入
局
。
京

都
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
天
理
よ
ろ

づ
相
談
所
病
院
、
近
畿
大
学
医
学
部
付

属
病
院
に
勤
務
後
、
大
阪
市
阿
倍
野
区

で
文
珠
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
・
音
声
ク
リ
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ニ
ッ
ク
の
診
療
に
35
年
携
わ
る
。
閉

院
後
、
南
大
阪
音
声
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小

文
式
音
声
訓
練
研
究
所
）
特
別
顧
問
と

し
て
後
進
の
育
成
、
ま
た
「
声
の
相
談

医
」
と
し
て
音
大
で
も
教
鞭
を
と
り
、

プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
、
声
の
悩
み
の

解
決
に
尽
力
し
て
い
る
。
著
書
に
「
声

の
悩
み
を
解
決
す
る
本
」（
現
代
書
林
）

「
大
切
な
声
を
守
り
続
け
る
本
」（
同
）

な
ど
。

森
本
ま
ど
か（
も
り
も
と 

ま
ど
か
）氏

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
音
声
訓
練
士
。
大

阪
音
楽
大
学
音
楽
学
部
声
楽
学
科
卒

業
。
朝
日
推
薦
演
奏
会
を
は
じ
め
、
イ

タ
リ
ア
の
ベ
ス
カ
ー
ラ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ

ウ
ほ
か
国
内
外
の
演
奏
会
に
多
数
出

演
。「
こ
う
も
り
」
ア
デ
ー
レ
役
で
デ

ビ
ュ
ー
、
そ
の
後
「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド

ウ
」ハ
ン
ナ
、「
カ
ル
メ
ン
」ミ
カ
エ
ラ
、

「
マ
リ
ツ
ァ
伯
爵
夫
人
」
マ
リ
ツ
ァ
、

「
ほ
ほ
え
み
の
国
」
リ
ー
ザ
、「
ウ
ィ
ー

ン
気
質
」
ガ
ブ
リ
エ
ル
役
で
出
演
。
第

28
回
香
川
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
「
声

楽
部
門
第
3
位
、
日
本
歌
曲
部
門
第
2

位
。「
日
本
歌
曲
全
集
第
9
集
」、
ヴ
ォ

ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
［
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
］
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
～
心
や
す

ら
ぐ
時
を
求
め
て
～
な
ど
C
D
リ
リ

ー
ス
。
関
西
歌
劇
団
正
団
員
。
関
西
歌

曲
研
究
会
、
日
本
演
奏
連
盟
各
会
員
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
和
田
高
幸　

関

西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
元
産
経
新

聞
記
者
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク
ー
ラ
ウ
協
会
会
員
。

論
文
に
「
音
楽
療
法
概
論
」（
Ｎ
Ｐ
Ｎ 

Ｓ
）、
著
書
に
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ

ン
ト
の
秘
密
」（
ア
ニ
マ
2
0
0
1
）、

「
直
観
と
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」（
浪
速

社
）ほ
か
。

主
催
：
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
／
協

力
：
小
文
式
音
声
訓
練
研
究
所

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

※�

コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
3
年
5
月
15
日
か

ら
日
程
変
更
さ
れ
た
講
演
で
す

政
木「
磁
気
治
療
器
」の
現
在（
い

ま
）
～
政
木
和
三
（
ま
さ
き
・
か

ず
み
）
先
生
（
元
阪
大
工
学
部
工

作
セ
ン
タ
ー
長
）
と
の
ご
縁
に
始

ま
っ
た
私
の
現
在
～

　
　
　
　

講
師　

北
野　

幸
治 

氏

日
時
：
令
和
3
年
7
月
17
日

会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
が
ス
タ
ー
ト

し
た
1
9
7
0
年
代
後
半
か
ら
80
年

代
初
頭
の
研
究
集
会
で
は
、
自
動
炊
飯

器
や
湯
沸
し
器
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
な
ど

数
多
く
の
発
明
品
を
世
に
出
し
た
政
木

博
士
が
毎
回
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
発
明
品
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る

「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
発
生
器
」
は

3
万
台
を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た

も
の
の
、
宣
伝
文
句
に
効
能
が
謳
わ
れ

た
こ
と
が
法
に
触
れ
、
お
蔵
入
り
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
復
活
を
望
む
声
が
多
く
、
今

回
の
北
野
講
師
が
当
時
の
製
品
そ
の
ま

ま
に
復
刻
さ
れ
た
の
は
朗
報
で
す
。
初

代
発
売
時
か
ら
政
木
博
士
と
と
も
に
製

造
販
売
に
携
わ
っ
た
北
野
講
師
の
実
父

や
鏑
射
寺
の
中
村
和
尚
の
お
話
し
な

ど
、
サ
イ
科
学
会
な
ら
で
は
の
内
容
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

講
演
内
容

日
本
家
電
の
父
（
生
み
の
親
）
と
も

呼
ば
れ
て
い
た
天
才
発
明
家
、
政
木
和

三
先
生
の
元
を
昭
和
5
年
（
1
9
3
0

年
）
生
ま
れ
の
実
父
が
小
学
校
の
高
学

年
（
5
年
生
）
の
頃
よ
り
先
生
の
ご
実

家
へ
通
い
始
め
た
の
が
ご
縁
の
は
じ
ま

り
で
、
実
父
が
平
成
5
年
（
1
9
9
3

年
）
に
起
業
独
立
す
る
際
、
先
生
が
人

生
の
集
大
成
と
し
て
発
明
さ
れ
た
「
超

強
力
神
経
波
磁
力
線
発
生
器
」
製
造
の

お
仕
事
を
賜
わ
り
、
私
自
身
も
阪
神
大

震
災
の
あ
っ
た
平
成
7
年
（
1
9
9
5

年
）
よ
り
合
流
、
当
時
の
林
原
生
物
科

学
研
究
所
内
に
あ
っ
た
政
木
研
究
所
の

政
木
先
生
と
先
生
の
奥
様
と
と
も
に
そ

の
機
器
の
製
造
販
売
に
従
事
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
な
か
、
平
成
10
年
の
薬
事
法

改
定
に
よ
り
、
病
気
が
治
癒
す
る
と
い

う
類
い
の
パ
ル
ス
波
の
磁
気
を
発
す
る

機
器
（
正
弦
波
の
磁
気
は
家
庭
用
磁
気

治
療
器
と
し
て
許
認
可
Ｏ
Ｋ
）
の
製
造

販
売
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
機
器
を

「
Ｍ
リ
ン
グ
」
と
い
う
名
に
変
更
（
命
名

は
私
）、
そ
し
て
、
機
器
内
部
を
ア
ナ

ロ
グ
回
路
方
式
よ
り
デ
ジ
タ
ル
回
路
方

式
へ
と
変
更
し
、
水
と
お
酒
が
美
味
し

く
な
る
機
器
と
い
う
宣
伝
文
句
に
変
え

再
度
製
造
販
売
を
試
み
る
も
、
や
は
り

水
面
下
に
て
病
気
治
癒
を
謳
っ
た
裏
の

宣
伝
等
々
が
仇
と
な
り
、
政
木
先
生
と

と
も
に
実
父
も
逮
捕
さ
れ
、
政
木
先
生

は
ご
病
気
発
症
の
た
め
不
起
訴
処
分
と
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な
り
ま
し
た
が
、
実
父
は
先
生
の
身
代

わ
り
に
な
る
の
だ
！
と
薬
事
法
違
反
の

刑
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
先
生
が
他
界
さ
れ
、
実
父

は
過
去
に
3
万
5
千
台
近
く
販
売
さ
れ

た
機
器
の
修
理
対
応
の
み
従
事
し
て
い

ま
し
た
が
、
2
0
1
0
年
に
私
が
脱

サ
ラ
を
し
た
の
を
機
に
、
政
木
先
生
と

父
親
の
名
誉
回
復
の
た
め
、
ま
た
、
ユ

ー
ザ
ー
の
方
々
か
ら
の
ご
要
望
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
機
器
の
復
活
を

決
意
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
に
あ
り
ま
す
通
り
、
政
木

先
生
の
か
つ
て
の
お
仲
間
の
方
々
か
ら

の
有
り
難
き
ご
協
力
も
あ
り
、
ブ
ロ
グ

やY
ouT

ube 

の
運
営
を
含
め
機
器
の

復
活
を
目
指
し
て
起
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
父
が
2
0
1
9
年
7
月

1
日
に
他
界
し
ま
し
た
が
、
様
々
な
出

来
事
に
よ
る
必
然
の
流
れ
に
よ
り
、
こ

の
2
0
2
1
年
3
月
頃
よ
り
本
家
本
元

で
あ
る
ア
ナ
ロ
グ
回
路
式
復
刻
版
磁
力

線
発
生
器
を
復
活
さ
せ
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
様
々
な
表
沙
汰
に
出
来
な
い
不

思
議
な
現
象
や
体
験
は
も
と
よ
り
、
人

生
の
学
び
等
々
を
現
在
の
お
師
匠
様
で

あ
る
煎
茶
道
黄
檗
賣
茶
流
（
お
う
ば
く

ば
い
さ
り
ゅ
う
）
中
澤
弘
幸
先
代
御
家

元
や
保
江
邦
夫
先
生
よ
り
親
く
賜
わ
っ

て
い
る
昨
今
で
す
の
で
、
そ
の
旨
、
政

木
先
生
、
鏑
射
寺
の
中
村
公
隆
先
生
、

現
在
の
お
師
匠
様
、
保
江
先
生
等
々
、

諸
先
生
方
の
お
教
え
や
現
段
階
・
現
時

点
で
私
が
総
合
的
に
学
び
感
じ
実
践
し

て
き
た
宇
宙
の
法
則
に
つ
い
て
皆
様
へ

お
伝
え
、
ご
紹
介
出
来
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。（
講
師
記
）

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

北
野
幸
治（
き
た
の 

こ
う
じ
）氏

1
9
6
7
年
大
阪
府
豊
中
市
に
生

ま
れ
る
。
政
木
和
三
先
生
（
元
大
阪
大

学
工
学
部
工
作
セ
ン
タ
ー
長
）
の
著
書

に
記
さ
れ
た
お
教
え
を
2
0
1
3
年

3
月
頃
よ
り
ア
メ
ー
バ
ー
ブ
ロ
グ
へ

日
々
一
日
も
欠
か
さ
ず
無
償
で
掲
載
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
私
の
軸
と
な
る
根

本
の
仕
事
は
、
政
木
和
三
先
生
が
発
明

さ
れ
た
「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
発
生

器
」
の
製
造
販
売
（
完
全
ア
ナ
ロ
グ
復

活
版
）で
す
。

2
0
1
4
年
に
鏑
射
寺（
か
ぶ
ら
い

じ
）の
中
村
公
隆
先
生
よ
り『
2
0
1
5

年
の
春
先
か
ら
、
日
本
が
世
界
の
雛
形

と
し
て
始
動
す
る
』
と
い
う
御
言
葉
を

頂
戴
し
た
の
を
機
に
、
今
の
私
の
お

師
匠
様
（
煎
茶
道
黄
檗
賣
茶
流
中
澤
弘

幸
先
代
家
元
）
と
出
逢
い
、
そ
の
お
仲

間
内
（
門
下
）
の
お
ひ
と
り
で
あ
る
保

江
邦
夫
（
や
す
え
・
く
に
お
）
先
生
と

の
出
会
い
に
よ
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
日
本
が
世
界
の
雛
形
と
な
る
べ

く
、
世
の
た
め
人
々
の
た
め
に
、
微
力

な
が
ら
そ
の
お
手
伝
い
に
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
、
と
現
在
の
お
師

匠
様
の
下
で
日
々
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

健
康
で
長
寿
の
生
き
方

　
　

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長

�

森
安　

政
仁

・�

健
康
と
は
、
体
と
心
と
霊
の
三
者
の

関
係
が
調
和
状
態
に
あ
る
時

・�

頑
固
が
ス
ト
レ
ス
を
呼
び
、
病
気
に

つ
な
が
る

・�

物
事
に
集
中
す
る
と
健
康
で
長
寿
で

い
ら
れ
る

世
界
中
の
人
は
、
皆
こ
の
世
に
修
行

に
来
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
若
い
時
、

中
年
、
老
後
ま
で
人
生
の
勉
強
を
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
若
い
時
、
他
人
の
所
で

人
生
の
修
行
を
す
る
の
が
良
い
。
中
年

ま
で
の
修
行
は
い
い
が
、
老
後
の
修
行

は
大
変
に
な
り
ま
す
。
私
の
相
談
の
中

か
ら
気
づ
い
た
の
は
、
三
代
目
に
な
る

と
、
言
葉
は
う
ま
い
の
で
す
が
、
野
菜
、

果
物
と
一
緒
で
温
室
育
ち
の
人
は
、
一

回
挫
折
す
る
と
立
ち
直
る
の
が
大
変
な

よ
う
で
す
。

私
の
経
験
で
は
、
お
ぼ
っ
ち
ゃ
ま
、

お
嬢
さ
ま
で
育
っ
て
い
る
人
が
、
老
後

の
苦
労
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昔

の
諺
通
り
、
若
い
時
世
の
中
に
出
て
人

の
痛
み
や
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
勉
強

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
の
信
仰
の
原
点
と
な
る
の
は
、
40

年
前
に
志
岐
先
生
よ
り
教
え
て
頂
い

た
、
人
を
憎
ま
な
い
、
人
か
ら
憎
ま
れ

な
い
生
き
方
こ
そ
健
康
の
証
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
40
年
経
っ
て
も
そ
れ
を
実

行
し
た
人
は
健
康
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
家
庭
の
調
和
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
父
親
と
母
親
に
親
孝
行
す

る
と
幸
せ
が
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。

若
い
時
か
ら
争
い
ば
か
り
し
て
い
る

と
、
老
後
で
幸
せ
は
な
い
と
信
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
世
の
為
、
人
の
為
に
徳

を
積
ん
だ
先
祖
の
い
る
方
、
若
い
時
か

ら
社
会
に
奉
仕
し
て
い
る
人
が
、
店
に

来
る
と
、
お
客
を
沢
山
呼
ん
で
く
れ
る

と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
10
年
間
の
勉
強
で
確
か
め
た
の

は
、
会
社
で
も
個
人
の
商
店
で
も
、
組
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し、力学変形に重畳する状態で、PK変形が進
行している。0.07％ C軟鋼板で、熱処理は真
空中の焼鈍。99 .99％ Al圧延材、真空中焼鈍
材。何れも多結晶体である（サイ科学、Vol.1 , 
No. 2、1976、等参照）。PK変形の特長は、階
段状変形のある事で、負荷時の階段状並びに
除荷時の過度の戻り、これ等は通常の力学変
形には無い現象である。つぎに硬さ変化をみ
る。熱的には最も安定な焼き鈍し材にサイ（気）
を作用させると、より柔らかになるこれは、サ
イ（気）が極小粒【光子対】なので結晶粒内の原
子を素通りして結晶粒界に達し、結晶粒界にあ
るヒズミを緩和することによるのだろう。

このことは、応力ヒズミ曲線にも現われてる。
つまり、変化曲線のサイ（気）による異常性に
も、同一現象（軟化、硬化）が現れている。こ
のことは、さらに破断面にも表れている。つま
り小範囲の切断面内に延性波面（デンプル）と
脆性破面（ブリットル）が多数表われている。
以上、サイ（気）を作用させたときの多結晶材
料に現れる異常性は、サイ（気）が極小粒であ
ること、ならびにサイ（気）自体がヒズミを除去

する性質がある為であると判断できる。なお、
この現象は、日本の少年たちの念力の場合に
は「＋30％【硬化】〜－30％（柔化）程度」で
あった。
「念写と透視」現象は、2010 年に福来友吉博

士によって発見された。先生は、「念」は願い
をもったエネルギーとして時間や空間を超えて
宇宙全体に広く充満していると主張した。つま
り意識の一部は体外に放出されて、「念」として
機能している。量子脳理論で著名なロジャー・
ベンローズ（英、1931〜現在）は、2020年度の
ノーベル物理学賞を受けた。そして、「意識は
原子の振舞いや時空の中に、すでに存在して
いる」と説明した。これは、福来説を理論的に
確認したものとも受け取れる。著者らは、2021
年に意識（ASC 下）と物質の関係を提案した

（次号参照）。

（注訳）本研究に先行して宮内力、福田豊、両
先生の「光湧きだし」実験がある（清田益章氏
対象）、ご指導戴いた品川次郎先生に御礼申
し上げます。

織
の
長
た
る
人
が
う
ま
く
調
和
を
作
っ

た
と
こ
ろ
が
良
い
方
に
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

健
康
で
一
生
を
過
ご
す
。
そ
の
秘
訣

は
人
間
関
係
を
い
つ
も
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
で
過
ご
す
生
活
だ
と
思
い
ま

す
。
い
つ
も
穏
や
か
で
き
れ
い
な
心

で
、
神
と
先
祖
に
感
謝
し
反
省
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
祈
り
の

あ
る
生
活
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
寿
命
は
伸
び
、
自

分
や
子
や
孫
に
徳
が
伝
え
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
こ
そ
何

代
も
続
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
何

代
も
続
い
て
い
る
家
庭
で
は
、
地
域
に

奉
仕
し
、
子
ど
も
に
正
し
い
生
き
方
を

教
え
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

20
年
来
の
友
人
が
警
察
の
署
長
時

代
、
2
年
間
死
亡
事
故
が
0
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
署
長
が
替
わ
っ
た
ら
、
す

ぐ
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
こ

そ
徳
を
積
ん
だ
人
の
証
と
思
い
ま
す
。

商
店
で
も
会
社
で
も
、
同
業
同
士
で

単
価
で
競
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
会

社
、
商
店
の
生
き
方
こ
そ
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
徳
の
あ
る
「
会
社
、
商
店
」

と
「
会
社
、
商
店
」
同
士
が
取
引
し
て

い
る
と
、
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
時
代
で

も
、
目
に
見
え
な
い
世
界
で
応
援
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

病
気
の
原
因
は
、
80
％
位
は
自
分
の

心
の
想
念
が
悪
い
方
に
怒
り
、
憎
し

み
、
妬
み
を
も
つ
こ
と
と
共
に
、
相

手
か
ら
の
悪
い
想
念
が
来
る
こ
と
で

す
。
体
に
不
調
が
来
た
ら
、
そ
の
こ
と

に
早
く
気
づ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
状
態
を
長
い
年
月
続
け
て

い
る
と
、
先
祖
か
ら
い
た
だ
い
た
肉
体

の
弱
い
と
こ
ろ
が
病
気
に
な
り
が
ち
で

す
。頭

痛
、
腰
痛
、
し
び
れ
、
肩
の
こ
り
、

目
の
充
血
等
、
い
ろ
い
ろ
な
不
調
が
き

ま
す
。
相
手
が
分
か
っ
た
ら
、
そ
の
時

早
く
相
手
に
詫
び
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
40
年
間
、
全
国
縁
の
あ
る

人
を
助
け
、
自
分
も
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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いる原始仏教の経典の一つに法句経がある。
その最初に、

“意（おもい）は諸法（すべて）に先立ち、諸法（す
べて）は意（おもい）に成る”
と説かれている。釈迦はこの言葉で、ここで言
う統一への流れを指摘されたものではなかろう
か。誠に、人がこの世で最初に立ち上げること
のできるものは意（おもい）であり、これこそ秩
序を創り出す創造の働きの原点である。その意

（おもい）は清らかでありたいものだ。

さて我々の住む現実の科学の世界に目を移す
と、“統一への働き”の流れはIT という便利で
はあるが（恐らくは）手に余る技術を創り出して
しまった。その技術は我々の行動につきものの
時間・空間に関する制限を取り払ってしまった。
たとえばロンドンの出来事を知るのにかかった
時間が年単位から月単位さらには日単位となり、
ついには瞬時となってしまった。社会から時間
の制限が消えたのである。同じく場所の制限も
消えてしまった。この変化は、視覚の利用が発
明されたカンブリア紀にも例えることができる
のではないか。ご承知のように、カンブリア紀
には生物進化の大爆発が起こった。同じような
激動がこれから起きるものと推察できる。

“何事もまず意（おもい）が先に立つ”という
お釈迦様の言葉に従い、これから予想される変

化の大波に対し役に立つように、私は今、自分
の想いを込めてオンライン大学校の立ち上げを
企画している。激動への対処に最も気を付ける
ことは、現にある思い込みへの固執に気づきこ
れより離れることである。大学校の内容は、新
しい気付きの方法とその気付きを具体化する基
礎力の涵養としてある。何もない所に新しい意

（おもい）を建てるという作業に直面して初めて、
命の統一へ向かう働きを実感している。

結語：
確率論のランダムウオークの考察で、混沌

は2つの異なった方向の働きへ整然と分離する
ことを見出した。これを基に、自然現象に働く
法則と命の働きの法則を併せて混沌に帰する
という一つの仮説に達した。そこでまた、その
法則に則っている自分とは何かという疑問が湧
く。世界をこのように意識して眺めている自分
がそこにいる。まるで再帰方程式のようである。
その自分を眺める自分は集合意識ではなかろう
か。私は何かの視線を感じる。

脳波の周波数を下げて変性意識状態（ASC）
になり、強く意念する。すると、超常現象（念
力、PK）が生起してくる。この時、不思議な
事に、「意識（念）が物質の作用を助ける」とい
う現象がおきてくる。もともと、精神と物質は
異質であって混ざり合うことは無いはずであ
る。他方、「透視と念写」の原因は、陰陽サイ
spin対【光子群】「略称：サイ（気）」の作用で
あることが判明した（佐々木、佐藤， 2018年）。
サイ（気）は、変性意識状態（ASC）に入った能

力者から体外に放出され、意識体を形成する。
このサイ（気）が、物質としての「【光】現象」
ならびに「金属（鉄、アルミ）変形現象、硬さ」
に対して、どの様な変化を与えるかについて、
検討した。（物質としての）電磁波（ON、OFF）
と、（意識体としての）「サイ（気）」の関係をみる。

電磁波とサイ（気）は光の一種なので、相性
が良い。両者の間には単純な加算則が成立し
ている。他方、一例として、金属を見る。金
属の降伏点付近が念力（PK）の発生点に相当

意識が物質化して、物質の作用を助けている意識が物質化して、物質の作用を助けている
栗田  慶祐



最後は軸に戻るパス

直観的には、軸を切らない散らばったパスの
方が圧倒的に多いように見える。多数回の自由
な徘徊の末に最後に元に戻るパスは制限的に思
える。大方がこのように感じる。しかし驚くべ
きことに、実は両者の数は同じなのである。こ
れは、理論的に厳密に証明できる。

問題を詳しく述べると、次のようになる。
「2nステップのランダムウオークの最終点で

の結果を分類する。最終点での位置は2つに分
けられる。
（1）  ｘ軸上にないパス
（2）  ｘ軸上に戻っているパス
当面のパスの長さは2nステップに限る。こ

の条件での（1）の散らばったパスの中の、パス
の途中で一度でもｘ軸に触れたもの（それらは
純粋にいつも同じ側にいたものではないパス）
は、触れたところで新しいパスが始まるので除
外される。すなわち（1）は2nステップで一度も
ｘ軸を切らないものに限る。

混沌としか見えないランダムな動きが、一度
も軸に戻らない運動（これを拡散と呼ぼう）と最
後は規則的に元の軸に戻る運動（これを統一と
呼ぼう）の反対の性格を持つ2つのものに分か
れるのである。しかも、1対1で。

この数学的事実から、私は次のような気付き
を得た。
「我々の周りに認められる2 つの反対方向の

働き、すなわち物理的な拡散運動とバラバラな
状態をまとめて秩序に向かわせる命の働きは、
もともと宇宙にある混沌という実在から分離し
たものではないか。すなわち混沌という一つの
ものが、物理の法則と生命の働きの2つに分か
れたのではないか。

混沌=物理の拡散法則+生命の統一の働き」
このように考えれば、2つの真逆の方向の働

きが実世界に混在することが理解できる。最初

の生命が具体的に如何なるプロセスにより出来
上がったかは未だ深遠な謎である。しかしこの統
一の働きという根本原理を、今述べたように混沌
に由来すると解釈することは可能ではないか。

この理由付けを是とすれば、人の気づきや創
造のメカニズムの背景が非常にクリアになる。
気づきとは、なにか類似性があると感じられる
多様な事柄の中を貫く核心の発見である。その
核心の発見への経緯は、途中までは理屈で追っ
ていけるが、最後のステップでは飛躍が伴う。
類似性を持つ多様な事柄の認識とその布置は、
喩えで言えば、同一の平面上に散布しているが
ごときものである。これをその平面と同じ目線
で見る限り、全体をつなぐ隠された統一性は見
つからない。その平面を拡張して平面を離れた
視点に立ってのみ、新しいものが見つかる。こ
の瞬間の飛躍のプロセスは、本然として流れる
“命の統一性に向かう働き”に帰すしかない。

気付きにより見つけた新しい核心の展開が創
造である。

さてこの“統一への働き”は進化の末、意識
を生みさらに自己意識を生んだ。自己意識は物
事の合理的な展開の理法に気づき、何かの処
理において自分にとりうまい方法の工夫の知恵
を見つけるに至った。この合理性の発見は、人
類のある面での驚異的な発展の原動力である。
しかしながら合理性には、自己意識を持つ判断
の主体者自身の利が基準として含まれることは
避けられない。ここに我・執着が発生し悪が生
じる。聖書に“アダムが禁じられていた知恵の
リンゴを食べ堕落が始まった”とあるが、この
ことであろう。統一の働きの進化の先の自己意
識自体に“悪”の根源があることを重く受け止め、
慎みを貴ぶ社会にしたいものだ。

釈迦のお説きになったことに近いとされて

�

意識が物質化して、物質の作用を助けている意識が物質化して、物質の作用を助けている
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世に自然にあるものは、あまりに当然に思え
るがゆえに、特別の契機がない限りその理由を
問うことを思いつかない。

私は毎日自分の一日のために朝コーヒーを入
れる。それは時間が経てば必ず冷たくなってい
る。気にも留めないが、理由を問われればそれ
は物理法則が熱の状態が一様になるように働く
が故であることは知っている。

日課の川辺の散歩のたびに、雨を得て草木が
勢いよく育つのを目にする。岩の裂け目の思い
がけないところからも伸びている。草木が水と
光と栄養素という簡単なものから自分を創り上
げるということは学んで知っている。

これらはごく普通の事柄である。しかしなが
ら注意してみれば、これらは2 つの方向の真反
対の原理に支配された現象であることが見出さ
れる。暖かいコーヒーの時間とともに冷めるの
は秩序から一様に向かう物理法則に従う現象で
あり、もう一つは、バラバラな素材から秩序を
創り出す命の働きである。この2 つの異なった
働きが共に存在することは疑いようがない。そ
れは見慣れた当然なことであるがゆえに、その
理由を問うことは思いつかない。しかし何とな
くこれを問わないことに私は居心地の悪さを感
じていた。

全く別の文脈であるが、確率論の一分野に
ランダムウオークがあり、これを詳しく考える
ことがあった。その運動は、時間の進展ととも
に一定の長さで上下に確率1/2で変化するもの
とモデル化することができる。次の図は、時間
軸を横にその時のランダムな上下の位置を縦に
とったそのありえる経過の軌跡である。

中心線は時間軸

多くのステップのとる軌跡（パス）を想像して
みよう。それは文字通りランダムで、全体の姿
はまさしく混沌の姿であろう。いま上下の位置
が0である点が時間に沿って移動するものを軸
と呼ぼう。ここで皆様に次の問いかけをしたい。

「多くのステップ後に、その軌跡が一度も軸を
切らない散らばったパスの数と最後に軸に戻っ
た収束したパスの数とを考える。どちらの方が
多いであろうか」

比較すべき2つの状態を図にすると、次のよ
うになり、どちらの方が多く起きると考えるか
のあなたの答えを聞いている。

軸を切らないパス

					     日本サイ科学会会長　浪平  博人

気づき気づき



十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

令
和
３
年
12
月
19
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
９
０
１
会
議
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演

E
S
P
や
P
K
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
!

　
　
　
　

講
師　

志
賀  

一
雅 

氏

E
S
P
や
P
K
現
象
は
現
代
科
学
で

は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
充
分
に
解
明
さ

れ
な
い
ま
ま
未
科
学
現
象
と
し
て
好
奇

の
対
象
だ
け
で
片
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
常
の
生
活
で
は
E
S
P
や
P�

K
現
象
を
頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
計
測
可
能
な
脳
波
を
介
在
さ

せ
て
現
象
の
解
明
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
電
離
層
に
あ
る
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
に
よ
っ
て

発
生
す
る
4
種
類
の
電
磁
波
（7.8H

z, 

13.6H
z, 19.8H

z, 25.4H
z

）
と
脳
波

に
含
ま
れ
る
周
波
数
と
が
共
鳴
し
た
と

き
に
E
S
P
や
P
K
現
象
の
起
き
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ン
ア

レ
ン
帯
が
情
報
の
ク
ラ
ウ
ド
に
な
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
講
演
で
は
実
際
に
計
測
し

た
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
を
ご
覧
い
た
だ

き
ご
討
議
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の

分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1�
9
6
1
年　

電
気
通
信
大
卒 

松
下
電

器
入
社

1�

9
7
6
年　

東
大
工
学
部
計
数
工
学

科
で
α
波
研
究（
次
頁
に
続
く
）

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
、
4
月
号
」

に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
致
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
未
了
の
会

員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の

年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

現
在
会
計
も
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

是
非
早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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月 刊

第 号460
3−11･12

今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

◎
新
刊
書
紹
介

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
11
月
～
１
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
44
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
6
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
3
年
度
通
常
総
会
の
報
告

◎
令
和
2
年
2
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
六
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
六
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎�

サ
イ
（
気
）
は
、
念
力
（
Ｐ
Ｋ
）
時
に

体
外
に
放
出
さ
れ
て
意
識
体
を
造
る

◎�

科
学
や
科
学
技
術
の
進
歩
・
発
展
に

つ
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
考
え
る



2

1�
9
8
3
年　

松
下
電
器
退
社 

脳
力
開

発
研
究
所
設
立 

現
在　

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本

医
療
催
眠
学
会
顧
問
。

著
書　

奇
跡
の
《
地
球
共
鳴
波
動

7.8H
z

》
の
す
べ
て
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

他
多
数

※
十
一
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

★�

新
刊
書
紹
介

竹
本 

良 

著「
宇
宙
人
革
命
」（
青
林
堂
）

学
生
時
代
か
ら
Ｕ
Ｆ
Ｏ
問
題
に
係
わ

っ
て
き
た
の
で
、
も
う
か
れ
こ
れ
45
年

に
も
な
る
。
何
冊
か
共
著
は
あ
る
も
の

の
、
単
独
で
書
い
た
著
作
は
な
か
っ

た
！
故
に
本
書
は
い
わ
ば
処
女
作
と
な

る
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
関
連
の
記
事
や
論
文
を
書

く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
？

そ
れ
は
早
稲
田
大
学
卒
業
の
際
も
就

職
活
動
を
全
く
せ
ず
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
オ
ル
ゴ

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
に
明
け
暮
れ
て

い
た
私
が
、
森
脇
十
九
男
先
輩
と
共
同

執
筆
し
た
論
文
「
ダ
モ
ク
レ
ス
の
時
代

を
超
え
て
」
が
月
刊
ペ
ン
誌
1
9
7
9

年
6
月
号
（
5
／
5
発
売
）
に
掲
載
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
当
時
住
ん
で
い
た

下
北
沢
に
は
幾
つ
か
本
屋
さ
ん
は
あ
っ

た
が
、
一
番
近
く
の
小
さ
な
本
屋
さ
ん

が
ナ
ン
ト
数
学
者
広
中
平
祐
先
生
の

ご
関
係
の
書
店
で
、「
あ
の
～
、
広
中

先
生
に
渡
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
？
」
と
い
う
と
、「
お
兄
さ
ん

に
渡
せ
ば
い
い
の
ね
？
」
と
処
女
論
文

掲
載
号
を
受
け
取
ら
れ
た
。「
若
い
の

だ
か
ら
な
ん
で
も
思
い
切
り
や
り
な

さ
い
！
」
が
広
中
先
生
の
ご
託
宣
だ
っ

た
！
以
来
、
45
年
間
猪
突
猛
進
で
タ
ッ

ク
ル
し
て
き
た
集
大
成
が
本
書
で
あ

る
。
御
笑
覧
く
だ
さ
い
ね
？

★
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
1
巻

［
創
刊
号（
1
9
7
6
年
1
月
号
）～
第

15
号（
1
9
7
7
年
3
月
号
）］販
売
の

お
知
ら
せ

　

価
格　

1
0
0
0
円（
税
別
）

【
購
入
方
法
】

購
入
方
法
は
以
下
の
2
つ
の
方
法
が

有
り
ま
す
。

（
1
）Am

azon

で「
日
本
サ
イ
科
学
会
」

　

で
検
索
を
か
け
れ
ば
、
書
籍
が
表
示

　

さ
れ
、
注
文
で
き
ま
す
。

（
2
）一
般
書
店
で
購
入
す
る
方
法

　

�

書
店
に
左
記
書
籍
情
報
を
伝
え
、
注

文
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
リ
ン
ト
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
出
版

の
た
め
、
店
頭
に
は
並
ん
で
い
ま
せ
ん
。

※
書
店
に
よ
っ
て
は
扱
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
書
籍
情
報
】

・��ISBN

：978 -4 -8150 -2308 -9

・�

書
名
：
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（PSIJ

）

復
刻
版
第
1
巻

・
著
者
名
：
日
本
サ
イ
科
学
会

・
出
版
社
名
：
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社

★�

佐
々
木
茂
美
先
生
の
御
著
書
2
冊
の

ご
紹
介

◎�

佐
々
木
茂
美
・
苗
鉄
軍
著
「
心
と
物

質（
念
写
と
透
視
）」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

1
0
0
円（
税
込
）

◎�

佐
々
木
茂
美
著「
サ
イ（
気
）の
計
測

と
実
用
化
」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

2
5
0
円（
税
込
）

　
U
nlim

ited

（
読
み
放
題
）対
象
商
品

・�
紙
の
本（
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社
発
行
、

A
m
azon PO

D

版
）

　

価
格　

1
2
8
0
円（
税
別
）

※�

い
ず
れ
の
書
籍
もA

m
azon

で「
佐
々

木
茂
美
」
で
検
索
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
し

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ス
の『
気
』エ
ネ
ル
ギ
ー

を
防
御
す
る
に
は

　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

�（
医
療
法
人
春
鳳
会 

は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
、
医
師
、
医
学

博
士
）

日
時　

令
和
3
年
11
月
13
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

講
堂

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

�

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加



3

予
約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/
普
通
に
生
き
て
い
た
ら
、
知
ら
ず
と

も
何
ら
か
の
「
マ
イ
ナ
ス
（
有
用
で
な

い
）『
気
』
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
誰
し
も
が
受

け
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

無
い
人
も
い
ま
す
が
、
倦
怠
感
な
ど
を

感
じ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
相
談
に
応
じ
て
い

る
と
き
「
マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
っ
た

質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
に
答

え
る
と
き
は
い
つ
も
戸
惑
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
防
御

す
る
方
法
は
、
こ
れ
さ
え
や
れ
ば
Ｏ
Ｋ

と
い
う
も
の
で
な
い
か
ら
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

多
種
類
で
す
。
例
え
ば
特
定
の
電
磁
波

や
生
霊
（
い
き
り
ょ
う
）
の
「
気
」
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
影
響

を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
の

「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
種
類
に

よ
り
防
御
法
も
異
な
る
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
ど
の
程
度
防
御
で
き
て
い
る
の

か
？　

も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。

マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
、
防
御
の
知
識
が
あ
る
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
防
御
グ
ッ
ズ
を
手
首
、
指

輪
、
首
飾
り
な
ど
付
け
て
お
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ

れ
で
ど
の
程
度
、
防
御
出
来
て
い
る
の

か
？　

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考
え
た
こ

と
が
無
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

3
割
、
４
割
程
度
の
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
を
分

か
ら
ず
に
人
か
ら
聞
い
た
知
識
だ
け
で

選
ん
だ
グ
ッ
ズ
は
、
ま
っ
た
く
効
果
が

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
グ
ッ
ズ

が
マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
を
吸
い
込
ん
で

い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ
ス
の「
気
」

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

の
グ
ッ
ズ
が
1
0
0
％
の
防
御
力
が

あ
る
か
？　

は
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
防
御

グ
ッ
ズ
が
1
0
0
％
の
防
御
力
あ
る

物
だ
と
判
定
さ
れ
て
も
、
大
抵
は
部
分

的
な
防
御
し
か
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

多
く
、
全
身
の
防
御
が
で
き
て
い
な
い

の
で
す
。
例
え
ば
、
上
半
身
だ
け
、
あ

る
い
は
左
側
だ
け
と
か
で
全
身
の
防
御

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
講
座
で
は
防
御
グ
ッ
ズ
を
ど

の
よ
う
に
選
べ
ば
よ
い
の
か
？　

ま
た

ど
の
よ
う
に
使
え
ば
全
身
防
御
で
き
る

の
か
？　

ま
た
、
日
常
よ
く
出
く
わ
す

マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
考
え
方
、
防
御
グ
ッ
ズ
の
使
い

方
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
た
私
が

実
際
に
使
っ
て
い
る
防
御
グ
ッ
ズ
に
つ

い
て
も
紹
介
、
さ
ら
に
受
講
者
が
持
っ

て
お
ら
れ
る
防
御
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
も

チ
ェ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。

防
御
グ
ッ
ズ
を
既
に
使
っ
て
お
ら
れ

る
方
や
こ
れ
か
ら
防
御
グ
ッ
ズ
を
求
め

よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
（
相
談
者
）
か
ら
マ
イ
ナ

ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
や
す

い
タ
イ
プ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
さ
ん
に
は
特
に
受
講
を
お
勧
め

し
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

橋
本
和
哉（
は
し
も
と 

か
ず
や
）氏

　

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大

学
院
修
了
。
医
学
博
士
。
医
療
法
人
春

鳳
会 

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
理
事
長
。
内
科
、
神
経
内
科
、
漢
方

な
ど
を
専
門
と
し
、
臨
床
に
医
療
ヨ
ガ

や
気
功
を
取
り
入
れ
、
独
自
に
開
発
し

た
気
当
て
診
断
、
天
賜
気
功
で
原
因
不

明
の
疾
患
に
対
処
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
診
療
も
し
て
い
る
。

　

神
経
学
会
専
門
医
、
東
洋
医
学
会
専

門
医
、
内
科
学
会
認
定
医
、
温
泉
療
法

医
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長
、
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学
研

究
会
理
事
。
著
書
に
「
医
師
が
語
る
霊

障
」（
創
芸
社
）
ほ
か
、
医
療
ヨ
ガ
に
関

す
る
書
籍
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
2
1
年
放
談
会
（
懇
親
会
）

日
時　

令
和
3
年
12
月
18
日（
土
）

　
　
　

14
：
00
～
17
：
00

参
加
費　

三
五
〇
〇
円（
飲
食
費
共
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
F

電
話　

0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

交
通　

阪
堺
電
車「
松
虫
駅
」下
車

　

す
ぐ
、
地
下
鉄
「
阿
倍
野
駅
」
か
ら

　

徒
歩
10
分

定
員　

15
名

　

サ
イ
現
象
の
体
験
、
研
究
成
果
な
ど

お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
非
会
員
の

方
、
ご
同
伴
者
も
歓
迎
で
す
。
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席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
ご
希
望
の
方
は
、
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予
約
」
フ

ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/

※
十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
デ
ジ
タ
ル
化
で
変
容
す
る
近
未

来
」
～
変
貌
す
る
世
の
中
。
備
え

は
万
全
か
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

稔
幸 

氏

日
時　

令
和
4
年
１
月
15
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交�

通　

・
阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

・
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」

　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・
ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿

　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

終
了
後
に
講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

http://ladies.jp/kps/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
44
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
9
回 
異
能
科
学
会
議 

テ
ー
マ　

ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

賛
否
両
論
鳴
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ム

ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
計
画
」　

Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
視
点

か
ら
眺
め
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

未
来
科
学
、PSIENC

E

か
ら
の
提
言
！

日
時　

令
和
3
年
12
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般 

二
千
円

　

学
生
／
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
一
千
円

　

宇
宙
人
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津  

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
６
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
４
年
１
月
30
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

�

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄

　

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願

　

い
ま
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

２
０
２
２
年
度
春
分
図
に
よ
る
未

来
予
測
と
個
人
の
運
勢
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

　

西
洋
占
星
学
で
は
、
年
度
に
あ
た
る

1
年
間
（
春
分
の
日
か
ら
翌
年
の
春
分

の
日
ま
で
）
の
そ
の
国
の
運
勢
を
占
う

と
き
、
太
陽
が
ち
ょ
う
ど
春
分
点
（
牡

羊
座
0
度
）
に
き
た
と
き
の
そ
の
国
の

首
都
に
お
け
る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
チ
ャ
ー

ト
（
春
分
図
）
を
描
い
て
診
断
致
し
ま

す
。
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
で
は
、

周
波
数
1
〜
9
ま
で
の
「
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
・
チ
ャ
ー
ト
」
も
使
っ
て
、
よ
り
詳

細
な
診
断
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
2
0
2
0
年
度
の
春
分

図
の
診
断
は
そ
の
年
の
1
月
の
分
科
会

で
解
説
し
、
2
0
2
1
年
度
の
春
分
図

の
診
断
は
分
科
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期

さ
れ
た
の
で
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
の
メ
ル
マ
ガ
で
解
説
致
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
は
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
に
お
け
る
ハ

ー
ド
な
周
波
数
4
と
周
波
数
8
の
チ
ャ

ー
ト
が
パ
ワ
ー
が
か
な
り
高
く
な
り
、

土
地
に
拘
わ
ら
ず
世
界
的
な
問
題
が
起

こ
る
こ
と
が
読
め
ま
し
た
。
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ま
た
2
0
2
1
年
度
は
、
1
月
12

日
発
行
の「
新 

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
通
信 V

ol.4

」で

『
以
上
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
を
判

断
し
ま
す
と
、（
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
チ

ャ
ー
ト
で
は
）
全
体
的
に
グ
ラ
ン
ド
ト

ラ
イ
ン
が
多
く
形
成
さ
れ
、
周
波
数

3
、
6
の
パ
ワ
ー
が
高
い
の
と
、
ハ
ー

ド
な
方
の
周
波
数
8
で
上
記
の
海
王
星

の
絡
む
2
つ
の
調
和
三
角
形
が
形
成
さ

れ
る
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
で
、

新
年
度
後
半
ま
で
に
は
か
な
り
収
束
さ

れ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。』

と
配
信
致
し
ま
し
た
。

https://astro-h.com
/2021/01/11/

2021-vernal-equinox-harm
onic-ch

art/

　

今
回
も
2
0
2
2
年
3
月
20
日
0

時
34
分
の
春
分
図
に
つ
い
て
、「
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
チ
ャ
ー
ト
」
と
「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
を
使
っ

て
、
主
に
2
0
2
2
年
度
の
日
本
の

診
断
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

ま
た
西
洋
占
星
学
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス

理
論
に
基
づ
く
当
会
独
自
の
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
S
」（
月

運
チ
ャ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
参
加
者
の

運
勢
診
断
を
致
し
ま
す
。

　

参
加
者
個
人
別
に
今
後
18
ヶ
月
の
月

運
チ
ャ
ー
ト
を
配
布
し
て
見
方
を
説
明

し
、
自
由
に
質
問
を
受
け
な
が
ら
、
個

人
の
運
勢
診
断
を
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木

星
、
土
星
の
2
0
2
2
年
1
月
〜

2
0
2
3
年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
星
が
通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ

る
、
比
較
的
短
周
期
の
環
境
運
の
見
方

と
対
処
法
も
解
説
致
し
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
★
の
2
つ

の
場
合
を
見
て
、
お
申
込
み
願
い
ま

す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

　

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定

で
き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

　
「
才
能
開
発
研
究
所
」、「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

　

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
18
ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
。

　

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
４
年
１

月
23
日
（
日
）
ま
で
に
「
１
月
30
日
分

科
会
参
加
希
望
」と
書
い
て

office
21

@
psij.m

ail-box.ne.jp　

宛

て
に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
７
・
３
３
０
・
４
０
９
１

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

　

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と

月
運
診
断
チ
ャ
ー
ト
18
ヶ
月
分
を
当
日

配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

　

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
４
年
１

月
23
日
（
日
）
ま
で
に
「
１
月
30
日
分

科
会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー

タ
を
書
い
て

office
21

@
psij.m

ail-box.ne.jp　

宛

て
に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
・
３
３
０
・
４
０
９
１
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

　
☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

　

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

　

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

　

出
し
ま
す
。）

※
昨
年
12
月
21
日
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た

占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通
信
」
は
毎
週
月
曜

日
に
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
は

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
指
針

・
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

　

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

　
（
占
星
学
的
六
曜
）

・
瀬
尾
泰
範
の
ブ
ロ
グ

・
西
洋
占
星
学
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

　

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン
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等
で
す
。
分
科
会
参
加
者
に
は
す
べ
て

配
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
分
科
会

に
参
加
で
き
な
い
方
も
配
信
希
望
を
歓

迎
致
し
ま
す
。

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

宛
て
に
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

希
望
」と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
3
年
度
通
常
総
会
の
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

◎
令
和
2
年
度
本
部
事
業
報
告

1�

．
会
員
の
現
状
（
令
和
3
年
8
月
末

現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

１
名　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

3
名　

　
　

正
会
員　
　
　

1
3
7
名

　
　

学
生
会
員　
　
　
　

19
名

　
　

準
会
員　
　
　
　
　

33
名

　
　

合
計　
　
　
　

1
9
3
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

　

本
部
は
10
月
の
「
第
29
回
全
国
大

会
」
を
含
み
、
計
7
回
の
例
会
・
分
科

会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

令
和
2
年

7�

月
19
日
（
日
）「
不
思
議
体
験
談
、
写

真
映
像
発
表
・
討
論
会
」

9�

月
19
日
（
土
）
山
崎 

正
男
「
多
能
性

幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超
能
力
の
覚

醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波
（
i
P
T

意
識
）」

10
月
24
日（
土
）第
29
回
全
国
大
会

　

�「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
：
サ
イ
と

免
疫
力
〜
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘

い
も
含
め
て
〜
」

◎
分
科
会

☆
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

令
和
2
年

7�

月
23
日（
木
）第
40
回「
第
14
回
U
F

　

O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12�

月
20
日
（
日
）
第
41
回
「
第
8
回
異

能
科
学
会
議
」

令
和
3
年

3�

月
28
日
（
日
）
第
42
回
「
第
3
回
ソ

ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

　
（
世
話
役　

小
林 

信
正
）

令
和
2
年

10�

月
31
日
（
土
）
第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
研
究
分
科
会

☆
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

　

会（
世
話
役　

瀬
尾 

泰
範
）

令
和
3
年

1�

月
17
日
（
日
）
第
6
回
占
星
学
と
運

命
創
造
学
の
研
究
分
科
会
（
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
延
期
）

3
．
通
常
総
会

　

�

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）北
と
ぴ
あ

9
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

�

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）北
と
ぴ
あ

9
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
2
2
1
回
）
を

7
月
に
1
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物　

　

�「
サ
イ
科
学
」
第
42
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。　
　

　

�「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」第
4
5
1
号
か

ら
第
4
5
6
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
令
和
3
年
度
本
部
事
業
計
画

・�
10
月
23
日
（
土
）
に
創
立
45
周
年
記

念
大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
サ

イ
と
瞑
想
」）開
催
す
る
。

・�

本
部
例
会
を
3
回（
4
、
12
、
2
月
）

開
催
す
る
。

・�

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回

（
7
、
12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2

回（
5
、
11
月
）開
催
す
る（
延
期
）。

・�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会
を
1
回（
1
月
）開
催
す
る
。

・�

本
部
理
事
会
を
4
回
（
4
、
8
、

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�

全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会

を
1
回（
9
月
）開
催
す
る
。

・�

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科

学
遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

　

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
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ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

 

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
2
0
年

4�

月
11
日　

第
2
3
0
回
研
究
会
総

会（
磁
流
研
究
室
）

＊�

2
0
1
9
年
度
事
業
報
告
、
2 

0 

2 

0
年
度
事
業
計
画

＊�「
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
原
理
、
ヒ
ー
ラ
ー

が
や
っ
て
い
る
こ
と
」佐
佐
木
康
二

6�

月
13
日　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期

（
第
2
3
1
回
研
究
会
）

8�

月
8
日　

第
2
3
1
回
研
究
会
（
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
）

＊�「
真
の
霊
能
発
揮
の
た
め
の
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
抑
制
実
験
を
と
お
し
て
〜
」　

佐
佐
木
康
二

10�

月
10
日　

第
2
3
2
回
研
究
会
（
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）

＊�「
月
の
魔
力
」　

佐
佐
木
康
二

12�

月
12
日　

第
2
3
3
回
研
究
会
（
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）

＊�「
霊
能
は
善
か
ら
生
ま
れ
る　

真
の

霊
能
発
揮
の
た
め
の
究
極
の
方
法
」

　

佐
佐
木
康
二

2
0
2
1
年

2�

月
13
日　

第
2
3
4
回
研
究
会
（
仙

台
市
民
会
館
）

＊�「
歴
史
は
神
々
の
競
合
で
動
く
」　

佐
佐
木
康
二

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画

　

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

　
「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
8
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

眞
野　

博
英

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
報
告

　

2
回
の
研
究
集
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
現
時
点
で
研
究

集
会
は
未
定
で
す
。

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
令
和
2
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

令
和
2
年

6�

月
28
日（
日
）テ
ー
マ『
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
・
セ
ル
フ
ケ
ア
』佐
藤
禎
花

7�

月
26
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
神
道
の
呼

吸
法
と
神
道
の
霊
魂
観　

人
体
の
生

理
作
用
と
心
理
作
用
と
心
霊
作
用
』

　

佐
藤
禎
花

9�

月
6
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
心
の
不
調
、

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
精
神
力
は
食

事
か
ら
』佐
藤
禎
花

12�

月
13
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
嗅
覚
と
オ

ー
ラ
オ
イ
ル（
ア
ロ
マ
）』佐
藤
禎
花

令
和
3
年

3�

月
28
日（
日
）テ
ー
マ　

佐
々
木
茂
美

著
サ
イ（
気
）の
計
測
と
実
用
化
よ
り

『
氣（
サ
イ
）の
基
礎
知
識
』

　

佐
藤
禎
花

◎
令
和
3
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

令
和
3
年

4
月
25
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
祈
り
の
力

　

村
上
和
雄
先
生
追
悼
』佐
藤
禎
花

5
月
16
日（
日
）

第
1
部
『
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
皮
膚
』　

第
2
部
『
福
来
友
吉
「
念
写
」
に
つ　

い
て
』佐
藤
禎
花



8

6�
月
27
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
心
の
使
い

方
に
よ
る
体
の
変
化
』佐
藤
禎
花

※�

令
和
3
年
7
月
以
降
は
、
不
定
期
に

て
定
例
会
開
催
予
定

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

和
田　

高
幸

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
2
0
年
度

4
月
〜
5
月
は
休
会

6�

月
20
日　

第
4
4
9
回
研
究
集
会

（
会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

　

�「
病
め
る
地
球
の
処
方
箋　

〜
2 

0 

2 

0
年
は
大
転
換
期
」小
澤
頼
仁

7�

月
19
日　

第
4
5
0
回
研
究
集
会

（
会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

　
「
死
ぬ
ま
で
元
気
で
生
き
ら
れ
る
場

　

の
医
学
健
康
法
」生
一
智
之

9�

月
19
日 　

第
4
5
1
回
研
究
集
会

　
（
会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

　

�「
知
ら
れ
ざ
る
童
謡（
わ
ざ
う
た
）の

世
界　

〜
童
謡
は
言
霊
の
結
晶
」

慈
の（
よ
し
の
）　

ピ
ア
ノ
は
津
村
和
泉

10�

月
17
日　

第
4
5
2
回
研
究
集
会

（
会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

　

�「
現
役
医
師
が
体
験
し
た
未
知
の
サ

イ
現
象
に
つ
い
て　

〜
U
F
O
の

目
撃
を
巡
る
異
常
体
験
と
身
体
的
影

響
な
ど
」高
木
伴
幸

11�

月
21
日　

第
4
5
3
回
研
究
集
会

（
会
場
：
大
阪
市
立
阿
倍
野
学
習
セ

ン
タ
ー
講
堂
）

　

�「
人
生
の
質
を
高
め
る『
魂
』リ
ー
デ

ィ
ン
グ
」橋
本
和
哉

2
0
2
1
年

1�

月
16
日　

第
4
5
4
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　

�「
ど
う
な
る
2
0
2
1
年
、
そ
し
て

近
未
来
社
会
は
〜
新
し
い
文
明
の
始

ま
り
を
予
感
」水
口
清
一

2�
月
20
日　

第
4
5
5
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　

�「
宇
宙
の
響
き
で
生
き
る　

〜
『
ゼ

ロ
磁
場
発
生
装
置
』の
神
秘
」

　

上
森
三
郎

3�

月
20
日　

第
4
5
6
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　
「
出
口
王
仁
三
郎
と
霊
界
物
語
」

　

出
口
孝
樹

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

2
0
2
1
年

4�

月
17
日　

第
4
5
7
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　
「
地
球
外
生
命
体
が
人
類
の
祖
先
だ

　

っ
た
!
?
」上
部
一
馬

　
（
5
月
は
休
会
）

7�

月
17
日　

第
4
5
8
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　

�『
政
木
「
磁
気
治
療
器
」
の
現
在
（
い

ま
）
〜
政
木
和
三
（
ま
さ
き
・
か
ず

み
）
先
生
（
元
阪
大
工
学
部
工
作
セ

ン
タ
ー
長
）
と
の
ご
縁
に
始
ま
っ
た

私
の
現
在
〜
』北
野
幸
治

8�

月
14
日　

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　

�

夏
季
放
談
会
（
会
場
：
ま
つ
む
し
音

楽
堂
）

9�

月
18
日　

第
4
5
9
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
深
層
」井
上
正
康

10�

日
16
日　

第
4
6
0
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　

�「
数
字
で
読
み
解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、

ミ
ラ
イ
」難
波
双
六

※
研
究
集
会　

11
月
以
降
は
未
定

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

伽
羅

◎
令
和
2
年
度
事
業
報
告

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
令
和
3
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

令
和
3
年

11�

月
9
日
（
日
）
九
州
日
本
サ
イ
科
学

会
新
会
長
あ
い
さ
つ

　

�

テ
ー
マ
「
近
年
の
霊
界
の
事
情　

〜

ま
だ
本
に
は
載
っ
て
い
な
い
最
近
の

話
し
〜　

を
皆
で
楽
し
く
意
見
交
換

し
合
い
ま
し
ょ
う
」
会
場　

博
多
駅

前
貸
会
議
室（
八
百
治
ビ
ル　

エ
イ
ム

ア
テ
イ
ン
貸
会
議
室
5
・
I（
ア
イ
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ　

森
安
前
九
州
日
本

サ
イ
科
学
会
会
長　

お
よ
び　

伽
羅

※
以
後
の
活
動
は
九
州
日
本
サ
イ
科
学

会
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

［
令
和
２
年
度
決
算
報
告
］

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,600,000 会費（正） 1,256,000 ジャーナル発行 600,000 562,100 会費 1,500,000 ジャーナル発行 500,000
例会 400,000 会費（学生） 120,000 会誌発行 300,000 264,000 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 145,000 人件費 920,000 1,065,000 寄付 400,000 人件費 1,000,000
本・他 100,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 77,995 本・他 50,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,377,527 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 1,384,723 講師謝礼 120,000
合計 3,877,527 入会費 6,000 事務用品 120,000 151,626 合計 3,634,723 事務用品 120,000

例会収入 226,000 郵送・配送料 50,000 41,811 郵送・配送料 50,000
本会寄付 702,000 通信費 40,000 46,292 通信費 40,000
本・他 34,440 会議・打合せ 60,000 25,998 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,377,527 事務所維持費 150,000 144,152 事務所維持費 150,000
合計 3,906,967 郵便・銀行振込料 2,000 6,820 郵便・銀行振込料 7,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 104,450 予備 100,000
来期繰越金 1,255,527 1,384,723 来期繰越金 1,077,723
合計 3,877,527 3,906,967 合計 3,634,723

９頁　１段右側 ９頁　１段左側

収入 支出 収入 支出

８頁　４段
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［
令
和
３
年
度
予
算
］

令
和
3
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川 

次
郎

特
別
会
員　

�

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
（T

racey A
sh

）

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

久
保
田 

昌
治

副
理
事
長　

小
林 

信
正

顧
問　
　
　

品
川 

次
郎

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長　
　

　

河
野 
明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野 

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤 

禎
花

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

和
田 

高
幸

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

伽
羅
＊

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
、
石
川 

允
朗
、

　

大
木 

高
伸
、
小
林 

泰
樹
＊
、

　

小
牧 

昭
一
郎
、
志
賀 

一
雅
＊
、

　

徳
永 

康
夫
＊
、
中
島 

敏
樹
＊
、

　

鯰
江 

勇
＊
、
橋
本 

和
哉
、

　

苗 

鉄
軍
＊
、
渡
辺 

宙
明
＊

幹
事　

小
澤 

佳
彦

評
議
員

　

占
部 

浩
一
、
瓜
生 

昌
代
司
＊
、

　

鴨
川 

裕
司
＊
、
川
村 

隆
夫
＊
、

　

小
林 

隆
文
＊
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
＊
、

　

谷
口 

五
月
＊
、
飛
田 

洋
子
、

　

三
浦 

良
江
＊
、

監
事　

未
定

◎
基
幹
論
文
賞
表
彰

基
幹
論
文
賞

　

東
京
都　

久
保
田 

昌
治 

殿

本
会
は
定
款
細
則
第
十
八
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
論
文
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

令
和
3
年
10
月
23
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平 

博
人

題
目
「
強
電
解
水
の
活
性
化
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
」

水
を
強
電
解
す
る
と
水
の
電
気
分
解
が

起
こ
る
と
同
時
に
電
離
反
応
が
進
み

電
気
伝
導
度
の
向
上
や
構
造
変
化
が
起

こ
り
活
性
水
の
機
能
に
大
き
く
寄
与
す
る

※
今
年
度
の
表
彰
式
は
10
月
23
日（
土
）

創
立
45
周
年
記
念
大
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
２
年
２
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
を
基

に
し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造

（
仮
説
）
に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化

を
可
能
に
す
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ

ソ
ッ
ド

　
　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
） 

氏

今
日
は
、
無
か
ら
有
、
０（
ゼ
ロ
）か

ら
現
象
界
に
形
や
生
命
が
生
ま
れ
る
基

本
原
理
に
つ
い
て
、
私
自
身
カ
タ
カ
ム

ナ
の
理
解
に
基
づ
く
仮
説
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
カ
タ
カ

ム
ナ
潜
象
物
理
」は
膨
大
な
の
で
す
が
、

今
日
は
そ
の
内
の
ほ
ん
の
基
礎
に
つ
い

て
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,600,000 会費（正） 1,256,000 ジャーナル発行 600,000 562,100 会費 1,500,000 ジャーナル発行 500,000
例会 400,000 会費（学生） 120,000 会誌発行 300,000 264,000 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 145,000 人件費 920,000 1,065,000 寄付 400,000 人件費 1,000,000
本・他 100,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 77,995 本・他 50,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,377,527 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 1,384,723 講師謝礼 120,000
合計 3,877,527 入会費 6,000 事務用品 120,000 151,626 合計 3,634,723 事務用品 120,000

例会収入 226,000 郵送・配送料 50,000 41,811 郵送・配送料 50,000
本会寄付 702,000 通信費 40,000 46,292 通信費 40,000
本・他 34,440 会議・打合せ 60,000 25,998 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,377,527 事務所維持費 150,000 144,152 事務所維持費 150,000
合計 3,906,967 郵便・銀行振込料 2,000 6,820 郵便・銀行振込料 7,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 104,450 予備 100,000
来期繰越金 1,255,527 1,384,723 来期繰越金 1,077,723
合計 3,877,527 3,906,967 合計 3,634,723

９頁　１段右側 ９頁　１段左側

収入 支出 収入 支出

８頁　４段

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,600,000 会費（正） 1,256,000 ジャーナル発行 600,000 562,100 会費 1,500,000 ジャーナル発行 500,000
例会 400,000 会費（学生） 120,000 会誌発行 300,000 264,000 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 145,000 人件費 920,000 1,065,000 寄付 400,000 人件費 1,000,000
本・他 100,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 77,995 本・他 50,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,377,527 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 1,384,723 講師謝礼 120,000
合計 3,877,527 入会費 6,000 事務用品 120,000 151,626 合計 3,634,723 事務用品 120,000

例会収入 226,000 郵送・配送料 50,000 41,811 郵送・配送料 50,000
本会寄付 702,000 通信費 40,000 46,292 通信費 40,000
本・他 34,440 会議・打合せ 60,000 25,998 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,377,527 事務所維持費 150,000 144,152 事務所維持費 150,000
合計 3,906,967 郵便・銀行振込料 2,000 6,820 郵便・銀行振込料 7,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 104,450 予備 100,000
来期繰越金 1,255,527 1,384,723 来期繰越金 1,077,723
合計 3,877,527 3,906,967 合計 3,634,723

９頁　１段右側 ９頁　１段左側

収入 支出 収入 支出

８頁　４段
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そ
の
応
用
に
関
し
ま
し
て
は
、
量
子

世
界
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
「
非
局
所
性
」、

も
う
一
つ
は
「
観
察
者
効
果
」
で
す
。

そ
れ
で
は
「
見
る
」
と
い
う
事
が
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
、
に
つ
い
て
も
今
日

の
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
の
基
礎
講
話

の
お
話
を
通
し
て
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
か
な
と
思
い
ま
す
。「
見

る
」
と
い
う
事
を
通
し
て
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
に
も
活
用
で
き
る
わ
け
で
す
。

本
当
の
結
論
の
結
論
は
、
生
命
創
造

の
基
礎
構
造
と
い
う
の
は
、
抽
象
的
な

レ
ベ
ル
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
正
三
角

形
四
つ
で
で
き
る
正
四
面
体
で
す
。
私

は
こ
れ
を
3
＋
1
の
構
造
と
言
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
が
生
命
創
造
の
プ
ロ

セ
ス
の
中
の
最
小
単
位
な
ん
で
す
ね
。

こ
れ
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
だ

け
で
は
な
く
て
、
縄
文
土
器
の
模
様
の

解
釈
と
の
比
較
を
通
し
て
出
て
き
た
考

え
な
ん
で
す
。

こ
の
3
の
構
造
は
、
日
本
で
は
「
3

人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
か
「
ミ
ツ

ゴ
の
魂
1
0
0
ま
で
」
と
い
う
諺
が
あ

り
ま
す
。
で
は
2
人
あ
る
い
は
4
人
で

は
な
く
て
、
何
故
3
人
な
の
か
?
何

故
5
歳
ま
で
の
経
験
で
は
な
く
て
、
3

歳
ま
で
の
経
験
な
の
か
？
「
ミ
ツ
ゴ
」

と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
?

私
た
ち
は
あ
ま
り
考
え
な
い
で
、

「
三
度
目
の
正
直
」
と
い
っ
た
り
、

「
三
々
五
々
」
と
か
、
3
と
い
う
数
字

を
結
構
使
っ
て
お
り
ま
す
。
で
も
そ
の

本
当
の
意
味
は
理
解
し
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
縄
文
文
化
で
は
、
特
に
中

部
・
関
東
地
域
で
は
3
を
「
聖
数
」
と

し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
が
文

化
の
基
底
と
な
っ
て
、「
ミ
ツ
ゴ
の
魂

1
0
0
ま
で
」
と
い
う
よ
う
な
諺
の
中

で
、
英
智
と
な
っ
て
、
引
き
継
が
れ
て

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

老
子
の
「
道
教
」
第
42
章
の
「
タ
オ

が
一
を
生
み
、
一
が
二
を
生
み
、
二
が

三
を
生
み
、
三
が
万
物
を
生
む
」
と
い

う
ふ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

何
故
「
二
」
で
は
な
く
て
、「
三
」
が
万

物
を
生
む
の
か
？
そ
れ
に
つ
い
て
は
老

子
の
研
究
者
も
「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」
な

ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら「
三
」

と
い
う
の
は
、
深
い
意
味
が
あ
る
な
、

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
理
解

を
今
日
は
一
つ
の
仮
説
と
し
て
提
供
し

た
い
な
と
思
い
ま
す
。

自
己
紹
介
を
致
し
ま
す
と
、
私
は
現

在
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所

客
員
研
究
員
と
し
て
所
属
し
て
お
り
ま

す
。
日
々
主
と
し
て
時
間
を
費
や
し
て

い
る
の
は
、「
ル
ミ
ナ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
」
の
個
人
事
業
主
と
し
て
、
ヒ
ー
リ

ン
グ
を
行
っ
た
り
、
そ
れ
を
教
え
た
り

も
し
て
お
り
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

背
景
と
し
ま
し
て
は
、
大
阪
市
立
大
学

の
経
済
学
部
大
学
院
修
士
課
程
と
博
士

課
程
（
国
際
労
働
市
場
論
）
を
満
期
終

了
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
に
は
家
族
で
移
っ
て
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
統
合
学
研
究
所
で
統
合
学

（
文
化
人
類
学
）
博
士
と
し
て
研
究
そ

し
て
お
り
ま
し
た
。
英
語
の
著
書
を
基

に
し
て
、
昨
年
日
本
語
の
「
潜
象
の
サ

イ
エ
ン
ス
で
解
く　

縄
文
・
カ
タ
カ
ム

ナ
・
レ
イ
キ
」
と
い
う
一
般
向
け
の
本

も
出
版
し
ま
し
た
。

今
日
の
お
話
は
そ
の
内
容
と
ほ
ぼ
か

ぶ
る
の
で
す
が
、
プ
ラ
ス
α
と
し
ま
し

て
、
実
践
的
な
面
で
お
話
し
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
昔
社
会
運
動
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
子
供
を
産
ん
だ
後
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
事
故
が
起
こ
り
ま
し
て
、
そ

の
と
き
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、「
未

来
の
子
供
達
に
自
分
は
い
っ
た
い
何
を

遺
せ
る
ん
だ
ろ
う
か
」
と
非
常
に
悩
み

出
し
ま
し
た
。
社
会
を
変
革
す
る
と
き

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
た
だ
批
判
し

て
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
て
、
違
う

や
り
方
は
な
い
か
と
探
し
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
に
出
会
い

ま
し
た
。
こ
の
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
は
自

分
に
と
っ
て
驚
き
で
あ
っ
て
、
結
局
大

学
で
の
研
究
や
社
会
運
動
も
全
部
や
め

て
イ
ン
ド
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
も

ら
っ
た
名
前
が
「
ア
マ
ナ
」
と
い
う
も

の
で
、
た
ま
た
ま
こ
の
「
ア
マ
ナ
」
と

い
う
の
が
カ
タ
カ
ム
ナ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
よ
う
な
言
葉
な
の
で
す
。
そ
れ

以
来
こ
の
名
前
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
バ
ー

ク
レ
ー
に
家
族
と
共
に
移
り
住
ん
で
、

約
15
年
く
ら
い
「
ラ
イ
ト
ボ
デ
ィ
の
活
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性
化
」
を
基
礎
に
し
た
ラ
イ
ト
ワ
ー
ク

を
学
び
実
践
し
、
レ
ズ
リ
ー
グ
レ
イ
と

の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
ワ
ー
ク
も
実
践
し

ま
し
た
。
博
士
課
程
の
研
究
の
傍
ら
、

個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
冥
想
や
ヒ
ー
リ
ン

グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

私
が
何
の
た
め
に
こ
う
い
う
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
私
た

ち
人
間
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
社
会
運
動

を
し
て
い
た
中
で
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

（
主
流
の
方
法
に
変
わ
る
新
し
い
も
の
）

を
求
め
た
と
き
の
一
つ
の
解
答
だ
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
、
自
分
の
中
の
［
内
な

る
根
源
（
ア
マ
ナ
）
の
存
在
］
を
思
い

出
し
て
、
そ
れ
と
の
つ
な
が
り
を
回
復

し
、
そ
こ
か
ら
人
と
人
と
が
つ
な
が
り

合
う
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
創
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

カ
タ
カ
ム
ナ
を
学
ん
で
い
る
先
生
方

は
最
近
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

私
の
関
心
は
意
識
の
使
い
方
で
す
。
特

に
今
日
お
話
し
す
る
よ
う
な
３
＋
１
の

構
造
と
か
、
人
間
の
中
に
［
内
な
る
根

源
（
ア
マ
ナ
）］
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
意

識
を
向
け
て
実
践
的
に
や
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
伝
え
た
い
。

3
＋
1
の
構
造
の
活
用
は
、
自
分
の

内
な
る
神
、
根
源
の
部
分
と
つ
な
が
り

を
深
め
る
上
で
、
本
当
に
方
法
を
示
唆

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
直
感
力
が
開
花

し
た
り
、
意
識
を
使
っ
た
癒
し
と
か
夢

実
現
に
活
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ

と
突
き
詰
め
て
行
く
と
、
無
か
ら
有
を

生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
で
き
、

そ
れ
を
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」と
は
？

そ
の
基
礎
的
世
界
観

「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
と
は
楢
崎
皐

月
氏
（
1
8
9
9
─
1
9
7
4
）
が
平

十
字
と
い
う
人
か
ら
見
せ
ら
れ
た
巻
物

に
書
か
れ
た
抽
象
図
形
か
ら
な
る
80
個

の
渦
巻
き
図
象
の
こ
と
で
す
。

楢
崎
皐
月
氏
は
そ
れ
を
20
日
か
か

っ
て
手
書
き
で
書
き
写
し
、
以
後
５

年
か
か
っ
て
そ
れ
を
解
読
し
、
後
継

者
の
宇
野
多
美
恵
氏
（
1
9
1
7
─

2
0
0
6
）
と
共
に
、
カ
タ
カ
ム
ナ
文

献
の
解
読
の
成
果
を
『
相
似
象
』
に
発

表
し
て
い
き
ま
し
た
。
楢
崎
氏
お
逝
去

後
も
、
宇
野
氏
は
解
読
を
継
続
し
、
全

部
で
27
冊
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

各
渦
巻
き
は
分
か
り
や
す
い
語
調
で

宇
宙
や
イ
ノ
チ
の
サ
ト
リ
を
説
明
し
た

ウ
タ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
楢
崎
氏
は

「
科
学
が
追
い
つ
く
に
は
、
1
0
0
0

年
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
っ

て
お
り
ま
す
。
80
首
の
内
、
72
首
ま
で

の
解
読
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
16

号
2
0
0
4
年
）。 

楢
崎
皐
月
氏
に
よ
る
と
、「
カ
タ
カ

ム
ナ
潜
象
物
理
」
と
い
う
の
は
、
上
古

代
（
一
万
年
以
上
前
）
の
ア
ジ
ア
に
存

在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
人
々
が
、
そ
の

非
常
に
高
度
な
直
観
に
よ
っ
て
、
宇
宙

が
発
し
て
い
る
ヒ
ビ
キ
（
波
動
）
を
48

の
音
と
し
て
観
じ
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ヒ
ビ
キ
の
意
味
を
48
の
抽
象
的
な
音
声

府
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
こ

の
図
で
し
て
、
真
ん
中
の
十
字
円
の
上

の
半
円
図
か
ら
右
回
転
で

5
首

ヒ
フ
ミ
ヨ
イ

マ
ワ
リ
テ
メ
ク
ル

ム
ナ
ヤ
コ
ト

ア
ウ
ノ
ス
ヘ
シ
レ

カ
タ
チ
サ
キ

6
首

ソ
ラ
ニ
モ
ロ
ケ
セ

ユ
ヱ
ヌ
オ
ヲ

ハ
エ
ツ
ヰ
ネ
ホ
ン

カ
タ
カ
ム
ナ

7
首

マ
カ
タ
マ
ノ

ア
マ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ

カ
ム
ミ
ム
ス
ヒ

ミ
ス
マ
ル
ノ
タ
マ

と
い
う
よ
う
に
読
み
ま
す
。

�
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彼
ら
は
、
生
命
の
発
生
、
宇
宙
の
変

遷
に
つ
い
て
の
サ
ト
リ
を
子
孫
に
伝
え

る
た
め
、
そ
れ
ら
の
音
声
府
や
図
象
文

字
を
使
っ
て
、
イ
ノ
チ
や
宇
宙
の
物
理

に
つ
い
て
の
サ
ト
リ
を
80
の
渦
巻
き
で

表
し
ま
し
た
。

相
似
象
と
は「
構
造
」の
相
似
性

・�

カ
タ
カ
ム
ナ
の
サ
ト
リ
は
、
イ
ノ
チ

の
働
き
、
自
然
の
働
き
の
「
構
造
」

に
つ
い
て
、
相
似
性
を
観
察
す
る
こ

と
に
基
づ
い
て
い
る
。

・�「
相
似
象
」
と
は
、
要
素
と
要
素
の

結
び
つ
き
方
、
組
み
合
わ
せ
の
在
り

方
、
つ
ま
り
「
構
造
」
が
相
似
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
。

・�

相
似
の
「
構
造
」
で
示
さ
れ
る
も

の
＝
同
じ
よ
う
な
力
の
働
き
、
観

念
、
思
念
、
深
い
意
味
、
象
徴
的
意

味
・�

ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
の
全
て
の
レ
ベ

ル
で
、
同
じ
構
造
が
見
い
だ
さ
れ
る

時
、
同
じ
チ
カ
ラ
の
働
き
が
あ
る

「
カ
タ
カ
ム
ナ
」と
い
う
言
葉

現
象
の
背
後
に
は
潜
象
が
内
在
し
、

万
物
万
象
は
カ
ム
か
ら
発
生
す
る
。

つ
ま
り
、
生
命
の
根
源
は
「
カ
ム
」

で
あ
る
こ
と
を
示
す
言
葉
。

・�

現
象
の
背
後
に
は
、「
カ
ム
」
が
遍

満
し
て
い
る
。
万
物
万
象
は
潜
象
の

カ
ム
か
ら
発
生
し
、
カ
ム
が
刻
々
と

イ
ノ
チ
を
供
給
し
維
持
し
て
く
れ
て

い
る
。

・�「
カ
」
と
は
、
カ
ム
の
微
分
量
、
量

子
よ
り
も
は
る
か
に
細
か
い
ナ
ノ
レ

ベ
ル
以
下
の
不
可
視
の
粒
子
。

・�「
カ
タ
」
と
は
、「
カ
」（
潜
象
）
か
ら

現
象
宇
宙
に
分
離
独
立
（
タ
）
し
た

も
の
、
す
な
わ
ち
「
片
」
で
あ
り
、

形
」
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。

・�「
カ
ム
ナ
」
は
カ
ム
か
ら
何
回
も
何

万
回
も（
ナ
）出
た
モ
ノ
。

「
ア
マ
タ
マ
」（
真
ん
中
の
十
字
円
）は
、

宇
宙
を
表
し
、
周
囲
の
小
円
は
そ
こ
か

ら
カ
ム
の
粒
子
が
浮
上
し
て
く
る
も
の

で
す
。「
ア
マ
タ
マ
」
は
収
縮
と
膨
張

を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
が
、
収
縮

し
た
と
き
に
、
小
円
が
ポ
ン
と
出
て
く

る
わ
け
で
す
ね
。
小
円
の
位
置
は
十
字

横
線
の
右
側
に
あ
る
小
円
か
ら
左
回
り

に
「
ヒ
フ
ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヤ
」
と
な
っ
て

お
り
、
イ
ノ
チ
の
発
生
の
プ
ロ
セ
ス
の

意
味
を
小
円
の
位
置
が
表
し
て
お
り
ま

す
。
横
線
は
生
命
系
、
モ
ノ
と
か
物
質

を
表
し
て
お
り
、
縦
線
は
カ
ム
の
力
に

よ
っ
て
イ
ノ
チ
を
供
給
さ
れ
る
こ
と
、

目
に
見
え
な
い
潜
象
か
ら
の
粒
子
が
ポ

ン
と
飛
び
出
し
て
イ
ノ
チ
の
力
を
付
与

し
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」が
説
く

宇
宙
の
万
物
万
象
の
最
も
基
本
的
な
性

質（
１
）「
正
反
対
称
性
」

　
「
波
動
性
」（
微
分
性
）［
イ
ザ
ナ
ミ
］

と
、「
粒
子
性
」（
結
球
性
）［
イ
ザ
ナ
ギ
］

と
い
う
正
反
す
る
性
質
が
、
一
つ
の
も

の
に
同
時
に
伴
う
、
と
い
う
こ
と
。

（
２
）「
正
反
の
互
換
重
合
性
」：「
ト
」

「
フ
ト
」

重
合
と
は
、「
状
態
（
目
に
見
え
る

現
実
の
状
態
に
、
潜
態
（
目
に
見
え
な

い
潜
象
の
あ
り
さ
ま
）
が
重
な
り
合
っ

て
い
る
こ
と
」

「
ト
」：
統
合
、
重
合
：
十
の
横
線
→

生
命
や
物
質
系
を
表
し
、
イ
ノ
チ
の
養

い
（
ア
マ
ウ
ツ
シ
）
を
表
す
。
縦
線
は
、

そ
れ
に
刻
々
関
わ
っ
て
、
生
存
を
持
続

さ
せ
て
い
る
カ
ム
の
チ
カ
ラ
の
関
わ
り

（
カ
ム
ウ
ツ
シ
）。

カ
ム
ウ
ツ
シ
、
ア
マ
ウ
ツ
シ
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
が
発
生
し
、
持
続

し
、
還
元
さ
れ
る
と
い
う
、
カ
タ
カ
ム

ナ
の
根
本
思
想
を
示
す
音
声
府
。

「
フ
ト
」：「
正
」（
サ
ヌ
キ
：
右
廻
り

の
旋
転
）
と
「
反
」（
ア
ワ
：
左
廻
り
の

旋
転
）
の
二
つ
の
チ
カ
ラ
が
出
合
い
、

対
向
の
場
が
で
き
て
、
重
合
（
ト
）
す

る
こ
と
。

ヒ
・
フ
・
ミ
・
ヨ
・
イ
：
生
命
発
生
の

サ
ト
リ

右
図
の
半
円
図
の
右
側
か
ら
「
ヒ
・

フ
・
ミ
・
ヨ
・
イ
」
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
半
円
の
横
線
は
粒
子
を
表
し
ま
す
。

右
側
３
つ
の
右
半
円
が
潜
象
系
で
、

「
ヒ
・
フ
・
ミ
」
が
10
の
マ
イ
ナ
ス
33

乗
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
レ
ベ
ル
と

い
う
ふ
う
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

（
続
く
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
六
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
深
層

　
　
　

講
師　

井い
の

上う
え　

正ま
さ

康や
す

Ｍ
・
Ｄ

�

（
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
）

日　

時　

令
和
3
年
9
月
18
日（
土
）

会　

場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

講
演
内
容

　

医
学
者
と
し
て
数
多
く
の
実
績
を
も

つ
井
上
正
康
氏
（
医
学
博
士
）
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
」
に
彩
ら
れ
る
現
代
の
世
相
に

向
け
て
率
直
な
発
言
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
国
内
外
に
多
大
な
影
響
力
を
も
つ

こ
の
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
に
、
わ

た
し
た
ち
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

マ
ス
ク
、
ワ
ク
チ
ン
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
・
・
・
共
有
さ
れ
た
情
報
の
影
響
力

は
大
き
い
で
す
が
、
事
実
か
ら
目
を
そ

ら
す
こ
と
な
く
判
断
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
新
著
「
本
当
は

こ
わ
く
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

井
上
正
康
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
、
医
学
博
士
。

大
阪
市
立
大
学
健
康
科
学
研
究
所
所
長

（
産
業
医
学
）・
現
代
適
塾
塾
長
。

1
9
4
5
年
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。
岡

山
大
学
医
学
部
卒
業
。
イ
ン
ド
ペ
ル
シ

ャ
湾
航
路
船
医
を
へ
て
同
大
学
院
修
了

（
病
理
学
、
医
博
）。

１
９
８
０
年A

lbert Einstein

医
科
大

学
内
科
学
准
教
授
。

１
９
８
２
年T

ufts

大
学
医
学
部
教
授

（
分
子
生
物
学
）お
よ
び
熊
本
大
学
医
学

部
教
授（
生
化
学
）。

1
9
9
2
年
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
教

授（
分
子
病
態
学
）。

2
0
1
1
年
同
大
学
特
任
教
授（
脳
科

学
）、
宮
城
大
学
理
事
・
副
学
長
。

2
0
1
3
年
よ
り
健
康
科
学
研
究
所
所

長（
産
業
医
学
）
お
よ
び
大
人
の
学
校

『
現
代
適
塾
』塾
長
。

著
書
に「
ほ
ん
と
う
は
こ
わ
く
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」（
方
丈
社
）ほ
か
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

数
字
で
読
み
解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、

ミ
ラ
イ　

～
開
運
の
方
法
と
終

末
期
を
予
測
す
る
Ｎ
Ｐ
波
動
～

　
　
　

講
師　

難な
ん

波ば　

双す
ご

六ろ
く 

氏

日　

時　

令
和
３
年
10
月
16
日（
土
）

会　

場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

難
波
双
六
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

言
霊
（
こ
と
だ
ま
）
予
知
術
宗
家
。

日
本
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
研
究
所

代
表
。

1
9
8
8
年
マ
レ
ー
シ
ア
を
旅
行

中
、
イ
ン
ド
人
の
経
営
す
る
本
屋
で
西

洋「
ニ
ュ
メ
ロ
ロ
ジ
ー
」の
ル
ー
ツ
が
日

本
の
天
文
学
（
九
星
術
）
で
あ
る
こ
と

を
知
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
「
ナ
ン

バ
ー
ス
コ
ー
プ
」
を
開
発
し
た
。
実
査

（
占
い
）に
よ
り
数
千
件
の
デ
ー
タ
を
集

積
し
て
1
9
9
2
年
「
言
霊
予
知
術
」

（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
刊
）
を
上

梓
し
た
。
以
後
版
を
重
ね
て
い
わ
ゆ
る

「
占
い
師
の
種
本
」と
も
な
っ
て
い
る
。

「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」
の
分
野
で
は
、
在

米
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ザ
ー
、
故
ビ
ル
・
コ

ッ
ク
ス
氏
と
協
同
で
日
本
初
と
な
る
処

女
水
の
深
井
戸
掘
削
（
1
9
9
5
年
洲

本
市
、
1
9
9
7
年
福
知
山
市
六
十

部
）を
成
功
さ
せ
た
。

著
書
に
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト

の
秘
密
」（
ア
ニ
マ
2
0
0
1
）、「
未

知
の
彼
方
へ
～
神
秘
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真

集
」（
浪
速
社
）、「
直
観
と
環
境
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」（
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
他
と

共
著
、
同
）、「
定
本
・
言
霊
予
知
術
」

（
同
）
ほ
か
。
※
著
者
名
は
和
田
高
幸

も
有
り

論
文
に
「
言
霊
の
解
明
と
セ
ラ
ピ
ー

へ
の
応
用
」、
翻
訳
に
「
構
造
（
テ
ク
ト

ニ
ク
ス
）
地
震
の
性
質
に
つ
い
て
」（
ス

コ
ベ
リ
ン
：
ク
ラ
シ
ノ
ヤ
ノ
ス
ク
地
質

学
研
究
所
）な
ど
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
和
田
高
幸

講
演
内
容

10
月
10
日
は
「
デ
ジ
タ
ル
の
日
」

と
い
う
こ
と
だ
が
、
二
進
法
に
よ
る

「
0
」
と
「
1
」
の
ご
ろ
合
わ
せ
で
あ
ろ

う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ

な
い
数
字
や
文
字
は
、
本
源
と
な
る

「
音
」
や
「
象
（
か
た
ち
）」
を
単
純
化
し

た
も
の
で
あ
る
。

文
字
は
「
読
む
」
こ
と
で
「
音
（
声
）」

に
還
元
さ
れ
、
脳
（
と
く
に
左
脳
）
に

よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
。「
音
」
は
や
が

て
「
言
霊
」
と
な
っ
て
、
ユ
ン
グ
の
言

う
「
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
」（
意
味
の
あ

る
偶
然
の
一
致
）
を
仲
介
す
る
こ
と
に
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な
る
の
だ
が
、
数
字
（
文
字
）
は
も
と

も
と
現
象
の
相
（
す
が
た
）
や
象
（
か

た
ち
）
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
現
象
と
イ
メ
ー
ジ

が「
一
致
」す
る
の
が
数
字
で
あ
る
。

「
数
字
」
と
「
イ
メ
ー
ジ
」
が
一
致
す

れ
ば
人
の
性
格
だ
け
で
な
く
、
そ
の

未
来
を
予
測
す
る
こ
と
も
難
し
く
な

い
。
そ
こ
で
数
字
占
い
「
ニ
ュ
メ
ロ
ロ

ジ
ー
」
が
誕
生
し
た
と
推
察
で
き
る
の

だ
。
数
字
は
「
0
」
を
除
け
ば
9
種
類
。

「
1
」
で
始
ま
り
「
9
」
で
終
わ
る
。
毎

年
末
の
締
め
く
く
り
と
な
る
の
が
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」（
合
唱
付
）
だ

が
、
こ
れ
に
も
「
9
」
の
数
意
が
隠
さ

れ
て
い
る
。

9
種
類
の
数
字
が
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の

イ
メ
ー
ジ
を
当
て
は
め
て
占
う
の
が
西

洋
ニ
ュ
メ
ロ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
が
、
対
象

と
な
る
数
字
は
一
桁
（
根
数
）
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
音
」
を
重
視

す
る
の
で
名
前
の
「
読
み
」（
呼
び
方
）

は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
ロ
ー
マ
字
）
で

表
記
す
る
の
が
基
本
だ
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
26
文
字
に
は
Ａ
か

ら
順
番
に
1
か
ら
9
ま
で
の
数
値
が
与

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
合
計
し
て

一
桁
の
数
字
に
す
る
の
が
基
本
だ
。
や

り
方
は
か
ん
た
ん
だ
が
、
占
う
場
合
は

1
か
ら
9
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
の
用
法

や
イ
メ
ー
ジ
に
精
通
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
こ
と
し
は
2
0
2
1
年
で
、

2
＋
2
＋
1
→
「
5
」
と
な
る
が
、
昨

年（
2
0
2
0
）の
米
大
統
領
選
で
は
Ｂ

ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
氏
が
勝
利
し
た
。
2
0
2
0

年
代
に
は
「
2
」
の
影
響
が
つ
よ
く
な

る
が
、「Bi

」
に
は
「
2
」
が
絡
ん
で
い

る
こ
と
に
は
お
気
づ
き
だ
ろ
う
。

名
前
や
生
年
月
日
を
数
字
に
お
き
か

え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
と
も
か
く
、
来

年
、
2
0
2
2
年
を
単
数
化
す
れ
ば
、

2
＋
2
＋
2
→「
6
」と
な
る
。

「
6
」
の
年
に
は
地
震
や
大
災
害
が

発
生
す
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
関

東
大
震
災
（
1
9
2
3
）
や
阪
神
淡
路

大
地
震
（
1
9
9
5
）
も
「
6
」
の
年
に

発
生
し
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
へ
の
発
端
と
も
な
っ
た

「
シ
ナ
事
変
」（
1
9
3
2
）
も
同
様
だ

が
、
中
国
の
動
き
に
は
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

世
界
史
の
動
向
だ
が
、
見
逃
せ
な
い

の
は
「
国
名
」
と
「
数
字
」
の
関
係
で
あ

る
。「
言
霊
予
知
術
」
で
は
、
英
語
の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
記
す
る
国
名
を

数
値
化
し
て
判
断
す
る
の
だ
が
、
欧
米

な
ど
概
し
て
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
数
字
は

「
1
」、
中
東
な
ど
イ
ス
ラ
ム
圏
の
数
字

は「
9
」と
な
る
。

「
9
・
11
」
の
航
空
機
テ
ロ
事
件
で

明
ら
か
だ
が
、
両
者
は
衝
突
す
る
運
命

に
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
事
件
の
首
謀
者

ラ
デ
ィ
ン
の
潜
伏
先
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
（
１
）
は
い
っ
た
ん
米
国
支
配
と
な

っ
た
が
、
現
在
は
「
イ
ス
ラ
ム
圏
」
の

タ
リ
バ
ン
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
。

「
1
」
の
背
後
に
は
「
9
」
が
隠
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
が
、「
2
」（
1
＋

1
）
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る
。
独
立

と
従
属
を
繰
り
返
す
「
11
」
に
は
ユ
ダ

ヤ
人
（JEW

＝
11
）
の
存
在
が
見
え
隠

れ
す
る
が
、
い
っ
ぽ
う
ロ
シ
ア
連
邦

（CIS

）の
動
き
に
も
注
意
が
必
要
だ
。

「
未
来
」
は
永
遠
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

だ
が
、
来
年
1
4
0
0
年
忌
を
迎
え

る
聖
徳
太
子
が
書
い
た
「
未
来
記
」
が

四
天
王
寺
（
大
阪
市
）
に
現
存
す
る
と

い
う
噂
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
音
」
を
「
観
」
る
「
観

音
」
こ
そ
、「
文
字
」
そ
の
も
の
、
た
と

え
ば
「
五
十
音
図
」
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
は
、
日
本

語
が
「
音
」
を
重
視
し
て
文
字
を
創
作

し
た
形
跡
が
あ
る
か
ら
だ
。
法
隆
寺
、

「
玉
虫
の
厨
子
」
に
保
管
さ
れ
た
最
高

経
典
が
「
い
ろ
は
歌
」
で
あ
っ
た
と
い

う
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
各
地
に
あ

る
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
「
十
一
面
観
音

像
」は
い
っ
た
い
何
を
語
る
の
か
。

聖
徳
太
子
の
誕
生
日
は
1
月
1
日
、

命
日
は
2
月
22
日
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
教
団
を
源
と
す
る

「
薔
薇
十
字
会
」
や
「
フ
リ
ー
メ
イ
ソ

ン
」
な
ど
い
わ
ゆ
る
古
来
の
「
秘
教
集

団
」
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
「
カ
バ
ラ
」

や
「
ゲ
マ
ト
リ
ア
」
な
ど
の
文
献
で
は
、

「
11
」が
特
別
な
数
字
と
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
昨
今
の
「
終
活
ブ
ー
ム
」

を
背
景
と
し
て
、
終
末
期
を
予
測
す
る

「
Ｎ
Ｐ
波
動
」
に
つ
い
て
、
作
曲
家
バ

ッ
ハ
の
事
例
を
も
と
に
解
説
し
た
い
。

生
後
、
左
右
の
大
脳
が
最
大
限
に
解

放
さ
れ
た
状
態
（
Ｎ
Ｐ
）
に
お
け
る
満

年
齢
の
数
値
を
１
周
期
と
す
る
「
運
命

波
動
」
を
描
け
ば
、「
終
末
期
」
は
あ
る

程
度
予
測
可
能
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
言
霊
」（
数
霊
）
の
語
る
未
来
は
、
奥

深
い
―
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

１
件
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

�

（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）に
、「
2 

0
※
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

offi
ce21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

　

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

佳
胤 

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川 

明 

氏

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

　

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の〝
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
〟

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高 

ゆ
う
こ 

氏

「
自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

　

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林 

敦 

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 
氏

「
健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的

　

と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に
つ
い

　

て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｉ
を
乗

　

り
越
え
る
の
は
？ A

I

［
人
工
知
能
］ 

　

vs PSI

［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦 

伸
禎 

氏

「�

覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師 

七
沢 

智
樹 

氏
、
杉
山 

彰 

氏

「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未

　

来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

由
井 

寅
子 

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く 

未
来
の
医
学
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
』
」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

清
水 

浦
安 

氏

　
　
　
　

愛
宕 

な
み 

氏

「
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

　

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

「
40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か

　

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意

　

識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

東
中
川 

徹 

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
？
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師 

佐
々
木 

茂
美 

氏

　

佐
藤 

禎
花 

氏　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
マ
イ
ク
ロ
Ｐ
Ｋ
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

　

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「
脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に

　

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
2
0
2
0
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

ア
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する。無理は禁物である。気長に-----長い時
間をかけて、徐々にすすめる。

具体的には、腕時計を外し、バンドを緩め、
椅子に腰かけ、背もたれから背中はなす。

静かな、ゆったりした落ち着いた雰囲気内
で、腕が重い、腕が重い、------とし、次に、
足が重い、足が重い、------、腕が温かい、腕
が温かい、------とし、次に、足が温かい、足
が温かい、------と、続ける。初心者は、パソ
コンの、net（動画）を利用するとよい。

最後に「終了動作」をする。意識はボーと
してボケ老人の状態であるが、両手を強く､
グウー、パーをする。強く背伸びをする、等。
------催眠から覚める事。
　この時の、願い事は、------目隠しをして、
非肉眼で、物が見える様に------これは、非常
に難しい。

（2）脳の機能には、コンとハクがある。
昔から言われているが、コンは移動型、ハク
は固定型である。さらに、脳は、意識、変性
意識状態（ASC）、無意識（フロイド）、統合
的無意識（ユング）、に分けられている。意
識は、昼間の働いている時。無意識は夜の
眠っている時である。

（3）変性意識状態（ASC）は、別にトランス
とも言われており、この脳波になった時に、
非肉眼でも、外界の物が見えることになる。

6 ）意識体の形成要素
（1）意識体は、実験者の先祖に関係したオー
ブ（陰陽サイspin対）を出現させる方が良い。

（2）守護霊（ガイド）形成にも、実験者の先祖
に関係した陰陽サイspin対を使う方が、よ
り容易である。つまり、身内に関係した「サ
イ（気）のspin対」を集める事が、ガイド（守
護霊）をつくる場合に、より容易である。し
たがって、初心者は（3）先祖に関係した意識
体をガイドにする事が望まれる。

7 ）体外にある意識体
（1）「サイ（気）」は、変性意識状態（ASC）時
に、意念の指示に従って体外に放出されてい
る。そして、体外に有る真オーブに付着して、
意識体を形成し、視覚をもつ事に成る。この

実証を述べる。
（2）透視時の光は、電磁波類似で、向こう側
から照射してくる（山下裕人テスト）。そして、

（3）複雑な物質を見る場合には、向こう側か
らみている。-------つまり「鏡面像」に見てい
る、------（理由として）上下は正像であるが、
左右は逆になる（念写と透視時の福来友吉実
験、佐々木茂美実験、において）。

（4）ミクロ念写「（念球」時には、光は、向こ
う側からやってきて、向こう側に帰っていく

（清田益章テスト）。
（5）念写のごく初期の芽状の点念写像は、向
こう側からやってくる。または上から下に
やってくる【川崎利夫、佐藤禎花、佐々木茂
美のテスト時】。

（6）本稿では、主として、体外の宇宙空間に
「意識」が、充満して存在しいる事の実証に
ついて述べた。

【注釈】
（1）福来友吉先生は（1910）年に「念写と透視」
を発見した。そして、｛念｝は願いをもった
エネルギーであり、時間や空間を超えて、宇
宙全体に広く拡散している。と主張した

（2）量子脳理論で有名な英国、ロジャー・ペ
ンローズ（1931 -現在）は2020年のノーベル
物理学賞を受賞した。ニューロンを通る電子
信号が量子ゆらぎを発生させ、ニューロンか
らは、波動となって溢れ出て、その総体が意
識であるとした。また空間自体には量子的な
性質があり、人間の意識は重力から生まれる
とした。さらに、量子化した意識は、死後に
は生体を離れて宇宙に拡散してゆくと主張し
ている。

本研究に先行して宮内力、福田豊、両先生
の実験がある。ご指導戴いた品川次郎先生に
お礼申し上げます。
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数は下がり、8〜6Hz近くの変性意識状態
（ASC）になる。同時に、目隠しをして、非
肉眼で、物を見る訓練をする。-------すると、
無意識層からサイ（気）が体外に放出される。
このサイ（気）は近赤外線領域に存在してい
る（1.38eV）、そこで、近赤外線ランプを点
灯させて撮影する。すると、真オーブは、撮
影されてこない、フラッシュを焚いて撮影し
た時にのみ撮影できる。つまり、この時に
は、零場が形成されて、サイ現象が生起して
くる。

3 ）体外に形成される意識体
はじめに、真オーブの形成を述べる。体外

の空間にあるオーブにサイ（気）を加算させ
て意識体を造る。実験の要点は現象の再現性
を得る事にある。夜になり、ベランダに出て、
キリフキでキリを空中に散布させて、これを
デジカメでフラッシュ撮影する（例えば、連
続して30回以上）。これを、毎晩、毎晩、実
施する。これを20日以上も続ける。すると
雨粒（円形、表情は無い、偽オーブ）が写っ
た後に、円形の真オーブが写るようになる。
真オーブは円内に模様（ほぼ規則的な曼荼羅
状、非対称干渉縞状等の表情）がある。オー
ブの出現率は、通常は1/150程度であるが、
この方法を用いれば、約1/3程度にまで、上
昇する。つまり再現性がでてくる。なお、こ
のテストは割合に容易であり、誰にでもでき
る。この真オーブにサイ（気）を加算させた
のを、意識体またはガイド（意識体、守護霊）
と呼ぶ。

4 ）サイ（気）を体外に放出する
円形状のオーブ（気）の円内模様を苗鉄軍

博士がカオス解析したところ、低次元決定論
的カオス性のあること、並びに、カオスの
駆動因子はD=1 .9〜2 .3であることが判明し
た。この事から、皮膚の約2個所（チャクラ）
がカオス・アトラクターの駆動因子となって
いる事がわかった。他方、東洋の伝統医学に
よれば、体内には気血の循環と云われるよう
に、陰と陽のサイ（気）が循環しており、約2
個所のチャクラ（皮膚）から「サイ（気）」が放

出されている事を意味している。体内により
良い、より多くのサイ（気）が存在している
事が､ より良い意識体並びにサイ現象を得る
ために必要であろう。

5 ）スカラー波の発生
透視ということで、両眼に目隠しをして、

非肉眼で、外部を見る。これは、体外に、視
覚をもった意識体を形成させることを意味し
ている。経験によると、これは、極めて難し
い。これが出来る様になると、念写等は容易
に可能となる。他方、マクロPK（念力）時に
は、意識と無意識とは拮抗対峙しており、そ
の先端に相殺零ができ、これが超常現象の発
生点になる。相殺零の発生を繰り返して行
うと、スカラー波（縦波）の発生になる。目
隠しをして外界の物を見る時（透視時）、意
念（強く願う）に従って、ついに拮抗対峙の
均衡が破れて（意識と無意識の間の壁が壊れ
て）、体外に、（無意識層から）サイ（気）が放
出される。この時、サイ（気）は、意識の指
示に従って、スカラー波を搬送波として、念
力の対象物に伝送されることになる。

透視の実施であるが、いつも、いつも、毎
日、毎日、続ける。例えば、脳波を下げて、
変性意識体（ASC）付近になり、深い呼吸を
して、吐く息に願い（非肉眼で外部を見る）
を込めて、練習する。一回に5〜10分位程度
でもよい。何回も、何回も、毎日、毎日、毎
日、練習する。すると、体外にサイ（気）が
放出されて、意識体に視覚が生じるようにな
る。ただし、あまり無理をしない様に。頑張
りすぎると、良くない。たとえば1年程度の
練習の後に、見える様になればよい。

【注釈】
（1）シュルツの自律訓練法の併用（応用）を
試みる。これは「マインド・コントロール」
または「自己催眠法」と言われているものと
同一である。最近になると、日本の厚生労働
省の広報（net）でも、リラックス法として、
紹介されている。

具体的には、「ユッタリ」した、遅い、深
い呼吸をする。吐く息に願いを込めて、呼吸
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とほとんど変わらない状態でやれるようにな
らないと駄目ではないかと考える。こうせざ
るを得なかったのはまだ科学の進歩が不十分
だと言わざるを得ないのである。それと新型
コロナウイルスもウイルスである以上初期の
ダイヤモンド・プリンセス号での感染者の増
加傾向から考えても空気感染が主流と考える
のが常識ではないかと考える。

ところが現在の消毒剤の主流はアルコール
と次亜塩素酸ナトリウムである。共にうがい
をすることも空中噴霧することも出来ない。
そんなことから今主流の消毒剤では空気感染
と言っても適した消毒剤がないためにあえて
飛沫感染を強調したのではないかと疑わざる
を得ないのである。これに対しうがいや空中
噴霧が可能なオゾンやオゾン水、特に強電解
高純度次亜塩素酸水（SO水）のような消毒剤
に対し否定的な情報が大々的に流されたりし
た。最終的には可成り修正はされたが・・・
特にSO水については2003年にSARSコロナ

ウイルスが流行した時に北京の中日友好病院
で2病棟で噴霧実験し共に感染者が出なかっ
た実績があるものである。これらが市場に広
く出回っていたら空気感染防止対策になり、
また院内感染などは可成り防止できたはずで
ある。大変残念な出来事であった。

いずれにせよどんなに良いワクチンが発明
されようが、またどんなに優れた治療薬が開
発されようがウイルスも我々と同様に生き続
けたいのである。そのためにこれからも新種
のウイルスが先に発生し続ける以上我々は自
らの免疫力を高めることが最も重要なことで
あることを忘れてはならない。このことは如
何に医科学が進歩しても少しも変わらないの
である。

最後に新型コロナウイルスに感染され闘病
されている人々に心からお見舞い申し上げる
とともに不幸にしてお亡くなりになられた
方々に対し心からご冥福をお祈り致します。

1 ）はしがき
精神としての「意識」と「物質」としての

｛物｝は異質であって交わる事はない。これ
は、知性・理性としては正しいと言える。し
かし眠りにつき始めると、脳波の周波数は下
がって変性意識状態（ASC）付近（8〜6Hz）
になる。この時、意念（強く、願う）すると、
意識が物質に影響を与える様になってくる。
超心理学やサイ科学等では、ASC時に、各
種の異常現象（例えば、念力・PK）が生起す
ると考えてきた。しかし、マクロＰＫ現象は
まれにしか起きないので、実験的な検討はあ
まり無かった様に思う。筆者らは、体外の空
間にオーブを形成させ、これを意念によって

変形して三日月型の月の念写像を創る実験に
成功している（2018）。そして、これの画像
解析の結果として、念写の原因として、陰陽
サイpin対【光子群】[略称：サイ（気）]が発
見された。本稿は、体内からサイ（気）が放
出されて、意識体を形成する事実について検
討を加えるものである。

2 ）透視の実験
透視とは、肉眼を用いないで物を見る事を

云う。自律訓練法の実験と同時に、透視の実
験を行なう。ゆっくりした遅い（時間のかか
る）呼吸をして、吐く息に願いを込めて（物
が見える）呼吸をする。すると、脳波の周波

サイ（気）は、念力（PK）時に体外に放出されて意識体を造るサイ（気）は、念力（PK）時に体外に放出されて意識体を造る
栗田  慶祐
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るといい「超常現象」とはオーソドックスの
科学では調査または説明が出来ない、あるい
は調査・説明をしようとしない現象と定義し
ている。そして超常現象は人間の思惑には関
係なくとにかく起こるという。しかし筆者は
実際には意識がからんだ超常現象は有るし有
り得ると考える。ところが今のオーソドック
スの科学では客観性や再現性を最重要視する
関係上、意識エネルギーの存在を認めない、
または無視している面がある。したがって編
者が言うオカルトの中には超常現象の範疇に
入るものがあるのではないかと思われる。た
だし本著では超常現象が中心にまとめられて
いる。

全体で8部構成になっており　第1部　信
ずることの力、第2部　心の秘奥。第3部　
霊能の人々、第4部　予測不能の世界、第5
部　ＵＦＯの謎、第6部　霊能力の世界、第
7部　科学の最前線、第8部　死後の世界　
である。

本書は刊行されてすでに30年経過してい
る。この30年間に超常現象がどの程度研究・
解明され進歩・発展したかに関心があり興味
があるのである。

例えば第3部の霊能の人々ではユリ・ゲラ
ーやサイ・ババなど18人が取り上げられて
いる。各人の誕生から実技、業績、世間の反
応などが事細かく紹介されている。しかしユ
リ・ゲラーのスプーン曲げ一つ取り上げて
も、現代科学によるスプーン曲げのメカニズ
ムの解説はない。サイ・ババの空中からのも
のの取り出しについても同様であり生涯のい
ろいろな出来事の詳細な記載はあるが、物の
取り出しのメカニズムの説明や解説はない。
かつての空中からの取り出し物は小物が中心
だったが最近のATB総研の報告では可成り
大きい物、重量のある物、複雑なものが取り
出されている。筆者はこの現象はもう間違い
のない事実と考えるがそれでもまだ信じられ
ない人は信じないと思う。まさに編者が序文
で述べているようにオーソドックスの科学で
は全く説明できない現象であるからである。

このような超常現象の解明にはオーソドッ
クスの科学では全く説明できない現象である

以上ニュートン力学に対する量子力学のよう
な全く新しい概念の科学の創造が不可欠と考
えざるを得ない。

この種の超常現象を説明出来る新しい科学
理論が出来れば現象のメカニズムが分かり応
用が可能になってくる。そうなれば世の中は
大きく変わる可能性が出てくる。まさに日本
サイ科学会の活躍分野である。

昨年来の新型コロナウイルスにより我が国
を始めまさにパンデミック状態が続いた。10
月5日現在我が国では新規感染者数が急減し
第5波が終息し緊急事態宣言も9月末で解除
になった。コロナウイルスのデルタ変異株の
感染力が強くそれによる第5波と考えられた
が、新規感染者の急速な減少はワクチンの接
種率の向上効果だけでは説明が出来ないよう
な減少の仕方である。今後第6波が来るのか
どうか?来るとしたら何時頃どんな形でくる
のか興味深い関心事である。

ところでインフルエンザウイルスによるパ
ンデミックと言えば1918〜1920年にかけて
流行したスペイン風邪が有名で、今から約
100年前の惨事である。当時の世界人口は18
億くらいで感染者数は5億人からで人口の約
28%、死亡者は人口の1～2％にもなったと
いう。

これに対し今回の新型コロナウイルスによ
る10月5日現在の世界の感染者数は2.2億人、
死亡者数は445万人という報告がある。現在
の世界人口は約78億人で感染者数で2 .8%、
死亡者数で約0.06%になる。100年前のスペ
イン風邪のパンデミックに比べ感染者数で1
桁、死亡者数で2桁少ない。この大きな差は
単純にはこの100年間の科学、特に医科学の
進歩によると考える。

それにしても今回の新型コロナウイルスの
パンデミックで強く感じたのは、上記の結果
は日常生活ではもちろんのこと全産業にわた
りマスクの着用、3密の控え、特に飲食業に
対しては業務や活動が大きく制限されたり中
止したりして達成された結果であり対策法は
100年前とあまり変わらないのではないかと
いうことだった。やはり企業活動がコロナ前
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科学や科学分野には自然科学を始めとして
社会科学あり人文科学その他がある。自然
科学とその他の科学の大きな違いは自然科学
では積み重ねが効くというか出来るというこ
とではないかと考える。前の研究者の研究成
果の上にさらに新しい成果を積み重ねていけ
る。これが科学の進歩であり発展である。こ
れに対し例えば人文科学に属すると思われる
例で言うと、有名なモーツァルトの音楽と優
れたベートーベンの音楽を積み重ねたらもっ
と優れた音楽が出来ても良さそうに思われ
る。しかし実際にはそれが不可能に近くその
人一代で終わりまた新しく始まる。積み重ね
係数がゼロか有っても極めて小さいのであ
る。そのため現在もモーツアルトの曲もベー
トーベンの曲も共に残り引き継がれている。
第1次世界大戦で戦争の悲惨さが良く分かっ
たにもかかわらず第2次世界大戦を起こした。
2回あることは3回あると言われるが第3次
世界大戦が起こらないという保証は何処にも
ないのが現状である。

何分にも積み重ねが効かないために一代で
終わり、また新しく生まれ次の代が始まる。
自然科学以外の科学分野で積み重ねが可能に
なれば人類の未来は大きく変わるし変わり得
ると思う。

日本サイ科学会のサイとは何か、日本サイ

科学会は何を研究し何を守備範囲にしている
のか、あるいは日本サイ科学会は何をすると
ころかと問われた時に明確な回答に窮するこ
とがあるという話を良く耳にして来た。これ
に対し日本サイ科学会はＨＰ上でも述べてい
るように超常現象の研究が一つの大きなター
ゲットと考えている。

ところで最近超常現象をまとめた興味深い
著作に巡りあった。それは今から約30年前、
我が国で1994年に出版された「超常現象の事
典」である。原著は1990年にロンドンのマ
クミラン社より出版されたLynn Picknett 編
纂の「The Encyclopedia of the Paranormal、
the Complete Guide to the Unexplained」の
関口篤による完訳である。しかし何故か訳本
では事典になっているが原本はEncyclopedia
であり、一般的には「超常現象の百科事典」
になるかと思う。少なくとも原編者のLynn 
Picknett女史は序文で百科事典という視点で
編纂したことをはっきりと述べている。

いわゆる百科事典とは小生以前「水の百科
事典」（丸善1997）の編集に関わった時に水関
係で何か裁判問題などが出たりした時は重要
な参考資料として利用されることがあると言
われたことがある。小文字で2段組600ペー
ジからのもので百科事典というに相応しいボ
リュームである。この序文でLynn Picknett
は「超常現象」と「オカルト現象」は全く異な

					     日本サイ科学会理事長　久保田 昌治

科学や科学技術の進歩・発展について
・・・新型コロナ禍の中で考える
科学や科学技術の進歩・発展について
・・・新型コロナ禍の中で考える



新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
、
世
界
の

事
件
が
意
外
に
密
に
自
分
に
関
連
す
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
繋
が
り

に
お
い
て
、
少
し
前
に
あ
る
種
の
驚
き

を
も
っ
て
確
か
め
た
事
柄
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
に
本
で
ち
ら
っ

と
見
た
英
国
の
大
変
有
名
な
学
者
（
ジ

ー
ン
ズ
と
記
憶
し
て
い
る
が
確
か
で
な

い
）
が
設
定
し
た
質
問
で
し
た
。
そ
の

内
容
も
う
っ
す
ら
と
し
た
印
象
し
か
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
頼
り
に
次

の
よ
う
な
質
問
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

一
口
分
の
水
を
掬
い
そ
の
す
べ
て
に

印
を
つ
け
る
。
そ
れ
ら
を
海
に
流
し

十
分
か
き
混
ぜ
て
そ
の
後
一
口
分
を

海
か
ら
掬
い
取
る
。
元
の
水
の
分
子

は
何
個
ぐ
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
か
。

（
思
考
実
験
）

　
　
　
　
　

充
分
に
か
き
混
ぜ
る
と
は
、
印
の
つ

い
た
分
子
が
海
中
に
む
ら
な
く
拡
散
す

る
こ
と
で
す
。
分
子
の
数
は
非
常
に
多

い
。
水
の
場
合
、H

2 O

の
分
子
量
は 

1

×2

＋16

＝18

で
す
か
ら
一
口
を
18

グ
ラ
ム
と
す
る
と
、
そ
の
水
の
分
子
の

数
は6

×10
23

（
ア
ボ
ガ
ド
ロ
数
）で
す
。

こ
の
刻
印
し
た
粒
子
の
数
が
、
全
地
球

の
水
の
量
の
ど
れ
く
ら
い
の
比
に
な
る

か
を
概
算
し
て
み
ま
し
た
。

地
球
を
球
と
し
表
面
は
全
て
海
で
深

さ
は
１
キ
ロ
と
し
て
、
水
量
をcm

を

単
位
と
し
て
計
算
す
る
と
、
約5

×

10
23cm

3

と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

１
ｃ
ｃ
当
た
り
に
印
の
つ
い
た
水
は

（6

×10
23

）/
（（5

×10
23

）=1.2 

と
な

り
ま
す
。
海
水
か
ら
18
グ
ラ
ム
の
水
を

掬
え
ば
、
そ
の
中
に
は
約
20
個
の
印
の

つ
い
た
水
の
分
子
が
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
の
昔
イ
ン
ド
で
お
釈
迦
様
が
小

川
の
辺
で
お
飲
み
に
な
っ
た
水
が
、

2
5
0
0
年
の
時
を
経
て
世
界
中
に

拡
散
し
た
と
し
ま
す
。
今
私
が
コ
ッ
プ

で
飲
ん
で
い
る
18
ｃ
ｃ
の
水
に
そ
の
一

粒
が
含
ま
れ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
確

実
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

水
を
飲
む
た
び
に
偉
大
な
存
在
と
の
ご

　
　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
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人
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今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
１
月
、
２
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
竹
本
良
氏
出
演
映
画『
虚
空
門

　

G
A
T
E
』国
際
映
画
賞
七
冠
達
成
！

◎
第
６
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
45
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎�

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
２
年
２
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
六
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎�

印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
（
サ
イ
の
広

場
第
１
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎�

意
識
・
物
質
の
実
用
研
究
会
に
つ
い

て 
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縁
を
思
い
起
こ
し
、
今
年
も
お
だ
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

新
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

日
時　

令
和
4
年
2
月
6
日（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
の
方
や
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
超
常
現
象
、
心

霊
現
象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
で
発
表

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

事
務
局
に
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

ま
た
ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透

視
能
力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に

自
信
の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人

に
能
力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※
１
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

　

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

デ
ジ
タ
ル
化
で
変
容
す
る
近
未
来

変
貌
す
る
世
の
中
。
備
え
は
万
全
か

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

稔
幸 

氏

日
時　

令
和
4
年
１
月
15
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
〜
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場
：
阿
倍
王
子
神
社 

参
集
殿（
2
Ｆ
）

・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下
茶
屋
」　

駅
下
車
徒
歩
5
分

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ　

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の「
参
加
予　

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し　
　

ま
す
。

http://ladies.jp/kps/ken.html#ken463
講
演
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
事
務
の
電

子
化
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

2
0
1
8
年
、
経
済
産
業
省
は
「
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」（
以
下
：
Ｄ
Ｘ
）
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
当
時
は

だ
れ
も
「
Ｄ
Ｘ
」
と
い
う
も
の
に
興
味

が
な
く
、
一
部
の
デ
ジ
タ
ル
オ
タ
ク
が

騒
い
だ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
約
一
年
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
人
々
は

奇
し
く
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
に
な
り
ま

し
た
・
・

　

こ
れ
で
日
本
も
Ｄ
Ｘ
の
時
代
に
本
格

的
に
突
入
す
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
2
0
2
0
年
12
月
の
調
査
で
は
、

Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
企
業
は
全
体
で
１

割
未
満
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど

が
普
及
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
Ｄ

Ｘ
の
普
及
率
が
9
割
以
下
な
の
で
し
ょ

う
か
？　

そ
の
理
由
は
、
人
々
が
Ｄ
Ｘ

時
代
に
適
応
し
た
意
識
変
化
を
起
こ
し

て
い
な
い
か
ら
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
は
、
リ
ア
ル
に

存
在
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

よ
り
便
利
に
す
る
た
め
に
進
化
し
て
き

ま
し
た
。
つ
ま
り
発
想
の
原
点
が
「
リ
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ア
ル
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
対
し
て
Ｄ
Ｘ
と
は
、
発
想
の
原
点

が「
バ
ー
チ
ャ
ル
」に
あ
る
の
で
す
。

　

署
名
捺
印
一
つ
と
っ
て
も
そ
う
で
す

ね
。
せ
っ
か
く
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
始

め
て
も
、
上
司
の
署
名
捺
印
の
た
め
に

出
社
す
る
と
言
う
馬
鹿
げ
た
事
態
が
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
Ｄ
Ｘ
を
実
践
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
署
名
、

デ
ジ
タ
ル
捺
印
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
が
、
現
実
は
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
追
い
付
い
て
い
な
い
の

で
す
。

　

東
洋
に
は
古
く
か
ら
、「
色
即
是
空
、

空
即
是
色
」
と
言
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
リ
ア
ル
が
バ
ー
チ
ャ
ル

へ
、
バ
ー
チ
ャ
ル
が
リ
ア
ル
へ
と
、
変

幻
自
在
に
移
動
す
る
様
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
変
幻
自
在
こ
そ
が
「
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」（
Ｄ
Ｘ
）
な
の
で

す
。
人
々
が
、
本
当
の
意
味
で
Ｄ
Ｘ
を

理
解
し
た
と
き
、
こ
の
世
は
、「
色
即

是
空
、
空
即
是
色
」
と
な
っ
て
、
大
き

な
意
識
の
変
化
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
の
世

界
で
は
な
く
、
意
識
や
感
情
の
世
界
へ

と
広
が
り
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
が
、

原
点
は
リ
ア
ル
の
世
界
で
は
な
く
、
バ

ー
チ
ャ
ル
の
世
界
へ
と
移
り
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
変
化
は
表
面
か
ら
で

は
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
な
の

で
す
。

　

2
0
2
2
年
は
、
本
来
の
意
味
で
の

Ｄ
Ｘ
が
、
大
波
で
や
っ
て
き
ま
す
。
気

づ
か
ぬ
人
は
、
知
ら
ぬ
間
に
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
意
識

の
変
化
に
目
を
向
け
、
こ
の
大
波
に
備

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

水
口 

清
一 

氏（
み
ず
ぐ
ち 

き
よ
か
ず
）

　

1
9
6
0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発

や
速
読
な
ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実

現
法
、
超
能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す

方
法
な
ど
の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予

知
法
、「
意
識
場
」に
よ
る
次
世
代
の
会

社
経
営
・
管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ

ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き

た
。
大
学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全

国
の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅

の
行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

も
と
づ
く
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ

オ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
。「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主

宰
。
Ａ
Ｉ
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
・
所
長
。

潜
在
能
力
の
開
発 

催
眠
法
、
イ
メ
ー

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、

数
霊
、
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性

開
発
、
瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現

法
な
ど
を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企

業
研
修
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に
「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」、「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」、「
未
来

予
知
能
力
の
開
発
」、「
人
は
み
ん
な
魔

法
使
い
」、「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」、

「
90
日
で
願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」、「
こ

れ
か
ら
日
本
の
時
代
に
な
る
理
由（
わ

け
）」な
ど
多
数
。

竹
田 

稔
幸 

氏（
た
け
だ　

と
し
ゆ
き
）

　

1
9
9
5
年
工
業
大
学
機
械
学
科
に

在
籍
中
、
初
め
て
触
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
可
能
性
に
衝
撃
を
受
け
、
隣
接

の
情
報
学
科
に
入
り
浸
り
Ｉ
Ｔ
技
術
の

習
得
を
試
み
る
。
1
9
9
9
年
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
た
め
に

他
大
学
の
経
営
学
部
に
編
入
、
パ
ソ
コ

ン
売
り
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

パ
ソ
コ
ン
の「
何
で
も
屋
」を
起
業
、
携

帯
電
話
か
ら
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ス

マ
ー
ト
家
電
な
ど
、
利
便
性
の
高
い
家

庭
や
オ
フ
ィ
ス
の
環
境
構
築
は
じ
め
初

心
者
向
け
サ
ポ
ー
ト
、
経
営
者
へ
の
Ｉ

Ｔ
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
を

開
始
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
経
験
を

元
に
、
誰
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
収
益
を
上
げ
る
メ
ソ

ッ
ド
を
確
立
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
幅
広
い

知
識
を
武
器
に
、
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
商
品
開
発
な
ど

を
手
が
け
て
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

歌
声
の
効
用

～
健
康
に
つ
な
が
る
声
の
力
～

　

講
師　

河
邉  

敦
子

　
　
　
　
（
関
西
歌
劇
団
理
事
）

　
　
　
　

森
本  

ま
ど
か 

氏

（
関
西
歌
劇
団
正
団
員
、
音
声
訓
練
士
）

　
　
　
　

田
中  

実
子 

氏

　
　
　
　
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
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日
時　

令
和
4
年
2
月
19
日（
土
）

　
　
　

14
：
00
開
演（
13
：
30
開
場
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
Ｆ

交
通　

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

　
　
　

大
阪
線「
阿
部
野
橋
」
で 

阪
堺

　
　
　

電
車
上
町
線
に
乗
換
え「
松
虫
」

　
　
　

下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　
一
般 

三
千
円　

学
生 
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

http://ladies.jp/kps/ken.html#ken463

講
演
内
容

健
康
と
い
え
ば
、
世
間
に
は
〇
〇
教

室
や
〇
〇
食
品
な
ど
多
彩
な
商
品
が
溢

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
研
究
集
会

は
、
だ
れ
に
も
あ
る
身
体
の
一
部
で
基

本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
業
を

受
け
持
つ
「
声
」
に
着
目
し
ま
し
た
。

講
師
は
関
西
歌
劇
団
の
現
役
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
で
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
も
堪
能
で

き
る
か
と
存
じ
ま
す
。

神
代
の
時
代
か
ら
あ
る
「
和
歌
」
や

「
祝
詞
（
の
り
と
）」、
さ
ら
に
「
声
明

（
し
ょ
う
み
ょ
う
）」
や
「
民
謡
」、「
歌

劇
」
や
「
歌
謡
曲
」
に
至
る
ま
で
、「
歌

声
」
は
人
々
の
生
活
と
密
着
、
文
字
が

な
い
時
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
交
信
、
交

流
の
主
役
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
身
近

す
ぎ
て
、
今
更
「
声
の
効
用
」
な
ど
と

お
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
声
」
が
全
身
に
及
ぼ
す
は
た
ら
き
を

知
る
こ
と
は
け
っ
し
て
無
駄
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
意
識
し
て
「
声
」
を
使
う
こ

と
で
保
健
薬
は
少
な
く
て
済
む
は
ず
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
演
奏
曲
目
）

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」（
ル
ッ
ツ
ィ
作
曲
）

「
赤
い
か
ん
ざ
し
」（
貴
志
康
一
作
詞
・

作
曲
）、「
か
ご
か
き
」（
同
）

「O

 m
io babino caro

（
わ
た
し
の
お

父
さ
ん
）」（
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
）ほ
か

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

河
邉  

敦
子 

氏 K
aw
abe A

tsuko

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
大
阪
音
楽
大
学
音

楽
学
部
声
楽
科
声
楽
専
攻
修
了
。「
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」ケ
ル
ビ
ー
ノ
役
を
皮
切

り
に「
椿
姫
」「
カ
ル
メ
ン
」「
赤
い
陣
羽

織
」「
源
氏
物
語
」
な
ど
多
数
の
オ
ペ
ラ

に
出
演
。「
ル
サ
ル
カ
」「
修
道
女
ア
ン

ジ
ェ
リ
カ
」で
は
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を
演

じ
、
大
阪
文
化
祭
奨
励
賞（
平
成
22
年
）

を
受
賞
し
た「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」で
は

伯
爵
夫
人
役
を
好
演
。
オ
ペ
ラ
以
外
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
多
数
。
声
楽
を

栢
本
淑
子
氏
に
師
事
。
金
蘭
千
里
中
・

高
等
学
校
特
任
講
師
。
関
西
歌
劇
団
理

事
。
関
西
歌
曲
研
究
会
、
日
本
演
奏
連

盟
各
会
員
。

森
本  

ま
ど
か 

氏 M
orim
oto M

adoka

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
音
声
訓
練
士
。
大

阪
音
楽
大
学
音
楽
学
部
声
楽
学
科
卒

業
。
朝
日
推
薦
演
奏
会
を
は
じ
め
、
イ

タ
リ
ア
の
ベ
ス
カ
ー
ラ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ
ほ

か
国
内
外
の
演
奏
会
に
多
数
出
演
。「
こ

う
も
り
」ア
デ
ー
レ
役
で
デ
ビ
ュ
ー
、
そ

の
後「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
ハ
ン
ナ
、

「
カ
ル
メ
ン
」ミ
カ
エ
ラ
、「
マ
リ
ツ
ァ
伯

爵
夫
人
」マ
リ
ツ
ァ
、「
ほ
ほ
え
み
の
国
」

リ
ー
ザ
、「
ウ
ィ
ー
ン
気
質
」
ガ
ブ
リ
エ

ル
役
で
出
演
。
第
28
回
香
川
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
声
楽
部
門
第
3
位
、
日
本

歌
曲
部
門
第
2
位
。「
日
本
歌
曲
全
集

第
9
集
」、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

〈
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
〉フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ

ム
～
心
や
す
ら
ぐ
時
を
求
め
て
～
な
ど

Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス
。
関
西
歌
劇
団
正
団
員
。

関
西
歌
曲
研
究
会
、
日
本
演
奏
連
盟
各

会
員
。

映
画「
虚
空
門G

ATE

」国
際
映
画
賞

七
冠
達
成
！

　

小
路
谷
秀
樹
監
督
作
品
で
、
竹
本
良

脇
役
で
出
演
の
映
画［
虚
空
門GA

TE

］

が
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
3
ヶ
月
で
以
下
の
7
つ
の
国
際

映
画
賞
を
受
賞
。
ま
だ
ま
だ
幾
つ
か
公

式
選
出
さ
れ
た
映
画
賞
が
あ
り
、
あ
と

2
～
3
は
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
報
告
ま
で
。

・�

多
次
元
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画　

祭（
無
国
籍
）最
優
秀
口
伝
ド
キ
ュ
メ　

ン
タ
リ
ー
部
門
賞

・�

ド
リ
ー
ム
ズ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
国
際
映　

画
祭（
イ
ン
ド
） 

最
優
秀
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
部
門
第
3
季（
9
月
|

10
月
）

最
優
秀
質

・�

ベ
ス
ト
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
映
画
祭（
ト

ル
コ
）
特
別
銀
賞
最
優
秀
長
編
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

・�

ロ
ズ
ウ
ェ
ル
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
コ
ン

S
F
映
画
祭（
米
国
） 

ベ
ス
ト
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
賞

・�

オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ン
ド
ウ
国
際
映
画
チ　

ャ
レ
ン
ジ（
イ
ン
ド
） 

ベ
ス
ト
ド
キ
ュ　

メ
ン
タ
リ
ー
賞

・�

ヴ
ェ
ガ
ス
映
画
賞
最
優
秀
イ
ン
デ
ィ

ー
ズ
☆
メ
リ
ッ
ト
賞
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最
優
秀
監
督
☆
メ
リ
ッ
ト
賞

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
６
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
4
年
１
月
30
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

２
０
２
２
年
度
春
分
図
に
よ
る

未
来
予
測
と
個
人
の
運
勢
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

西
洋
占
星
学
で
は
、
年
度
に
あ
た
る

１
年
間
（
春
分
の
日
か
ら
翌
年
の
春
分

の
日
ま
で
）
の
そ
の
国
の
運
勢
を
占
う

と
き
、
太
陽
が
ち
ょ
う
ど
春
分
点
（
牡

羊
座
0
度
）
に
き
た
と
き
の
そ
の
国
の

首
都
に
お
け
る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
チ
ャ
ー

ト
（
春
分
図
）
を
描
い
て
診
断
致
し
ま

す
。
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
で
は
、

周
波
数
1
～
9
ま
で
の
「
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
・
チ
ャ
ー
ト
」
も
使
っ
て
、
よ
り
詳

細
な
診
断
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
2
0
2
0
年
度
の
春
分

図
の
診
断
は
そ
の
年
の
1
月
の
分
科
会

で
解
説
し
、
2
0
2
1
年
度
の
春
分

図
の
診
断
は
分
科
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で
延

期
さ
れ
た
の
で
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
の
メ
ル
マ
ガ
で
解
説
致
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
は
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
に
お
け
る

ハ
ー
ド
な
周
波
数
4
と
周
波
数
8
の
チ

ャ
ー
ト
が
パ
ワ
ー
が
か
な
り
高
く
な

り
、
土
地
に
拘
わ
ら
ず
世
界
的
な
問
題

が
起
こ
る
こ
と
が
読
め
ま
し
た
。

　

ま
た
2
0
2
1
年
度
は
、
１
月
12

日
発
行
の「
新 

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
通
信 V

ol.4

」で

『
以
上
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
を
判

断
し
ま
す
と
、（
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
チ

ャ
ー
ト
で
は
）
全
体
的
に
グ
ラ
ン
ド
ト

ラ
イ
ン
が
多
く
形
成
さ
れ
、
周
波
数

3
、
6
の
パ
ワ
ー
が
高
い
の
と
、
ハ
ー

ド
な
方
の
周
波
数
8
で
上
記
の
海
王
星

の
絡
む
2
つ
の
調
和
三
角
形
が
形
成
さ

れ
る
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
で
、

新
年
度
後
半
ま
で
に
は
か
な
り
収
束
さ

れ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。』

と
配
信
致
し
ま
し
た
。
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2021-vernal-equinox-harm
onic-

chart/今
回
も
2
0
2
2
年
3
月
20
日
0

時
34
分
の
春
分
図
に
つ
い
て
、「
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
チ
ャ
ー
ト
」
と
「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
を
使
っ

て
、
主
に
2
0
2
2
年
度
の
日
本
の

診
断
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

ま
た
西
洋
占
星
学
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス

理
論
に
基
づ
く
当
会
独
自
の
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
Ｓ
」（
月

運
チ
ャ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
参
加
者
の

運
勢
診
断
を
致
し
ま
す
。

参
加
者
個
人
別
に
今
後
18
ヶ
月
の
月

運
チ
ャ
ー
ト
を
配
布
し
て
見
方
を
説
明

し
、
自
由
に
質
問
を
受
け
な
が
ら
、
個

人
の
運
勢
診
断
を
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
。

さ
ら
に
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
の
2
0
2
2
年
1
月
～
2
0
2
3

年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星
が

通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ
る
、
比
較
的

短
周
期
の
環
境
運
の
見
方
と
対
処
法
も

解
説
致
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
★
の
2
つ

の
場
合
を
見
て
、
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
開
発
研
究
所
」、「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

　

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
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い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
18
ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
。

　

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
4
年
１

月
23
日
（
日
）
ま
で
に
「
１
月
30
日
分

科
会
参
加
希
望
」と
書
い
て

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp 

宛
て

に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

　

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と

月
運
診
断
チ
ャ
ー
ト
18
ヶ
月
分
を
当
日

配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

　

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
４
年
１

月
23
日
（
日
）
ま
で
に
「
１
月
30
日
分

科
会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー

タ
を
書
い
て

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp 

宛
て

に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

　
☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

　

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

　

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

　

出
し
ま
す
。）

※
2
0
2
0
年
12
月
21
日
に
創
刊
さ

れ
ま
し
た
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通
信
」
は

毎
週
月
曜
日
に
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
は

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
指
針

・�

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト　

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

　
（
占
星
学
的
六
曜
）

・
瀬
尾
泰
範
の
ブ
ロ
グ

・�

西
洋
占
星
学
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論　

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン

等
で
す
。
分
科
会
参
加
者
に
は
す
べ
て

配
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
分
科
会

に
参
加
で
き
な
い
方
も
配
信
希
望
を
歓

迎
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

希
望
」と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
4
年
3
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室	

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　

�

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
（
赤
羽　

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出　

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

二
千
円

　

�

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上 

一
千
円

　

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

第
４
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

サ
イ
ボ
ッ
ト
社
会  

（
サ
イ
ボ
ー
グ
、

ロ
ボ
ッ
ト
と
ヒ
ト
の
共
生
社
会
）
に
加

え
て
、
替
玉
、
ゴ
ム
人
間
、
ク
ロ
ー
ン

が
蔓
延
す
る
中
で
、
自
分
が
自
分
ら
し

く
自
分
の
連
続
性
を
保
つ
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
？  

取
り
敢
え
ず
考
え

て
み
よ
う
。

あ
な
た
は
ホ
ン
ト
に
あ
な
た
な
の

か
？ 

あ
な
た
に
似
せ
た
ゴ
ム
ニ
ダ
で

は
な
い
の
か
？ 

い
や
、
レ
プ
ク
ロ
じ

ゃ
あ
、
な
い
の
か
？　

自
分
っ
て
ホ
ン

ト
の
わ
た
し
で
す
か
？

�

　
（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
時　

令
和
4
年
5
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
号
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ「
特
異
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　
　

講
師　

小
林  

永
周 

氏

講
演
内
容

古
今
東
西
、
預
言
者
や
超
能
力
者
、

第
45
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
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シ
ャ
ー
マ
ン
等
、
い
わ
ゆ
る
霊
視
、
霊

聴
、
霊
言
や
予
知
、
予
言
な
ど
を
行
う

特
異
能
力
者
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
存

在
し
て
い
ま
す
。

か
っ
て
私
は
テ
レ
ビ
局
の
制
作
現
場

に
携
わ
っ
て
、
内
外
の
能
力
者
3
3
0

余
名
を
取
材
、
各
人
の
能
力
を
確
か

め
、
実
験
、
検
証
を
試
み
て
60
年
余
、

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
究
明
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

本
来
、
誰
で
も
備
わ
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
潜
在
的
感
性
を
蘇
ら
せ
て
、
能
力

開
発
法
の
一
端
を
披
露
、
実
践
、
併
せ

て
イ
ン
チ
キ
能
力
者
に
騙
さ
れ
な
い
た

め
の
心
得
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
２
年
２
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド

　
　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
） 

氏

創
造
と
い
う
の
は
正
反
の
対
向
発
生

に
よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、
カ
タ
カ
ム
ナ
の
潜
象
物
理
で
す
。

正
反
と
い
う
の
は
、
潜
象
世
界
の
一
番

細
か
い
粒
子
が
右
廻
り
か
左
廻
り
に
廻

っ
て
い
る
状
態
で
す
。
正
反
二
つ
の
粒

子
「
ヒ
」
が
出
合
っ
て
一
つ
に
な
ろ
う

と
す
る
と
き
に
、「
カ
」
の
力
が
付
与

さ
れ
て
三
つ
目
の
粒
子
「
ミ
」
が
瞬
時

に
発
生
す
る
。
こ
れ
が
「
フ
ト
」
と
い

う
意
味
で
す
。
そ
し
て
「
ヒ
」「
フ
」

「
ミ
」
の
三
つ
の
潜
象
粒
子
が
一
つ
に

ま
と
ま
り
と
な
っ
た
「
ミ
ツ
ゴ
」
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
が
最
小
単
位
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く

と
、
中
心
に
「
カ
」
が
凝
集
し
た
「
カ

ム
ミ
」
が
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
立
体

の
形
を
も
つ
「
ミ
ツ
ゴ
マ
リ
」
が
で
き

ま
す
。
そ
ら
が
統
合
さ
れ
て
三
次
元
世

界
に
現
象
化
す
る
際
、
正
三
角
四
面
体

と
な
り
ま
す
。
そ
の
背
後
に
潜
象
の

「
カ
ム
ナ
」
が
三
つ
を
ま
と
め
る
力
と

し
て
存
在
し
ま
す
。

「
三
プ
ラ
ス
一
」
は
生
命
創
造
の
基
礎

構
造三

つ
の
潜
象
粒
子
の
親
和
重
合
に
よ

っ
て
、「
カ
」
が
凝
集
さ
れ
て
、
内
部
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に
潜
象
核
（
カ
ム
ナ
）
を
形
成
し
、
そ

れ
が
背
後
の
不
可
視
の
核
と
し
て
存
在

し
、
三
つ
の
潜
象
粒
子
が
一
つ
に
ま
と

ま
っ
て
、
１
単
位
に
な
る
の
を
保
持
す

る
構
造
が「
三
プ
ラ
ス
一
」で
す
。

「
三
プ
ラ
ス
一
」
の
「
一
」
は
潜
象
核

（
ア
マ
ナ
）、
物
資
レ
ベ
ル
で
は
潜
象
核

は
「
ア
マ
ナ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
異
な

る
レ
ベ
ル
で
も
相
似
の
構
造
に
よ
っ
て

同
じ
物
理
が
働
き
ま
す
。「
三
プ
ラ
ス

一
」
の
構
造
は
、
生
命
の
構
造
、
万
物

万
象
の
創
造
の
原
理
と
な
り
ま
す
。

生
命
発
生
の
根
本
原
理「
フ
ト
マ
ニ
」

二
つ
の
「
ミ
」（
正
反
の
「
ミ
」）
の
重

合
（
ト
）
に
よ
っ
て
、
新
し
い
生
命
の

現
象
界
（
マ
）
に
発
生
定
着
（
ニ
）
さ
れ

る
と
い
う
の
が
、
カ
タ
カ
ム
ナ
の
対
向

発
生
の
根
本
原
理
で
あ
り
ま
す
。

イ
ノ
チ
が
生
ま
れ
、
刻
々
と
イ
ノ
チ

が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
反
の
対

向
発
生
の
持
続
（
フ
ト
マ
ニ
）
に
よ
っ

っ
て
、
カ
ム
と
ア
マ
と
の
重
合
に
よ
る

「
カ
」
の
対
向
発
生
が
起
こ
る
か
ら
で

す
。こ

の
原
理
は
潜
象
レ
ベ
ル
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
宇
宙
の
イ
ノ
チ
の
す
べ
て

に
つ
い
て
の
物
理
と
し
て
、
カ
タ
カ
ム

ナ
人
が
感
受
し
抽
象
し
た
根
本
原
理
で

す
。

生
命
の
誕
生
に
つ
い
て
だ
け
で
な

く
、
生
命
活
動
、
人
間
の
精
神
活
動
や

人
と
の
関
係
、
そ
の
他
様
々
な
レ
ベ
ル

で
相
似
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
で
も
、
対
極
が
一
つ
に

な
っ
て
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
際
に

は
、
必
ず
フ
ト
（
互
換
重
合
）
に
よ
る

カ
ム
の
チ
カ
ラ
の
対
向
発
生
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
フ
ト
」
の
対
向
発

生
の
原
理
を
瞑
想
に
応
用
す
る
こ
と

で
、
内
な
る
根
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ

り
簡
単
に
な
り
ま
す
。

原
子
核
か
ら
粒
子
が
出
る
と
き
に
、

「
ミ
ツ
ゴ
」
が
図
の
よ
う
な
モ
コ
ロ
状

に
集
合
し
ま
す
。

参
考
：
量
子
物
理
学
の
超
弦
理
論

超
弦
理
論
で
は
、
宇
宙
の
極
小
物
は

輪
ゴ
ム
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
大
き

さ
は
10
の
マ
イ
ナ
ス
33
乗
ｃｍ
ほ
ど
で
、

そ
れ
以
上
に
小
さ
い
も
の
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
こ
の
大
き
さ
よ
り
小
さ
く
す
る

と
、
揺
ら
ぎ
の
幅
が
無
限
大
に
な
り
、

時
空
間
に
存
在
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

即
ち
、
こ
れ
が
時
間
と
空
間
が
存
在

で
き
な
く
な
る
限
界
値
と
考
え
ら
れ
る

わ
け
で
す
ね
。

原
子
の
大
き
さ
は
１
億
分
の
１
ｃ
ｍ

く
ら
い
、
原
子
核
の
大
き
さ
は
ま
た
そ

の
10
万
分
の
１
く
ら
い
と
な
り
ま
す
。

ま
た
量
子
世
界
の
2
つ
の
性
質
と
し

て
、「
非
局
在
性
」
と
「
観
察
者
効
果
」

が
有
名
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
不
思
議
な

性
質
で
す
。
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特
に
「
観
察
者
効
果
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ミ
ル
」と
は

「
ミ
」
と
は
本
来
「
ミ
ツ
ゴ
」
を
意
味

し
て
お
り
、
モ
ノ
が
潜
象
・
現
象
の
界

面
か
ら
生
ま
れ
て
持
続
的
に
現
れ
る
と

い
う
思
念
で
あ
り
、「
ル
」
と
い
う
の

は
、
そ
の
状
態
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い

る
、
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
思
念
と
な

り
ま
す
。

観
察
者
の
意
識
が
時
空
を
固
定
す
る

最
初
の
観
察
者
は
時
間
を
逆
行
し
て

も
モ
ノ
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
一
旦
人
や
動
物
が
観
察
に
よ

っ
て
影
響
を
与
え
た
ら
、
そ
の
後
は
別

の
影
響
を
与
え
よ
う
と
し
て
も
反
応
し

に
く
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

人
間
の
観
察
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、

量
子
に
影
響
を
与
え
て
ト
キ
を
確
定
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
二
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

マ
イ
ナ
ス
の「
気
」エ
ネ
ル
ギ
ー
を

防
御
す
る
に
は

　
　
　
　

講
師　

橋
本  

和
哉 

氏

�

（�

医
師
、
医
療
法
人
春
鳳
会
は
し
も
と

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

日
時　

令
和
3
年
11
月
13
日（
土
）

会
場　

阿
倍
野
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂

講
演
に
先
立
っ
て
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
が
購
入
し
た
脳
波
計
（
ア
ル
フ
ァ

テ
ッ
ク
5
）
に
よ
る
脳
波
計
測
の
デ
モ

を
行
い
ま
し
た
。（
電
極
を
額
に
当
て

た
被
験
者
の
脳
波
を
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ス

ク
リ
ー
ン
に
和
田
会
長
が
映
し
出
し
ま

す
。）
被
験
者
に
は
目
を
閉
じ
て
貰
い
、

脳
波
が
安
定
し
た
段
階
で
私
（
橋
本
和

哉
）
が
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
被
検
者
に

「
気
入
れ
」
し
て
脳
波
が
ど
う
変
わ
る

か
実
験
し
た
の
で
す
。

脳
波
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
系
の
α
波
や
θ

波
が
増
え
、
被
験
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
は

「
気
入
れ
」の
効
果
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
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脳
波
測
定
を
終
え
、
い
よ
い
よ
講
座

開
始
。

さ
て
、『
マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル

ギ
ー
』
と
は
心
身
に
良
く
な
い
影
響
を

及
ぼ
す
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
防
御
す

る
に
は
こ
れ
さ
え
や
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
多
種

類
で
多
様
で
す
。
例
え
ば
マ
イ
ナ
ス
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
電
磁
波
や
生
霊
の
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
影
響
を
防
御
す
る
方
法
は
異
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
の
防
御
法
も
異

な
る
の
で
す
。

ま
ず
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
で
す
が
―
。

毎
日
で
も
や
っ
て
来
る
モ
ノ
と
し

て
、
生
霊
（
人
か
ら
の
念
）、
瘴
気
、

感
情
蓄
積
。
身
体
に
居
る
モ
ノ
と
し
て

細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
真
菌
（
カ
ビ
）。

外
か
ら
入
る
有
害
物
質
と
し
て
電
磁

波
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
な
ど
）、
瘴
気
、
排
水
管
か
ら
の

マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
憑
依
体
と
し

て
死
霊
、
魔
物
（
妖
怪
、
魔
神
な
ど
）、

宇
宙
霊
、
動
物
霊
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
憑
依
体
か
ら
や
っ
て
来
る
「
意
識
」

や
「
ト
ラ
ウ
マ
」
が
あ
り
ま
す
。「
ト
ラ

ウ
マ
」
に
は
今
世
の
ト
ラ
ウ
マ
、
過
去

世
の
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
見

え
な
い
世
界
の
現
象
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

方
法
と
し
て
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ
、
O
リ

ン
グ
テ
ス
ト
、「
気
当
て
」
診
断
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
気
の
感
知
法
と
気
当
て

実
習
を
い
つ
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
実
習
指

導
し
て
い
る
金
子
さ
ん
に
や
っ
て
貰
い

ま
し
た
。
ち
な
み
に
「
気
当
て
診
断
」

は
私
が
考
案
し
た
「
気
」
の
チ
ェ
ッ
ク

法
で
す
。
対
象
物
に
、
チ
ェ
ッ
ク
し
よ

う
と
す
る
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

場
合
は
共
鳴
し
て
跳
ね
返
り
、
無
い
場

合
は
共
鳴
な
く
跳
ね
返
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た「
気
」の
反
応
に
よ
り
、「
有
る
」

「
無
し
」を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

今
回
は
和
田
会
長
に
ダ
ウ
ジ
ン
グ
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
頂
き
、
私（
橋
本
和
哉
）

が
気
当
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
と
い
う
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
で
の
ぞ
み
ま
し
た
。

次
に
、「
ど
の
程
度
防
御
で
き
て
い

る
の
か
」
と
い
っ
た
実
習
の
た
め
、
防

御
グ
ッ
ズ
を
付
け
て
お
ら
れ
る
人
に
出

て
来
て
貰
い
ま
し
た
。
最
初
、
身
に
着

け
て
い
る
腕
輪
に
よ
り
「
ど
の
程
度
、

防
御
で
き
て
い
る
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
腕
輪
を
し
て
い

る
側
（
半
身
）
は
防
御
で
き
て
い
ま
し

た
が
反
対
側
は
そ
う
で
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

首
飾
り
と
腕
輪
を
付
け
て
お
ら
れ
た

別
の
被
験
者
は
、
か
な
り
濃
密
に
防
御

で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
防
御
の
た

め
、
防
御
グ
ッ
ズ
を
手
首
や
首
に
指
輪

や
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
し
て
付
け
て
お
ら
れ

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
り

「
ど
の
程
度
の
範
囲
で
防
御
出
来
て
い

る
の
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
性
に

つ
い
て
も
解
説
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
グ
ッ
ズ
が
ど
の
よ
う
な
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
の
か
に
つ
い
て
実

験
し
ま
し
た
。
人
か
ら
受
け
る
念
を
指

標
に
、
あ
る
腕
輪
を
し
て
貰
い
ま
し
た

が
、
人
か
ら
の
念
は
全
く
消
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
つ
ま
り
そ
の
腕
輪
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
あ
る
け
れ
ど
人
か
ら
の
念
を

消
す
効
果
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
身
に
着
け
て
い
る
防
御
グ

ッ
ズ
が
「
何
を
プ
ロ
テ
ク
ト
す
る
の

か
」
と
い
っ
た
チ
ェ
ッ
ク
も
大
切
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
わ
け
で
す
。

さ
て
、
防
御
グ
ッ
ズ
で
す
が
、
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
か
。
そ
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
「
何
を
防
御
し
た
い

か
」
を
決
め
て
か
ら
選
ぶ
事
が
大
切
で

す
。
つ
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
も

し
防
御
で
き
る
物
だ
と
判
定
さ
れ
て
も

何
％
の
防
御
な
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
1
0
0
％
の
防

御
で
な
い
場
合
、
例
え
ば
60
％
と
判
定

さ
れ
た
ら
60
％
防
御
で
き
る
の
で
は
な

く
、
40
％
は
別
の
物
を
追
加
し
な
い
と

効
果
が
出
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

そ
れ
は
2
階
ま
で
の
階
段
を
、
60
％
の

と
こ
ろ
ま
で
は
上
が
れ
て
も
、
2
階
ま

で
届
か
な
い
の
と
同
じ
で
す
。

「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ッ
ズ
を
使
っ

て
い
る
と
、
あ
る
い
は
使
っ
て
い
る
人

や
周
囲
の
空
間
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
受
け
て
そ
れ
が
中
に
蓄

積
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

蓄
積
し
た
「
マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に
対
処
す
る
た
め
、
私
は
「
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
に
グ
ッ
ズ

を
乗
せ
て
い
ま
す
。「
水
晶
ク
ラ
ス
タ

ー
」
も
効
果
あ
り
ま
す
が
、
水
晶
ク
ラ

ス
タ
ー
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
生
体
に
は

殺
気
と
し
て
働
く
の
で
人
の
居
な
い
所

で
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

防
御
グ
ッ
ズ
と
し
て
は
、
わ
た
し
の
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ク
リ
ニ
ッ
ク
で
販
売
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
人
か
ら
の
念
を
消
す
ス
プ

レ
ー
、
オ
イ
ル
。
瘴
気
を
消
す
ス
プ
レ

ー
、
オ
イ
ル
。
蓄
積
し
た
感
情
を
消
す

オ
イ
ル
。
口
腔
や
鼻
粘
膜
、
気
道
の
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
減
ら
す
ア
ロ
マ
口
喉
ケ

ア　

な
ど
で
す
が
、
デ
モ
と
し
て
、
参

加
者
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ッ
ズ
を
使

っ
て
み
ま
し
た
が
秒
単
位
で
即
効
し
て

改
善
感
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
死
霊
を

防
御
す
る
ア
イ
ヌ
帯
、
魔
物
を
追
い
や

る
護
符
、
邪
気
を
追
う
ホ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ッ
キ
テ
ー
プ
、
死
霊
を
癒
し
身
体
か
ら

出
す
漢
方
薬
や
塗
香
、
な
ど
も
紹
介
し

ま
し
た
。

「
ア
ー
シ
ャ
曼
荼
羅
カ
ー
ド
」（
点
描

曼
荼
羅
図
の
カ
ー
ド
）
を
使
っ
た
実
習

で
は
、
先
ず
は
参
加
し
た
福
田
さ
ん

（
ア
ー
シ
ャ
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
に
曼

荼
羅
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
簡

単
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵

心
が
全
く
な
か
っ
た
ア
ー
シ
ャ
さ
ん

は
、
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
急

に
訳
も
分
か
ら
ず
に
点
描
曼
荼
羅
を
描

く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
私
の

「
気
当
て
チ
ェ
ッ
ク
」
で
は
、
北
斗
七

星
の
ア
ル
カ
イ
ド
星
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
受
け
て
い
て
、
曼
荼
羅
カ
ー
ド
の

下
20
㎝
く
ら
い
の
所
で
神
仏
が
表
出
さ

せ
て
い
ま
す
。
デ
モ
の
た
め
、
参
加
者

で
体
調
が
良
く
な
い
人
に
名
前
を
紙
に

書
い
て
貰
っ
て
セ
ッ
ト
す
る
と
、
20
秒

程
度
で
症
状
が
改
善
し
た
よ
う
で
す
。

真
菰
（
ま
こ
も
）
粉
を
用
い
た
実
習

で
は
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
く
れ
た
田
口

さ
ん
か
ら
「
真
菰
粉
」
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
酵
さ
せ
た
真
菰

粉
か
ら
は
神
界
に
ま
で
ス
ッ
と
「
気
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伸
び
て
い
ま
す
。
実
習

で
は
、
な
に
か
症
状
の
あ
る
人
の
手
や

手
首
に
真
菰
粉
を
塗
っ
て
貰
い
、
さ
ら

に
未
だ
不
足
と
思
わ
れ
る
経
穴
（
ツ

ボ
）
に
も
塗
っ
て
貰
い
ま
し
た
が
、
ま

も
な
く
症
状
が
改
善
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。「
気
」エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
神
仏
と

の
交
流
も
あ
る
よ
う
で
す
。
唐
突
で
す

が
、
神
仏
を
お
呼
び
し
た
ら
秒
単
位
で

降
り
て
来
ら
れ
た
こ
と
も
お
伝
え
し
ま

す
。と

こ
ろ
で
、「
シ
ュ
ー
マ
ン
波
」
共

振
回
路
は
「7.83H

z

」
の
周
波
数
（
電

離
層
の
波
長
）
を
出
す
回
路
で
す
。
実

習
で
は
、
デ
モ
参
加
者
の
名
前
を
紙
に

書
い
て
貰
っ
て
回
路
の
上
に
の
せ
ま
し
た
。

シ
ュ
ー
マ
ン
周
波
数
で
は
特
に
変
化
し

た
感
じ
は
無
い
と
の
感
想
で
し
た
。
お

そ
ら
く
「
シ
ュ
ー
マ
ン
波
」
は
地
球
の

外
か
ら
既
に
届
い
て
い
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
次
は
別
の
周
波
数
に
し
て

実
験
し
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
マ
ン
波
共
振

回
路
の
抵
抗
を
爪
で
少
し
動
か
す
と
抵

抗
値
を
変
え
て
出
す
周
波
数
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
被
験
者
は
十
秒

程
度
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
た
と
感
想
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
抵
抗
値
を
変
え
て

ウ
キ
ウ
キ
す
る
周
波
数
が
出
る
よ
う
に

調
整
し
て
い
た
の
で
、
効
果
は
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

仏
様
を
呼
ぶ
と
い
わ
れ
る
「
マ
ニ
」

リ
ン
グ
を
用
い
る
実
習
も
し
ま
し
た
。

マ
ニ
車
は
そ
れ
を
回
す
こ
と
で
仏
様
へ

の
帰
依
効
果
が
出
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
仏
様
を
呼
ぶ
効
果
の
あ
る「
マ
ニ
」

リ
ン
グ
は
小
さ
な
指
輪
状
の
マ
ニ
車
を

指
に
は
め
て
動
か
し
ま
す
。
天
空
ま
で

ス
ッ
と
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伸
び
て

い
る
物
だ
け
が
効
果
が
あ
る
の
で
店
先

で
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
選
ぶ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
マ
ニ
」
リ
ン
グ

で
は
、
如
来
、
菩
薩
、
明
王
、
天
部
で

ど
の
仏
様
を
呼
ぶ
力
が
あ
る
か
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
上
で
、
さ
ら
に
ど
の
指
に
は
め
る
か

ま
で
き
っ
ち
り
指
定
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
態
で
キ
チ
ン

と
ど
の
指
に
は
め
る
か
「
気
当
て
」
し

て
決
め
、
呼
び
た
い
仏
様
を
念
じ
る
と

秒
単
位
で
降
り
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
デ
モ
者
に
も
体
感
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
電
磁
波
防
御
の
た

め
の
シ
ー
ル
や
服
、
紙
で
編
ん
だ
死
霊

を
防
御
す
る
中
連
縄
に
つ
い
て
も
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、
時
間
が
限
ら
れ
て
お

り
、
以
後
、
質
疑
応
答
と
な
り
ま
し
た
。

「
名
前
を
書
い
た
紙
で
効
果
出
た
の

は
何
故
か
」
と
の
質
問
に
は
、
私
も
よ

く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
「
呪
術
で
は
よ

く
行
う
方
法
」
と
答
え
ま
し
た
。「
家

族
に
防
御
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
も
よ
い

か
」
と
い
う
質
問
に
は
「
構
わ
な
い
」

と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

実
験
、
実
習
を
ふ
ま
え
た
講
演
会
に

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
目
の
前
で

実
習
、
短
時
間
で
症
状
が
消
え
た
人
も

多
数
お
り
、
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
け

た
か
と
思
い
ま
す
。（
講
師
記
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
１
号
（
１
９
８
３
年

６
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

1
9
8
3
年
の
創
刊
号
か
ら
2
0
0
4

年
第
28
号
ま
で
発
行
さ
れ
ま
し
た
会
員

の
自
由
投
稿
誌
「
サ
イ
の
広
場
」
は
そ

の
後
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
に
吸
収
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
記
事
の
中
で
貴
重
で
あ
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り
、
興
味
深
い
内
容
の
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
と
き
に
、
順
次
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
日
本
サ
イ
科
学
会
の
前
身
の

日
本
Ｐ
Ｓ
学
会
の
初
期
か
ら
役
員
を
さ

れ
て
い
た
藤
倉
啓
次
郎
氏
の
1
9
8
1

年
の
イ
ン
ド
旅
行
記
を
紹
介
致
し
ま

す
。
藤
倉
氏
は
御
著
書
も
何
冊
か
あ
り

ま
す
。

藤
倉
啓
次
郎
氏
は
当
時
で
も
な
か
な

か
会
う
こ
と
の
難
し
い
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・

ヨ
ー
ガ
の
覚
者
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師

（Gopi K
rishna

、1903 - 1984

）に
お

会
い
す
る
ま
で
の
経
緯
と
、
ゴ
ー
ピ
・

ク
リ
シ
ュ
ナ
師
に
質
問
を
し
て
得
た
お

答
え
ま
で
、
2
、
3
回
に
分
け
て
転
載

致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

印
度
旅
行
の
み
や
げ
話

　
　
　
　
　
　
　

藤
倉  

啓
次
郎

は
じ
め
に

昨
年
の
秋
に
印
度
国
立
教
育
研
究
所

の
ア
ニ
ー
ル
ヴ
ィ
ジ
ャ
ラ
ン
カ
ー
ル
博

士
か
ら
印
度
に
来
る
よ
う
に
と
の
勧
誘

の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
れ
に

応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
考
え
は
ア

ニ
ー
ル
先
生
と
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー

ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
か
ら
教
え
を
受
け

る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
志
に
話
し
た

と
こ
ろ
ゴ
ー
ピ
師
を
日
本
に
招
待
し
よ

う
と
い
う
話
が
出
た
。
そ
こ
へ
ア
ニ
ー

ル
先
生
か
ら
、
そ
の
帰
り
途
に
日
本
へ

寄
っ
て
貰
っ
た
ら
と
の
手
紙
も
寄
せ
ら

れ
た
の
で
、
そ
れ
で
は
是
非
ゴ
ー
ピ
師

に
訪
日
を
お
願
い
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
私
は
そ
の
役
目
を
負
わ
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

因
み
に
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
ピ
・

ク
リ
シ
ュ
ナ
師
と
は
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・

ヨ
ー
ガ
で
世
界
的
に
知
ら
れ
た
印
度
に

現
存
の
行
者
で
あ
り
覚
者
で
あ
る
。
パ

ン
デ
ィ
ッ
ト
は
尊
称
で
あ
る
。

こ
う
い
う
次
第
で
、
私
は
去
る
二
月

十
七
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
、
印
度
に

旅
を
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
お
土
産

話
を
し
よ
う
と
思
う
。

二
月
十
七
日
は
東
京
で
は
雪
。
そ
の

朝
家
を
出
て
正
午
す
ぎ
成
田
か
ら
の
飛

行
機
に
乗
っ
た
。
途
中
バ
ン
コ
ッ
ク
で

約
一
時
間
停
留
し
た
が
、
こ
こ
で
の
温

度
は
三
〇
度
を
越
す
暑
さ
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
は
午
後
十
時
す
ぎ

に
到
着
し
た
が
、
こ
こ
で
の
温
度
は

一
〇
度
そ
こ
そ
こ
。
一
日
の
間
に
大
い

に
身
を
温
め
た
り
さ
ま
し
た
り
と
い
う

有
様
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
空
港
に
は
ア
ニ
ー
ル

先
生
が
息
子
さ
ん
と
一
緒
に
車
で
出
迎

え
て
く
れ
た
。
直
ち
に
ホ
テ
ル
に
行
っ

て
二
七
時
間
半
と
い
う
長
い
一
日
を
終

り
に
し
た
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
、
神
の
導
き
か

翌
朝
ア
ニ
ー
ル
先
生
は
私
の
ホ
テ
ル

へ
来
ら
れ
て
私
に
瞑
想
の
指
導
を
し
て

く
れ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
も
続
い
て
行

な
わ
れ
た
。
ま
た
こ
こ
で
私
の
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
も
相
談
し
て
く
れ
た
。

二
月
二
十
日
日
曜
日
の
午
後
私
は
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
の
国
立
博
物
館
を
訪
れ
た
。

二
年
前
に
も
行
っ
た
の
だ
が
も
う
一
度

見
て
印
象
を
強
め
た
い
と
思
っ
た
の

だ
。
こ
こ
に
は
古
代
か
ら
近
代
に
至
る

各
方
面
に
亘
る
展
示
物
が
あ
る
。
一
階

に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
や
仏
教
に
関
す
る
彫

刻
や
ブ
ロ
ン
ズ
像
等
が
大
小
様
々
な
も

の
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。

私
は
こ
れ
等
の
展
示
物
を
順
次
に
見

て
い
く
う
ち
に
、
二
〇
～
三
〇
種
の
小

さ
な
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
収
納
し
た
陳
列
棚

の
前
に
出
た
。
そ
れ
は
丁
度
大
き
な
本

箱
を
二
つ
背
中
合
に
並
べ
た
様
な
格
好

で
、
各
々
十
数
個
の
仏
像
を
納
め
て
あ

る
。
一
つ
の
箱
に
は
ナ
ー
ラ
ン
ダ
、
他

の
箱
に
は
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
札
が
つ
い

て
い
る
か
ら
、
前
者
は
昔
の
ナ
ー
ラ
ン

ダ
寺
院
跡
か
ら
の
出
土
品
で
あ
ろ
う

し
、
後
者
は
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
到
来
品

で
あ
ろ
う
。

そ
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
棚
の
仏
像
で

「Prajna-Param
ita

」（
般
若
波
羅
蜜

多
）
九
世
紀
と
い
う
札
を
つ
け
た
も
の

は
、
磁
石
の
よ
う
に
私
の
目
を
引
き
寄

せ
た
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
反

対
側
の
チ
ベ
ッ
ト
棚
の
中
を
見
る
と
、

こ
こ
に
も
同
じ
名
称
で
十
三
世
紀
と
い

う
札
の
つ
い
た
仏
像
が
あ
る
。
私
は
こ

れ
等
二
つ
の
仏
像
を
見
て
欣
喜
雀
躍
の

感
を
抑
え
難
か
っ
た
。

ご
存
知
の
読
者
も
あ
ろ
う
か
、
私
は

昨
年
「
般
若
心
経
を
解
く
」
と
い
う
本

を
書
き
、
ま
た
本
誌
に
も
般
若
心
経
に

つ
い
て
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中

で
般
若
心
経
の
最
後
に
あ
る
呪
文
「
羯

諦 

羯
諦 

波
羅
羯
諦 

波
羅
僧
羯
諦 

菩

提
薩
婆
訶
」
と
い
う
言
葉
は
般
若
波
羅

蜜
多
の
神
が
説
き
授
け
た
の
だ
と
書
い

て
い
る
。

そ
う
い
う
神
の
根
拠
は
何
か
と
な
る

と
、
他
の
文
献
に
よ
る
も
の
だ
が
多
少

弱
み
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
印
度
国

立
博
物
館
に
あ
る
仏
像
は
般
若
波
羅
蜜

多
神
の
存
在
を
示
す
有
力
な
根
拠
で
あ

る
。
私
は
こ
の
仏
像
の
写
真
を
と
っ
た

後
、
博
物
館
員
に
こ
の
仏
像
に
関
す
る
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資
料
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
残
念
乍
ら
見

当
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
夜
私
は
ア
ニ
ー
ル
先
生
の
お
宅

に
、
若
い
日
本
人
女
性
と
共
に
招
待
さ

れ
て
、
先
生
の
ご
家
族
な
ど
約
一
〇
名

で
歓
談
し
た
の
だ
が
、
私
は
般
若
波
羅

蜜
多
像
の
発
見
に
つ
い
て
紹
介
し
、
皆

さ
ん
か
ら
も
祝
福
さ
れ
て
楽
し
い
一
夜

で
あ
っ
た
。

翌
日
私
は
デ
ー
ラ
ド
ウ
ン
に
行
き
、

そ
こ
に
数
日
間
滞
在
し
て
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
に
戻
っ
た
の
だ
が
、
何
と
か
し
て
般

若
波
羅
密
多
の
神
の
故
事
来
歴
を
知
り

た
く
て
、
街
の
本
屋
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

た
っ
た
一
冊
バ
ッ
タ
チ
ヤ
リ
ヤ
著
「
仏

教
聖
像
の
研
究
」（
英
文
）
と
い
う
本
が

あ
っ
た
の
で
す
ぐ
に
そ
れ
を
買
求
め
た
。

こ
の
本
に
は
仏
像
の
写
真
が
四
二
点

載
っ
て
い
る
が
そ
の
う
ち
九
点
が
般
若

波
羅
蜜
多
の
像
で
あ
る
。
ま
た
本
文
の

説
明
文
に
お
い
て
も
、
女
神
般
若
波
羅

蜜
多
（Goddess Prajna Param

ita

）

は
仏
教
パ
ン
テ
オ
ン
に
お
い
て
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
と
し
て
、
四
〇
頁

に
亘
っ
て
こ
の
女
神
の
由
来
と
そ
の
仏

教
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

そ
の
由
来
を
一
寸
紹
介
し
ょ
う
。
般

若
波
蜜
羅
多
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た

般
若
経
（
こ
れ
は
略
称
）
と
い
う
お
経

が
あ
る
。
こ
の
お
経
は
紀
元
の
初
め
頃

出
来
た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
釈

尊
が
直
接
説
い
た
。

し
か
し
釈
尊
は
人
類
が
も
っ
と
目
覚

め
る
ま
で
竜
神
に
預
け
て
い
た
も
の
を
、

ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
（
竜
樹
菩
薩
）
が
人

類
に
取
戻
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
ら

し
い
。
般
若
波
羅
蜜
多
は
そ
の
よ
う
に

尊
い
の
で
こ
れ
女
神
と
崇
め
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
外
に
も
理
由
は

あ
る
が
こ
こ
で
は
そ
れ
は
省
略
す
る
。

私
は
右
の
よ
う
に
こ
の
本
に
よ
っ
て

般
若
波
羅
蜜
多
女
神
の
詳
細
を
知
っ
て

驚
き
と
喜
び
を
倍
加
し
た
の
で
あ
る

が
、
一
方
日
本
で
は
こ
の
女
神
に
つ
い

て
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
か
と
不
思
議
に
思
う
の
だ
。
も

っ
と
も
日
本
で
も
密
教
の
胎
蔵
界
マ
ン

ダ
ラ
に
は
般
若
菩
薩
と
し
て
一
席
占
め

て
は
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
殆
ん

ど
語
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。

右
の
よ
う
に
私
が
般
若
波
羅
蜜
多
の

仏
像
に
お
目
に
か
か
っ
た
り
、
書
物
を

入
手
し
た
こ
と
に
つ
い
て
あ
る
人
は
そ

れ
は
神
の
導
き
に
よ
る
の
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
た
。

こ
の
頃
は
般
若
心
経
を
誦
む
人
も
多

く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
般
若
心
経
に

関
す
る
書
物
も
異
常
な
ほ
ど
出
版
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
般
若
波
羅
蜜
多
を
神

或
は
菩
薩
と
見
て
い
る
の
は
殆
ん
ど
な

い
。
例
外
的
に
大
阪
大
学
の
佐
保
田
鶴

治
博
士
や
英
国
の
仏
教
学
者
コ
ン
ゼ
博

士
は
こ
れ
を
固
有
名
詞
即
ち
神
又
は
菩

薩
と
見
て
お
ら
れ
る
。

般
若
心
経
を
誦
ま
れ
る
方
々
が
あ
の

呪
文
が
般
若
波
羅
蜜
多
の
神
か
ら
授
か

っ
た
こ
と
を
認
識
し
尊
崇
し
て
そ
の
恵

み
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
私
は
切
望
し
て

止
ま
な
い
。

デ
ー
ラ
・
ド
ウ
ン
に
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ

ナ
師
を
訪
ね
る

デ
ー
ラ
・
ド
ウ
ン
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

の
北
方
約
二
五
〇
粁
に
あ
る
町
で
あ
る
。

か
ね
て
ゴ
ー
ピ
師
の
話
で
は
こ
こ
は

一
年
を
通
じ
気
候
温
暖
で
住
み
よ
い
と

こ
ろ
だ
か
ら
、
こ
こ
に
道
場
を
つ
く
る

こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
。
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
か
ら
は
飛
行
機
も
汽
車
も
バ
ス
も
あ

る
と
の
お
知
ら
せ
を
受
け
て
い
た
が
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
到
着
後
、
念
の
た
め
ア

ニ
ー
ル
先
生
を
通
じ
て
ご
都
合
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
大
い
に
歓
迎
す
る
と
の
ご

返
事
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
二
月
二
十
一

日
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

当
日
は
朝
飛
行
機
で
行
く
予
定
で
あ

っ
た
が
、
旅
行
会
社
の
ミ
ス
で
私
が
空

港
に
つ
い
た
時
は
既
に
飛
行
機
が
出
発

し
た
後
だ
っ
た
。
止
む
を
得
ず
バ
ス
で

行
っ
た
。
目
的
地
ま
で
六
時
間
か
か
っ

た
が
振
動
も
ま
た
す
ば
ら
し
く
相
当
な

運
動
に
な
っ
た
。

デ
ー
ラ
ド
ウ
ン
に
近
づ
く
と
か
な
り

広
い
森
林
地
が
あ
る
。
日
本
な
ら
別
荘

地
に
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
よ
う
な

処
。
こ
の
町
は
遠
方
の
山
に
囲
ま
れ
、

緑
も
多
く
印
度
で
は
風
光
明
媚
の
地
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

ゴ
ー
ピ
師
の
家
は
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
オ
ー
ト
力
車
に
乗
っ
て
約

二
〇
分
の
郊
外
に
あ
る
。
師
の
家
に
到

着
し
た
の
は
午
後
七
時
頃
で
暗
く
も
あ

り
寒
く
も
な
っ
て
い
た
。
面
識
あ
る
女

性
が
現
わ
れ
て
挨
拶
後
、
今
日
は
遅
い

か
ら
先
生
は
お
会
い
し
な
い
明
朝
十
時

半
に
来
る
よ
う
に
と
の
話
で
あ
る
。

私
は
こ
の
土
地
に
は
不
案
内
だ
か
ら

ホ
テ
ル
だ
け
で
も
紹
介
し
て
貰
い
た
い

と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
修
行
中
の
カ
ナ
ダ

の
青
年
が
現
わ
れ
て
自
分
が
案
内
す
る

と
い
っ
て
、
私
の
待
た
し
て
お
い
た
力

車
に
一
緒
に
乗
り
町
の
ホ
テ
ル
ま
で
行

っ
た
。
そ
の
前
に
寒
い
か
ら
と
い
っ
て

長
い
レ
ー
ン
コ
ー
ト
を
私
に
貸
し
て
く

れ
た
。
こ
の
青
年
は
私
を
ホ
テ
ル
ま
で

案
内
し
た
ら
さ
よ
な
ら
を
い
う
の
か
と

思
っ
た
ら
ち
が
っ
た
。
彼
は
私
の
乗
っ

た
オ
ー
ト
力
車
の
代
金
を
値
切
っ
て
く

れ
る
、
ホ
テ
ル
に
対
し
て
上
等
の
部
屋
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を
注
文
し
お
ま
け
に
そ
の
部
屋
代
を
割

引
さ
せ
る
、
次
に
は
夕
食
の
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
す
る
外
、
食
事
中
も
一
緒
に
い

て
何
く
れ
と
世
話
し
て
く
れ
た
。
そ
の

親
切
ぶ
り
に
は
全
く
驚
い
た
の
だ
が
、

こ
れ
は
ゴ
ー
ピ
師
の
教
え
の
結
果
で
あ

ろ
う
と
あ
と
で
私
は
思
っ
た
。

翌
朝
十
時
半
に
師
の
家
に
行
っ
た
。

中
年
の
女
性
が
迎
え
て
く
れ
た
。
彼
女

は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
い
う
ス
イ
ス
の
婦

人
で
あ
っ
た
。
間
も
な
く
ゴ
ー
ピ
師
も

笑
顔
で
現
わ
れ
握
手
で
迎
え
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
約
一
時
間
私
は
下
手
な
英

語
で
訪
問
の
理
由
や
ら
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

の
仏
像
の
話
な
ど
を
し
た
。
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
女
史
は
時
々
通
訳
的
な
役
割
も
し

て
く
れ
た
。
ま
た
私
は
、
わ
れ
わ
れ
同

志
か
ら
師
へ
の
訪
日
招
待
状
を
提
出
し

て
師
の
日
本
訪
問
を
お
願
い
し
た
。

師
は
こ
れ
に
対
し
て
「I w

ill try

」

と
答
え
ら
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
か
な
り

広
い
意
味
が
あ
っ
て
来
る
来
な
い
が
明

ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
後
ほ
ど
日
本

の
十
月
の
気
候
は
ど
う
か
と
尋
ね
ら
れ

た
の
で
、
そ
れ
は
「
最
良
の
季
節
で
あ

る
」
と
答
え
た
の
で
師
の
お
考
え
も
い

さ
さ
か
こ
ち
ら
へ
傾
い
た
感
じ
で
あ
っ

た
。
日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
秘
書
か
ら
手

紙
に
「H

e w
i11 try at m

ast

」
と
書

い
て
あ
っ
た
か
ら
、
大
分
訪
日
の
可
能

性
も
高
く
な
っ
た
と
思
う
。

次
の
日
二
月
二
十
三
日
に
も
や
は
り

朝
十
時
半
に
師
を
訪
ね
た
。
私
は
四
項

目
の
質
問
を
紙
に
書
い
て
提
出
し
た
。

師
は
そ
れ
を
見
て
約
一
分
後
に
回
答
を

始
め
た
が
、
一
時
間
近
く
も
全
く
停
滞

す
る
こ
と
な
く
、
水
の
流
れ
る
如
く
答

え
ら
れ
た
の
に
驚
い
た
。

師
の
話
に
よ
る
と
悟
り
を
開
く
と
、

知
ろ
う
と
す
る
物
事
が
一
ぺ
ん
に
分
る

の
だ
と
い
う
。
例
え
ば
、
数
学
の
勉
強

は
算
術
、
代
数
、
幾
何
、
微
分
、
積
分

と
い
う
よ
う
に
進
む
の
が
普
通
だ
が
、

悟
り
の
状
態
で
は
こ
れ
が
一
度
に
修
得

で
き
る
と
い
う
。
私
の
突
然
の
四
項
目

質
問
に
対
す
る
回
答
も
一
ぺ
ん
に
出
来

た
の
も
そ
う
い
う
超
能
力
の
致
す
所
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。

私
の
質
問
と
師
の
回
答
に
つ
い
て
は

本
文
の
後
部
で
紹
介
す
る
。
大
体
は
師

の
悟
り
の
体
験
を
説
明
し
て
い
る
。
師

は
悟
り
の
内
容
は
言
葉
で
は
表
現
し
難

い
の
だ
と
言
い
な
が
ら
も
師
の
説
明
は

わ
れ
わ
れ
凡
人
に
も
理
解
で
き
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

仏
教
で
は
本
当
に
悟
り
を
開
く
と
六

神
通
力
が
得
ら
れ
る
と
い
う
。
ゴ
ー
ピ

師
は
ど
れ
程
の
神
通
力
を
も
っ
て
い
る

か
分
ら
な
い
が
私
の
心
の
中
な
ど
見
透

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

師
は
難
病
を
遠
隔
治
療
す
る
程
の
力
を

も
っ
て
い
る
こ
と
も
私
は
あ
と
で
知
っ

た
。
ホ
テ
ル
で
こ
の
町
の
人
か
ら
彼
は

神
で
あ
る
と
い
う
言
葉
も
聞
い
た
。

　
こ
の
日
私
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
女
史
に

師
か
ら
瞑
想
の
実
地
指
導
を
受
け
た
い

が
と
話
し
た
処
、
女
史
は
私
た
ち
は
こ

こ
で
没
我
の
精
神
で
奉
仕
し
て
い
る
の

で
す
よ
と
の
回
答
で
、
私
は
お
前
の
希

望
は
我
儘
で
は
な
い
か
と
暗
に
云
わ
れ

た
感
じ
で
恥
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。
こ

の
人
達
の
親
切
さ
も
こ
の
没
我
精
神
か

と
思
い
、
こ
の
実
地
教
訓
と
今
日
の
師

の
教
え
だ
け
で
も
私
に
と
っ
て
は
充
分

す
ぎ
る
よ
う
に
思
い
、
こ
の
ゴ
ー
ピ
師

に
も
今
日
限
り
に
し
、
明
日
は
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
へ
戻
ろ
う
か
と
の
考
え
も
ふ
と

浮
ん
だ
。
次
の
瞬
間
女
史
は
「
明
日
は

米
国
か
ら
キ
ー
フ
ァ
ー
氏
が
来
る
か

ら
、
師
を
囲
ん
で
一
緒
に
話
さ
れ
た

ら
。」
と
い
っ
た
の
で
私
は
救
わ
れ
た

感
じ
が
し
た
。

キ
ー
フ
ァ
ー
氏
と
い
う
の
は
米
国
で

ゴ
ー
ピ
師
の
書
物
を
出
版
し
、
そ
れ
を

私
に
も
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
私
も
い
さ

さ
か
彼
と
の
文
通
も
あ
っ
た
の
だ
。

翌
二
月
二
十
四
日
も
朝
十
時
半
に
出

頭
し
た
と
こ
ろ
、
ゴ
ー
ピ
師
は
一
緒
に

瞑
想
を
し
よ
う
と
云
わ
れ
短
時
間
だ
っ

た
が
、
共
に
瞑
想
を
行
っ
た
。
有
難
い

こ
と
で
は
あ
っ
た
が
私
は
本
当
に
心
中

を
見
抜
か
れ
て
い
る
思
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
キ
ー
フ
ァ
ー
氏
が
現
わ
れ

て
、
私
は
彼
に
初
対
面
の
挨
拶
を
し
た

が
、
彼
は
こ
こ
へ
来
る
前
に
東
京
へ
も

寄
り
私
の
家
に
電
話
を
し
た
処
、
娘
が

出
て
「
父
は
印
度
に
行
っ
て
い
る
。」
と

の
返
事
だ
っ
た
と
い
う
。
全
く
予
想
も

し
な
い
奇
遇
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
ゴ

ー
ピ
師
が
こ
の
夏
欧
州
か
ら
米
国
を
廻

っ
て
日
本
に
来
ら
れ
る
際
に
、
師
の
旅

程
に
つ
い
て
私
た
ち
に
連
絡
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

遇
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
単
な
る
偶
然

で
も
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。

こ
の
あ
と
私
は
ゴ
ー
ピ
師
に
お
願
い

し
て
昨
日
の
お
話
を
短
縮
し
て
録
音
を

し
直
し
を
し
た
。
と
い
う
の
は
昨
日
私

は
録
音
器
の
作
動
を
誤
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
師
は
喜
ん
で
応
じ
て
く
れ
た
。

次
の
日
二
月
二
十
五
日
は
午
後
三
時

半
に
ゴ
ー
ピ
師
の
許
に
集
っ
た
。
何
か

要
望
は
な
い
か
と
い
う
の
で
私
は
、

「
私
は
日
本
に
い
る
私
の
友
人
達
に
世
界

の
将
来
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
い

た
だ
け
た
い
た
だ
け
た
ら
。」
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
心
よ
く
応
じ
て
十
五
分

間
ほ
ど
テ
ー
プ
に
吹
込
ん
で
下
さ
っ
た
。
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こ
の
あ
と
、
師
と
キ
ー
フ
ァ
ー
氏
と

の
問
答
が
あ
っ
て
こ
の
日
の
会
合
は
終

っ
た
。 

私
は
ゴ
ー
ピ
師
と
そ
の
側
近
た
ち
、

そ
れ
か
ら
キ
ー
フ
ァ
ー
氏
に
別
れ
を
告

げ
、
去
り
難
い
思
い
で
去
っ
た
。
邸
か

ら
一
〇
〇
米
ほ
ど
の
大
通
り
に
出
る
ま

で
皆
ん
な
が
見
送
っ
て
く
れ
た
姿
が
今

で
も
目
に
浮
ぶ
。

デ
ー
ラ
、
ド
ウ
ン
と
い
う
町
は
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
中
間
に
あ
る

中
都
市
で
あ
る
。
四
方
は
山
や
川
に
囲

ま
れ
小
緑
も
多
く
、
気
候
は
一
年
を
通

じ
比
較
的
温
暖
で
あ
る
と
い
う
。
そ
ん

な
環
境
な
の
で
こ
の
頃
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

中
か
ら
そ
の
町
に
移
っ
て
ヨ
ー
ガ
道
場

を
開
く
ヨ
ー
ギ
が
多
い
と
い
う
。
私
の

目
に
と
ま
っ
た
道
場
だ
け
で
も
五
ヵ
所

も
あ
る
。

こ
の
町
に
は
五
日
間
滞
在
し
た
。
ホ

テ
ル
は
よ
い
方
だ
と
思
う
が
二
〇
平
米

余
り
の
部
屋
代
が
一
五
〇
〇
円
余
り
。

但
し
設
備
面
は
快
適
と
は
云
え
な
い
。 

　

二
月
二
十
六
日
朝
早
く
バ
ス
で
四
〇

分
間
ゆ
ら
れ
な
が
ら
飛
行
場
に
行
き
、

そ
こ
か
ら
双
発
の
五
〇
人
乗
位
の
飛
行

機
で
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
飛
ん
だ
。
途
中

機
内
か
ら
白
雪
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
連
峰
が
よ

く
見
え
た
。

南
印
度
へ

三
月
三
日
私
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
南
方

二
二
○
○
粁
余
り
の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ッ
ド

を
訪
れ
た
。

印
度
第
五
の
大
都
市
で
あ
る
。
古
い

回
教
徒
の
町
で
、
町
に
は
多
数
の
回
教

的
建
物
が
あ
る
。
町
か
ら
一
〇
粁
ほ
ど

離
れ
た
処
に
数
百
年
前
の
ゴ
ル
ゴ
ン
ダ

城
の
廃
櫨
が
あ
る
。
日
光
の
鳴
竜
と
同

様
拍
手
す
る
と
天
井
で
音
響
を
発
す
る

建
物
が
あ
る
。

町
か
ら
こ
こ
に
来
る
途
中
、
昔
の
王

達
の
立
派
な
回
教
建
物
式
墓
が
数
ケ
所

に
見
ら
れ
た
。
墓
の
荘
厳
さ
が
死
者
の

あ
の
世
の
幸
福
を
保
証
す
る
訳
で
も
な

い
だ
ろ
う
が
。
む
し
ろ
つ
わ
者
ど
も
の

夢
の
あ
と
の
感
を
起
こ
さ
せ
る
。

こ
の
町
の
博
物
館
は
見
る
価
値
が
あ

る
ら
し
い
の
で
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
生
憎

と
金
曜
日
で
回
教
方
式
で
休
館
だ
っ
た

の
は
残
念
だ
っ
た
。

こ
の
町
に
は
一
泊
し
た
が
ホ
テ
ル
の

名
は
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
と
い
う
。
こ
の

名
は
仏
教
の
中
論
哲
学
を
説
き
、
大
乗

仏
教
八
宗
の
祖
と
も
称
さ
れ
、
ま
た
般

若
波
羅
蜜
多
と
も
縁
深
い
偉
大
な
る
仏

教
僧
・
竜
樹
菩
薩
の
印
度
原
名
で
あ
る
。

（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

命を育む母体であり、特に水と「サイ・気」
は相性が良い。例えば、マクロな視点で水に
例を取ると、水は水蒸気、雲、雨、川、海と
なり、地球の全体にわたって循環し、生命力
を養い、その過程で様々な物質を溶かし込ん
でいます。この中には「気・意識」も含まれ
ることに成ります。ここでは、問題を限定し
て水、植物、太陽に関連してパワー・スポッ
トを選び、意識体形成の主体としての「気・
意識」を造ることにしたい。

4）集積を目的にした機器
空間に存在する「サイ・気」を、パワー・ス

ポットに集積し、希望した「気・意識」を増幅
して、放射する機器の試作が進行しておりま
す。「サイ・気」は近赤外線領域に存在してい
るので、非可視である。体外に集積した「サ
イ・気」は、この機器に上載せされて、試作
装置に運ばれて実用化を助けることになる。

（1） 人工外気制御装置
以上は、自家用として、自分に合った人工

外気制御機器を造る為の計画であるが、さら
には検討を進めて、将来には全体を人工的に
運営する装置の開発を計画している。

（2）  倫理規定について
実用化を目的にしておりますが、因果応報

が実現する意識・情報・社会の世界でありま
すので、倫理規定の設定が必要になると思い
ます。

〈1〉 意識し、願う、祈る、の想いや行為は、
必ずしっぺ返しとなって、本人にも届きます。
特に生存している人の「想い、願い、祈り」等、

「生霊」に留意すべきでしょう。これらの結
果はストレス、体調不良、病気等として現れ
てきます。

〈2〉 対策としては人を嫉まない、憎まない。
相手が悪いと判断しても、自ら、心から詫び
て、反省と感謝の想い、願い、祈り、をする。
つまり、感謝の念を送るとよい。

ご指導頂いた品川次郎先生に御礼申し上げ
ます。



1）はじめに
福来友吉先生は、1910年に、「透視と念写」

を発見致しました。そして、「念」は願いを持っ
たエネルギーで、時間や空間を超えて、宇宙全
体にひろく充満していると説明致しました。英
国のロジヤー・ベンローズは、（2020）のノー
ベル賞（物理学）を受賞致しました。そして、
宇宙空間は量子力学で、表示することが出
来、「意識」は重力と類似である、と解説い
たしました。佐々木茂美、佐藤禎花は、2018
年に、体外の空間に造った三日月型の念写像
の解析から、その原因として、「陰陽サイ
spin対【光子群】」を発見致しました。

検討してみると、以上の「念」、「意識」、「陰
陽サイspin対【光子群】」は、ほぼ同一内容で
あると思われます。そこで、これ等を統合し
て、新たに「気・意識」と呼び変えることに
致します。本会では、「気・意識」の実用化
研究を進める事に致します。

2）研究会の経過報告
（1）夜の屋外の空間に霧吹きでキリ（水滴）を
造り、之が消えた後に「真オーブ」を形成・出
現させます。これによりオーブ（意識体）の出
現率を、１/150から1/3まで上昇すること
が出来ました（つまり再現性が実現した）。

（2）脳波を下げて、変性意識状態（ASC）付
近になり、目隠しをして、物を見る練習を継
続します。すると、無意識層から「気・サイ」
が放出されて、体外に意識体が形成されます。
つまり、真オーブの上に「気・意識」の活動
の拠点（依り代）ができた事に成ります。

（3）意識体にお願いして、「気・意識」が（物

質変化を助ける形で）、実用化を進める事を
計画しております。

施行の結果を見ると今のところ、「気・意
識」が、物質変化を（+30％）～（－30％）助
ける、という結果がえられております。つま
り、（+30％）から（－30％）の「サイ・気」入
りの（例えば）：食品、飲用水等が可能であ
る、という事になります。

次に、具体例を示します。

3）集積場所（パワー・スポット）の設定
超能力者の「透視」等によって体外の空間

に意識体を形成する場合には、「気・意識」
が集積している（密度が濃い）場所は、超能
力者の周辺の空間に限定されております。し
かし、通常人の場合には、「サイ、気」が集
積する場所（例）（パワー・スポット）を造る
事が要求されます。どの様な場所（位置、環
境）に「サイ・気」を集めるか、どの様な「サ
イ・気」を集積させるかが問題となります。
「サイ・気」には陰性と陽性がありますが、

今は、『陽性のサイ』のみを問題にすること
にします。

信仰対象である神社・仏閣等は当然陽性で
すが、様々な内容の「サイ・気」を含んでい
るので、希望する内容の「サイ・気」のみを
選択します。ここでは『陽性のサイ』で、使
用目的が明白な場合（個人）に限定して、検
討する事に成ります。

人間等の生命体を育む太陽、水、植物など
と地球上にある生命体との関係をよりよくす
る問題に限定します。太陽と水は地球上の生
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四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説

（
命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
）

　
　
　

講
師　

浪
平　

博
人 

氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

日
時　

令
和
４
年
４
月
17
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 
三
千
円　

学
生 

一
千
円

こ
の
世
に
は
2
つ
の
異
な
っ
た
性
質

の
現
象
が
あ
り
ま
す
。
物
理
現
象
と
生

命
現
象
で
す
。

そ
の
根
本
的
な
差
異
は
、

・�

物
理
現
象（
た
と
え
ば
水
の
流
れ
、　

温
度
の
拡
散
）
で
は
変
化
が
秩
序
か　

ら
一
様
な
方
向
に
向
か
う 

・�

生
命
現
象 

で
は
変
化
が
一
様
か
ら
秩　

序
に
向
か
う 

と
い
う
現
象
変
化
の
方
向
で
す
。

今
回
は
、
す
べ
て
の
初
め
に
本
然
と

し
て
存
在
す
る
も
の
と
し
て
〝
混
沌
〟

が
あ
る
と
し
て
こ
の
混
沌
の
変
化
の
内

容
に
着
目
し
、
こ
れ
よ
り
秩
序
方
向
に

働
く
生
命
現
象
の
発
生
原
理
を
導
き
出

す
と
い
う
一
つ
の
数
理
仮
説
を
提
示
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
命
の
特
徴
で
あ
る
自
ら

を
生
み
出
す
働
き
を
再
帰
表
現
形
式
で

表
現
し
、
そ
の
よ
う
な
表
現
法
が
創
り

出
す
も
の
が
生
命
の
働
き
に
似
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
ま
す
。 

※
浪
平
博
人
氏
は
昨
年
の
創
立
45
周
年

記
念
大
会
の
会
員
発
表
「
来
る
時
代
の

激
震
の
本
質
お
よ
び
対
応
と
し
て
の
教

育
改
革
」
に
お
い
て
、
参
加
者
投
票
に

よ
り
最
優
秀
賞
に
な
ら
れ
た
の
で
す

が
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
動
画
像
を
駆
使
し

て
、
分
か
り
や
す
い
お
話
を
さ
れ
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
も
ご
友
人
、
知
人

も
お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。
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今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
十
月
第
30
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
３
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
45
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
２
年
９
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
六
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
Ⅱ
（
サ
イ
の

　

広
場
第
１
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
念
写
研
究
に
お
け
る
意
識
と
物
質

◎
霊
能
力
に
つ
い
て 

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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◎
浪
平
博
人
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

博
士（
工
学
）　

技
術
士（
情
報
処
理
）

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

略
歴

　

広
島
大
学
工
学
部
卒
業
。
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
入
社 

約
21
年
間
勤
務
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
部
に
て
、
技
術
計
算
、
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
、
需
要
予

測
、
在
庫
問
題
に
従
事
、
生
産
シ
ス
テ

ム
部
に
て
、
物
流
シ
ス
テ
ム
、
生
産
シ

ス
テ
ム
の
設
計
な
ど
に
従
事
。

産
能
短
期
大
学
教
授

　

1
9
9
9
年
に
、
大
妻
女
子
大
学

社
会
情
報
学
部
教
授
就
任
、
統
計
学
、

数
理
統
計
学
、
Ｃ
言
語
、
情
報
処
理
演

習
、
管
理
工
学
、
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム

論
等
を
担
当

　

2
0
1
2
年
大
妻
女
子
大
学
社
会

情
報
学
部
教
授
定
年
退
職
、
退
職
後
動

視
化
技
術
研
究
所
代
表
と
し
て
活
動
〜

現
在
。

　

論
理
の
視
覚
化
：
大
妻
女
子
大
学
在

職
中
か
ら
論
理
の
視
覚
化
に
力
を
注

ぎ
、
学
校
教
育
に
お
け
る
算
数
・
数
学

の
理
解
度
を
劇
的
に
向
上
さ
せ
る「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
学
習
内
容
の
動
的

視
覚
化（
コ
ン
テ
ン
ツ
化
）」
に
成
功
。

動
的
視
覚
化
技
術
の
普
及
に
努
め
る
と

と
も
に
、
独
自
の
創
造
的
思
考
法（
感

知
力
）の
開
発
・
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

著
書
：
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
動
的
視
覚
化

（
数
学
）、
創
造
性
開
発
、
関
係
多
数

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
校
開
設
：
日
本
創
造

数
理
大
学
校

※�

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
２
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第　

回
全
国
大
会
発
表
募
集

　

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
サ
イ
」
と
い
う
こ
と
で
、

宗
教
や
心
霊
科
学
に
と
っ
て
主
要
な
テ

ー
マ
と
な
り
ま
す
死
後
の
世
界
に
つ
い

て
、
サ
イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
解
釈
を
検
討
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

い
た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で

に
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式

は
後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い

が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と

し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し

ま
す
。
論
文
集「
サ
イ
科
学
2
0
2
1
」

末
頁
の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規

定
」を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

脳
波
と
超
能
力
〜
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ

現
象
を
脳
波
で
解
明
す
る
〜

　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

　
　
　
　
（
脳
力
開
発
研
究
所
長
）

日
時　

令
和
４
年
３
月
19
日（
土
）

　
　
　

13：
30
〜
17：
00（
13：
00
開
場
）

会
場
：
阿
倍
王
子
神
社 

参
集
殿（
2
Ｆ
）

・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下
茶
屋
」　

駅
下
車
徒
歩
5
分

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

懇
親
会（
会
費
3
5
0
0
円
）

※�

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予　

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

http://ladies.jp/kps/ken.htm
l#ken463
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脳
波
と
超
能
力
に
つ
い
て
、
実
際
の

計
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
講
師
は
脳
波
測
定
器
を
開

発
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い

て
も
好
成
績
を
収
め
る
志
賀
一
雅
氏
。

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

講
演
内
容

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
発
揮
し
て
い

る
人
の
脳
波
を
測
る
と
、
複
雑
な
信
号

の
中
に7.8H

z

の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ

波
や13.6H

z

の
フ
ァ
ス
ト
ア
ル
フ
ァ

波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
目
立
ち
ま
す
。
も

ち
ろ
ん10H

z

中
心
の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ

ァ
波
も
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
か
Ｅ

Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
と
き
に
は10H

z

は
抑
制
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

被
験
者
は
主
に
清
田
益
章
氏
で
す

が
、
確
認
の
意
味
で
ほ
か
の
エ
ス
パ
ー

に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
前
半
は
実
際
に
計
測
し
た

脳
波
と
分
析
し
た
結
果
を
報
告
し
ま

す
。
後
半
は
計
測
さ
れ
た
脳
波
と
バ
ン

ア
レ
ン
帯
か
ら
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
で
発

生
す
る
電
磁
波
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

論
じ
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ト
ム
ス
ク
に
あ

る
宇
宙
監
視
セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
る
空
間
の
電
磁
波
と
脳
波
と
が
そ

っ
く
り
な
の
で
な
ぜ
か
を
論
じ
、
最
後

に
免
疫
力
向
上
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
紹
介
し
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
空
間
の
電
磁
波
と
共

鳴
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や

Ｐ
Ｋ
が
発
揮
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
講
師
記
）

志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

脳
力
開
発
研
究
所 

相
談
役

日
本
に
お
い
て
最
初
に
脳
波
の
「
ア

ル
フ
ァ
波
」
を
3
種
類
に
分
け
、
フ
ァ

ス
ト
α
波
、
ミ
ッ
ド
α
波
、
ス
ロ
ー
α

波
と
質
的
な
違
い
を
提
唱
し
た
。

1
9
6
1
年
電
気
通
信
大
学
卒
業
後
、

松
下
技
研
に
勤
務
。
東
京
大
学
工
学
部

計
数
工
学
科
研
究
員
を
兼
務
し
な
が
ら
、

脳
波
研
究
に
没
頭
。
1
9
8
3
年
脳
力

開
発
研
究
所
設
立
。
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
脳
波
分
析
装
置
を
開
発
し
、
大
学

や
企
業
の
研
究
所
へ
提
供
。
ア
ル
フ
ァ

波
を
指
標
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
指
導
で
、
日
本
航
空
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
、
大
手
企
業
の
脳
力

開
発
研
修
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
る
。

2
0
0
8
〜
2
0
0
9
年
文
部
科

学
省
よ
り
委
託
を
受
け
「
専
門
学
校
教

職
員
、
学
生
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
脳
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
、

そ
の
後
、
学
校
や
企
業
に
向
け
て
の

「
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
総
合
監
修
。

著
書
は
「
全
身
の
疲
れ
が
ス
ッ
キ
リ

取
れ
る
本
（
三
笠
書
房
）」
な
ど
多
数
。

2
0
1
1
年
3
月
に
米
国H

H
S

（
米
国

保
険
社
会
福
祉
省
）
大
統
領
諮
問
機
関

よ
り
、
長
年
に
わ
た
る
脳
波
と
メ
ン
タ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
、
実
践
に
対

しGO
LD

A
W

A
RD

（
金
賞
）
を
授
与

さ
れ
る
。
2
0
1
5
年
に
は
ス
テ
ー

ジ
3
の
大
腸
が
ん
を
克
服
し
現
在
も
さ

ま
ざ
ま
研
究
と
講
演
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
　

回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
4
年
3
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
（
赤
羽

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

二
千
円

　

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳

以
上 

一
千
円

　

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　

第
４
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

　

サ
イ
ボ
ッ
ト
社
会  

（
サ
イ
ボ
ー
グ
、

ロ
ボ
ッ
ト
と
ヒ
ト
の
共
生
社
会
）
に
加

え
て
、
替
玉
、
ゴ
ム
人
間
、
ク
ロ
ー
ン

が
蔓
延
す
る
中
で
、
自
分
が
自
分
ら
し

く
自
分
の
連
続
性
を
保
つ
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
？  

取
り
敢
え
ず
考
え

て
み
よ
う
。

　

あ
な
た
は
ホ
ン
ト
に
あ
な
た
な
の

か
？ 

あ
な
た
に
似
せ
た
ゴ
ム
ニ
ダ
で

は
な
い
の
か
？ 

い
や
、
レ
プ
ク
ロ
じ

ゃ
あ
、
な
い
の
か
？　

自
分
っ
て
ホ
ン

ト
の
わ
た
し
で
す
か
？　

　
　
　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第　

回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

日
時　

令
和
4
年
5
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

45

12
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会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
号
室

交
通　

�
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ「
特
異
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　

講
師　

小
林　

永
周 

氏

講
演
内
容

　

古
今
東
西
、
預
言
者
や
超
能
力
者
、

シ
ャ
ー
マ
ン
等
、
い
わ
ゆ
る
霊
視
、
霊

聴
、
霊
言
や
予
知
、
予
言
な
ど
を
行
う

特
異
能
力
者
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

か
っ
て
私
は
テ
レ
ビ
局
の
制
作
現
場

に
携
わ
っ
て
、
内
外
の
能
力
者
３
３
０

余
名
を
取
材
、
各
人
の
能
力
を
確
か

め
、
実
験
、
検
証
を
試
み
て
60
年
余
、

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
究
明
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

本
来
、
誰
で
も
備
わ
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
潜
在
的
感
性
を
蘇
ら
せ
て
、
能
力

開
発
法
の
一
端
を
披
露
、
実
践
、
併
せ

て
イ
ン
チ
キ
能
力
者
に
騙
さ
れ
な
い
た

め
の
心
得
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
２
年
９
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
ｉ
Ｐ
Ｔ
意
識
）

　
　
　

講
師　

山
崎　

正
男 

氏

様
々
な
超
能
力
を
覚
醒
す
る
シ
ー
タ
波

（
超
能
力
）は
、
予
知
、
過
去
知
、
透

視
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
体
外
離
脱
、
テ
レ

ポ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
、
心
霊
手
術
、
遠
隔

気
功
、
気
功
麻
酔
、
物
質
化
現
象
、
ア

ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
多
種
多
様
な
サ
イ

現
象
が
あ
る
。
し
か
し
、
長
年
の
研
究

生
活
か
ら
、
人
間
は
五
感
の
他
に
六
番

目
の
知
覚
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

発
見
し
た
。
ま
た
「
意
識
」
は
、
肉
体

及
び
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
に
伝
播
し
影
響

を
与
え
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
し
た
が

っ
て
「
量
子
力
学
」
で
い
う
「
四
つ
の

力
」
に
【
意
識
力
】
を
加
え
、「
五
つ
の

力
」の
存
在
を
提
唱
す
る
。

（
超
能
力
）
は
、
禅
の
瞑
想
な
ど
で

意
識
を
「
空
」
に
す
れ
ば
、
シ
ー
タ
波

の
脳
波
に
な
っ
て
覚
醒
す
る
。
釈
迦
牟

尼
ブ
ッ
タ
は
2
5
0
0
年
前
、
瞑
想

に
よ
り
「
六
神
通
」（
超
能
力
）
が
覚
醒

し
、
予
知
や
透
視
、
離
脱
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
た
。
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
悟
り
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
た
。

し
た
が
っ
て
、
釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
超

能
力
の
第
一
人
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

瞑
想
で
「
無
の
意
識
」
に
な
り
「
意

識
の
初
期
化
」
を
す
れ
ば
「
多
能
性
幹

意
識
」
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
超
能
力
が

覚
醒
す
る
。

ラ
イ
ン
博
士
と
感
覚
外
知
覚（
超
能
力
）

「
超
能
力
」
の
言
語
は
、
1
9
3
5

年
ア
メ
リ
カ
・
デ
ュ
ー
ク
大
学
に
超
心

理
学
研
究
所
を
設
立
し
た
、
Ｊ
・
Ｂ
・

ラ
イ
ン
教
授
に
よ
り
、
一
般
化
さ
れ
た
言

葉
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
教
授
は
1
9
3
4

年
、
Ｅ
Ｓ
Ｐ
（
超
能
力
）
を
「
明
ら
か

に
通
常
の
感
覚
以
外
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

通
じ
て
受
け
取
る
感
知
」
だ
と
し
て
い

る
。
ラ
イ
ン
教
授
が
現
代
心
理
学
を
確

立
し
て
以
来
、
五
感
を
超
え
る
【
感
覚

外
知
覚
】（
超
能
力
）
の
存
在
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
多

く
の
研
究
者
が
超
能
力
の
解
明
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
い
ま
だ
明
確
な
答
え

は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
背
景
に
あ

る
の
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
エ
ビ
デ

ン
ス
の
欠
如
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

著
者
は
無
神
論
者
で
あ
る
が
、
い
つ

し
か
釈
迦
の
仏
像
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
神
社
仏
閣

に
好
ん
で
足
を
運
ん
で
い
た
。
穏
や
か

な
表
情
の
仏
像
の
顔
を
眺
め
て
い
る
だ

け
で
安
ら
い
だ
。
大
人
に
な
る
と
全
国

の
神
社
仏
閣
を
見
て
回
る
よ
う
に
な

り
、
空
海
の
金
剛
峯
寺
、
道
元
の
永
平

寺
な
ど
に
も
足
を
運
ん
だ
。
仏
と
は
、

悟
り
と
は
、
後
光
と
は
、
額
に
あ
る
ホ

ク
ロ
の
意
味
は
、
宇
宙
の
果
て
は
、
死
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後
の
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

な
ど
と
自
問
自
答
し
哲
学
す
る
よ
う
に

な
る
。

そ
の
解
を
求
め
る
長
い
人
生
の
旅
の

末
、
共
時
性
の
ご
と
く
「
五
」
と
「
六
」

の
数
字
が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
。
量
子
力

学
の
「
四
つ
の
力
」
に
「
意
識
力
」
を
加

え
て
「
五
つ
の
力
」
と
し
、「
五
つ
の
知

覚
」
に
「
感
覚
外
知
覚
」
を
加
え
て
「
六

つ
の
知
覚
」
と
す
れ
ば
、
様
々
な
サ
イ

現
象
（
超
能
力
）
は
解
明
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
シ
ー
タ
波
で
閃
い
た
。

シ
ー
タ
波
を
誘
導
す
る
多
様
な
要
素

・�

睡
眠
障
害
者
は
シ
ー
タ
（
θ
）
波
に　

な
る

・�

ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
患
者
は
シ
ー
タ
波　

に
な
る

・�

カ
タ
プ
レ
キ
シ
ー
患
者
は
シ
ー
タ
波　

に
な
る

・�

脳
神
経
系
に
異
常
が
あ
る
と
シ
ー
タ　

波
に
な
る

・�

禅
・
ヨ
ガ
・
気
功
の
瞑
想
で
シ
ー
タ　

波
に
な
る

・�

左
右
の
耳
か
ら
特
定
の
周
波
数
の
音　

を
流
す
と
シ
ー
タ
波
に
な
る

・�

4
〜
5
Ｈ
ｚ
の
高
振
幅
の
シ
ー
タ
波

は
3
才
こ
ろ
に
最
も
顕
著
に
な
る

・�

生
死
を
伴
う
危
険
を
感
じ
る
と
き
に　

シ
ー
タ
波
に
な
る

・�

特
定
の
薬
物
を
摂
取
す
る
と
シ
ー
タ　

波
に
な
る

・�

幻
覚
キ
ノ
コ
を
食
す
れ
ば
シ
ー
タ
波　

に
な
る

・�

Ｉ
Ｑ
が
1
4
0
以
上
あ
れ
ば
シ
ー
タ

波
に
な
る

・�

宇
宙
船
の
搭
乗
員
は
シ
ー
タ
波
に
な　

る
・
レ
ム
睡
眠
時
に
シ
ー
タ
波
に
な
る

・
臨
死
体
験
時
に
シ
ー
タ
波
に
な
る

・
死
の
瞬
間
に
シ
ー
タ
波
に
な
る

右
上
図
は
右
脳
の
脳
波
を
3
次
元
化

し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
シ
ー
タ
波
に
な

る
と
グ
ラ
フ
の
す
べ
て
の
領
域
が
フ
ラ

ッ
ト
に
な
る
。
脳
の
活
動
が
す
べ
て
停

止
し
て
い
る
よ
う
な
グ
ラ
フ
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
脳
波
に
な
る
と
多
能
性
幹

意
識
に
な
り
超
能
力
が
覚
醒
す
る
。

シ
ー
タ
波
は
多
様
な
能
力
を
顕
現
す
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
六
番
目
の
知
覚　

機
能
【
感
覚
外
知
覚
】
＝
【
超
能
力
】　

が
覚
醒
す
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー　

ル
ド（
平
行
宇
宙
）に
繋
が
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
全
て
の
感
覚
器　

官
が
鋭
敏
と
な
り
頭
脳
明
晰
に
な
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と「
時
空
連
続
体
」

　

�（
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
）
の
紫
の
ト
ン
ネ　

ル
が
現
れ
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と「
時
空
連
続
体
」

の
中
で
、
一
年
間
の
時
間
が
三
百
分

の
一
秒
に
な
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と「
時
空
連
続
体
」

の
中
で
、
時
間
を
戻
す
こ
と
も
進
め　

る
こ
と
も
で
き
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
動
的
物
体
が
ス　

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
に
見
え
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
体
外
離
脱
し
、　

傷
害
・
疾
病
の
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ　

る
・�

イ
ン
ド
の
釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
シ
ー　

タ
波
の
脳
波
で
悟
り
を
開
い
て
六
神　

通（
超
能
力
）を
得
る

・�

死
の
瞬
間
シ
ー
タ
波
に
な
り
、
体
外　

離
脱
し
宇
宙
の
真
理
を
悟
る

・�
肉
体
は
死
滅
し
て
も
意
識
は
異
次
元　

空
間
で
永
遠
に
生
き
ら
れ
る

・�
シ
ー
タ
波
は
人
間
の
知
能
指
数
を
驚　

異
的
に
高
め
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、　

文
化
、
芸
術
、
医
学
、
科
学
、
ス
ポ　

ー
ツ
、
音
楽
、
農
林
水
産
な
ど
、
あ　

ら
ゆ
る
分
野
で
革
新
的
進
化
を
も
た

ら
す
。
そ
れ
は
人
類
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

　

ョ
ン
で
あ
る

感
覚
外
知
覚
（
超
能
力
）
覚
醒
の
プ
ロ

セ
ス深

い
冥
想
に
入
る
と
シ
ー
タ
波
に
な

る
。
す
る
と
意
識
が
あ
る
よ
う
で
な
い

よ
う
な
変
性
意
識
に
な
る
。
す
る
と
閉

じ
て
い
る
目
の
中
に
紫
色
の
ト
ン
ネ
ル

が
現
れ
る
。
時
空
連
続
体
と
も
ワ
ー
ム

ホ
ー
ル
と
も
呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ
ル
で
あ

る
。
そ
の
紫
色
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
意

識
を
進
入
さ
せ
る
。
す
る
と
も
の
す
ご
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い
ス
ピ
ー
ド
で
突
き
進
む
。
ト
ン
ネ
ル

の
中
は
時
空
が
歪
ん
で
い
る
の
で
、
曲

が
り
く
ね
っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
す
る

と
多
次
元
宇
宙
に
つ
な
が
る
。
も
し
く

は
目
的
意
識
の
映
像
が
浮
か
ん
で
く
る
。

超
能
力
者
・
禅
師
・
気
功
師
は
同
じ
脳

波
で
あ
る

東
京
電
機
大
学
の
町
好
雄
教
授
は
脳

波
基
礎
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
超

能
力
者
、
気
功
師
、
僧
侶
（
遠
隔
治
療

可
能
）、
ユ
タ
・
イ
タ
コ
（
霊
能
者
）
な

ど
の
脳
波
を
測
定
し
て
い
る
。
そ
の
膨

大
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
会
で
発
表
し
、
多
く
の
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

町
教
授
は
、「
超
能
力
者
、
僧
侶
、

気
功
師
の
脳
波
は
頬
似
し
て
い
て
、
細

か
い
点
で
違
い
は
み
ら
れ
る
が
、
基
本

的
に
は
同
じ
脳
波
で
あ
る
」
と
、
同
席

し
た
学
会
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
町
教

授
の
脳
波
測
定
器
は
著
者
と
同
じ
も
の

で
あ
り
、
再
現
性
は
顕
著
に
認
め
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
超
能
力
、
遠
隔
気
功
、

霊
能
力
な
ど
の
サ
イ
現
象
に
は【
意
識

力
】が
介
入
し
、
六
番
目
の
知
覚【
感
覚

外
知
覚
】が
覚
醒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
町
好
雄　

1
9
4
0
～
2
0
1
9
）

あ
ら
ゆ
る
能
力
が
覚
醒
す
る
変
性
意
識

深
い
瞑
想
に
入
る
と
シ
ー
タ
波
に
な

る
。
す
る
と
意
識
が
あ
る
よ
う
で
な
い

よ
う
な
変
性
意
識
に
な
る
。
変
性
意
識

に
な
る
と
感
覚
外
知
覚
、
覚
醒
の
プ
ロ

セ
ス
に
よ
り
様
々
な
能
力
が
覚
醒
す

る
。
そ
の
能
力
は
予
知
、
透
視
、
テ
レ

パ
シ
ー
、
念
力
、
体
外
離
脱
、
瞬
間
移

動
、
心
霊
手
術
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、

気
功
麻
酔
、
時
間
短
縮
、
物
質
化
現
象
、

予
言
、
物
質
の
縮
小
、
オ
ー
ブ
現
象
、

六
神
通
、
過
去
知
、
時
空
連
続
体
、
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
遭
遇
、
超

聴
力
、
遠
隔
治
癒
、
蘇
生
、
ひ
ら
め
き
、

悟
り
な
ど
が
あ
る
。

両
生
類
の
エ
リ
オ
プ
ス
・
爬
虫
類
の

デ
ィ
ア
デ
ク
テ
ス

両
生
類
の
エ
リ
オ
プ
ス
は
山
椒
魚
の

よ
う
な
生
物
、
三
分
の
一
が
頭
で
、
脳

の
長
さ
は
10
セ
ン
チ
ほ
ど
で
極
端
に
小

さ
い
。
爬
虫
類
の
デ
ィ
ア
デ
ク
テ
ス
は

ワ
ニ
に
似
た
生
物
で
、
と
が
っ
た
頭
と

水
掻
き
を
持
っ
て
い
る
。
両
生
類
か
ら

爬
虫
類
に
進
化
す
る
途
中
の
動
物
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

2
億
9
千
万
年
前
の
エ
リ
オ
プ
ス
と

デ
ィ
ア
デ
ク
テ
ス
は
、
き
わ
め
て
特
徴

的
な
脳
を
持
っ
て
い
る
。
頭
蓋
骨
は
両

目
の
間
の
奥
に
小
さ
な
穴
が
開
い
て
お

り
、
そ
の
穴
に
脳
の
突
起
部
が
す
っ
ぽ

り
は
ま
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

脳
の
突
起
部
は
第
三
の
目
で
あ
り
、
進

化
の
過
程
で
脳
の
一
部
の
細
胞
が
直
接

外
部
の
光
を
知
覚
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。眉

間
の
奥
に
あ
る
人
間
の
松
果
体

は
、
こ
の
脳
の
機
能
を
継
承
し
て
い
て
、

サ
イ
能
力
（
超
能
力
）
の
覚
醒
時
に
一

瞬
だ
け
ピ
カ
ッ
と
光
る
閃
光
を
見
る
。

し
か
し
閃
光
は
眼
の
網
膜
を
介
さ
ず
、

松
果
体
の
光
受
容
体
細
胞
が
直
接
知
覚

す
る
の
で
眩
し
く
は
感
じ
な
い
。
こ
れ

は
通
常
の
感
覚
以
外
の【
感
覚
外
知
覚
】

を
通
じ
て
受
け
取
る
知
覚
で
あ
る
。

睡
眠
と
夢
と
感
覚
外
知
覚（
超
能
力
）

夢
は
睡
眠
中
の
大
脳
の
覚
醒
で
あ

り
、
夢
と
幻
覚
は
対
象
な
き
知
覚
と
い

う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
夢
の
場

合
、
夢
を
大
脳
に
創
出
さ
せ
る
脳
幹
の

活
動
は
正
常
で
あ
る
が
、
幻
覚
の
場
合
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は
脳
幹
の
働
き
が
異
常
に
な
る
。
し
か

し
幻
覚
に
は
脳
幹
網
様
体
賦
活
系
理
論

が
働
い
て
い
る
。
睡
眠
と
夢
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
夢
は
レ
ム

睡
眠
で
も
徐
波
睡
眠
（
ノ
ン
レ
ム
）
で

も
見
る
が
、
荒
唐
無
稽
な
夢
は
レ
ム
睡

眠
に
限
ら
れ
る
。

そ
れ
は
レ
ム
睡
眠
中
に
シ
ー
タ
波
に

な
り
【
感
覚
外
知
覚
】
が
覚
醒
し
、
不

可
思
議
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
予
知
夢
や

体
外
離
脱
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
レ
ム
睡

眠
は
鳥
類
以
上
の
脊
椎
動
物
に
多
い
現

象
で
、
魚
類
の
サ
メ
や
爬
虫
類
の
ト
カ

ゲ
な
ど
は
面
白
い
夢
は
見
な
い
ら
し

い
。
ひ
と
は
、
た
と
え
７
時
間
の
睡
眠

を
と
っ
て
も
複
雑
な
睡
眠
過
程
か
ら
、

60
分
ほ
ど
は
ウ
ト
ウ
ト
と
し
た
レ
ム
睡

眠
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ひ
と
は
睡
眠
中
に
シ
ー

タ
波
に
な
り
【
感
覚
外
知
覚
】
が
覚
醒

し
、
予
知
や
体
外
離
脱
な
ど
不
可
思
議

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
と
き
ど
き
見
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
目
覚
め
る
と

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
金
縛
り

は
、
レ
ム
睡
眠
時
に
体
験
す
る
現
象

で
、
体
は
深
い
眠
り
で
意
識
は
浅
い
眠

り
の
時
に
見
る
。
怖
い
夢
を
見
た
直
後

に
体
を
動
か
そ
う
と
し
て
も
勣
か
な
い

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ひ
と
は
金
縛
り
に

あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
金
縛
り
は
霊

的
な
現
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

グ
レ
ー
博
士
と
シ
ー
タ
波
の
脳
波

シ
ー
タ
波
の
分
類
は
1
9
4
3
年
、

イ
ギ
リ
ス
の
大
脳
生
理
学
者
グ
レ
ー
・

ウ
ォ
ル
タ
ー
に
よ
る
。
グ
レ
ー
博
士
が

シ
ー
タ
波
を
提
唱
す
る
前
は
、
ド
イ
ツ

の
ペ
ル
ガ
ー
の
手
に
よ
り
、
デ
ル
タ
、

ア
ル
フ
ァ
ー
、
ベ
ー
タ
の
三
つ
の
脳
波

に
分
類
さ
れ
て
い
た
．
グ
レ
ー
博
士
は

脳
幹
の
最
上
位
に
あ
る
視
床
に
着
目
し

た
。
脳
幹
の
な
か
で
視
床
だ
け
は
左
右

の
脳
が
融
合
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
動

物
の
脳
の
急
激
な
進
化
に
、
脳
の
融

合
・
合
体
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。

視
床
が
左
右
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
上
部
に
あ
る
大
脳
も
左
脳
、
右
脳

に
分
か
れ
て
い
る
。
脳
が
融
合
で
き
ず

左
右
に
分
裂
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
間

精
神
の
根
源
的
意
味
が
あ
っ
て
、
人
間

は
単
体
近
似
で
真
実
に
せ
ま
り
、
進

歩
・
発
展
を
と
げ
て
き
た
。
視
床
と
は

「
眼
か
ら
の
視
神
経
が
通
る
床
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
人
間
の
感
覚
情
報
の

大
部
分
は
、
こ
の
視
床
を
通
る
神
経
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
。

大
脳
、
小
脳
、
脳
幹
の
交
差
点
に
位

置
す
る
視
床
は
「
情
報
の
中
継
セ
ン
タ

ー
」
と
も
い
う
べ
き
役
割
を
果
た
し
て

い
る
重
要
な
脳
で
あ
る
。
視
床
を
英
語

でthalam
us

と
い
い
、
そ
こ
か
ら

theta

（
シ
ー
タ
）
波
と
命
名
さ
れ
た
。

1
9
7
0
年
代
に
な
る
と
子
供
に
対

す
る
シ
ー
タ
波
の
研
究
が
多
数
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
シ
ー
タ
波
は
【
感

覚
外
知
覚
】
を
喚
起
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
イ
現
象
を
覚
醒
す
る
重
要
な
脳
波
で

あ
る
。

幼
児
期
の
シ
ー
タ
波
と
感
覚
外
知
覚

入
眠
期
過
同
期
生
シ
ー
タ
波
、
1
～

3
歳
の
幼
児
期
は
、
4
～
5
Ｈ
ｚ
の
高

振
幅
の
シ
ー
タ
波
が
両
側
前
頭
部
、
中

心
部
優
位
で
全
誘
導
に
わ
た
っ
て
数
秒

間
の
持
続
で
突
発
性
に
出
現
す
る
。
生

後
4
ヶ
月
ご
ろ
よ
り
出
現
し
、
幼
児
期

の
1
～
3
蔵
で
最
も
顕
著
に
な
る
。

11
歳
以
後
は
減
少
し
次
第
に
成
人
の

入
眠
期
パ
タ
ー
ン
に
な
る
。
幼
児
期
は
、

人
と
し
て
の
基
礎
的
発
達
の
目
ざ
ま
し

い
時
期
で
、
大
脳
神
経
は
80
％
が
完
成

さ
れ
る
。
運
動
面
で
は
基
本
的
な
体
の

動
き
を
2
歳
ま
で
に
達
成
し
、
速
度
、

柔
軟
性
、
局
部
的
な
動
き
が
発
達
す
る
。

精
神
面
は
認
知
、
記
憶
が
著
し
く
発

達
し
、
表
象
作
用
が
始
り
、
外
界
の
認

知
が
深
ま
る
。
ま
た
直
観
的
作
用
が
可

能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
音
楽
、
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
英
才
教
育
は
、

シ
ー
タ
波
が
顕
著
に
な
る
３
歳
頃
か
ら

始
め
る
と
天
才
的
才
能
が
培
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
幼
児
期
の
能
力
の
覚
醒
に

は
、
シ
ー
タ
波
の
生
理
学
的
エ
ビ
デ
ン

ス
が
あ
る
。「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
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の
諺
は
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
。

睡
眠
の
脳
波
と
感
覚
外
知
覚（
超
能
力
）

の
覚
醒

第
一
段
階
の
睡
眠
は
、
ア
ル
フ
ァ
ー

波
は
消
え
て
不
規
則
な
振
幅
の
波
が
現

れ
、
ウ
ト
ウ
ト
と
眠
り
か
け
た
状
態
。

第
二
段
階
の
睡
眠
は
、
頭
蓋
頂
鋭
波

の
シ
ー
タ
波
に
加
え
ア
ル
フ
ァ
ー
波
と

12
Ｈ
ｚ
～
14
Ｈ
ｚ
の
紡
錘
波
が
断
続
的

に
現
れ
、
寝
息
を
立
て
る
く
ら
い
の
睡

眠
。第

三
段
階
の
睡
眠
は
、
深
い
眠
り
の

デ
ル
タ
ー
波
（
0
・
5
Ｈ
ｚ
～
4
Ｈ
ｚ
）

が
脳
全
体
の
20
％
～
50
％
を
占
め
る
。

第
四
段
階
の
睡
眠
は
、
デ
ル
タ
ー
波

が
脳
全
体
の
50
％
以
上
を
占
め
熟
睡
の

状
態
を
い
い
、
健
常
者
の
睡
眠
は
第
一

段
階
か
ら
徐
々
に
深
い
眠
り
の
第
四
段

階
に
進
行
す
る
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

コ
ロ
ナ
が
巻
き
起
こ
す
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

　
　
　
　
　
　

竹
田　

稔
幸 

氏

日
時　

令
和
４
年
１
月
15
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社 

参
集
殿（
2
Ｆ
）

2
0
1
8
年
、
経
済
産
業
省
が
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
： 

Ｄ
Ｘ
）
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
当

時
は
誰
も
Ｄ
Ｘ
と
言
う
も
の
に
関
心
が

な
く
、
一
部
の
デ
ジ
タ
ル
オ
タ
ク
が
騒

い
だ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

奇
し
く
も
人
々
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
日
本
も
Ｄ
Ｘ

の
時
代
に
本
格
的
に
突
入
す
る
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
2
0
2
0

年
の
12
月
の
調
査
で
、
9
割
以
上
の
企

業
は
Ｄ
Ｘ
と
呼
べ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど

が
普
及
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
Ｄ

Ｘ
の
普
及
率
が
１
割
未
満
な
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
の
理
由
は
、
我
々
が
Ｄ
Ｘ
時

代
に
適
応
し
た
意
識
変
化
を
起
こ
し
て

い
な
い
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
と
言
う
の
は
、
リ
ア
ル
に
存
在

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り

便
利
に
す
る
た
め
に
進
化
し
て
き
ま
し

た
。
発
想
の
原
点
が
「
リ
ア
ル
」
に
あ

る
と
い
う
事
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｄ

Ｘ
は
、
発
想
の
原
点
が「
バ
ー
チ
ャ
ル
」

に
あ
る
の
で
す
。

署
名
捺
印
ひ
と
つ
と
っ
て
も
そ
う
で

す
ね
。
せ
っ
か
く
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

始
め
て
も
、
上
司
の
署
名
捺
印
の
た
め

に
出
社
す
る
と
言
う
馬
鹿
げ
た
事
態
が

起
こ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
Ｄ
Ｘ
を
実
践
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
デ
ジ
タ
ル
署
名
、
デ
ジ
タ
ル
捺
印

が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

が
現
実
は
そ
う
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

東
洋
に
は
古
く
か
ら
色
即
是
空
、
空

即
是
色
と
言
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
リ
ア
ル
が
バ
ー
チ
ャ
ル
へ
、

バ
ー
チ
ャ
ル
が
リ
ア
ル
へ
と
、
変
幻
自

在
な
様
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
変

幻
自
在
こ
そ
が
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
の
で
す
。

人
々
が
、
本
当
の
意
味
で
Ｄ
Ｘ
を
理

解
し
た
と
き
、
こ
の
世
は
色
即
是
空
、

空
即
是
色
と
な
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
大
き
な
意

識
の
変
化
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。
Ｉ
Ｔ 

は
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
で
は

な
く
、
意
識
や
感
情
の
世
界
へ
と
広
が

り
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
原
点

は
、
リ
ア
ル
の
世
界
で
は
な
く
、
バ
ー

チ
ャ
ル
の
世
界
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
変
化
は
表
面
か
ら
で

は
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
、
色
即
是
空
、
空
即
是
色
な
の
で

す
。2

0
2
2
年
に
は
Ｄ
Ｘ
の
大
波
が

や
っ
て
き
ま
す
。
気
づ
か
ぬ
人
は
、
知

ら
ぬ
間
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
意
識
の
変

化
に
目
を
向
け
、
こ
の
大
波
に
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
1
号（
1
9
8
3
年
6

月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　

藤
倉  

啓
次
郎

（
前
回
分
）

南
印
度
へ

三
月
三
日
私
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
南
方

二
二
○
○
粁
余
り
の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ッ
ド
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を
訪
れ
た
。

印
度
第
五
の
大
都
市
で
あ
る
。
古
い

回
教
徒
の
町
で
、
町
に
は
多
数
の
回
教

的
建
物
が
あ
る
。
町
か
ら
一
〇
粁
ほ
ど

離
れ
た
処
に
数
百
年
前
の
ゴ
ル
ゴ
ン
ダ

城
の
廃
櫨
が
あ
る
。
日
光
の
鳴
竜
と
同

様
拍
手
す
る
と
天
井
で
音
響
を
発
す
る

建
物
が
あ
る
。

町
か
ら
こ
こ
に
来
る
途
中
、
昔
の
王

達
の
立
派
な
回
教
建
物
式
墓
が
数
ケ
所

に
見
ら
れ
た
。
墓
の
荘
厳
さ
が
死
者
の

あ
の
世
の
幸
福
を
保
証
す
る
訳
で
も
な

い
だ
ろ
う
が
。
む
し
ろ
つ
わ
者
ど
も
の

夢
の
あ
と
の
感
を
起
こ
さ
せ
る
。

こ
の
町
の
博
物
館
は
見
る
価
値
が
あ

る
ら
し
い
の
で
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
生
憎

と
金
曜
日
で
回
教
方
式
で
休
館
だ
っ
た

の
は
残
念
だ
っ
た
。

こ
の
町
に
は
一
泊
し
た
が
ホ
テ
ル
の

名
は
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
と
い
う
。
こ
の

名
は
仏
教
の
中
論
哲
学
を
説
き
、
大
乗

仏
教
八
宗
の
祖
と
も
称
さ
れ
、
ま
た
般

若
波
羅
蜜
多
と
も
縁
深
い
偉
大
な
る
仏

教
僧
・
竜
樹
菩
薩
の
印
度
原
名
で
あ
る
。

（
今
回
こ
こ
か
ら
続
き
ま
す
）

こ
の
町
か
ら
南
々
東
一
五
〇
粁
の
処

に
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
湖
が
あ
る
が
、
そ

の
辺
が
竜
樹
菩
薩
の
生
地
ら
し
く
ま
た

遣
跡
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
が
予
め
分

っ
て
い
た
ら
、
私
は
こ
こ
で
も
う
一
泊

し
て
そ
の
遺
跡
を
お
参
り
す
る
の
だ
っ

た
。三

月
四
日
夜
予
定
よ
り
二
時
間
遅
れ

の
飛
行
機
で
ハ
イ
デ
ラ
バ
ゥ
ド
か
ら
バ

ン
ガ
ロ
ー
ル
に
向
っ
た
。
到
着
は
午
後

十
時
頃
。
幸
い
に
も
旅
行
会
社
員
の
出

迎
え
が
あ
っ
て
無
事
ホ
テ
ル
に
つ
い
た

が
、
途
中
夜
目
に
も
美
し
い
町
と
感
じ

た
。
こ
こ
は
英
国
が
統
治
中
に
つ
く
っ

た
庭
園
を
も
っ
た
建
物
や
公
園
や
並
木

の
多
い
町
で
あ
る
。
州
政
府
が
あ
る
。

こ
の
町
に
ブ
ル
テ
ン
プ
ル
と
い
う
お

寺
が
あ
る
。
巨
大
な
石
で
造
っ
た
牛
像

が
本
尊
様
で
、
本
物
の
牛
よ
り
も
大
き

そ
う
で
あ
る
。
参
詣
し
て
乞
食
の
歓
迎

を
受
け
た
。

泊
っ
た
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
、
現
代
最

高
の
超
能
力
聖
者
サ
イ
バ
バ
の
写
真
が

掲
げ
て
あ
る
の
で
フ
ロ
ン
ト
の
人
達
に

尋
ね
た
ら
、
サ
イ
バ
バ
の
信
者
だ
と
い

う
ホ
テ
ル
売
店
の
主
人
を
紹
介
し
て
く

れ
た
。
サ
イ
バ
バ
の
処
へ
行
き
た
い
な

ら
案
内
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
住
所

だ
け
を
き
い
て
お
い
た
。
バ
ン
ガ
ロ
ー

ル
の
北
方
約
二
〇
〇
粁
の
ア
ラ
ン
タ
プ

ー
ル
に
本
拠
が
あ
り
、
ま
た
こ
こ
バ
ン

ガ
ロ
ー
ル
か
ら
二
五
粁
の
地
点
に
ア
シ

ュ
ラ
ム（
道
場
）が
あ
る
と
の
話
だ
っ
た
。

三
月
五
日
午
後
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の

南
西
約
一
三
〇
粁
の
マ
イ
ソ
ー
ル
に
バ

ス
で
行
く
。
途
中
バ
ス
は
椰
子
の
実
を

売
る
店
の
前
で
一
時
停
留
す
る
。
そ
の

間
乗
客
は
椰
子
の
実
の
一
端
を
切
落
し

た
の
を
買
求
め
て
そ
の
中
の
水
を
呑

む
、
私
も
呑
ん
だ
が
、
暑
い
最
中
な
の

で
誠
に
甘
露
の
味
が
し
た
。

こ
の
バ
ス
路
線
は
広
大
な
平
泉
の
中

の
簡
易
舗
装
道
路
を
走
る
。
ま
ば
ら
な

樹
木
は
あ
る
が
密
林
は
全
く
な
い
。
マ

イ
ソ
ー
ル
の
近
く
に
は
桑
畑
や
米
田
ら

し
い
の
が
見
え
た
が
、
何
か
日
本
の
土

地
に
会
っ
た
よ
う
な
親
し
み
を
覚
え
た
。

マ
イ
ソ
ー
ル
は
昔
マ
イ
ソ
ー
ル
王
国

の
王
様
が
造
っ
た
町
だ
そ
う
だ
が
、
大

変
奇
麗
な
町
で
あ
る
。
附
近
に
は
養
蚕

業
や
機
械
工
場
が
多
い
ら
し
い
。

町
か
ら
一
〇
粁
ほ
ど
離
れ
た
処
に
チ

ャ
ム
ン
デ
イ
ヒ
ル
が
あ
り
そ
こ
に
大
き

な
回
教
寺
院
が
あ
り
、
多
く
の
参
拝
者

を
集
め
て
い
る
。
又
こ
の
丘
の
上
に
豪

華
な
ホ
テ
ル
も
あ
る
が
も
と
は
王
宮
だ

っ
た
と
い
う
。

町
の
中
央
に
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
宮
殿
と
称

す
る
豪
華
な
建
物
が
あ
る
。
宮
殿
二
階

の
天
井
に
は
立
派
な
絵
画
が
画
か
れ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮

殿
と
は
何
れ
が
先
輩
格
に
な
る
の
だ
ろ

う
。
日
曜
日
の
夜
に
は
一
時
間
ほ
ど
こ

の
宮
殿
と
そ
の
周
囲
の
外
壁
に
全
面
的

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
す
の
だ
が
、

そ
の
光
景
は
す
ば
ら
し
い
。
私
は
幸
い

に
も
こ
の
光
景
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
。こ

の
辺
で
産
す
る
絹
織
物
は
日
本
産

よ
り
も
上
質
で
安
い
そ
う
だ
。
私
は
日

本
へ
の
お
土
産
に
少
々
買
求
め
た
。
し

か
し
こ
の
町
で
、
コ
ダ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム

を
買
っ
た
ら
東
京
で
の
二
倍
以
上
の
値

段
だ
っ
た
。

こ
こ
の
ホ
テ
ル
で
は
久
し
振
り
に
バ

ス
に
お
湯
を
満
し
て
タ
ッ
プ
リ
と
身
体

を
浸
し
て
よ
い
気
持
に
な
っ
た
。
ま
た

こ
こ
で
三
人
の
日
本
入
技
術
指
導
者
に

会
っ
て
こ
れ
ま
た
久
し
振
り
に
日
本
語

を
自
由
に
話
せ
た
の
も
楽
し
い
想
出
で

も
あ
る
。

マ
イ
ソ
ー
ル
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
は
デ

カ
ン
高
原
と
称
す
る
海
抜
七
〇
〇
米
の

地
帯
に
あ
る
の
だ
が
、
高
原
と
い
っ
て

も
日
本
の
高
原
の
感
じ
は
し
な
い
。
余

り
に
も
広
い
地
域
で
あ
り
緑
も
少
い
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
北
緯
一
二
度
と
い
う

南
方
だ
か
ら
夏
の
感
じ
が
す
る
。
マ
イ

ソ
ー
ル
で
は
洋
服
の
上
衣
を
着
て
い
る

人
は
い
な
い
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
戻
る
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マ
イ
ソ
ー
ル
に
二
泊
し
て
三
月
七
日

の
午
後
、
バ
ス
で
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
行

き
、
そ
こ
か
ら
飛
行
機
で
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
に
戻
っ
た
。

三
月
八
日
の
晩
に
は
ア
ニ
ー
ル
先
生

の
娘
む
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
さ
ん
（
大
学

の
英
語
教
師
）
の
招
待
を
受
け
同
氏
の

家
で
夕
食
を
い
た
だ
い
た
。

翌
九
日
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
さ
ん
は
オ
ー
ト

バ
イ
の
後
に
私
を
乗
せ
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

市
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
極

め
て
有
効
な
観
光
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

に
は
ネ
ー
ル
の
墓
地
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

大
学
、
新
ス
タ
デ
ィ
ア
ム
（
競
技
場
、

収
容
入
員
一
〇
万
人
）
な
ど
が
あ
る

が
、
何
れ
も
狭
い
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
広
大
な
敷
地
を
も
っ
て
い

る
の
に
は
驚
く
。

ま
た
印
度
で
製
作
し
た
映
画
も
見
せ

て
貰
っ
た
。
ま
た
私
は
別
の
日
一
人
で

印
度
映
画
を
見
た
が
な
か
な
か
勉
強
に

な
っ
た
。
印
度
の
裕
福
階
級
の
生
活
も

お
よ
そ
想
像
で
き
た
。
わ
れ
わ
れ
の
到

底
及
ば
な
い
高
い
生
活
の
よ
う
で
あ

り
、
貧
富
の
差
の
大
き
さ
も
一
層
感
じ

ら
れ
た
。
一
流
映
画
館
で
日
本
金

一
〇
〇
円
位
で
見
ら
れ
る
の
は
安
い
。

初
め
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
氏
は
映
画
ガ
ン
ジ

ー
を
見
な
い
か
と
勧
め
た
の
だ
が
、
私

は
印
度
産
を
所
望
し
た
。
映
画
ガ
ン
ジ

ー
は
東
京
で
四
月
に
な
っ
て
か
ら
見
た
。

ガ
ン
ジ
ー
の
精
神
的
偉
大
さ
に
は
誠
に

感
動
さ
せ
ら
れ
た
。
私
は
一
昨
年
印
度

に
行
っ
た
時
、
印
度
に
は
精
神
的
偉
人

が
多
い
の
に
な
ぜ
後
進
国
に
な
っ
て
い

る
の
か
と
、
国
立
教
育
研
究
所
長
に
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
長
い
間
の
英

国
支
配
に
よ
り
発
展
を
阻
害
さ
れ
た
か

ら
だ
と
答
で
あ
っ
た
。
今
度
映
画
ガ
ン

ジ
ー
を
見
て
そ
の
意
味
も
よ
く
諒
解
で

き
た
。

印
度
の
新
聞
に
一
九
九
〇
年
頃
に
は

印
度
に
緑
が
な
く
な
る
危
険
が
あ
る
と

の
警
告
記
事
が
の
っ
て
い
る
の
を
読
ん

だ
。
印
度
は
無
理
し
て
日
本
や
ア
メ
リ

カ
を
真
似
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

糸
川
英
夫
先
生
は
「
第
三
の
道
」
で
印

度
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
先
進
国
で
あ
る
。
私
は
こ
の
本
を
ア

ニ
ー
ル
先
生
に
差
上
げ
た
。
先
生
の
息

子
さ
ん
は
日
本
語
が
達
者
だ
か
ら
何
れ

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。

日
本
へ
帰
る

三
月
十
二
日
早
朝
ま
だ
暗
い
中
を
ア

ニ
ー
ル
先
生
の
見
送
り
を
受
け
て
、
私

は
東
京
へ
向
け
て
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
出

発
し
た
。
ア
ニ
ー
ル
先
生
を
初
め
多
く

の
人
達
に
感
謝
し
つ
つ
、
ま
た
印
度
の

秩
序
あ
る
発
展
を
願
い
な
が
ら
。

東
京
へ
戻
っ
て
一
先
づ
ホ
ッ
と
し
た

が
、
そ
の
後
も
旅
行
の
あ
と
始
末
が
続

い
て
い
る
。

ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ェ
ナ
師
の
教
え
を

広
め
る
こ
と
。
般
若
波
羅
蜜
多
女
神
の

存
在
を
周
知
す
る
こ
と
。
ゴ
ー
ピ
師
を

日
本
へ
招
待
す
る
こ
と
な
ど
と
私
の
勧

め
も
ま
だ
続
く
だ
ろ
う
。（
一
九
八
三

年
四
月
三
〇
日
）

ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
に
対
す
る
私

の
質
問
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
師
の
お
答

え
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

私　

悟
り（Enlightenm

ent

）と
い
う

こ
と
は
真
実
の
実
在
世
界
を
体
験
す
る

こ
と
で
は
な
い
か
。

師　

正
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
が
普
通
に
経
験
し
て
い
る
世
界
は
五

感
に
よ
っ
て
生
じ
た
世
界
で
あ
る
。
五

感
は
心
に
よ
っ
て
演
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
が
わ
れ
わ
れ
が
普
通
に
見
る

世
界
で
あ
る
。
悟
り
に
入
れ
ば
意
識
に

対
面
す
る
。
そ
れ
が
真
実
の
世
界
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
わ
れ
わ
れ
の
心
は
物
質

的
な
力
に
反
応
し
て
普
通
の
世
界
を
現

出
す
る
の
で
あ
る
。
悟
り
に
お
け
る
高

い
意
識
状
態
で
は
、
感
覚
は
外
的
世
界

か
ら
切
断
さ
れ
て
意
識
の
内
部
世
界
だ

け
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
は
物
質
世

界
は
消
え
さ
り
実
在
だ
け
が
残
る
の
で

あ
る
。

私　

自
分
自
身
を
知
る
方
法
は
ど
う
す

る
か
。
瞑
想
に
よ
る
の
か
。

師　

そ
の
通
り
瞑
想
に
よ
る
。
そ
れ
は

神
で
も
月
で
も
花
で
も
よ
い
。
何
か
一

点
の
的
に
心
を
集
中
す
る
の
だ
。
そ
れ

を
継
続
す
る
と
し
ま
い
に
は
そ
の
的
だ

け
が
意
識
に
残
り
外
部
世
界
は
消
え
て

し
ま
う
。
次
に
は
そ
の
的
も
消
え
去
り

意
識
だ
け
が
残
る
。
そ
し
て
自
分
ひ
と

り
に
な
る
。
こ
こ
で
自
分
自
身
の
深
い

自
己
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
ま

た
実
在
で
あ
り
意
識
で
あ
る
。

私　

自
分
自
身
を
知
る
こ
と
と
悟
り
と

は
相
違
が
あ
る
か
。

師　

そ
れ
は
全
く
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

悟
り
と
は
真
の
自
分
自
身
を
知
る
こ
と

で
も
あ
る
。

普
通
わ
れ
わ
れ
は
、
太
陽
を
見
た
り

月
を
見
た
り
山
を
見
た
り
木
を
見
た
り

し
て
、
こ
れ
が
太
陽
だ
月
だ
と
い
う
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
自
身
は
何
か
と
な
る
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と
分
か
ら
な
く
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
何

か
、
わ
れ
わ
れ
は
何
処
か
ら
来
た
の

か
、
何
処
へ
行
く
の
か
、
何
の
た
め
に

生
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
こ
れ

等
の
問
題
に
ど
う
答
え
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
。
ミ
ス
テ
リ
ー
に
迷
い
込
ん
で

し
ま
う
。

正
し
い
瞑
想
に
よ
っ
て
悟
り
に
入
る

と
わ
れ
わ
れ
の
領
域
か
ら
現
実
世
界
が

後
退
し
て
見
え
な
く
な
る
。
そ
し
て
不

思
議
な
こ
と
に
自
分
自
身
が
或
は
荒
野

の
如
く
或
は
芝
生
の
如
く
或
は
大
海
の

如
く
拡
が
る
の
が
分
か
る
。
す
る
と
今

ま
で
自
分
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
自

分
で
は
な
い
。
自
分
は
何
か
他
の
も
の

で
あ
る
と
感
ず
る
。
そ
れ
は
丁
度
夢
み

る
者
が
夢
の
中
で
森
だ
川
だ
人
間
だ
と
見

え
て
い
た
の
が
、
朝
目
を
さ
ま
し
て
目
を

開
い
て
、
自
分
は
夢
み
て
い
た
。
あ
の
人

間
、
あ
の
森
あ
の
川
は
夢
だ
っ
た
。
そ

こ
に
は
自
分
は
い
な
か
っ
た
。
自
分
の

父
も
自
分
の
家
も
自
分
の
兄
弟
も
覚
え

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
夢
の
中
で
は

相
手
側
の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。

こ
れ
と
同
様
で
、
瞑
想
に
よ
っ
て
覚

醒
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
本
物
と
考
え

て
い
る
こ
の
世
界
は
夢
に
す
ぎ
ず
、
自

分
は
今
ま
で
と
全
く
違
っ
た
何
物
か
で

あ
る
と
い
う
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て

別
世
界
の
地
球
に
、
別
の
生
命
に
、
別

の
存
在
に
目
が
醒
め
る
。

わ
れ
わ
れ
は
意
識
の
小
単
位
で
な

く
、
ま
た
小
さ
い
個
人
で
も
な
く
、
宇

宙
そ
の
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
太
陽
と

共
に
あ
り
、
月
と
共
に
あ
り
、
地
球
と

共
に
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
見
え
る
宇
宙

の
す
べ
て
は
自
分
の
一
部
で
あ
る
と
。

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
は
単
な
る
個
人

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

私　

師
の
体
験
し
た
神
秘
的
世
界
に
つ

い
て
出
来
る
だ
け
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

師　

親
愛
な
る
友
よ
、
答
え
よ
う
。
神

秘
的
世
界
と
い
う
け
れ
ど
私
に
と
っ
て

は
い
つ
も
い
つ
も
そ
の
有
様
な
の
で
あ

る
。四

十
五
年
前
に
私
が
覚
醒
し
て
以

来
、
天
の
恩
寵
に
よ
り
私
は
徐
々
に
し

か
も
確
実
に
、
光
明
の
中
で
食
べ
、
呼

吸
し
、
眠
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
常

に
光
の
世
界
に
あ
り
、
私
の
中
も
外
も

光
で
あ
る
。

私
は
浮
揚
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
私
の
身
体
は
風
船
と
そ
れ
を
地
球

に
つ
な
ぐ
細
長
い
紐
を
想
像
し
て
み
よ

う
。
私
自
身
の
意
識
は
空
中
に
浮
び
、

ま
た
何
処
ま
で
も
拡
が
る
風
船
の
よ
う

に
、
私
は
感
じ
る
。
ま
た
私
は
細
い
紐

で
こ
の
地
球
に
つ
な
が
れ
て
い
る
よ
う

で
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
紐
が
私
自
身
で

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
私
は
ま
た
雲
の

中
に
あ
り
空
中
に
あ
る
宇
宙
的
存
在
で

あ
る
と
も
感
じ
る
。

私
の
心
は
四
十
五
年
前
と
は
違
っ
て

い
る
。
い
ま
私
は
光
の
海
と
し
て
生
き

て
い
る
。
そ
の
中
で
私
の
エ
ゴ
は
一
つ

の
木
片
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
と
浮
動
す

る
よ
う
に
も
感
じ
る
。
ま
た
私
は
あ
る

目
標
に
向
か
っ
て
高
く
高
く
昇
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
私
の
身
体
で
も

な
く
、
感
覚
で
も
な
く
、
精
神
で
も
な

い
。
そ
れ
は
宇
宙
に
お
け
る
す
べ
て
で

あ
る
。

一
九
三
七
年
に
私
が
初
め
て
目
覚
め

た
時
、
光
の
放
射
線
が
私
の
背
骨
を
下

か
ら
上
へ
と
昇
り
脳
に
達
し
た
と
感
じ

た
。
そ
し
て
そ
の
放
射
線
と
共
に
私
は

ど
ん
ど
ん
拡
が
り
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
よ
う
に
感
じ
た
。
し
か
し
今
は
そ
れ

が
神
秘
的
物
語
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

そ
し
て
そ
の
物
語
の
中
で
、
一
九
三
七

年
に
自
分
が
拡
大
す
る
の
が
見
え
る
の

で
あ
る
。
分
か
る
か
ね
？

私
は
い
ま
私
の
意
識
が
宇
宙
に
拡
が

り
つ
つ
あ
る
の
が
分
か
る
。
ま
た
寝
て

も
醒
め
て
も
光
の
楽
園
に
い
る
。
あ
な

た
と
話
し
て
る
今
で
も
私
の
目
の
前
に

は
光
が
あ
る
。
食
べ
る
間
も
眼
前
に
光

が
あ
る
。
私
は
地
上
に
あ
り
な
が
ら
光

と
意
識
の
世
界
に
い
る
。
こ
れ
は
途
方

も
な
い
体
験
で
あ
り
、
ま
た
楽
し
い
体

験
で
あ
り
、
そ
れ
は
幸
福
、
平
安
、
調

和
で
あ
り
、
こ
の
世
に
は
こ
れ
に
比
す

べ
き
何
物
も
な
い
、
如
何
な
る
王
国
も

快
楽
も
こ
の
内
的
な
王
国
に
比
す
べ
き

も
の
は
な
い
。

こ
れ
は
天
の
恩
恵
で
あ
り
、
正
し
い

生
活
、
清
ら
か
な
生
活
、
瞑
想
と
神
を

敬
う
こ
と
だ
け
が
、
徐
々
に
こ
の
レ
ベ

ル
に
心
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
国
は
わ
れ
わ
れ
の
心
の
内
に
あ

る
。
こ
れ
を
私
は
世
界
の
人
た
ち
に
気

付
か
せ
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
天
国
は

遠
く
は
な
い
。
仏
陀
は
離
れ
て
は
、
い

な
い
。
ク
リ
シ
ュ
ナ
も
ま
た
去
っ
て
は

い
な
い
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
心
の
内

に
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
知
る
べ
き
こ
と

は
こ
の
内
な
る
王
国
、
内
な
る
王
国
と

共
に
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
内
な
る

天
国
と
わ
れ
わ
れ
の
間
に
は
薄
い
ヴ
ェ

ー
ル
が
あ
り
カ
ー
テ
ン
が
あ
る
。
こ
の

カ
ー
テ
ン
を
取
除
く
べ
き
で
あ
る
。
一

た
び
こ
の
カ
ー
テ
ン
を
取
去
れ
ば
わ
れ

わ
れ
は
わ
が
王
国
の
内
に
あ
り
、
仏
陀

の
前
に
お
り
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
前
に
い

る
。こ

の
カ
ー
テ
ン
を
取
去
る
に
は
正
し

い
生
活
が
必
要
で
あ
る
。
正
し
い
生
活
、
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良
い
健
康
、
正
し
い
行
な
い
、
良
い
心

と
日
々
の
祈
り
と
瞑
想
と
願
い
と
が
必

要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
常
に
目
の
前

を
神
聖
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
心

が
清
く
、
行
な
い
が
正
し
く
、
考
え
が

健
全
で
、
常
に
神
を
念
ず
る
な
ら
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
天
国
に
至
る
だ
ろ
う
。

ヴ
ェ
ー
ル
を
取
去
れ
ば
天
国
は
目
の

前
に
現
わ
れ
る
。
私
は
世
界
の
人
々
が

こ
の
秘
密
を
知
る
こ
と
を
望
ん
で
止
ま

な
い
。
そ
れ
は
神
の
王
国
に
住
め
る
こ

と
で
あ
り
、
何
れ
の
方
面
も
よ
く
な
る

こ
と
で
あ
り
、
何
れ
の
方
面
か
ら
も
愛

や
善
や
同
情
や
慈
悲
が
現
わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
憎
し
み
も
な
く
、
戦
争
も
な

く
、
悲
哀
も
な
く
、
野
望
も
な
く
、
恨

み
も
な
く
、
そ
し
て
善
、
愛
、
正
し
い

行
な
い
、
正
し
い
考
え
、
正
し
い
努
力
。

こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
王
国
は
わ
れ
ら
に

あ
り
天
国
も
わ
れ
ら
に
あ
る
。

わ
れ
ら
の
内
に
あ
る 

こ
の
傑
大
な

神
聖
な
力
は
、
わ
れ
ら
の
願
い
を
満
た

す
だ
ろ
う
し
、
そ
し
て
わ
れ
ら
は
単
な

る
生
き
も
の
で
は
な
く
、
神
聖
な
存
在

で
あ
り
、
こ
の
地
上
の
何
物
に
も
勝
る

王
国
を
、
天
は
わ
れ
ら
に
約
束
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
だ
ろ
う
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「心」の中で想い浮かべた「文字や絵」を、
光を遮断したフィルムの上に写し出す事を、
念写といいます。「念写」は今から約110年も
前の1910年に、世界に先駆けて、福来友吉先
生によって発見されました。当時は2元論（形
而上学、形而下学）が盛んであり、心の世界と
物の世界は別であると考えておりました。形
而上学は精神や心（意識）、形而下学は物質や
科学技術を意味しております。当時の欧米人
の知識人の多くは、キリスト教を信仰しており、
キリスト教では、｢父と子と精霊｣ と言われるよ
うに、心（精神）はキリストによって与えられた、

「信者の心（精神）は､ 体内にあり、神である。
したがって、神を研究する事や分析すること
は出来ない」と教えていたらしい。

しかし、福来先生は､ 2元論の間の壁を取り
除いて、両者を総合的に研究する。つまり、心
と物を統合して、心が体外にある物質に直接に
作用して｢念写像｣を造るのだろう､と説明した。
　これは、当時の知識人には受け入れられ難
い説明（解釈）であった。永い時間が経過し
て、量子力学が進歩してきて、心〈精神〉を科
学として扱う様になってきた。例えば、量子
脳理論で有名な英国、ロジャー・ペンローズ

（1931〜現在）は、ノーベル物理学賞を2020
年に受賞した。　

体外に放出された意識（心）は量子論で説

明することが出来、宇宙・空間に広く拡散し
ている、と説明した。すでに福来先生は、体
外にある念写の「念」は願いを持ったネルギー
であり、宇宙空間に広く拡散し充満している、
と世界に先駆けて、説いております。　　

1980年になると、佐々木茂美（動画：佐藤
禎花）は、体外の空間に、三日月型の月の念
写像の動的な連続撮影に成功した。そして之
の解析から福来先生のねん「念」は陰陽サイ
spin対（光子群）であると主張した。つまり
112年前に福良先生が発見した「念写」はこの
量子で説明する事が出来る、と主張した。

我々が生活している環境の中で、最も安定
していて、しかも永久運動をしているのは電
子である。この電子は陰性であり、波状（く
も状）に存在している。他方肉体の内部には
陰性と陽性の電子の流れ（東洋医学）がある。
これを例えば ｢気、サイ｣ という。呼吸法等を
応用して脳波の周波数を下げて変性意識状態

（ASC）になり、目を閉じて、非肉眼で物を見
る。すると､ 無意識層から陰陽サイspin 対（光
子群）が放出されて、体外の空間にあるオー
ブに付着して意識体を形成する。意識体は、
意識の指示により、マクロPKとして、スカ
ラー波を介して、共鳴・共振によって、念写
像が形成される、と考えている。

念写研究における意識と物質念写研究における意識と物質
栗田 慶祐
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B）「生霊の憑依を指摘！」
あの社長に若い女性の生霊が憑いている！
後にこの社長は自転車で転倒し大怪我して入
院。会社も倒産の憂き目に、霊能力者の霊視
の通りに女の実名や年齢までピタリ一致。

（生霊の検証）

Ⅴ「霊能力の発現は、先天的か？後天的能力か？」
１）先天的能力：遺伝的素質（父母、祖父母

など肉親からの遺伝的形質による）
２）先天的能力：宿命的発現（前世からのカ

ルマ）
３）後天的体験：運命的開眼（極度の苦難と

突如として神の啓示を受けたケース）
４）奇跡的発現：意識の喪失（病気や事故で死

に直面して一時的に意識を失ったケース）
５）神秘的発現：夢見のとき（睡眠中に光や

神仏に出会う神秘体験のケース）
６）修行的発現：宗教の修験者たちの難行苦

行やイタコ・ユタ・ノロ・ゴミソなどの修行）
７）霊能開発法：現代の能力開発で体得する

手法（イメージ・トレーニング、リーディング、
チャネリング、アカシックレコード等々）

Ⅵ「能力開発法は？」
太古の人類は自然界の驚異や猛獣などの闘

いから本能的に自己の生命の危険から身を護
る進化の過程で本能として磨かれた“予知能
力”の感性、即ち“超感覚的知覚”が鋭敏にな
ったと考える。だが現代人は通常の生活で命
の危機に晒されず、鋭敏な能力などは潜在化
したか、退化したかと思える。

旧来の霊能力開発法は、神道や修験道では
山に籠り、神人合一の境地に至り「鎮魂帰神
法」などにより超能力を自発的に身につけた。
仏教では瞑想や荒行による修行や読経によ
り、神通力を得た。

近代では、人の潜在能力による合理的な脳
科学や生理心理学理論による開発法が考えら
れている。

そこで私は瞑想法や自律訓練法、イメージ
法などの能力開発法でかって世界的に流行っ
た「シルバ・マインドコントロール」法を体

験した。さらに発展した「イメージ・トレー
ニング法」がある。
＊開発法を簡単に紹介すると、
①座法（安静にして座る法）
②呼吸法（腹式呼吸法など）
③弛緩法（自律訓練法と同じような手法）
④�瞑想法（座禅と同じように変性意識状態へ

誘導）
⑤イメージ法（イメージへの感覚投入）
⑥応用法（様々な実地の応用開発法）

しかし近代科学が発達し、文化的生活の恩
恵を浴すようになった現代人は、身を護る本
能的な予知能力、いわゆる「超能力」など次
第に潜在意識下に封じ込められてしまった。

（おわりに）
科学的に証明できない現象などは認められ

ないとする唯物論的思考の人たちは、これら
の存在はあり得ないか、あってはならない現
象だと思うだろう。だが私は60年間「心霊現
象」を研究している立場から言うと、人間は
死後も霊魂として永遠に存続し、いずれ前世
のカルマを持って転生するものと考えている。

「生あるものは必ず死す」～真理である。
ゆえに人生は霊的進化を遂げる途上の一里

塚に過ぎない。多くの人間は「死んだら一巻
の終り」だと思っている。従って霊的にいさ
さかの進歩もせず、幾代も低次元で輪廻転生
を繰り返している現代人が多い。

「人生は蒔いた通りの花が咲く」～真理である。
今生かされている我々が最も大切な学ぶべき

「霊的世界」の真相は、富や権力、名誉とか
の価値観ではなく、世のため、人のために奉
仕し、無償の愛や思いやり、寛容、反省や感
謝の心などの価値観を心に浸透するならば、
迫り来る大惨禍への警鐘に対する気づきであ
り、心構えとなろう。

最後に、私は人類の生命や文化に役立たな
い科学などは無意味だと考えている。



14

２）「幽霊が出る！という部屋での撮影実験」
＊事故物件（自殺者）承知で借りた人からの訴
え！

オーブが多数飛来した映像と高感度電磁波
測定器でも収録後、画像解析を行った。（V
解析あり）

３）「霊媒による憑依ハプニング！」
＊旅先の旅館で霊媒2名が霊に憑依して絶叫！

「私達はこの部屋で心中したと男の名を叫
ぶ！」＝調査の結果、旅館で男女の心中事件
があり逃げた男の名も事実と判明。（憑依の
V収録あり）

４）「某大学教授と霊能力者とのTV対決！」
＊霊視が正解なら教授を辞職すると記者会見！

「初公開の物質だが何に使うか？分子構造は？」
霊視では「航空機の新素材と正解」だが、分
子構造までは言えないので「辞職しない」と
の弁。

５）「霊能力者の脳内活動を測定する！」
＊能力者Aは被験者Bを霊視した時の脳内活
動を「光トポグラフィー」で大脳内の血流測
定を行う。

脳内計測（下記の写真）前頭葉のグラフは
低下して雑念の無い状態を示している。一
方、後頭葉は起伏が大きくイメージがよく現
れている。

前頭葉・後頭葉

Ⅲ「霊視のメカニズムは？」
①�目を開けている時は意識を対象物に感覚投

入させ、頭に浮かんだ映像と感情が伝わっ
てくる。

②�目を閉じた時は第3の眼の辺りから脳に直
接働きかけ、後頭部の視覚野にイメージ映
像が映る。

③�イメージ・スクリーンに初め光が見え、次ぎ
に断片的なモノから次第に全体像が現れる。

④�脳内の血流測定における研究では、瞑想の
時とか、ある意味ボーッとしているような
状態の時、あるいは無意識状態の時に、前
頭葉の脳内の血流活動が低下する。その反
面、後頭葉の視覚野の血液量は増大する。
この現象を“デフォルトモードネットワー

ク” DMN（Default Mode Network）という。
これはインスピレーションとも関係している
最新理論である。

“超能力”（Psychics）と一口に言っても、
霊的な媒介がある現象と霊魂を介さない現象
の違いを区別する必要がある。分かり易く言
えば、「霊視」は霊魂を媒介として視るのに
対して、「透視」は霊魂とは関わりなく意識
を拡大してサイ（気）によって視る現象との
違いだと私は考えている。

Ⅳ「霊視ではどう視えるのか？」
世界的に有名な霊能力者のネラ・ジョーン

ズ（イギリス）は、ロンドン警察で犯人逮捕
につながる情報を霊視し、数々の表彰状を授
与されている。

その彼女に霊視の視え方を訊いた。
「霊視には2つある。直視すると現実の空間
にファーとガス状のものが形を成し、人物像
が脳裏に浮かび上がる」。もう1つは閉眼の
霊視で「人物の容姿や服装、状態、動作など
が次々とイメージ映像のように脳裏に浮かぶ
ケースとが感じられる」。

＊次に科学的ではないが、霊視の実地検証で
確証を得た事例
A）「霊視の検証は国内の優れた能力者で試み
る！」
初めて訪れた場所（鎌倉で霊視実験を試みる）
霊能力者「あの樹木の枝で母親と娘とが首吊
り心中している姿が視える」という霊視であ
った。園内を掃除していた作業人に聞いて確
かめると「昨年秋ごろ、正しくあの木の枝に
親子が首を吊って心中した！」との証言。（死
霊の検証）
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隊長からあなたはぜひ生き証人になれと命じ
られた。多くの将兵たちは戦死。私だけ生き
残るなど耐えられないと手榴弾で自爆。だが
気がついたら米軍の野戦病院のベッドだっ
た。今も体内に小さな破片が20数個入って
いる」と告白。

立会人は東工大の宮城音弥教授（心理学）
で「島の名は分からなかったが、戦場での激
戦の状況は視えていたようだ」との感想を述
べた。

＊硫黄島戦では1945年2月に米軍が上陸、旧
日本軍2万1900人、米軍6821人が戦死。

「心霊現象とは？」
心霊的スピリチャル（Spiritual）な現象を

いう。いわば超常現象の中で、とりわけ霊魂
が介在していると考えられる現象である。

「霊能力者とは？」
主に宗教的修行者や霊媒が霊魂を媒介とし

て心霊的能力を発現する人を心霊能力者と呼
んでいる。霊魂もある種のエネルギーを発し
ている。

超心理学では特異能力と呼び、一般的に物
理的現象に則り心霊とはつながらないサイ

（Psychics）現象で、ESPとされる透視、遠隔
視、テレパシー、予知、予言等やPKという
念力、念動力、念写などと区別している。

「心霊現象」を大別すると、
①「精神的心霊能力」
霊視、霊聴、霊言、異言、精神感応、心霊鑑
定、予知、予言、霊査、霊媒、自動書記、憑
霊、霊界交信、霊感など。

②「物理的心霊現象」
自動書記、自動書画、物質化現象、物品浮揚、
物品引き寄せ、心霊写真など。

③「心霊的治療」
遠隔治療、直接治療、心霊治療、心霊手術、
前世療法や除霊、浄霊など。

Ⅰ「死者の霊魂は存在するか？」

福島県在住で当時86歳の職能霊能力者Ｍ
さん、初対面で「あなたのご先祖が先ほどか
らここに来ている。母方のご先祖で裃を着た
武士」。「証拠は？」と訊くと「家紋が視える」
と言い、紙に描いた。「表と裏の家紋をピタ
リ書いた！」（撮影Vあり）

＊因みに、家紋は2万5千数以上もある。

Ⅱ「霊能力者を科学機器で測定する」
霊能力を近代科学の方法で検証するには、

再現性と科学機器による客観的データを必要
とする。

私は内外の霊能力者３３０余人を取材した
が、中でも優れた霊能力者（３０名）に様々
な能力を科学機器で検証を試みた。その一端
を記述する。
①�ポリグラフ（心電図、筋電図、脳波計～主

にアルファ波が顕著と認められた）
②�サーモグラフィ（熱感カメラ～憑依状態で

身体の色温度に大きな変化が認められた）
③�光トポグラフィ（大脳内の血液量の変化測

定で前頭葉と後頭葉の視覚イメージ活動で
直観との関連性が認められた）

④�特殊TVカメラ（紫外線、ノーマル、赤外
線、遠赤外線～近赤外線カメラのみオーブ
が撮影可能）

⑤�各種測定器（低周波、高周波、磁場、磁力
計～オーブとラップ音が各機器に反応した）

１）「招霊実験」
心霊能力者Ｍさんは故人の霊を呼ぶ「招魂

儀式」を行うことが出来るという。そこで前記
の特殊TVカメラと電磁波測定器等を準備した。

（結果）オーブが近赤外線領域（750～900nｍ）
で飛来する状態を撮影、ラップ音も収録できた。
＊「オーブは故人の霊魂だ」と霊能力者はいう。



人類の歴史は、火山噴火、地震、津波、台
風、洪水、旱魃等々の自然災害や、コレラ、
ペスト、天然痘とか、いま流行りの新型コロ
ナといった感染症のパンデミックとの闘い、
さらには人が殺し合う戦争まで未だに闘いは
絶えることがない。

いわんや今日、自由主義や利己主義が蔓延
して、自らの手で自然環境を破壊して己の首
を絞めている有様である。万物の霊長といわ
れる人間は、自分たちの住処（すみか）の地
球環境まで破壊して、自然環境と共生してい
る動植物より、果たして人間は霊長と云える
だろうか。

今から50余年前、氷柱下がる酷寒の霊山
で滝行に身を晒す行者に出会った。先を視通
す眼力は凄まじく、いわゆる卓越した霊能力
者でもあった。

行者曰く「いま利己的欲望にとらわれ、人
心は乱れ、やがて地球は狂う」さらに「これ
は天界からの警鐘だ！あらゆる艱難辛苦の戒
めによって、勝手な人間の過ちを悔い改めさ
せているのだと。」

近年、心ある人間は遅まきながら自然環境
や太陽や水の恵みに中に生きていく為には、
今こそ自らの行為を改めねばならないことに
気づき始めた。

いま人類は歴史的大転換期にあると云われ
ている。これからどんな価値観を求める時代
になるだろうか？先を視通す力を「ひらめ
き」とか「インスピレーション」とか別な言
い方では「気づき」ともいう、果たして何を

なすべきかに気づくであろう。
新年を迎え、私はこんな句を思い出した。

「正月は冥土の旅の一里塚 めでたくもあり
　めでたくもなし」 　一休禅師 

一休禅師は歳をとることは死が近づくこと
でもあり、世の無常をあえて説いたものであ
ろう。

生あるものは必ず死す。これは厳然たる事
実だ。戦時中に生まれた私は、ましてや生命

（いのち）半ばで戦死した人たちを見て、子
ども心にも「死んだらどうなるのか？」「霊魂
など本当にあるのだろうか？」など知りたい
と思っていた。

社会人となりTV局で番組の制作現場に配
属され、持ち前の好奇心と探求心が募り、趣
味と実益も相まって「超常現象」番組なども
制作した。

「黙って座ればどこまで分かるか？」
1968年、TV初の超能力番組を放送した。

スタジオには霊能力者5名。登場者を霊視する。

霊能者「海に囲まれた島が見える。辺りに英
霊の姿が多く視える」。「太平洋戦争の激戦地
だ」。しかし登場者と英霊との関係は分から
なかった。
司会者「この方は太平洋戦争の激戦地、硫黄
島で最後の生き残り従軍看護婦さんです」

彼女は数奇な体験談を語った。「私は守備
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